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自然科学研究科の概要 
 

 新潟大学大学院自然科学研究科は，平成７年度に従来の理学研究科，工学研究科及び農学研究

科を統合し，博士前期課程９専攻，博士後期課程５専攻からなる独立した総合型の区分制大学院

として新設された。本研究科は５年一貫の大学院教育を特に重視し，従来の学問分野にとらわれ

ることなく，異なる分野の教員が協力しあって教育・研究指導に当たり，高度で専門性の高い研

究能力を有し，幅広い視野と創造性豊かな人材の養成を目指してきた。その後，平成 16 年度には，

国立大学の法人化も相俟って，大学院教育研究の社会への貢献や人材育成に対する役割をより確

実に果たすために，博士前期課程６専攻，博士後期課程５専攻に再編した。これは，理学部，工

学部及び農学部の各学科で体系的に推進されている基礎教育，専門教育との整合性を図り，大学

院における研究活動を行うために必要な専門的知識を教授するとともに，将来科学技術に関わる

研究者や技術者として活動するために必要な広い科学的知識の修得に配慮したものであった。 

 平成 17 年９月の中央教育審議会答申で，大学院教育の実質化，すなわち，教育課程の組織的展

開の強化を図り，特に博士後期課程にあっては，高度な学術研究に豊富に接する中で魅力ある教

育を実践し得るように教育機能の充実を図ることが提言された。本学においても，自然科学分野

の学部学生の約６割が大学院へ進学することから，これまで以上に学部教育と大学院教育の各教

育プログラムの連携を強め，大学院教育の組織的な強化を図る必要性が高まった。 

 この様な背景のもと，新教育プログラムを充実・強化し，大学院教育のさらなる実質化・高度

化を図る目的で，平成 22 年度から本研究科を博士前期課程５専攻，博士後期課程５専攻に改組し

た。また，学部教育プログラムが大学院博士前期課程・後期課程の大講座まで連続するものとす

るため，専攻及び大講座を再編した。さらに，大学院生の学ぶ立場・視点を重視し，「大講座」を

教育プログラムの「コース」とした。この改組により，本研究科では従来から成果をあげてきた

理工農の領域の融合による学際・複合領域に力点を置いた教育研究をさらに発展させて，学際・

複合領域と同時に専門領域の深化にも対応した高度な専門能力を有する人材の養成を目指してい

る。 

• 研究科の理念  

o 本研究科は，独立した総合型の博士前期２年課程と博士後期３年課程を持つ区分

制大学院であり，５年一貫の大学院教育を特に重視しています。  

o 従来の学問分野にとらわれることなく，異なる分野の教員が協力しあって教育・

研究指導に当たり，高度な専門性の高い研究能力のみでなく，幅広い視野と創造

性豊かな人材の養成を目指します。  

o 大学の教員や研究者のみでなく，学術・文化，科学・技術の進展に柔軟に対応し，

各分野の課題を積極的に解決できる能力を持つ高度な職業人を養成します。  

o 多様化した学問的，また社会的な要請に柔軟に応える教育・研究をします。  
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新潟大学大学院自然科学研究科学位授与方針（ディプロマポリシー） 

 

自然科学研究科では，高度な専門性の高い研究能力のみではなく，幅広い視野と創造

性豊かな人材を涵養し，学術・文化，科学・技術の進展に柔軟に対応した各分野の課題

を積極的に解決できる以下の能力を修得することを修了認定の基準とします。 

 

１．博士前期課程 

 ○数理物質科学専攻 

  物質の性質や自然の仕組み，数理現象の基礎を理解し，かつ各種実験技術や理論計

算技術，数理解析的手法を習得し，社会で活躍できる優れた人材であり，研究の最前

線の体験により得られた見識と独創性を活かせる研究能力を有すること。 

 

 ○材料生産システム専攻 

  地球環境保全，資源循環，健康保持増進などの人類の継続的発展に資する新素材・

機能材料の設計，開発、製品設計・生産プロセスの最適化,機器の高度化・高機能化

などに関する基礎的な専門知識と柔軟で幅広い応用力を有し，かつ豊かな人間性と高

いコミュニケーション能力を備え，社会の継続的発展に貢献できる能力を有すること。 

 

 ○電気情報工学専攻 

  電気情報工学に関わる分野において，深い専門的知識と高度の応用力をもち，幅広

い視野と豊かな人間性・倫理性，コミュニケーション能力を備え，安全・安心・健康

で文化的な社会の創造に貢献できる能力を有すること。 

 

 ○生命・食料科学専攻 

  ゲノムからポストゲノムへと展開する現代の生命科学の潮流とグローバリゼーシ

ョンの下での中長期的な食料資源の逼迫化をふまえ，生命現象の根源的理解，新技術

の開発，地域の農業・食料及び関連産業や環境並びに社会経済の改善に先駆的かつ多

面的に対応する能力を有すること。 

 

 ○環境科学専攻 

  幅広い領域を対象としてその環境と構造を探求し，グローバルな視野で地圏・水

圏・生物圏と人間社会との相互関係を理解し，研究の最前線の体験を通して自然環境

から都市・農山村環境を創り出せる独創性に富む能力を有すること。 
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から都市・農山村環境を創り出せる独創性に富む能力を有すること。 
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２．博士後期課程 

 ○数理物質科学専攻 

  物質の性質や反応の機構解明と新素材の探求，数理科学的な各種現象の数学や物理，

化学上の諸課題について，自ら能動的に対処できる深い専門知識と技術，幅広い見識

を備え，独創性に富んだ研究能力を有すること。 

 

 ○材料生産システム専攻 

  地球環境保全，資源循環，健康保持増進などの人類の継続的発展に資する新素材・

機能材料の設計，開発、製品設計・生産プロセスの最適化,機器の高度化・高機能化

などに関するより深い理解に基づく基礎的な専門知識と柔軟で幅広い高度の応用力

を有し，かつ豊かな人間性と高いコミュニケーション能力を備え，社会の継続的発展

に貢献できる総合的な高い能力を有すること。 

 

 ○電気情報工学専攻 

  複雑多様な事象について，電気及び情報工学的視点から，現象の分析と理論的な解

明ができる能力，さらに，独創的な技術を生み出し発展させることにより，安全・安

心・健康で文化的な社会の創造に貢献できる能力を有すること。 

 

 ○生命・食料科学専攻 

  生命の基本原理の解明のみならず，分子から個体までの生命現象の解明とその幅広

い応用面への活用や地球環境の変動や食料の安定供給など，深刻化する社会問題を解

決するため，生命現象の根源的理解，新技術の開発，地域の農業・食料及び関連産業

や環境並びに社会経済の改善に高度な専門知識を身に付け，先駆的，独創的かつ多面

的に対応できる能力を有すること。 

 

 ○環境科学専攻 

  地球規模から東北アジアの一角で日本海に面して多雪温暖の地，新潟大学のある新

潟までを幅広く対象として，その構造を探求し，グローバルな視野で地圏・水圏・生

物圏と人間社会との相互関係を理解し，自然環境から都市・農山村環境を創り出せる

独創性に富んだ能力を有すること。 
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○新潟大学大学院自然科学研究科規程 

平成16年４月１日 

院自規程第１号 

（趣旨） 

第１条 新潟大学大学院自然科学研究科（以下「研究科」という。）の教育方法，学生の

履修方法，修了の要件等に関し必要な事項については，新潟大学大学院学則（平成16年

大学院学則第１号。以下「大学院学則」という。）に定めるもののほか，この規程の定

めるところによる。 

（課程） 

第２条 研究科の課程は，前期２年の課程（以下「博士前期課程」という。）及び後期３

年の課程（以下「博士後期課程」という。）に区分する博士課程とし，博士前期課程は，

これを修士課程として取り扱うものとする。 

（専攻及びコース） 

第３条 研究科に置く専攻及びコースは，別表第１のとおりとする。 

（教育研究の目的） 

第３条の２ 研究科は，理学・工学・農学の分野の総合型の区分制大学院として５年一貫

の教育を重視し，優れた研究能力と幅広い視野をもった創造性豊かな人材を養成するこ

とを目的とする。 

２ 博士前期課程は，各専攻における教育研究を通じて，専門分野に関する専門的知識及

び関連分野の基礎的素養を修得させ，次に掲げる能力を備えた人材を養成することを教

育目標とする。 

(1) 自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力 

(2) 基礎理論・技術を理解し，応用する能力 

(3) 課題を発見し，解決する能力 

(4) 学会発表を含むコミュニケーション能力 

(5) 定められた期間で報告する能力 

３ 前項の教育目標を達成するために，博士前期課程の各専攻は，次に掲げる教育研究を

行う。 

(1) 数理物質科学専攻は，数学系，物理学系及び化学系の分野で構成し，自然界の基本

法則，宇宙，物質の性質や反応機構の解明と新素材・新物質の創製及び数理現象に関

する教育研究を行う。 

(2) 材料生産システム専攻は，材料系，化学系及び機械系の分野で構成し，先端材料の

創製，新機能・高機能性材料の開発，材料評価，生産プロセス及び材料生産のための

機械科学に関する教育研究を行う。 

(3) 電気情報工学専攻は，高度情報社会，省エネルギー社会，高福祉社会に貢献する情

報工学，電気電子工学及び人間支援科学の分野で構成し，情報通信ネットワーク，知

能情報科学，高効率エネルギー，電子デバイス，ナノテクノロジー，センシング，医

用生体工学及び福祉工学に関する教育研究を行う。 

(4) 生命・食料科学専攻は，基礎生命科学，応用生命・食品科学，生物資源科学の分野

で構成し，生命原理を解き明かす生物学の基礎から，農学とその関連部門での幅広い

応用科学に関する教育研究を行う。 

(5) 環境科学専攻は，理学，工学及び農学等の専門領域を有機的に複合した分野で構成

し，多面的に地球的規模及び地域社会の環境問題に取り組み，既成の学問領域の枠組

みを越えた総合的視点に立った環境科学に関する教育研究を行う。 

４ 博士後期課程は，専門分野の修得を前提に，各専攻における先端的な教育研究を通じ

て，関連分野の知見や視点を加えた総合的・学際的な分析能力を修得させ，次に掲げる

能力を備えた人材を養成することを教育目標とする。 

(1) 自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力 

(2) 課題設定能力と課題解決能力 

(3) コミュニケーション能力 
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２．博士後期課程 

 ○数理物質科学専攻 

  物質の性質や反応の機構解明と新素材の探求，数理科学的な各種現象の数学や物理，

化学上の諸課題について，自ら能動的に対処できる深い専門知識と技術，幅広い見識

を備え，独創性に富んだ研究能力を有すること。 

 

 ○材料生産システム専攻 

  地球環境保全，資源循環，健康保持増進などの人類の継続的発展に資する新素材・

機能材料の設計，開発、製品設計・生産プロセスの最適化,機器の高度化・高機能化

などに関するより深い理解に基づく基礎的な専門知識と柔軟で幅広い高度の応用力

を有し，かつ豊かな人間性と高いコミュニケーション能力を備え，社会の継続的発展

に貢献できる総合的な高い能力を有すること。 

 

 ○電気情報工学専攻 

  複雑多様な事象について，電気及び情報工学的視点から，現象の分析と理論的な解

明ができる能力，さらに，独創的な技術を生み出し発展させることにより，安全・安

心・健康で文化的な社会の創造に貢献できる能力を有すること。 

 

 ○生命・食料科学専攻 

  生命の基本原理の解明のみならず，分子から個体までの生命現象の解明とその幅広

い応用面への活用や地球環境の変動や食料の安定供給など，深刻化する社会問題を解

決するため，生命現象の根源的理解，新技術の開発，地域の農業・食料及び関連産業

や環境並びに社会経済の改善に高度な専門知識を身に付け，先駆的，独創的かつ多面

的に対応できる能力を有すること。 

 

 ○環境科学専攻 

  地球規模から東北アジアの一角で日本海に面して多雪温暖の地，新潟大学のある新

潟までを幅広く対象として，その構造を探求し，グローバルな視野で地圏・水圏・生

物圏と人間社会との相互関係を理解し，自然環境から都市・農山村環境を創り出せる

独創性に富んだ能力を有すること。 
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○新潟大学大学院自然科学研究科規程 

平成16年４月１日 

院自規程第１号 

（趣旨） 

第１条 新潟大学大学院自然科学研究科（以下「研究科」という。）の教育方法，学生の

履修方法，修了の要件等に関し必要な事項については，新潟大学大学院学則（平成16年

大学院学則第１号。以下「大学院学則」という。）に定めるもののほか，この規程の定

めるところによる。 

（課程） 

第２条 研究科の課程は，前期２年の課程（以下「博士前期課程」という。）及び後期３

年の課程（以下「博士後期課程」という。）に区分する博士課程とし，博士前期課程は，

これを修士課程として取り扱うものとする。 

（専攻及びコース） 

第３条 研究科に置く専攻及びコースは，別表第１のとおりとする。 

（教育研究の目的） 

第３条の２ 研究科は，理学・工学・農学の分野の総合型の区分制大学院として５年一貫

の教育を重視し，優れた研究能力と幅広い視野をもった創造性豊かな人材を養成するこ

とを目的とする。 

２ 博士前期課程は，各専攻における教育研究を通じて，専門分野に関する専門的知識及

び関連分野の基礎的素養を修得させ，次に掲げる能力を備えた人材を養成することを教

育目標とする。 

(1) 自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力 

(2) 基礎理論・技術を理解し，応用する能力 

(3) 課題を発見し，解決する能力 

(4) 学会発表を含むコミュニケーション能力 

(5) 定められた期間で報告する能力 

３ 前項の教育目標を達成するために，博士前期課程の各専攻は，次に掲げる教育研究を

行う。 

(1) 数理物質科学専攻は，数学系，物理学系及び化学系の分野で構成し，自然界の基本

法則，宇宙，物質の性質や反応機構の解明と新素材・新物質の創製及び数理現象に関

する教育研究を行う。 

(2) 材料生産システム専攻は，材料系，化学系及び機械系の分野で構成し，先端材料の

創製，新機能・高機能性材料の開発，材料評価，生産プロセス及び材料生産のための

機械科学に関する教育研究を行う。 

(3) 電気情報工学専攻は，高度情報社会，省エネルギー社会，高福祉社会に貢献する情

報工学，電気電子工学及び人間支援科学の分野で構成し，情報通信ネットワーク，知

能情報科学，高効率エネルギー，電子デバイス，ナノテクノロジー，センシング，医

用生体工学及び福祉工学に関する教育研究を行う。 

(4) 生命・食料科学専攻は，基礎生命科学，応用生命・食品科学，生物資源科学の分野

で構成し，生命原理を解き明かす生物学の基礎から，農学とその関連部門での幅広い

応用科学に関する教育研究を行う。 

(5) 環境科学専攻は，理学，工学及び農学等の専門領域を有機的に複合した分野で構成

し，多面的に地球的規模及び地域社会の環境問題に取り組み，既成の学問領域の枠組

みを越えた総合的視点に立った環境科学に関する教育研究を行う。 

４ 博士後期課程は，専門分野の修得を前提に，各専攻における先端的な教育研究を通じ

て，関連分野の知見や視点を加えた総合的・学際的な分析能力を修得させ，次に掲げる

能力を備えた人材を養成することを教育目標とする。 

(1) 自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力 

(2) 課題設定能力と課題解決能力 

(3) コミュニケーション能力 
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(4) 国際会議等における発表能力 

(5) 学術雑誌への論文執筆能力 

５ 前項の教育目標を達成するために，博士後期課程の各専攻は，次に掲げる教育研究を

行う。 

(1) 数理物質科学専攻は，自然界の基本法則，宇宙，物質の性質や反応機構の解明と新

素材・新物質の創製及び数理現象に関する先端的な教育研究を行う。 

(2) 材料生産システム専攻は，原子・分子の構造制御による新材料の創製，界面制御に

よる異種材料の複合化，機能性材料の化学的開発，環境調和型生産プロセス，材料評

価，生産機械システム及び材料制御等に関する先端的な教育研究を行う。 

(3) 電気情報工学専攻は，情報通信ネットワーク，知能情報科学，高効率エネルギー，

電子デバイス，ナノテクノロジー，センシング，医用生体工学及び福祉工学に関する

先端的な教育研究を行う。 

(4) 生命・食料科学専攻は，分子から個体までの生命現象の原理解明を幅広い研究領域

から探求しつつ，食料問題の解決や農業関連産業発展のための応用学問分野の構築，

基礎と応用の学問分野の有機的連携による生命原理の探求と応用，環境と調和した持

続的農業生産の構築等に関する先端的な教育研究を行う。 

(5) 環境科学専攻は，地球的規模及び地域社会における環境問題に多面的に取り組み，

既成の学問領域の枠組みを越えた学際的視点に立った環境科学に関する先端的な教育

研究を行う。 

（選抜試験） 

第４条 研究科に入学を志願する者については，選抜試験を行い，選考するものとする。 

２ 選抜試験及び選考方法に関し必要な事項は，別に定める。 

（進学） 

第５条 大学院学則第43条の規定により，博士後期課程に進学することを志願する者があ

る場合は，選考の上，進学することを許可する。 

（教育方法） 

第６条 研究科の教育は，授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研

究指導」という。）によって行う。 

２ 授業科目を課程別に課程共通科目及び専攻別授業科目に区分する。 

（教育方法の特例） 

第７条 教授会が教育上特別の必要があると認めたときは，夜間その他特定の時間又は時

期において授業又は研究指導を行うことができる。 

２ 教育方法の特例に関し必要な事項は，別に定める。 

（長期にわたる教育課程の履修） 

第８条 大学院学則第31条の規定による長期にわたる教育課程の履修を希望する者がある

ときは，教授会の議を経て，その履修を認めることができる。 

２ 長期にわたる教育課程の履修に関し必要な事項は，別に定める。 

（授業科目，単位数及び履修方法） 

第９条 博士前期課程及び博士後期課程の授業科目及びその単位数は，別表第２及び別表

第３のとおりとする。 

２ 博士前期課程の学生は，前項に定める授業科目について，別表第４の所属する専攻の

履修基準により，38単位以上又は42単位以上を修得しなければならない。 

３ 博士後期課程の学生は，第１項に定める授業科目について，別表第５の所属する専攻

の履修基準により，19単位以上又は23単位以上を修得しなければならない。 

４ 前２項に定めるもののほか，履修方法に関し必要な事項は，別に定める。 

（単位の計算方法） 

第10条 研究科における授業科目の単位の計算方法については，次の基準によるものとす

る。 

(1) 講義及び演習については，15時間の授業をもって１単位とする。 

(2) 実験及び実習については，30時間の授業をもって１単位とする。 
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（一つの授業科目について二以上の併用により行う場合の単位の計算基準） 

第10条の２ 一つの授業科目について，講義，演習，実験又は実習のうち併用により行う

場合の単位数を計算するに当たっては，その組み合わせに応じ，前条に規定する基準を

考慮して定めるものとする。 

（指導教員） 

第11条 学生には，研究指導を担当する主指導教員及び副指導教員を定めるものとする。 

２ 主指導教員は，学生が専攻するコースを担当する教授とする。ただし，教授会が必要

と認めるときは，博士前期課程にあっては学生が所属する専攻を担当する教授，准教授，

講師，助教又は客員教授を，博士後期課程にあっては学生が所属する専攻を担当する教

授，准教授又は客員教授をもって代えることができる。 

３ 副指導教員は２人とし，博士前期課程にあっては当該課程を担当する教授，准教授，

講師，助教，客員教授又は客員准教授とし，博士後期課程にあっては当該課程を担当す

る教授，准教授，客員教授又は客員准教授とする。 

（研究指導委員会） 

第12条 学生の研究及び履修に係る指導を行うため，研究指導委員会（以下「指導委員会」

という。）を置く。 

２ 指導委員会は，学生ごとに主指導教員及び副指導教員をもって組織する。 

（履修計画） 

第13条 学生は，入学（進学を含む。）後１箇月以内に指導委員会の指導の下に，研究題

目及び履修する授業科目を決定しなければならない。 

２ 学生は，原則として毎学年の始めにその年度に履修する授業科目を定め，所定の履修

届を研究科長に提出しなければならない。 

（授業科目の修了の認定及び単位の授与） 

第14条 授業科目の修了の認定は，その授業科目についての出席状況が十分であると認め

た学生について，筆記若しくは口頭による試験又は研究報告等により行うものとし，そ

れに合格した学生には，所定の単位を与える。 

２ 病気その他やむを得ない事由により，試験を受けることができない学生については，

追試験を行うことができる。 

（学位論文の提出） 

第15条 学位論文は，指導委員会の指導を受けて，所定の期日までに，研究科長に提出し

なければならない。 

（学位論文の審査及び最終試験） 

第16条 学位論文の審査及び最終試験については，新潟大学学位規則（平成16年規則第30

号）の定めるところによる。 

（修了の要件） 

第17条 博士前期課程の修了の要件は，同課程に２年以上在学し，第９条第２項に定める

単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，学位論文の審査及び最終試験に合格

することとする。ただし，在学期間に関しては，教授会が優れた業績を上げた者と認め

た学生については，１年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 博士後期課程の修了の要件は，同課程に３年以上在学し，第９条第３項に定める単位

を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，学位論文の審査及び最終試験に合格する

こととする。ただし，在学期間に関しては，教授会が優れた研究業績を上げた者と認め

た学生については，大学院学則第32条第２項ただし書に定める期間在学すれば足りるも

のとする。 

（修了の認定） 

第18条 前条に規定する修了の認定は，教授会の議を経て，学長が行う。 

（学位の授与） 

第19条 博士前期課程を修了した者には，修士の学位を授与する。 

２ 博士後期課程を修了した者には，博士の学位を授与する。 

３ 前２項の学位に付記する専攻分野の名称は，「学術」，「理学」，「工学」又は「農
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(4) 国際会議等における発表能力 

(5) 学術雑誌への論文執筆能力 

５ 前項の教育目標を達成するために，博士後期課程の各専攻は，次に掲げる教育研究を

行う。 

(1) 数理物質科学専攻は，自然界の基本法則，宇宙，物質の性質や反応機構の解明と新

素材・新物質の創製及び数理現象に関する先端的な教育研究を行う。 

(2) 材料生産システム専攻は，原子・分子の構造制御による新材料の創製，界面制御に

よる異種材料の複合化，機能性材料の化学的開発，環境調和型生産プロセス，材料評

価，生産機械システム及び材料制御等に関する先端的な教育研究を行う。 

(3) 電気情報工学専攻は，情報通信ネットワーク，知能情報科学，高効率エネルギー，

電子デバイス，ナノテクノロジー，センシング，医用生体工学及び福祉工学に関する

先端的な教育研究を行う。 

(4) 生命・食料科学専攻は，分子から個体までの生命現象の原理解明を幅広い研究領域

から探求しつつ，食料問題の解決や農業関連産業発展のための応用学問分野の構築，

基礎と応用の学問分野の有機的連携による生命原理の探求と応用，環境と調和した持

続的農業生産の構築等に関する先端的な教育研究を行う。 

(5) 環境科学専攻は，地球的規模及び地域社会における環境問題に多面的に取り組み，

既成の学問領域の枠組みを越えた学際的視点に立った環境科学に関する先端的な教育

研究を行う。 

（選抜試験） 

第４条 研究科に入学を志願する者については，選抜試験を行い，選考するものとする。 

２ 選抜試験及び選考方法に関し必要な事項は，別に定める。 

（進学） 

第５条 大学院学則第43条の規定により，博士後期課程に進学することを志願する者があ

る場合は，選考の上，進学することを許可する。 

（教育方法） 

第６条 研究科の教育は，授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研

究指導」という。）によって行う。 

２ 授業科目を課程別に課程共通科目及び専攻別授業科目に区分する。 

（教育方法の特例） 

第７条 教授会が教育上特別の必要があると認めたときは，夜間その他特定の時間又は時

期において授業又は研究指導を行うことができる。 

２ 教育方法の特例に関し必要な事項は，別に定める。 

（長期にわたる教育課程の履修） 

第８条 大学院学則第31条の規定による長期にわたる教育課程の履修を希望する者がある

ときは，教授会の議を経て，その履修を認めることができる。 

２ 長期にわたる教育課程の履修に関し必要な事項は，別に定める。 

（授業科目，単位数及び履修方法） 

第９条 博士前期課程及び博士後期課程の授業科目及びその単位数は，別表第２及び別表

第３のとおりとする。 

２ 博士前期課程の学生は，前項に定める授業科目について，別表第４の所属する専攻の

履修基準により，38単位以上又は42単位以上を修得しなければならない。 

３ 博士後期課程の学生は，第１項に定める授業科目について，別表第５の所属する専攻

の履修基準により，19単位以上又は23単位以上を修得しなければならない。 

４ 前２項に定めるもののほか，履修方法に関し必要な事項は，別に定める。 

（単位の計算方法） 

第10条 研究科における授業科目の単位の計算方法については，次の基準によるものとす

る。 

(1) 講義及び演習については，15時間の授業をもって１単位とする。 

(2) 実験及び実習については，30時間の授業をもって１単位とする。 
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（一つの授業科目について二以上の併用により行う場合の単位の計算基準） 

第10条の２ 一つの授業科目について，講義，演習，実験又は実習のうち併用により行う

場合の単位数を計算するに当たっては，その組み合わせに応じ，前条に規定する基準を

考慮して定めるものとする。 

（指導教員） 

第11条 学生には，研究指導を担当する主指導教員及び副指導教員を定めるものとする。 

２ 主指導教員は，学生が専攻するコースを担当する教授とする。ただし，教授会が必要

と認めるときは，博士前期課程にあっては学生が所属する専攻を担当する教授，准教授，

講師，助教又は客員教授を，博士後期課程にあっては学生が所属する専攻を担当する教

授，准教授又は客員教授をもって代えることができる。 

３ 副指導教員は２人とし，博士前期課程にあっては当該課程を担当する教授，准教授，

講師，助教，客員教授又は客員准教授とし，博士後期課程にあっては当該課程を担当す

る教授，准教授，客員教授又は客員准教授とする。 

（研究指導委員会） 

第12条 学生の研究及び履修に係る指導を行うため，研究指導委員会（以下「指導委員会」

という。）を置く。 

２ 指導委員会は，学生ごとに主指導教員及び副指導教員をもって組織する。 

（履修計画） 

第13条 学生は，入学（進学を含む。）後１箇月以内に指導委員会の指導の下に，研究題

目及び履修する授業科目を決定しなければならない。 

２ 学生は，原則として毎学年の始めにその年度に履修する授業科目を定め，所定の履修

届を研究科長に提出しなければならない。 

（授業科目の修了の認定及び単位の授与） 

第14条 授業科目の修了の認定は，その授業科目についての出席状況が十分であると認め

た学生について，筆記若しくは口頭による試験又は研究報告等により行うものとし，そ

れに合格した学生には，所定の単位を与える。 

２ 病気その他やむを得ない事由により，試験を受けることができない学生については，

追試験を行うことができる。 

（学位論文の提出） 

第15条 学位論文は，指導委員会の指導を受けて，所定の期日までに，研究科長に提出し

なければならない。 

（学位論文の審査及び最終試験） 

第16条 学位論文の審査及び最終試験については，新潟大学学位規則（平成16年規則第30

号）の定めるところによる。 

（修了の要件） 

第17条 博士前期課程の修了の要件は，同課程に２年以上在学し，第９条第２項に定める

単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，学位論文の審査及び最終試験に合格

することとする。ただし，在学期間に関しては，教授会が優れた業績を上げた者と認め

た学生については，１年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 博士後期課程の修了の要件は，同課程に３年以上在学し，第９条第３項に定める単位

を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，学位論文の審査及び最終試験に合格する

こととする。ただし，在学期間に関しては，教授会が優れた研究業績を上げた者と認め

た学生については，大学院学則第32条第２項ただし書に定める期間在学すれば足りるも

のとする。 

（修了の認定） 

第18条 前条に規定する修了の認定は，教授会の議を経て，学長が行う。 

（学位の授与） 

第19条 博士前期課程を修了した者には，修士の学位を授与する。 

２ 博士後期課程を修了した者には，博士の学位を授与する。 

３ 前２項の学位に付記する専攻分野の名称は，「学術」，「理学」，「工学」又は「農



－  8  －

 

- 8 - 

 

学」とする。 

（教員の免許状） 

第20条 博士前期課程において取得することができる教員の免許状の種類及び免許教科は，

別表第６のとおりとする。 

（雑則） 

第21条 この規程に定めるもののほか，必要な事項は，教授会が別に定める。 

附 則 

１ この規程は，平成16年４月１日から施行する。 

２ 新潟大学大学院自然科学研究科規程（平成７年院自規程第１号。以下「旧研究科規程」

という。）に基づく博士前期課程の物質基礎科学専攻，物質制御科学専攻，生産システ

ム専攻，生体機能専攻，生物生産専攻，地球環境科学専攻，環境システム科学専攻，数

理科学専攻及び情報・計算機工学専攻並びに博士後期課程のエネルギー基礎科学専攻，

材料生産開発科学専攻，生物圏科学専攻，環境管理科学専攻及び情報理工学専攻は，第

３条の規定にかかわらず，平成16年３月31日に当該専攻に在学する者が当該専攻に在学

しなくなる日までの間，存続するものとし，当該専攻に在学する者の履修方法及び修了

要件については，なお旧研究科規程の例による。 

附 則 

この規程は，平成17年10月１日から施行する。 

附 則 

１ この規程は，平成19年４月１日から施行する。 

２ 平成18年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後

の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ

とができる。 

附 則 

１ この規程は，平成20年４月１日から施行する。 

２ 平成19年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後

の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ

とができる。 

附 則 

１ この規程は，平成20年10月１日から施行する。 

２ 平成20年９月30日以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前

の例による。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，

改正後の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加

えることができる。 

附 則 

１ この規程は，平成21年４月１日から施行する。 

２ 平成20年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後

の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ

とができる。 

附 則 

１ この規程は，平成21年10月１日から施行する。 

２ 平成21年９月30日以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前

の例による。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，

改正後の別表第２に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えることがで

きる。 

附 則 

１ この規程は，平成22年４月１日から施行する。 
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２ 博士前期課程の自然構造科学専攻，環境共生科学専攻，数理・情報電子工学専攻及び

人間支援科学専攻並びに博士後期課程の自然構造科学専攻，環境共生科学専攻及び情報

理工学専攻は，改正後の第３条の規定にかかわらず，平成22年３月31日に当該専攻に在

学する者が当該専攻に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。 

３ 平成21年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。 
附 則 

１ この規程は，平成23年４月１日から施行する。 
２ 平成22年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後
の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ
とができる。 

附 則 
１ この規程は，平成24年４月１日から施行する。 
２ 平成23年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後
の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ
とができる。 

附 則 
１ この規程は，平成25年４月１日から施行する。 
２ 平成24年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後
の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ
とができる。 

附 則 
１ この規程は，平成26年４月１日から施行する。 
２ 平成25年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後
の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ
とができる。 

附 則 
１ この規程は，平成27年４月１日から施行する。 
２ 平成26年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後
の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ
とができる。 

附 則 
１ この規程は，平成28年４月１日から施行する。 
２ 平成27年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後
の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ
とができる。 

附 則 
１ この規程は，平成29年４月１日から施行する。 
２ 平成28年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後
の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ
とができる。 

附 則 
１ この規程は，平成30年４月１日から施行する。 
２ 平成29年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後
の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ
とができる。 
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学」とする。 

（教員の免許状） 

第20条 博士前期課程において取得することができる教員の免許状の種類及び免許教科は，

別表第６のとおりとする。 

（雑則） 

第21条 この規程に定めるもののほか，必要な事項は，教授会が別に定める。 

附 則 

１ この規程は，平成16年４月１日から施行する。 

２ 新潟大学大学院自然科学研究科規程（平成７年院自規程第１号。以下「旧研究科規程」

という。）に基づく博士前期課程の物質基礎科学専攻，物質制御科学専攻，生産システ

ム専攻，生体機能専攻，生物生産専攻，地球環境科学専攻，環境システム科学専攻，数

理科学専攻及び情報・計算機工学専攻並びに博士後期課程のエネルギー基礎科学専攻，

材料生産開発科学専攻，生物圏科学専攻，環境管理科学専攻及び情報理工学専攻は，第

３条の規定にかかわらず，平成16年３月31日に当該専攻に在学する者が当該専攻に在学

しなくなる日までの間，存続するものとし，当該専攻に在学する者の履修方法及び修了

要件については，なお旧研究科規程の例による。 

附 則 

この規程は，平成17年10月１日から施行する。 

附 則 

１ この規程は，平成19年４月１日から施行する。 

２ 平成18年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後

の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ

とができる。 

附 則 

１ この規程は，平成20年４月１日から施行する。 

２ 平成19年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後

の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ

とができる。 

附 則 

１ この規程は，平成20年10月１日から施行する。 

２ 平成20年９月30日以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前

の例による。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，

改正後の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加

えることができる。 

附 則 

１ この規程は，平成21年４月１日から施行する。 

２ 平成20年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後

の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ

とができる。 

附 則 

１ この規程は，平成21年10月１日から施行する。 

２ 平成21年９月30日以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前

の例による。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，

改正後の別表第２に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えることがで

きる。 

附 則 

１ この規程は，平成22年４月１日から施行する。 
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２ 博士前期課程の自然構造科学専攻，環境共生科学専攻，数理・情報電子工学専攻及び

人間支援科学専攻並びに博士後期課程の自然構造科学専攻，環境共生科学専攻及び情報

理工学専攻は，改正後の第３条の規定にかかわらず，平成22年３月31日に当該専攻に在

学する者が当該専攻に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。 

３ 平成21年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。 
附 則 

１ この規程は，平成23年４月１日から施行する。 
２ 平成22年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後
の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ
とができる。 

附 則 
１ この規程は，平成24年４月１日から施行する。 
２ 平成23年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後
の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ
とができる。 

附 則 
１ この規程は，平成25年４月１日から施行する。 
２ 平成24年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後
の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ
とができる。 

附 則 
１ この規程は，平成26年４月１日から施行する。 
２ 平成25年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後
の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ
とができる。 

附 則 
１ この規程は，平成27年４月１日から施行する。 
２ 平成26年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後
の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ
とができる。 

附 則 
１ この規程は，平成28年４月１日から施行する。 
２ 平成27年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後
の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ
とができる。 

附 則 
１ この規程は，平成29年４月１日から施行する。 
２ 平成28年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後
の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ
とができる。 

附 則 
１ この規程は，平成30年４月１日から施行する。 
２ 平成29年度以前に入学した学生の履修方法及び修了要件については，なお従前の例に

よる。ただし，施行の日に現に在学している学生は，別に定めるところにより，改正後
の別表第２又は別表第３に規定する授業科目を履修し修了に必要な単位として加えるこ
とができる。 

 
 

 



－  10  －

 

- 10 - 

 

別表第１（第３条関係） 

専攻及びコース 

博士前期課程及び博士後期課程 

専攻 コース 

数理物質科学専攻 物理学 

化学 

数理科学 

材料生産システム専攻 機能材料科学 

素材生産科学 

機械科学 

電気情報工学専攻 情報工学 

電気電子工学 

人間支援科学 

生命・食料科学専攻 基礎生命科学 

応用生命・食品科学 

生物資源科学 

環境科学専攻 自然システム科学 

流域環境学 

社会基盤・建築学 

地球科学 

災害環境科学 
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別表第２（第９条関係） 

博士前期課程の授業科目及び単位数 

１ 課程共通科目 

授業科目 単位 開設専攻名等 

自然科学総論Ⅰ 1 数理物質科学専攻 

自然科学総論Ⅱ 1 材料生産システム専攻 

自然科学総論Ⅲ 1 電気情報工学専攻 

自然科学総論Ⅳ 1 生命・食料科学専攻 

自然科学総論Ⅴ 1 環境科学専攻 

先端科学技術総論 1 研究科 

プロジェクト研究特別概説 1 研究科 

企業における生産・開発Ⅰ 1 研究科 

企業・研究機関の研修・見学 1 研究科 

薬品安全管理技術 2 研究科 

大型機器分析技術 2 研究科 

知的財産権・技術経営論Ⅰ 1 研究科 

知的財産権・技術経営論Ⅱ 1 研究科 

インターンシップ 1 研究科 

ワーク・ライフ・バランス 1 研究科 

海外英語研修 4 研究科 

海外インターンシップ 4 研究科 

科学技術英語Ⅰ 1 研究科 

科学技術英語Ⅱ 1 研究科 

先端的国際テクノロジー・グループワーク・

インターンシップA 

3 研究科 

先端的国際テクノロジー・グループワーク・

インターンシップB 

4 研究科 

先端的国際マーケット・グループワーク・イ

ンターンシップA 

3 研究科 

先端的国際マーケット・グループワーク・イ

ンターンシップB 

4 研究科 

先端的国際工学概論 1 研究科 

先端的国際工学事情 1 研究科 

理工系グローバルドミトリー特別研究A 1 研究科 

理工系グローバルドミトリー特別研究B 2 研究科 

理工系グローバルドミトリー特別研究C 4 研究科 

理工系グローバルドミトリー・セミナーA 1 研究科 

理工系グローバルドミトリー・セミナーB 2 研究科 

理工系グローバルドミトリー発表演習・発表 1 研究科 

教職実践学校インターンシップ 4 研究科 

 

２ 各専攻別授業科目 

(1) 数理物質科学専攻 

区分 授業科目 単位 

専攻共通科目 Advances in Physics and Chemistry 2 

数理物質科学の最前線 2 

Physics TodayⅠ 1 

Physics TodayⅡ 1 
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別表第１（第３条関係） 

専攻及びコース 

博士前期課程及び博士後期課程 

専攻 コース 

数理物質科学専攻 物理学 

化学 

数理科学 

材料生産システム専攻 機能材料科学 

素材生産科学 

機械科学 

電気情報工学専攻 情報工学 

電気電子工学 

人間支援科学 

生命・食料科学専攻 基礎生命科学 

応用生命・食品科学 

生物資源科学 

環境科学専攻 自然システム科学 

流域環境学 

社会基盤・建築学 

地球科学 

災害環境科学 
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別表第２（第９条関係） 

博士前期課程の授業科目及び単位数 

１ 課程共通科目 

授業科目 単位 開設専攻名等 

自然科学総論Ⅰ 1 数理物質科学専攻 

自然科学総論Ⅱ 1 材料生産システム専攻 

自然科学総論Ⅲ 1 電気情報工学専攻 

自然科学総論Ⅳ 1 生命・食料科学専攻 

自然科学総論Ⅴ 1 環境科学専攻 

先端科学技術総論 1 研究科 

プロジェクト研究特別概説 1 研究科 

企業における生産・開発Ⅰ 1 研究科 

企業・研究機関の研修・見学 1 研究科 

薬品安全管理技術 2 研究科 

大型機器分析技術 2 研究科 

知的財産権・技術経営論Ⅰ 1 研究科 

知的財産権・技術経営論Ⅱ 1 研究科 

インターンシップ 1 研究科 

ワーク・ライフ・バランス 1 研究科 

海外英語研修 4 研究科 

海外インターンシップ 4 研究科 

科学技術英語Ⅰ 1 研究科 

科学技術英語Ⅱ 1 研究科 

先端的国際テクノロジー・グループワーク・

インターンシップA 

3 研究科 

先端的国際テクノロジー・グループワーク・

インターンシップB 

4 研究科 

先端的国際マーケット・グループワーク・イ

ンターンシップA 

3 研究科 

先端的国際マーケット・グループワーク・イ

ンターンシップB 

4 研究科 

先端的国際工学概論 1 研究科 

先端的国際工学事情 1 研究科 

理工系グローバルドミトリー特別研究A 1 研究科 

理工系グローバルドミトリー特別研究B 2 研究科 

理工系グローバルドミトリー特別研究C 4 研究科 

理工系グローバルドミトリー・セミナーA 1 研究科 

理工系グローバルドミトリー・セミナーB 2 研究科 

理工系グローバルドミトリー発表演習・発表 1 研究科 

教職実践学校インターンシップ 4 研究科 

 

２ 各専攻別授業科目 

(1) 数理物質科学専攻 

区分 授業科目 単位 

専攻共通科目 Advances in Physics and Chemistry 2 

数理物質科学の最前線 2 

Physics TodayⅠ 1 

Physics TodayⅡ 1 
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Chemistry TodayⅠ 1 

Chemistry TodayⅡ 1 

物理学コース科目 数理物質科学特定研究Ⅰ（物理学） 8 

数理物質科学特定研究ⅡA（物理学） 4 

数理物質科学特定研究ⅡB（物理学） 4 

数理物質科学演習Ⅰ（物理学） 4 

数理物質科学演習Ⅱ（物理学） 4 

固体物性物理学Ⅰ 2 

固体物性物理学Ⅱ 2 

固体物性物理学Ⅲ 2 

固体物性物理学Ⅳ 2 

固体電子論 2 

統計物理学Ⅰ 2 

統計物理学Ⅱ 2 

多体系物理学 2 

コラボレーション演習 1 

課題探索特講Ⅰ 2 

課題探索特講Ⅱ 2 

実験素粒子物理学Ⅰ 2 

実験素粒子物理学Ⅱ 2 

量子場理論 2 

共形場理論 2 

ハドロン物理学Ⅰ 2 

原子核物理特論Ⅰ 2 

原子核物理特論Ⅱ 2 

原子核物理特論Ⅲ 2 

核物性学概論 2 

宇宙物理学特論Ⅰ 2 

宇宙物理学特論Ⅱ 2 

宇宙物理学特論Ⅲ 2 

ミュオン物質物理学概論 2 

原子核量子多体論概論 2 

不安定核物理学概論 

理論素粒子物理学Ⅰ 

2 

2 

理論素粒子物理学Ⅱ 

理論素粒子物理学Ⅲ 

アクティブ･ラーニング型物理教授法特論 

ICT活用物理教授法特論 

2 

2 

2 

2 

化学コース科目 数理物質科学特定研究Ⅰ（化学） 8 

数理物質科学特定研究ⅡA（化学） 4 

数理物質科学特定研究ⅡB（化学） 4 

数理物質科学演習Ⅰ（化学） 4 

科学技術英語 2 

コミュニケーション演習 2 

凝縮相物性論 2 

分子動力学概論 2 

反応化学概論 2 

化学反応計測学 2 

核化学特論 2 

分析化学特論Ⅰ 2 
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分析化学特論Ⅱ 2 

有機合成方法論Ⅰ 2 

有機合成方法論Ⅱ 2 

構造有機化学特論 2 

反応有機化学特論 2 

分子生理化学 2 

分子細胞化学 2 

数理科学コース科目 数理物質科学特定研究Ⅰ（数学） 8 

数理物質科学特定研究Ⅱ（数学） 8 

数理物質科学特定研究Ⅰ（情報） 8 

数理物質科学特定研究Ⅱ（情報） 8 

数理科学セミナーⅠ（数学） 3 

数理科学セミナーⅡ（数学） 3 

数理科学セミナーⅠ（情報） 3 

数理科学セミナーⅡ（情報） 3 

数理科学文献詳読Ⅰ（数学） 3 

数理科学文献詳読Ⅱ（数学） 3 

数理科学文献詳読Ⅰ（情報） 3 

数理科学文献詳読Ⅱ（情報） 3 

数理科学研究発表演習〔中間発表〕（数学） 1 

数理科学研究発表演習〔中間発表〕（情報） 1 

数理科学研究発表〔外部発表〕（数学） 2 

数理科学研究発表〔外部発表〕（情報） 2 

関数解析特論 2 

複素解析特論 2 

関数空間特論 2 

偏微分方程式論 2 

リーマン幾何学特論 2 

代数構造特論 2 

代数的整数論 2 

位相幾何学特論 2 

幾何学的群論 2 

情報統計学概論 2 

応用統計学概論 2 

数理計画概論 2 

数理システム概論 2 

最適化概論 

可換環論 

リー群論 

積分方程式特論 

ベイズ統計学概論 

2 

2 

2 

2 

2 

(2) 材料生産システム専攻 

区分 授業科目 単位 

専攻共通科目 材料生産システム特定研究Ⅰ 8 

材料生産システム特定研究Ⅱ 8 

機能材料科学総論Ⅰ 1 

機能材料科学総論Ⅱ 1 

素材生産科学総論 2 

機械科学総論 2 
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Chemistry TodayⅠ 1 

Chemistry TodayⅡ 1 

物理学コース科目 数理物質科学特定研究Ⅰ（物理学） 8 

数理物質科学特定研究ⅡA（物理学） 4 

数理物質科学特定研究ⅡB（物理学） 4 

数理物質科学演習Ⅰ（物理学） 4 

数理物質科学演習Ⅱ（物理学） 4 

固体物性物理学Ⅰ 2 

固体物性物理学Ⅱ 2 

固体物性物理学Ⅲ 2 

固体物性物理学Ⅳ 2 

固体電子論 2 

統計物理学Ⅰ 2 

統計物理学Ⅱ 2 

多体系物理学 2 

コラボレーション演習 1 

課題探索特講Ⅰ 2 

課題探索特講Ⅱ 2 

実験素粒子物理学Ⅰ 2 

実験素粒子物理学Ⅱ 2 

量子場理論 2 

共形場理論 2 

ハドロン物理学Ⅰ 2 

原子核物理特論Ⅰ 2 

原子核物理特論Ⅱ 2 

原子核物理特論Ⅲ 2 

核物性学概論 2 

宇宙物理学特論Ⅰ 2 

宇宙物理学特論Ⅱ 2 

宇宙物理学特論Ⅲ 2 

ミュオン物質物理学概論 2 

原子核量子多体論概論 2 

不安定核物理学概論 

理論素粒子物理学Ⅰ 

2 

2 

理論素粒子物理学Ⅱ 

理論素粒子物理学Ⅲ 

アクティブ･ラーニング型物理教授法特論 

ICT活用物理教授法特論 

2 

2 

2 

2 

化学コース科目 数理物質科学特定研究Ⅰ（化学） 8 

数理物質科学特定研究ⅡA（化学） 4 

数理物質科学特定研究ⅡB（化学） 4 

数理物質科学演習Ⅰ（化学） 4 

科学技術英語 2 

コミュニケーション演習 2 

凝縮相物性論 2 

分子動力学概論 2 

反応化学概論 2 

化学反応計測学 2 

核化学特論 2 

分析化学特論Ⅰ 2 
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分析化学特論Ⅱ 2 

有機合成方法論Ⅰ 2 

有機合成方法論Ⅱ 2 

構造有機化学特論 2 

反応有機化学特論 2 

分子生理化学 2 

分子細胞化学 2 

数理科学コース科目 数理物質科学特定研究Ⅰ（数学） 8 

数理物質科学特定研究Ⅱ（数学） 8 

数理物質科学特定研究Ⅰ（情報） 8 

数理物質科学特定研究Ⅱ（情報） 8 

数理科学セミナーⅠ（数学） 3 

数理科学セミナーⅡ（数学） 3 

数理科学セミナーⅠ（情報） 3 

数理科学セミナーⅡ（情報） 3 

数理科学文献詳読Ⅰ（数学） 3 

数理科学文献詳読Ⅱ（数学） 3 

数理科学文献詳読Ⅰ（情報） 3 

数理科学文献詳読Ⅱ（情報） 3 

数理科学研究発表演習〔中間発表〕（数学） 1 

数理科学研究発表演習〔中間発表〕（情報） 1 

数理科学研究発表〔外部発表〕（数学） 2 

数理科学研究発表〔外部発表〕（情報） 2 

関数解析特論 2 

複素解析特論 2 

関数空間特論 2 

偏微分方程式論 2 

リーマン幾何学特論 2 

代数構造特論 2 

代数的整数論 2 

位相幾何学特論 2 

幾何学的群論 2 

情報統計学概論 2 

応用統計学概論 2 

数理計画概論 2 

数理システム概論 2 

最適化概論 

可換環論 

リー群論 

積分方程式特論 

ベイズ統計学概論 

2 

2 

2 

2 

2 

(2) 材料生産システム専攻 

区分 授業科目 単位 

専攻共通科目 材料生産システム特定研究Ⅰ 8 

材料生産システム特定研究Ⅱ 8 

機能材料科学総論Ⅰ 1 

機能材料科学総論Ⅱ 1 

素材生産科学総論 2 

機械科学総論 2 
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機能材料科学セミナーⅠ 3 

機能材料科学セミナーⅡ 3 

素材生産科学セミナーⅠ 2 

素材生産科学セミナーⅡ 2 

機械科学セミナーⅠ 2 

機械科学セミナーⅡ 2 

機能材料科学文献詳読Ⅰ 3 

機能材料科学文献詳読Ⅱ 3 

素材生産科学文献詳読Ⅰ 2 

素材生産科学文献詳読Ⅱ 2 

機械科学文献詳読Ⅰ 2 

機械科学文献詳読Ⅱ 2 

機能材料科学演習 2 

素材生産科学特別演習 2 

機械科学特別演習 2 

研究発表演習・発表 1 

ソーラー水素エネルギー国際会議コミュニケーション 2 

機能材料科学コース科目 複合材料設計化学 2 

金属材料物性論 2 

電子物性論 2 

磁性材料物性論 2 

固体電子材料論 2 

光物性特論 2 

電子移動反応論 2 

表面光化学 2 

生物機能工学 2 

生物機能材料科学 2 

機能性材料評価学特論 2 

水素制御管理特論 2 

水素エネルギーシステムデザイン演習・実習Ⅲ 2 

ソフトマテリアル特論 

応用無機材料化学 

2 

2 

素材生産科学コース科目 無機材料物性化学 2 

微粒子材料工学特論 2 

精密分子設計化学 2 

機能性高分子合成化学 2 

機能性高分子材料化学 2 

精密高分子合成化学 2 

励起分子化学 2 

表面計測化学 2 

環境計測化学 2 

エネルギー化学特論 2 

無機物性化学 2 

乳化分散系化学特論 2 

拡散操作特論 2 

応用移動現象特論 2 

環境プロセス工学 2 

資源エネルギー工学 2 
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粉体工学特論 2 

水素エネルギー製造・輸送論 2 

水素エネルギーシステムデザイン演習・実習Ⅰ 2 

機械科学コース科目 先端機器・機械論 2 

エネルギー変換論 2 

非ニュートン流体工学特論 2 

機械情報可視化論 2 

振動解析・制御特論 2 

運動伝達要素論 2 

非線形システム制御論 2 

機械音響工学論 2 

固体機能・強度解析論 2 

トライボロジー論 2 

生産工学論 2 

残留応力解析論 2 

マイクロマシン工学特論 2 

機械材料学特論 2 

集光・集熱技術論 2 

水素エネルギーシステムデザイン演習・実習Ⅱ 2 

環境エネルギー工学 2 

 マイクロロボティクス論 2 

(3) 電気情報工学専攻 

区分 授業科目 単位 

専攻共通科目 情報工学特定研究Ⅰ 6 

情報工学特定研究Ⅱ 6 

電気電子工学特定研究Ⅰ 6 

電気電子工学特定研究Ⅱ 6 

人間支援科学特定研究Ⅰ（情報） 6 

人間支援科学特定研究Ⅱ（情報） 6 

人間支援科学特定研究Ⅰ（工業） 6 

人間支援科学特定研究Ⅱ（工業） 6 

情報工学セミナーⅠ 2 

情報工学セミナーⅡ 2 

電気電子工学セミナーⅠ 2 

電気電子工学セミナーⅡ 2 

人間支援科学セミナーⅠ（情報） 2 

人間支援科学セミナーⅡ（情報） 2 

人間支援科学セミナーⅠ（工業） 2 

人間支援科学セミナーⅡ（工業） 2 

アドバンストテクノロジー 2 

情報工学文献詳読Ⅰ 2 

情報工学文献詳読Ⅱ 2 

電気電子工学文献詳読Ⅰ 2 

電気電子工学文献詳読Ⅱ 2 

人間支援科学文献詳読Ⅰ（情報） 2 

人間支援科学文献詳読Ⅱ（情報） 2 

人間支援科学文献詳読Ⅰ（工業） 2 

人間支援科学文献詳読Ⅱ（工業） 2 
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機能材料科学セミナーⅠ 3 

機能材料科学セミナーⅡ 3 

素材生産科学セミナーⅠ 2 

素材生産科学セミナーⅡ 2 

機械科学セミナーⅠ 2 

機械科学セミナーⅡ 2 

機能材料科学文献詳読Ⅰ 3 

機能材料科学文献詳読Ⅱ 3 

素材生産科学文献詳読Ⅰ 2 

素材生産科学文献詳読Ⅱ 2 

機械科学文献詳読Ⅰ 2 

機械科学文献詳読Ⅱ 2 

機能材料科学演習 2 

素材生産科学特別演習 2 

機械科学特別演習 2 

研究発表演習・発表 1 

ソーラー水素エネルギー国際会議コミュニケーション 2 

機能材料科学コース科目 複合材料設計化学 2 

金属材料物性論 2 

電子物性論 2 

磁性材料物性論 2 

固体電子材料論 2 

光物性特論 2 

電子移動反応論 2 

表面光化学 2 

生物機能工学 2 

生物機能材料科学 2 

機能性材料評価学特論 2 

水素制御管理特論 2 

水素エネルギーシステムデザイン演習・実習Ⅲ 2 

ソフトマテリアル特論 

応用無機材料化学 

2 

2 

素材生産科学コース科目 無機材料物性化学 2 

微粒子材料工学特論 2 

精密分子設計化学 2 

機能性高分子合成化学 2 

機能性高分子材料化学 2 

精密高分子合成化学 2 

励起分子化学 2 

表面計測化学 2 

環境計測化学 2 

エネルギー化学特論 2 

無機物性化学 2 

乳化分散系化学特論 2 

拡散操作特論 2 

応用移動現象特論 2 

環境プロセス工学 2 

資源エネルギー工学 2 
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粉体工学特論 2 

水素エネルギー製造・輸送論 2 

水素エネルギーシステムデザイン演習・実習Ⅰ 2 

機械科学コース科目 先端機器・機械論 2 

エネルギー変換論 2 

非ニュートン流体工学特論 2 

機械情報可視化論 2 

振動解析・制御特論 2 

運動伝達要素論 2 

非線形システム制御論 2 

機械音響工学論 2 

固体機能・強度解析論 2 

トライボロジー論 2 

生産工学論 2 

残留応力解析論 2 

マイクロマシン工学特論 2 

機械材料学特論 2 

集光・集熱技術論 2 

水素エネルギーシステムデザイン演習・実習Ⅱ 2 

環境エネルギー工学 2 

 マイクロロボティクス論 2 

(3) 電気情報工学専攻 

区分 授業科目 単位 

専攻共通科目 情報工学特定研究Ⅰ 6 

情報工学特定研究Ⅱ 6 

電気電子工学特定研究Ⅰ 6 

電気電子工学特定研究Ⅱ 6 

人間支援科学特定研究Ⅰ（情報） 6 

人間支援科学特定研究Ⅱ（情報） 6 

人間支援科学特定研究Ⅰ（工業） 6 

人間支援科学特定研究Ⅱ（工業） 6 

情報工学セミナーⅠ 2 

情報工学セミナーⅡ 2 

電気電子工学セミナーⅠ 2 

電気電子工学セミナーⅡ 2 

人間支援科学セミナーⅠ（情報） 2 

人間支援科学セミナーⅡ（情報） 2 

人間支援科学セミナーⅠ（工業） 2 

人間支援科学セミナーⅡ（工業） 2 

アドバンストテクノロジー 2 

情報工学文献詳読Ⅰ 2 

情報工学文献詳読Ⅱ 2 

電気電子工学文献詳読Ⅰ 2 

電気電子工学文献詳読Ⅱ 2 

人間支援科学文献詳読Ⅰ（情報） 2 

人間支援科学文献詳読Ⅱ（情報） 2 

人間支援科学文献詳読Ⅰ（工業） 2 

人間支援科学文献詳読Ⅱ（工業） 2 
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情報工学発表演習（中間発表） 1 

情報工学研究発表（外部発表） 2 

電気電子工学研究発表演習（中間発表） 1 

電気電子工学研究発表（外部発表） 2 

人間支援科学研究発表演習（中間発表） 1 

人間支援科学研究発表（外部発表） 2 

情報工学コース科目 移動情報ネットワーク特論 2 

波動情報特論 2 

ワイヤレス情報通信特論 2 

電磁波工学特論 2 

電波伝搬シミュレーション特別演習 2 

計算機アーキテクチャ特論 2 

組合せアルゴリズム特論 2 

メディア情報処理特論 2 

応用情報システム特論 2 

人工知能特論 2 

ゲノム情報解析概論 2 

応用解析学特論 2 

応用代数学特論 2 

情報数理特論 2 

数理工学特論 2 

プロジェクトマネージメント 1 

無線アクセス制御特論 

サービス品質特論 

応用微分方程式特論 

計算論理学 

1 

2 

2 

2 

機械学習と統計数理工学 2 

電気電子工学コース科目 ディジタル無線伝送工学 2 

 画像処理特論 2 

 プラズマ物性特論 2 

 プラズマ応用工学 2 

 電子材料物性特論 2 

 電子機器特論 2 

 高電圧大電流工学特論 2 

 応用超伝導工学 2 

 光エレクトロニクス特論 2 

 薄膜工学特論 2 

 超伝導固体物性特論 2 

 有機エレクトロニクス特論 2 

 電子情報通信特論 2 

 光波動応用工学 2 

 デバイス・センサ特論 2 

 光通信工学 2 

 光コヒーレンス工学 2 

 光システム機器特論 2 

 電子光デバイス特論 2 

人間支援科学コース科目 人間支援科学特別講義Ⅰ 2 

人間支援科学特別講義Ⅱ 2 

人間支援科学特別講義Ⅲ 2 
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生体情報工学特論 2 

神経生理工学特論 2 

生体・環境電磁特論 2 

支援システム特論 2 

支援機器要素技術 2 

人間支援材料特論 2 

移動支援工学特論 2 

生体生理情報特論 2 

生活支援技術論 2 

生体材料工学特論 2 

スポーツバイオメカニクス論 2 

運動生理学特論 2 

環境センシング特論 2 

音声聴覚情報処理特論 2 

コミュニケーション支援特論 

視覚情報処理特論 

立体造形特論 

デザイン表現特論 

音楽制作特論 

演奏表現特論 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

(4) 生命・食料科学専攻 

区分 授業科目 単位 

専攻共通科目 生命・食料科学セミナーAⅠ 2 

生命・食料科学セミナーAⅡ 2 

生命・食料科学セミナーBⅠ 2 

生命・食料科学セミナーBⅡ 2 

生命・食料科学特定研究AⅠ 4 

生命・食料科学特定研究AⅡ 4 

生命・食料科学特定研究BⅠ 4 

生命・食料科学特定研究BⅡ 4 

文献詳読Ⅰ 3 

文献詳読Ⅱ 3 

研究発表演習（中間発表） 1 

応用生命・食品科学概論 2 

生物資源科学概論 2 

先端的農業技術論 1 

食品加工技術論 1 

食の安全・安心論 1 

英語論文作成・発表演習 1 

実践型食づくりプロジェクト 2 

企画実践型インターンシップ 

食づくり国際インターンシップ 

地域食品産業論 

グローバル農力（短期） 

グローバル農力国際インターンシップ（中期） 

グローバル農力国際インターンシップ（長期） 

グローバル農力国際特別研究（中期） 

グローバル農力国際特別研究（長期） 

1 

1 

2 

3 

1 

2 

2 

4 
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情報工学発表演習（中間発表） 1 

情報工学研究発表（外部発表） 2 

電気電子工学研究発表演習（中間発表） 1 

電気電子工学研究発表（外部発表） 2 

人間支援科学研究発表演習（中間発表） 1 

人間支援科学研究発表（外部発表） 2 

情報工学コース科目 移動情報ネットワーク特論 2 

波動情報特論 2 

ワイヤレス情報通信特論 2 

電磁波工学特論 2 

電波伝搬シミュレーション特別演習 2 

計算機アーキテクチャ特論 2 

組合せアルゴリズム特論 2 

メディア情報処理特論 2 

応用情報システム特論 2 

人工知能特論 2 

ゲノム情報解析概論 2 

応用解析学特論 2 

応用代数学特論 2 

情報数理特論 2 

数理工学特論 2 

プロジェクトマネージメント 1 

無線アクセス制御特論 

サービス品質特論 

応用微分方程式特論 

計算論理学 

1 

2 

2 

2 

機械学習と統計数理工学 2 

電気電子工学コース科目 ディジタル無線伝送工学 2 

 画像処理特論 2 

 プラズマ物性特論 2 

 プラズマ応用工学 2 

 電子材料物性特論 2 

 電子機器特論 2 

 高電圧大電流工学特論 2 

 応用超伝導工学 2 

 光エレクトロニクス特論 2 

 薄膜工学特論 2 

 超伝導固体物性特論 2 

 有機エレクトロニクス特論 2 

 電子情報通信特論 2 

 光波動応用工学 2 

 デバイス・センサ特論 2 

 光通信工学 2 

 光コヒーレンス工学 2 

 光システム機器特論 2 

 電子光デバイス特論 2 

人間支援科学コース科目 人間支援科学特別講義Ⅰ 2 

人間支援科学特別講義Ⅱ 2 

人間支援科学特別講義Ⅲ 2 
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生体情報工学特論 2 

神経生理工学特論 2 

生体・環境電磁特論 2 

支援システム特論 2 

支援機器要素技術 2 

人間支援材料特論 2 

移動支援工学特論 2 

生体生理情報特論 2 

生活支援技術論 2 

生体材料工学特論 2 

スポーツバイオメカニクス論 2 

運動生理学特論 2 

環境センシング特論 2 

音声聴覚情報処理特論 2 

コミュニケーション支援特論 

視覚情報処理特論 

立体造形特論 

デザイン表現特論 

音楽制作特論 

演奏表現特論 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

(4) 生命・食料科学専攻 

区分 授業科目 単位 

専攻共通科目 生命・食料科学セミナーAⅠ 2 

生命・食料科学セミナーAⅡ 2 

生命・食料科学セミナーBⅠ 2 

生命・食料科学セミナーBⅡ 2 

生命・食料科学特定研究AⅠ 4 

生命・食料科学特定研究AⅡ 4 

生命・食料科学特定研究BⅠ 4 

生命・食料科学特定研究BⅡ 4 

文献詳読Ⅰ 3 

文献詳読Ⅱ 3 

研究発表演習（中間発表） 1 

応用生命・食品科学概論 2 

生物資源科学概論 2 

先端的農業技術論 1 

食品加工技術論 1 

食の安全・安心論 1 

英語論文作成・発表演習 1 

実践型食づくりプロジェクト 2 

企画実践型インターンシップ 

食づくり国際インターンシップ 

地域食品産業論 

グローバル農力（短期） 

グローバル農力国際インターンシップ（中期） 

グローバル農力国際インターンシップ（長期） 

グローバル農力国際特別研究（中期） 

グローバル農力国際特別研究（長期） 

1 

1 

2 

3 

1 

2 

2 

4 
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グローバル防災・復興学（短期） 

グローバル防災・復興国際インターンシップ（中期） 

グローバル防災・復興国際インターンシップ（長期） 

グローバル防災・復興国際特別研究（中期） 

グローバル防災・復興国際特別研究（長期） 

3 

1 

2 

2 

4 

基礎生命科学コース科目 基礎生命科学セミナー 1 

研究発表 1 

免疫細胞生物学特論 2 

植物分子遺伝学特論Ⅰ 2 

遺伝子工学概論 2 

糖鎖生物学 2 

遺伝情報発現論 2 

胚発生学 2 

植物生理学特論Ⅰ 2 

植物生理学特論Ⅱ 2 

植物生理学特論Ⅲ 2 

神経内分泌学 2 

生命科学特別セミナーⅠ 1 

 分子細胞生理学特論 

先端臨海実習 

2 

2 

応用生命・食品科学コース科

目 

応用生命・食品科学セミナーⅠ 1 

応用生命・食品科学セミナーⅡ 1 

応用生命・食品科学演習（学会発表） 1 

植物分子生物学 2 

植物生化学 2 

植物栄養生理化学 2 

植物環境応答学特論Ⅰ 2 

植物分子生命科学概論 1 

微生物機能学 2 

微生物分子遺伝学 2 

微生物天然物化学 2 

微生物分子生命科学概論 1 

動物栄養生理学 2 

米利用科学論 2 

食品生化学 2 

食品評価学 2 

食品分子機能学 2 

食品・栄養科学概論 1 

環境土壌学 2 

資源利用科学概論 1 

木質成分化学 2 

バイオインフォマティクス概論 2 

植物ゲノム科学 2 

植物バイオコントロール学 2 

生物資源科学コース科目 新領域創成論 1 

産業スペシャリスト育成特論 1 

農業スペシャリスト指向特別演習 1 

研究発表 1 

農業資源開発論 2 

 

- 19 - 

 

食料流通論 2 

農業生産管理論 2 

地域食品産業論 2 

植物化学調節論 2 

農作物学特論 2 

植物組織培養学特論 2 

植物分子育種学 2 

農業生産環境特論 2 

動物・植物相互関係論 2 

動物生産生理学特論 2 

動物量的遺伝学 2 

動物機能形態論 2 

植物病理学特論 2 

園芸植物繁殖特論 2 

(5) 環境科学専攻 

区分 授業科目 単位 

専攻共通科目 環境科学特定演習Ⅰ 4 

環境科学特定演習Ⅱ 4 

環境科学特定演習Ⅲ 4 

地球科学演習Ma 4 

地球科学演習Mb 4 

環境科学特定研究Ⅰ 7 

環境科学特定研究Ⅱ 7 

環境科学特定研究Ⅲ 7 

地球科学特定研究Ma 8 

地球科学特定研究Mb 8 

研究発表演習Ⅰ（中間発表） 1 

研究発表演習Ⅰ（学外発表） 1 

研究発表演習Ⅱ（中間発表） 1 

研究発表演習Ⅱ（学外発表） 1 

研究発表演習Ⅲ（中間発表） 1 

研究発表演習Ⅲ（学外発表） 1 

中間発表M 1 

学術発表演習M 2 

論文作成演習M 8 

温暖化影響学 2 

自然環境科学 2 

流域環境学 2 

都市人間環境学 2 

Earth Science todayⅠ 1 

Earth Science todayⅡ 1 

自然災害環境論 1 

突発災害特論 1 

環境科学セミナーⅠ 2 

環境科学セミナーⅡ 2 

環境科学セミナーⅢ 2 

環境科学総合演習Ⅰ 2 

環境科学総合演習Ⅱ 2 

環境科学総合演習Ⅲ 2 
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グローバル防災・復興学（短期） 

グローバル防災・復興国際インターンシップ（中期） 

グローバル防災・復興国際インターンシップ（長期） 

グローバル防災・復興国際特別研究（中期） 

グローバル防災・復興国際特別研究（長期） 

3 

1 

2 

2 

4 

基礎生命科学コース科目 基礎生命科学セミナー 1 

研究発表 1 

免疫細胞生物学特論 2 

植物分子遺伝学特論Ⅰ 2 

遺伝子工学概論 2 

糖鎖生物学 2 

遺伝情報発現論 2 

胚発生学 2 

植物生理学特論Ⅰ 2 

植物生理学特論Ⅱ 2 

植物生理学特論Ⅲ 2 

神経内分泌学 2 

生命科学特別セミナーⅠ 1 

 分子細胞生理学特論 

先端臨海実習 

2 

2 

応用生命・食品科学コース科

目 

応用生命・食品科学セミナーⅠ 1 

応用生命・食品科学セミナーⅡ 1 

応用生命・食品科学演習（学会発表） 1 

植物分子生物学 2 

植物生化学 2 

植物栄養生理化学 2 

植物環境応答学特論Ⅰ 2 

植物分子生命科学概論 1 

微生物機能学 2 

微生物分子遺伝学 2 

微生物天然物化学 2 

微生物分子生命科学概論 1 

動物栄養生理学 2 

米利用科学論 2 

食品生化学 2 

食品評価学 2 

食品分子機能学 2 

食品・栄養科学概論 1 

環境土壌学 2 

資源利用科学概論 1 

木質成分化学 2 

バイオインフォマティクス概論 2 

植物ゲノム科学 2 

植物バイオコントロール学 2 

生物資源科学コース科目 新領域創成論 1 

産業スペシャリスト育成特論 1 

農業スペシャリスト指向特別演習 1 

研究発表 1 

農業資源開発論 2 
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食料流通論 2 

農業生産管理論 2 

地域食品産業論 2 

植物化学調節論 2 

農作物学特論 2 

植物組織培養学特論 2 

植物分子育種学 2 

農業生産環境特論 2 

動物・植物相互関係論 2 

動物生産生理学特論 2 

動物量的遺伝学 2 

動物機能形態論 2 

植物病理学特論 2 

園芸植物繁殖特論 2 

(5) 環境科学専攻 

区分 授業科目 単位 

専攻共通科目 環境科学特定演習Ⅰ 4 

環境科学特定演習Ⅱ 4 

環境科学特定演習Ⅲ 4 

地球科学演習Ma 4 

地球科学演習Mb 4 

環境科学特定研究Ⅰ 7 

環境科学特定研究Ⅱ 7 

環境科学特定研究Ⅲ 7 

地球科学特定研究Ma 8 

地球科学特定研究Mb 8 

研究発表演習Ⅰ（中間発表） 1 

研究発表演習Ⅰ（学外発表） 1 

研究発表演習Ⅱ（中間発表） 1 

研究発表演習Ⅱ（学外発表） 1 

研究発表演習Ⅲ（中間発表） 1 

研究発表演習Ⅲ（学外発表） 1 

中間発表M 1 

学術発表演習M 2 

論文作成演習M 8 

温暖化影響学 2 

自然環境科学 2 

流域環境学 2 

都市人間環境学 2 

Earth Science todayⅠ 1 

Earth Science todayⅡ 1 

自然災害環境論 1 

突発災害特論 1 

環境科学セミナーⅠ 2 

環境科学セミナーⅡ 2 

環境科学セミナーⅢ 2 

環境科学総合演習Ⅰ 2 

環境科学総合演習Ⅱ 2 

環境科学総合演習Ⅲ 2 
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大気影響評価学特論 

大気環境科学特論 

グローバル農力（短期） 

グローバル農力国際インターンシップ（中期） 

グローバル農力国際インターンシップ（長期） 

グローバル農力国際特別研究（中期） 

グローバル農力国際特別研究（長期） 

グローバル防災・復興学（短期） 

グローバル防災・復興国際インターンシップ（中期） 

グローバル防災・復興国際インターンシップ（長期） 

グローバル防災・復興国際特別研究（中期） 

グローバル防災・復興国際特別研究（長期） 

2 

2 

3 

1 

2 

2 

4 

3 

1 

2 

2 

4 

自然システム科学コース科

目 

原子分子物理学Ⅰ 2 

原子分子物理学Ⅱ 2 

大気物理学特論Ⅰ 2 

大気物理学特論Ⅱ 2 

固体構造論 2 

環境化学要論Ⅰ 2 

環境化学要論Ⅱ 2 

環境化学要論Ⅲ 2 

環境化学要論Ⅳ 2 

地圏環境論Ⅰ 2 

地圏環境論Ⅱ 2 

生物形態機能論 2 

生態学要論 2 

進化生物学特論Ⅰ 2 

進化生物学特論Ⅱ 2 

進化生物学特論Ⅳ 2 

生態学特論Ⅰ 2 

生態学特論Ⅱ 2 

流域環境学コース科目 生態系環境学特論 2 

水文学特論 2 

農業水利調整論 2 

農業環境工学特論 2 

動物生態学特論 2 

樹木生態学特論 2 

森林保全学特論 2 

野生植物生態学特論 2 

森林保全工学特論 2 

森林空間計測学特論 2 

農村計画学特論 2 

農地工学特論 2 

基盤施設工学特論 2 

生産機械利用学特論 2 

農業情報工学特論 2 

生物機械工学特論 

景観生態学特論 

2 

2 

 自然再生学特論 

森林遺伝育種学特論 

2 

2 

 

21 

 

精密農業概論 2 

社会基盤・建築学コース科目インターンシップ 4 

建築倫理 2 

建築プロジェクトマネージメント 2 

建築設備設計特論 2 

建築設備設計演習 2 

建築構造設計特論 2 

建築構造設計演習 2 

建築インターンシップA 2 

建築インターンシップB 4 

建築インターンシップC 4 

建築設計製図 4 

建築設計実習 4 

計算力学特論 2 

コンクリート工学特論 2 

鉄筋コンクリート構造特論 2 

鋼コンクリート合成構造特論 2 

環境地盤学特論 2 

維持管理工学特論 2 

建築振動学特論 2 

建築計画・設計学特論 2 

住居建築計画特論 2 

建築環境工学特論 2 

建築環境計画特論 2 

建築環境解析学演習 2 

都市衛生施設工学特論 2 

海岸環境工学特論 2 

風景計画特論 2 

都市環境法特論 2 

環境シミュレーション学特論 2 

地球科学コース科目 地質エンジニアリング実習M 2 

サイエンスコミュニケーション実習M 2 

岩石学Ⅰ 2 

岩石学Ⅱ 2 

電子線結晶学 2 

火山と島弧システム 2 

ジオダイナミクス 2 

構造岩石学 2 

マントル・地殻ダイナミクス 2 

古海洋学特論 2 

ダイナミック層序学 2 

東アジアの地質 2 

層序・堆積盆地解析基礎 

沈み込み帯のテクトニクス 

進化形態学 

2 

2 

2 
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大気影響評価学特論 

大気環境科学特論 

グローバル農力（短期） 

グローバル農力国際インターンシップ（中期） 

グローバル農力国際インターンシップ（長期） 

グローバル農力国際特別研究（中期） 

グローバル農力国際特別研究（長期） 

グローバル防災・復興学（短期） 

グローバル防災・復興国際インターンシップ（中期） 

グローバル防災・復興国際インターンシップ（長期） 

グローバル防災・復興国際特別研究（中期） 

グローバル防災・復興国際特別研究（長期） 

2 

2 

3 

1 

2 

2 

4 

3 

1 

2 

2 

4 

自然システム科学コース科

目 

原子分子物理学Ⅰ 2 

原子分子物理学Ⅱ 2 

大気物理学特論Ⅰ 2 

大気物理学特論Ⅱ 2 

固体構造論 2 

環境化学要論Ⅰ 2 

環境化学要論Ⅱ 2 

環境化学要論Ⅲ 2 

環境化学要論Ⅳ 2 

地圏環境論Ⅰ 2 

地圏環境論Ⅱ 2 

生物形態機能論 2 

生態学要論 2 

進化生物学特論Ⅰ 2 

進化生物学特論Ⅱ 2 

進化生物学特論Ⅳ 2 

生態学特論Ⅰ 2 

生態学特論Ⅱ 2 

流域環境学コース科目 生態系環境学特論 2 

水文学特論 2 

農業水利調整論 2 

農業環境工学特論 2 

動物生態学特論 2 

樹木生態学特論 2 

森林保全学特論 2 

野生植物生態学特論 2 

森林保全工学特論 2 

森林空間計測学特論 2 

農村計画学特論 2 

農地工学特論 2 

基盤施設工学特論 2 

生産機械利用学特論 2 

農業情報工学特論 2 

生物機械工学特論 

景観生態学特論 

2 

2 

 自然再生学特論 

森林遺伝育種学特論 

2 

2 
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精密農業概論 2 

社会基盤・建築学コース科目インターンシップ 4 

建築倫理 2 

建築プロジェクトマネージメント 2 

建築設備設計特論 2 

建築設備設計演習 2 

建築構造設計特論 2 

建築構造設計演習 2 

建築インターンシップA 2 

建築インターンシップB 4 

建築インターンシップC 4 

建築設計製図 4 

建築設計実習 4 

計算力学特論 2 

コンクリート工学特論 2 

鉄筋コンクリート構造特論 2 

鋼コンクリート合成構造特論 2 

環境地盤学特論 2 

維持管理工学特論 2 

建築振動学特論 2 

建築計画・設計学特論 2 

住居建築計画特論 2 

建築環境工学特論 2 

建築環境計画特論 2 

建築環境解析学演習 2 

都市衛生施設工学特論 2 

海岸環境工学特論 2 

風景計画特論 2 

都市環境法特論 2 

環境シミュレーション学特論 2 

地球科学コース科目 地質エンジニアリング実習M 2 

サイエンスコミュニケーション実習M 2 

岩石学Ⅰ 2 

岩石学Ⅱ 2 

電子線結晶学 2 

火山と島弧システム 2 

ジオダイナミクス 2 

構造岩石学 2 

マントル・地殻ダイナミクス 2 

古海洋学特論 2 

ダイナミック層序学 2 

東アジアの地質 2 

層序・堆積盆地解析基礎 

沈み込み帯のテクトニクス 

進化形態学 

2 

2 

2 
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災害環境科学コース科目 気象災害特論 2 

災害復興学特論 2 

水災害特論 2 

第四紀・地盤災害特論 2 

環境保全学特論 2 

災害地球化学特論 2 

火山災害特論 2 
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別表第３（第９条関係） 

博士後期課程の授業科目及び単位数 

１ 課程共通科目 

授業科目 単位 開設専攻名等 

科学技術英語Ⅰ 1 研究科 

科学技術英語Ⅱ 1 研究科 

自然科学実践論 2 研究科 

先端科学技術総論 1 研究科 

プロジェクト研究特別概説 1 研究科 

企業における生産・開発Ⅱ 1 研究科 

プロジェクト研究演習 2 研究科 

先端プロジェクト研究（分析・評価）特別演習 2 研究科 

リサーチキャンプ 2 研究科 

グローバルミーティング 2 研究科 

リサーチインターンシップ 2 研究科 

ジョイント講義 2 研究科 

海外英語研修 4 研究科 

海外インターンシップ 4 研究科 

A Global Perspective and Invigorating 

Assistance on Agriculture 

1 研究科 

Advanced Agri-Communication 1 研究科 

高度先端的国際テクノロジー・グループワー

ク・インターンシップA 

3 研究科 

高度先端的国際テクノロジー・グループワー

ク・インターンシップB 

4 研究科 

高度先端的国際マーケット・グループワーク・

インターンシップA 

3 研究科 

高度先端的国際マーケット・グループワーク・

インターンシップB 

4 研究科 

高度先端的国際工学概論 1 研究科 

高度先端的国際工学事情 1 研究科 

高度理工系グローバルドミトリー特別研究A 1 研究科 

高度理工系グローバルドミトリー特別研究B 2 研究科 

高度理工系グローバルドミトリー特別研究C 4 研究科 

高度理工系グローバルドミトリー・セミナーA 1 研究科 

高度理工系グローバルドミトリー・セミナーB 2 研究科 

高度理工系グローバルドミトリー発表演習・発

表 

1 研究科 

 

２ 各専攻別授業科目 

(1) 数理物質科学専攻 

区分 授業科目 単位 

物理学コース科目 数理物質科学特定研究Ⅰ（物理学） 4 

数理物質科学特定研究Ⅱ（物理学） 4 

数理物質科学特定研究Ⅲ（物理学） 4 

数理物質科学演習Ⅰ（物理学） 2 

数理物質科学演習Ⅱ（物理学） 2 

数理物質科学演習Ⅲ（物理学） 2 
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災害環境科学コース科目 気象災害特論 2 

災害復興学特論 2 

水災害特論 2 

第四紀・地盤災害特論 2 

環境保全学特論 2 

災害地球化学特論 2 

火山災害特論 2 
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別表第３（第９条関係） 

博士後期課程の授業科目及び単位数 

１ 課程共通科目 

授業科目 単位 開設専攻名等 

科学技術英語Ⅰ 1 研究科 

科学技術英語Ⅱ 1 研究科 

自然科学実践論 2 研究科 

先端科学技術総論 1 研究科 

プロジェクト研究特別概説 1 研究科 

企業における生産・開発Ⅱ 1 研究科 

プロジェクト研究演習 2 研究科 

先端プロジェクト研究（分析・評価）特別演習 2 研究科 

リサーチキャンプ 2 研究科 

グローバルミーティング 2 研究科 

リサーチインターンシップ 2 研究科 

ジョイント講義 2 研究科 

海外英語研修 4 研究科 

海外インターンシップ 4 研究科 

A Global Perspective and Invigorating 

Assistance on Agriculture 

1 研究科 

Advanced Agri-Communication 1 研究科 

高度先端的国際テクノロジー・グループワー

ク・インターンシップA 

3 研究科 

高度先端的国際テクノロジー・グループワー

ク・インターンシップB 

4 研究科 

高度先端的国際マーケット・グループワーク・

インターンシップA 

3 研究科 

高度先端的国際マーケット・グループワーク・

インターンシップB 

4 研究科 

高度先端的国際工学概論 1 研究科 

高度先端的国際工学事情 1 研究科 

高度理工系グローバルドミトリー特別研究A 1 研究科 

高度理工系グローバルドミトリー特別研究B 2 研究科 

高度理工系グローバルドミトリー特別研究C 4 研究科 

高度理工系グローバルドミトリー・セミナーA 1 研究科 

高度理工系グローバルドミトリー・セミナーB 2 研究科 

高度理工系グローバルドミトリー発表演習・発

表 

1 研究科 

 

２ 各専攻別授業科目 

(1) 数理物質科学専攻 

区分 授業科目 単位 

物理学コース科目 数理物質科学特定研究Ⅰ（物理学） 4 

数理物質科学特定研究Ⅱ（物理学） 4 

数理物質科学特定研究Ⅲ（物理学） 4 

数理物質科学演習Ⅰ（物理学） 2 

数理物質科学演習Ⅱ（物理学） 2 

数理物質科学演習Ⅲ（物理学） 2 
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研究発表演習・発表Ⅰ 1 

研究発表演習・発表Ⅱ 1 

研究発表演習・発表Ⅲ 1 

論文演習 1 

コラボレーション演習 1 

強相関物理学Ⅰ 2 

強相関物理学Ⅱ 2 

超伝導物理学Ⅰ 2 

超伝導物理学Ⅱ 2 

不規則系物理学Ⅰ 2 

不規則系物理学Ⅱ 2 

計算物性学 2 

非摂動的場の理論Ⅰ 2 

非摂動的場の理論Ⅱ 2 

ゲージ場理論特論Ⅰ 2 

ゲージ場理論特論Ⅱ 2 

ゲージ場理論特論Ⅲ 2 

高エネルギー物理学Ⅰ 2 

高エネルギー物理学Ⅱ 2 

量子色力学特論Ⅰ 2 

サブアトミック物理学Ⅰ 2 

原子核構造特論Ⅰ 2 

原子核構造特論Ⅱ 2 

宇宙物理学講究Ⅰ 2 

宇宙物理学講究Ⅱ 2 

ミュオン物質物理学特論 2 

原子核量子多体論特論 2 

不安定核物理学特論 

凝縮系物理学Ⅰ 

2 

2 

化学コース科目 数理物質科学特定研究Ⅰ（化学） 4 

数理物質科学特定研究Ⅱ（化学） 4 

数理物質科学特定研究Ⅲ（化学） 4 

数理物質科学演習Ⅰ（化学） 2 

数理物質科学演習Ⅱ（化学） 2 

数理物質科学演習Ⅲ（化学） 2 

研究発表演習・発表Ⅰ 1 

研究発表演習・発表Ⅱ 1 

研究発表演習・発表Ⅲ 1 

論文演習 1 

凝縮相構造特論 2 

分子動力学特論 2 

化学反応動力学 2 

溶液内反応特論 2 

溶液内構造特論 2 

量子反応動力学 2 

放射線計測学 2 

不斉有機合成論 2 

構造活性相関論 2 

有機物質合成論 2 
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酸化還元反応論 2 

生理機能化学 2 

細胞機能化学 2 

数理科学コース科目 数理物質科学特定研究Ⅰ（数理科学） 4 

数理物質科学特定研究Ⅱ（数理科学） 4 

数理物質科学特定研究Ⅲ（数理科学） 4 

数理科学コース演習 2 

数理科学博士セミナーⅠ 2 

数理科学博士セミナーⅡ 2 

数理科学博士セミナーⅢ 2 

外国語論文解説・討論Ⅰ 2 

外国語論文解説・討論Ⅱ 2 

外国語論文解説・討論Ⅲ 2 

研究発表演習・発表 2 

中間発表 1 

作用素環論 2 

複素解析学 2 

関数空間論 2 

偏微分方程式特論 2 

リーマン多様体論 2 

代数幾何学 2 

大域微分幾何学 2 

数論 2 

位相幾何学 2 

情報統計学特論 2 

最適化特論 2 

応用統計学特論 2 

数理計画特論 2 

数理システム特論 2 

(2) 材料生産システム専攻 

区分 授業科目 単位 

専攻共通科目 材料生産システム博士特定研究Ⅰ 4 

材料生産システム博士特定研究Ⅱ 4 

材料生産システム博士特定研究Ⅲ 4 

材料生産システム博士セミナーⅠ 2 

材料生産システム博士セミナーⅡ 2 

材料生産システム博士セミナーⅢ 2 

外国語論文解説・討論Ⅰ 2 

外国語論文解説・討論Ⅱ 2 

外国語論文解説・討論Ⅲ 2 

機能材料科学コース演習 2 

素材生産科学コース演習 2 

機械科学コース演習 2 

中間発表 1 

研究発表演習・発表 2 

材料生産システム特別講義Ⅰ 1 

材料生産システム特別講義Ⅱ 1 

材料生産システム特別講義Ⅲ 1 

材料生産システム特別講義Ⅳ 1 
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研究発表演習・発表Ⅰ 1 

研究発表演習・発表Ⅱ 1 

研究発表演習・発表Ⅲ 1 

論文演習 1 

コラボレーション演習 1 

強相関物理学Ⅰ 2 

強相関物理学Ⅱ 2 

超伝導物理学Ⅰ 2 

超伝導物理学Ⅱ 2 

不規則系物理学Ⅰ 2 

不規則系物理学Ⅱ 2 

計算物性学 2 

非摂動的場の理論Ⅰ 2 

非摂動的場の理論Ⅱ 2 

ゲージ場理論特論Ⅰ 2 

ゲージ場理論特論Ⅱ 2 

ゲージ場理論特論Ⅲ 2 

高エネルギー物理学Ⅰ 2 

高エネルギー物理学Ⅱ 2 

量子色力学特論Ⅰ 2 

サブアトミック物理学Ⅰ 2 

原子核構造特論Ⅰ 2 

原子核構造特論Ⅱ 2 

宇宙物理学講究Ⅰ 2 

宇宙物理学講究Ⅱ 2 

ミュオン物質物理学特論 2 

原子核量子多体論特論 2 

不安定核物理学特論 

凝縮系物理学Ⅰ 

2 

2 

化学コース科目 数理物質科学特定研究Ⅰ（化学） 4 

数理物質科学特定研究Ⅱ（化学） 4 

数理物質科学特定研究Ⅲ（化学） 4 

数理物質科学演習Ⅰ（化学） 2 

数理物質科学演習Ⅱ（化学） 2 

数理物質科学演習Ⅲ（化学） 2 

研究発表演習・発表Ⅰ 1 

研究発表演習・発表Ⅱ 1 

研究発表演習・発表Ⅲ 1 

論文演習 1 

凝縮相構造特論 2 

分子動力学特論 2 

化学反応動力学 2 

溶液内反応特論 2 

溶液内構造特論 2 

量子反応動力学 2 

放射線計測学 2 

不斉有機合成論 2 

構造活性相関論 2 

有機物質合成論 2 
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酸化還元反応論 2 

生理機能化学 2 

細胞機能化学 2 

数理科学コース科目 数理物質科学特定研究Ⅰ（数理科学） 4 

数理物質科学特定研究Ⅱ（数理科学） 4 

数理物質科学特定研究Ⅲ（数理科学） 4 

数理科学コース演習 2 

数理科学博士セミナーⅠ 2 

数理科学博士セミナーⅡ 2 

数理科学博士セミナーⅢ 2 

外国語論文解説・討論Ⅰ 2 

外国語論文解説・討論Ⅱ 2 

外国語論文解説・討論Ⅲ 2 

研究発表演習・発表 2 

中間発表 1 

作用素環論 2 

複素解析学 2 

関数空間論 2 

偏微分方程式特論 2 

リーマン多様体論 2 

代数幾何学 2 

大域微分幾何学 2 

数論 2 

位相幾何学 2 

情報統計学特論 2 

最適化特論 2 

応用統計学特論 2 

数理計画特論 2 

数理システム特論 2 

(2) 材料生産システム専攻 

区分 授業科目 単位 

専攻共通科目 材料生産システム博士特定研究Ⅰ 4 

材料生産システム博士特定研究Ⅱ 4 

材料生産システム博士特定研究Ⅲ 4 

材料生産システム博士セミナーⅠ 2 

材料生産システム博士セミナーⅡ 2 

材料生産システム博士セミナーⅢ 2 

外国語論文解説・討論Ⅰ 2 

外国語論文解説・討論Ⅱ 2 

外国語論文解説・討論Ⅲ 2 

機能材料科学コース演習 2 

素材生産科学コース演習 2 

機械科学コース演習 2 

中間発表 1 

研究発表演習・発表 2 

材料生産システム特別講義Ⅰ 1 

材料生産システム特別講義Ⅱ 1 

材料生産システム特別講義Ⅲ 1 

材料生産システム特別講義Ⅳ 1 
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機能材料科学コース科目 複合材料設計 2 

固体材料物性 2 

磁性材料特論 2 

超伝導物性論 2 

光・電子デバイス材料論 2 

光物性化学特論 2 

生物材料設計学 2 

生物反応プロセス工学 2 

機能性材料強度特論 2 

機能性無機材料特論 2 

Advanced Smart Material 2 

金属材料電子論 

ソフトマテリアル工学 

ナノ材料化学特論 

2 

2 

2 

素材生産科学コース科目 有機素材合成 2 

無機材料設計 2 

微粒子機能制御論 2 

有機素材物性解析 2 

精密高分子設計 2 

機能性高分子設計 2 

励起分子変換化学 2 

素材反応制御化学 2 

素材解析化学 2 

素材平衡化学 2 

無機素材物性解析 2 

複合微粒子設計工学特論 2 

精密粉粒体工学 2 

生産化学装置論 2 

生産移動現象論 2 

生物化学工学 2 

材料ライフサイクル工学 2 

機械科学コース科目 知的構造・材料学 2 

輸送現象論 2 

複雑性流体工学 2 

可視化情報計測論 2 

知的ロボット 2 

応用音響学 2 

デザインシステム論 2 

機械システム制御論 2 

材料強度評価学 2 

知的光応用機器論 2 

X線材料強度学特論 2 

先端マイクロマシン工学特論 2 

接合加工学特論 2 

先進環境エネルギー工学特論 2 

感性ロボットシステム特論 2 
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(3) 電気情報工学専攻 

区分 授業科目 単位 

専攻共通科目 電気情報工学特定研究Ⅰ 4 

電気情報工学特定研究Ⅱ 4 

電気情報工学特定研究Ⅲ 4 

電気情報工学博士セミナーⅠ 2 

電気情報工学博士セミナーⅡ 2 

電気情報工学博士セミナーⅢ 2 

外国語論文解説・討論Ⅰ 2 

外国語論文解説・討論Ⅱ 2 

外国語論文解説・討論Ⅲ 2 

研究発表演習・発表 2 

中間発表 1 

電気情報工学特別講義 1 

キャリアパス独自形成特別演習 2 

情報工学コース科目 情報工学コース演習 2 

移動通信特論 2 

リモートセンシング特論 2 

ワイヤレス情報通信システム特論 2 

アルゴリズム特論 2 

人間情報科学特論 2 

地理情報・計測システム特論 2 

ゲノム情報解析特論 2 

応用代数幾何学 2 

数理解析学 2 

関数解析的群論 2 

数理システム制御特論 2 

 分散協調メディア特論 

応用偏微分方程式特論 

空間信号制御特論 

計算モデル特論 

情報セキュリティと次世代情報基盤 

2 

2 

2 

2 

2 

電気電子工学コース科目 電気電子工学コースセミナーⅠ 2 

電気電子工学コースセミナーⅡ 2 

電気電子工学コースセミナーⅢ 2 

電気電子工学コース演習 2 

スペクトル拡散通信論 2 

ディジタル信号処理論 2 

多次元信号処理論 2 

超伝導応用特論 2 

プラズマエネルギー工学特論 2 

電気磁気エネルギー工学 2 

エネルギー応用デバイス 2 

デバイス・エネルギー機器 2 

高電圧パルス工学 2 

超伝導システム特論 2 

薄膜応用工学 2 

ナノフォトニクス特論 2 
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機能材料科学コース科目 複合材料設計 2 

固体材料物性 2 

磁性材料特論 2 

超伝導物性論 2 

光・電子デバイス材料論 2 

光物性化学特論 2 

生物材料設計学 2 

生物反応プロセス工学 2 

機能性材料強度特論 2 

機能性無機材料特論 2 

Advanced Smart Material 2 

金属材料電子論 

ソフトマテリアル工学 

ナノ材料化学特論 

2 

2 

2 

素材生産科学コース科目 有機素材合成 2 

無機材料設計 2 

微粒子機能制御論 2 

有機素材物性解析 2 

精密高分子設計 2 

機能性高分子設計 2 

励起分子変換化学 2 

素材反応制御化学 2 

素材解析化学 2 

素材平衡化学 2 

無機素材物性解析 2 

複合微粒子設計工学特論 2 

精密粉粒体工学 2 

生産化学装置論 2 

生産移動現象論 2 

生物化学工学 2 

材料ライフサイクル工学 2 

機械科学コース科目 知的構造・材料学 2 

輸送現象論 2 

複雑性流体工学 2 

可視化情報計測論 2 

知的ロボット 2 

応用音響学 2 

デザインシステム論 2 

機械システム制御論 2 

材料強度評価学 2 

知的光応用機器論 2 

X線材料強度学特論 2 

先端マイクロマシン工学特論 2 

接合加工学特論 2 

先進環境エネルギー工学特論 2 

感性ロボットシステム特論 2 
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(3) 電気情報工学専攻 

区分 授業科目 単位 

専攻共通科目 電気情報工学特定研究Ⅰ 4 

電気情報工学特定研究Ⅱ 4 

電気情報工学特定研究Ⅲ 4 

電気情報工学博士セミナーⅠ 2 

電気情報工学博士セミナーⅡ 2 

電気情報工学博士セミナーⅢ 2 

外国語論文解説・討論Ⅰ 2 

外国語論文解説・討論Ⅱ 2 

外国語論文解説・討論Ⅲ 2 

研究発表演習・発表 2 

中間発表 1 

電気情報工学特別講義 1 

キャリアパス独自形成特別演習 2 

情報工学コース科目 情報工学コース演習 2 

移動通信特論 2 

リモートセンシング特論 2 

ワイヤレス情報通信システム特論 2 

アルゴリズム特論 2 

人間情報科学特論 2 

地理情報・計測システム特論 2 

ゲノム情報解析特論 2 

応用代数幾何学 2 

数理解析学 2 

関数解析的群論 2 

数理システム制御特論 2 

 分散協調メディア特論 

応用偏微分方程式特論 

空間信号制御特論 

計算モデル特論 

情報セキュリティと次世代情報基盤 

2 

2 

2 

2 

2 

電気電子工学コース科目 電気電子工学コースセミナーⅠ 2 

電気電子工学コースセミナーⅡ 2 

電気電子工学コースセミナーⅢ 2 

電気電子工学コース演習 2 

スペクトル拡散通信論 2 

ディジタル信号処理論 2 

多次元信号処理論 2 

超伝導応用特論 2 

プラズマエネルギー工学特論 2 

電気磁気エネルギー工学 2 

エネルギー応用デバイス 2 

デバイス・エネルギー機器 2 

高電圧パルス工学 2 

超伝導システム特論 2 

薄膜応用工学 2 

ナノフォトニクス特論 2 
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分子エレクトロニクス特論 2 

通信応用システム特論 2 

情報通信デバイス特論 2 

レーザー物理 2 

薄膜光デバイス 

ナノ測定論 

2 

2 

人間支援科学コース科目 人間支援科学コースセミナーⅠ 2 

人間支援科学コースセミナーⅡ 2 

人間支援科学コースセミナーⅢ 2 

人間支援科学コース演習 2 

運動機能生理学 2 

先端生体材料論 2 

ウエルネス・スポーツ健康論 2 

神経工学特論 2 

生体情報システム論 2 

生体画像信号解析 2 

生体電磁論 2 

知能情報機械論 2 

福祉シミュレーション 2 

先端支援機器 2 

センシングデバイス論 2 

生体機能解析 2 

運動・コミュニケーション支援論 2 

視覚障害支援論 2 

聴覚障害支援論 2 

(4) 生命・食料科学専攻 

区分 授業科目 単位 

専攻共通科目 生命・食料科学博士セミナーⅠ 2 

生命・食料科学博士セミナーⅡ 2 

生命・食料科学博士セミナーⅢ 2 

生命・食料科学博士特定研究Ⅰ 4 

生命・食料科学博士特定研究Ⅱ 4 

生命・食料科学博士特定研究Ⅲ 4 

外国語論文解説・討論Ⅰ 2 

外国語論文解説・討論Ⅱ 2 

外国語論文解説・討論Ⅲ 2 

食品産業経営論 2 

経営戦略・マーケティング 

グローバル農力（短期） 

グローバル農力国際インターンシップ（中期） 

グローバル農力国際インターンシップ（長期） 

グローバル農力国際特別研究（中期） 

グローバル農力国際特別研究（長期） 

グローバル防災・復興学（短期） 

グローバル防災・復興国際インターンシップ（中期） 

グローバル防災・復興国際インターンシップ（長期） 

グローバル防災・復興国際特別研究（中期） 

グローバル防災・復興国際特別研究（長期） 

1 

3 

1 

2 

2 

4 

3 

1 

2 

2 

4 
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基礎生命科学コース科目 生命科学特別セミナーⅡ 1 

基礎生命科学（博士）演習（中間発表） 1 

研究発表（博士）演習（学会発表含む） 1 

細胞認識学 2 

細胞分化制御学特論 2 

糖鎖科学特論 2 

核酸分子機能論 2 

胚発生学特論 2 

植物機能制御論Ⅰ 2 

植物機能制御論Ⅱ 2 

植物機能制御論Ⅲ 2 

適応統合生物学 2 

植物分子遺伝学特論Ⅱ 2 

応用生命・食品科学コース科

目 

応用生命・食品科学特論 2 

研究発表演習（中間発表） 1 

応用生命・食品科学演習（学会発表） 1 

エピジェネティクス特論 2 

植物代謝制御特論 2 

Environmental plant physiology 2 

植物分子生命科学特論 1 

植物環境応答学特論Ⅱ 2 

微生物機能化学 2 

分子微生物学特論 2 

Topics in Molecular Microbiology 2 

微生物分子生命科学特論 1 

食肉制御論 2 

食品素材機能論 2 

動物タンパク質機能論 2 

食品機能化学特論 2 

食品・栄養科学特論 1 

土壌機能解析学特論 2 

資源利用科学特論 1 

木質利用化学 2 

バイオインフォマティクス特論 2 

植物ゲノム機能学特論 2 

植物バイオコントロール特論 2 

Topics in High Pressure Food Science 

Topics in Applied Bioresource Chemistry 

Topics in Biotechnology and Biochemistry 

Topics in Food Sciences 

Research Agri-Internships 

Practical English 

英語論文作成演習（英語論文投稿） 

リサーチコミュニケーション演習（国際学会発表） 

糖質科学論 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

2 

生物資源科学コース科目 生物資源科学特論 1 

生物資源科学コース演習Ⅰ 1 

生物資源科学コース演習Ⅱ 1 

国際農業資源開発論 2 
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分子エレクトロニクス特論 2 

通信応用システム特論 2 

情報通信デバイス特論 2 

レーザー物理 2 

薄膜光デバイス 

ナノ測定論 

2 

2 

人間支援科学コース科目 人間支援科学コースセミナーⅠ 2 

人間支援科学コースセミナーⅡ 2 

人間支援科学コースセミナーⅢ 2 

人間支援科学コース演習 2 

運動機能生理学 2 

先端生体材料論 2 

ウエルネス・スポーツ健康論 2 

神経工学特論 2 

生体情報システム論 2 

生体画像信号解析 2 

生体電磁論 2 

知能情報機械論 2 

福祉シミュレーション 2 

先端支援機器 2 

センシングデバイス論 2 

生体機能解析 2 

運動・コミュニケーション支援論 2 

視覚障害支援論 2 

聴覚障害支援論 2 

(4) 生命・食料科学専攻 

区分 授業科目 単位 

専攻共通科目 生命・食料科学博士セミナーⅠ 2 

生命・食料科学博士セミナーⅡ 2 

生命・食料科学博士セミナーⅢ 2 

生命・食料科学博士特定研究Ⅰ 4 

生命・食料科学博士特定研究Ⅱ 4 

生命・食料科学博士特定研究Ⅲ 4 

外国語論文解説・討論Ⅰ 2 

外国語論文解説・討論Ⅱ 2 

外国語論文解説・討論Ⅲ 2 

食品産業経営論 2 

経営戦略・マーケティング 

グローバル農力（短期） 

グローバル農力国際インターンシップ（中期） 

グローバル農力国際インターンシップ（長期） 

グローバル農力国際特別研究（中期） 

グローバル農力国際特別研究（長期） 

グローバル防災・復興学（短期） 

グローバル防災・復興国際インターンシップ（中期） 

グローバル防災・復興国際インターンシップ（長期） 

グローバル防災・復興国際特別研究（中期） 

グローバル防災・復興国際特別研究（長期） 

1 

3 

1 

2 

2 

4 

3 

1 

2 

2 

4 
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基礎生命科学コース科目 生命科学特別セミナーⅡ 1 

基礎生命科学（博士）演習（中間発表） 1 

研究発表（博士）演習（学会発表含む） 1 

細胞認識学 2 

細胞分化制御学特論 2 

糖鎖科学特論 2 

核酸分子機能論 2 

胚発生学特論 2 

植物機能制御論Ⅰ 2 

植物機能制御論Ⅱ 2 

植物機能制御論Ⅲ 2 

適応統合生物学 2 

植物分子遺伝学特論Ⅱ 2 

応用生命・食品科学コース科

目 

応用生命・食品科学特論 2 

研究発表演習（中間発表） 1 

応用生命・食品科学演習（学会発表） 1 

エピジェネティクス特論 2 

植物代謝制御特論 2 

Environmental plant physiology 2 

植物分子生命科学特論 1 

植物環境応答学特論Ⅱ 2 

微生物機能化学 2 

分子微生物学特論 2 

Topics in Molecular Microbiology 2 

微生物分子生命科学特論 1 

食肉制御論 2 

食品素材機能論 2 

動物タンパク質機能論 2 

食品機能化学特論 2 

食品・栄養科学特論 1 

土壌機能解析学特論 2 

資源利用科学特論 1 

木質利用化学 2 

バイオインフォマティクス特論 2 

植物ゲノム機能学特論 2 

植物バイオコントロール特論 2 

Topics in High Pressure Food Science 

Topics in Applied Bioresource Chemistry 

Topics in Biotechnology and Biochemistry 

Topics in Food Sciences 

Research Agri-Internships 

Practical English 

英語論文作成演習（英語論文投稿） 

リサーチコミュニケーション演習（国際学会発表） 

糖質科学論 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

2 

生物資源科学コース科目 生物資源科学特論 1 

生物資源科学コース演習Ⅰ 1 

生物資源科学コース演習Ⅱ 1 

国際農業資源開発論 2 
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農業生産力論 2 

地域食品産業特論 2 

植物発育制御学 2 

農業資源科学特論 2 

作物資源利用学 2 

植物細胞育種学 2 

ゲノム解析学 2 

農作業システム特論 2 

草地植生利用管理学 2 

動物生産制御学 2 

動物遺伝解析学 2 

動物組織細胞化学論 

Nutritional Regulation of Protein (Amino Acids) 

Metabolism in Monogastric Animals 

2 

2 

比較ウィルス学 

International Agriculture and Resources 

Development 

Plant Genome Analysis 

Topics in Agro-Resources Science 

Research Agri-Internships 

Practical English 

英語論文作成演習（英語論文投稿） 

リサーチコミュニケーション演習（国際学会発表） 

2 

2 

 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

(5) 環境科学専攻 

区分 授業科目 単位 

専攻共通科目 環境科学特定研究 4 

地球科学特定研究Da 4 

地球科学特定研究Db 4 

地球科学特定研究Dc 4 

環境科学演習Ⅰ 1 

環境科学演習Ⅱ 1 

環境科学演習Ⅲ 1 

地球科学演習D 1 

環境科学特別講義 1 

地球温暖化地域学特論D 2 

中間発表D 1 

学術発表演習D 1 

論文作成演習D 4 

海外研究プロジェクト特別演習 1 

ISI誌投稿特別演習 

大気汚染影響評価学特論 

大気汚染物質科学特論 

グローバル農力（短期） 

グローバル農力国際インターンシップ（中期） 

グローバル農力国際インターンシップ（長期） 

グローバル農力国際特別研究（中期） 

グローバル農力国際特別研究（長期） 

グローバル防災・復興学（短期） 

1 

2 

2 

3 

1 

2 

2 

4 

3 
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グローバル防災・復興国際インターンシップ（中期） 

グローバル防災・復興国際インターンシップ（長期） 

グローバル防災・復興国際特別研究（中期） 

グローバル防災・復興国際特別研究（長期） 

1 

2 

2 

4 

自然システム科学コース科

目 

環境物理学特論Ⅰ 2 

環境物理学特論Ⅱ 2 

環境化学特論Ⅰ 2 

環境化学特論Ⅱ 2 

環境化学特論Ⅲ 2 

環境化学特論Ⅳ 2 

環境化学特論Ⅴ 2 

地球物理学特論Ⅰ 2 

地球物理学特論Ⅱ 2 

地圏環境科学特論Ⅰ 2 

地圏環境科学特論Ⅱ 2 

機能形態学特論 2 

多様性生物学特論Ⅰ 2 

多様性生物学特論Ⅱ 2 

多様性生物学特論Ⅲ 2 

保全生物学特論Ⅰ 2 

保全生物学特論Ⅱ 2 

保全生物学特論Ⅲ 2 

Introduction to Structure Analysis 2 

流域環境学コース科目 応用雪水文学 2 

農業水利調整学 2 

生態系機能学 2 

農業環境システム論 2 

生態遺伝管理学特論Ⅰ 2 

生態遺伝管理学特論Ⅱ 2 

森林生態系管理学Ⅰ 2 

森林生態系管理学Ⅱ 2 

森林生態系管理学Ⅲ 2 

森林環境物理学 2 

森林空間情報学 2 

農地・農村計画学Ⅰ 2 

施設機能工学 2 

生産システム工学 2 

農業情報学特論 2 

Vegetation Dynamics 2 

Advanced Agricultural Machinery and Post 

Harvest Technology 

Applied Snow Hydrology 

Agricultural Engineering for Soil and Water 

Environment 

Topics in Forest Ecosystem Management 

Research Agri-Internships 

Practical English 

英語論文作成演習（英語論文投稿） 

リサーチコミュニケーション演習（国際学会発表） 

2 

 

2 

2 

 

2 

1 

1 

1 

1 
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農業生産力論 2 

地域食品産業特論 2 

植物発育制御学 2 

農業資源科学特論 2 

作物資源利用学 2 

植物細胞育種学 2 

ゲノム解析学 2 

農作業システム特論 2 

草地植生利用管理学 2 

動物生産制御学 2 

動物遺伝解析学 2 

動物組織細胞化学論 

Nutritional Regulation of Protein (Amino Acids) 

Metabolism in Monogastric Animals 

2 

2 

比較ウィルス学 

International Agriculture and Resources 

Development 

Plant Genome Analysis 

Topics in Agro-Resources Science 

Research Agri-Internships 

Practical English 

英語論文作成演習（英語論文投稿） 

リサーチコミュニケーション演習（国際学会発表） 

2 

2 

 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

(5) 環境科学専攻 

区分 授業科目 単位 

専攻共通科目 環境科学特定研究 4 

地球科学特定研究Da 4 

地球科学特定研究Db 4 

地球科学特定研究Dc 4 

環境科学演習Ⅰ 1 

環境科学演習Ⅱ 1 

環境科学演習Ⅲ 1 

地球科学演習D 1 

環境科学特別講義 1 

地球温暖化地域学特論D 2 

中間発表D 1 

学術発表演習D 1 

論文作成演習D 4 

海外研究プロジェクト特別演習 1 

ISI誌投稿特別演習 

大気汚染影響評価学特論 

大気汚染物質科学特論 

グローバル農力（短期） 

グローバル農力国際インターンシップ（中期） 

グローバル農力国際インターンシップ（長期） 

グローバル農力国際特別研究（中期） 

グローバル農力国際特別研究（長期） 

グローバル防災・復興学（短期） 

1 

2 

2 

3 

1 

2 

2 

4 

3 
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グローバル防災・復興国際インターンシップ（中期） 

グローバル防災・復興国際インターンシップ（長期） 

グローバル防災・復興国際特別研究（中期） 

グローバル防災・復興国際特別研究（長期） 

1 

2 

2 

4 

自然システム科学コース科

目 

環境物理学特論Ⅰ 2 

環境物理学特論Ⅱ 2 

環境化学特論Ⅰ 2 

環境化学特論Ⅱ 2 

環境化学特論Ⅲ 2 

環境化学特論Ⅳ 2 

環境化学特論Ⅴ 2 

地球物理学特論Ⅰ 2 

地球物理学特論Ⅱ 2 

地圏環境科学特論Ⅰ 2 

地圏環境科学特論Ⅱ 2 

機能形態学特論 2 

多様性生物学特論Ⅰ 2 

多様性生物学特論Ⅱ 2 

多様性生物学特論Ⅲ 2 

保全生物学特論Ⅰ 2 

保全生物学特論Ⅱ 2 

保全生物学特論Ⅲ 2 

Introduction to Structure Analysis 2 

流域環境学コース科目 応用雪水文学 2 

農業水利調整学 2 

生態系機能学 2 

農業環境システム論 2 

生態遺伝管理学特論Ⅰ 2 

生態遺伝管理学特論Ⅱ 2 

森林生態系管理学Ⅰ 2 

森林生態系管理学Ⅱ 2 

森林生態系管理学Ⅲ 2 

森林環境物理学 2 

森林空間情報学 2 

農地・農村計画学Ⅰ 2 

施設機能工学 2 

生産システム工学 2 

農業情報学特論 2 

Vegetation Dynamics 2 

Advanced Agricultural Machinery and Post 

Harvest Technology 

Applied Snow Hydrology 

Agricultural Engineering for Soil and Water 

Environment 

Topics in Forest Ecosystem Management 

Research Agri-Internships 

Practical English 

英語論文作成演習（英語論文投稿） 

リサーチコミュニケーション演習（国際学会発表） 

2 

 

2 

2 

 

2 

1 

1 

1 

1 
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社会基盤・建築学コース科目構造システム論Ⅰ 2 

構造システム論Ⅱ 2 

構造システム論Ⅲ 2 

建設構造材料論Ⅰ 2 

建設構造材料論Ⅱ 2 

地盤防災論 2 

居住空間論Ⅰ 2 

居住空間論Ⅱ 2 

建築環境制御論Ⅰ 2 

建築環境制御論Ⅱ 2 

都市水質リスク学 2 

沿岸環境防災論 2 

環境材料論 2 

環境・災害モデリング 2 

景観計画論 2 

地球科学コース科目 地質エンジニアリング実習D 2 

サイエンスコミュニケーション実習D 2 

岩圏物質変遷論 2 

鉱物科学特論 2 

同位体地質学 2 

島弧火山学 2 

岩圏変形論 2 

地球深部物質論 2 

断層物質科学 2 

古生物地理論 2 

表層物質堆積論 2 

地球―生命共進化論 2 

微化石層序論 2 

Paleobiology 

地圏環境進化学 

2 

2 

災害環境科学コース科目 雪氷災害特論 2 

数値河川水理学特論 2 

地盤変動特論 2 

斜面災害特論Ⅰ 2 

斜面災害特論Ⅱ 2 

火山土砂災害特論 2 
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別表第４（第９条関係） 

博士前期課程履修基準単位表 

専
攻 

コ
ー
ス 

所属する専攻で開設する授業科目及び課程共通科目のうち
各コースが所属専攻の科目として取扱うことを定めたもの 

他の専攻で開設する授

業科目及び課程共通科

目のうち各コースが他

専攻の科目として取扱

うことを定めたもの 

課程共通科目

のうち他の専

攻で開設する

自然科学総論 

計 

数
理
物
質
科
学
専
攻 

物
理
学 

次に掲げる授業科目を含む24単位以上 
 
数理物質科学特定研究Ⅰ（物理学）（8単位），数理物質科
学特定研究ⅡA（物理学）（4単位），数理物質科学演習Ⅰ（物
理学）（4単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

化
学 

次に掲げる授業科目を含む24単位以上 
 
先端科学技術総論（1単位），数理物質科学特定研究Ⅰ（化
学）（8単位），数理物質科学特定研究ⅡA（化学）（4単位），
数理物質科学演習Ⅰ（化学）（4単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

数
理
科
学 

次に掲げる授業科目を含む35単位以上 
 
数理物質科学特定研究Ⅰ（数学）（8単位）又は数理物質科
学特定研究Ⅰ（情報）（8単位），数理物質科学特定研究Ⅱ
（数学）（8単位）又は数理物質科学特定研究Ⅱ（情報）（8
単位），数理科学セミナーⅠ（数学）（3単位）又は数理科
学セミナーⅠ（情報）（3単位），数理科学セミナーⅡ（数
学）（3単位）又は数理科学セミナーⅡ（情報）（3単位），
数理科学文献詳読Ⅰ（数学）（3単位）又は数理科学文献詳
読Ⅰ（情報）（3単位），数理科学文献詳読Ⅱ（数学）（3単
位）又は数理科学文献詳読Ⅱ（情報）（3単位），数理科学
研究発表演習〔中間発表〕（数学）（1単位）又は数理科学
研究発表演習〔中間発表〕（情報）（1単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

材
料
生
産
シ
ス
テ
ム
専
攻 

機
能
材
料
科
学 

次に掲げる授業科目を含む39単位以上 
 
材料生産システム特定研究Ⅰ（8単位），材料生産システム
特定研究Ⅱ（8単位），機能材料科学セミナーⅠ（3単位），
機能材料科学セミナーⅡ（3単位），機能材料科学文献詳読
Ⅰ（3単位），機能材料科学文献詳読Ⅱ（3単位），機能材料
科学演習（2単位），研究発表演習・発表（1単位） 

2単位以上 1単位以上 
42単位
以上 

素
材
生
産
科
学 

次に掲げる授業科目を含む39単位以上 
 
材料生産システム特定研究Ⅰ（8単位），材料生産システム
特定研究Ⅱ（8単位），素材生産科学セミナーⅠ（2単位），
素材生産科学セミナーⅡ（2単位），素材生産科学文献詳読
Ⅰ（2単位），素材生産科学文献詳読Ⅱ（2単位），素材生産
科学特別演習（2単位），研究発表演習・発表（1単位） 

2単位以上 1単位以上 
42単位
以上 

機
械
科
学 

次に掲げる授業科目を含む39単位以上 
 
材料生産システム特定研究Ⅰ（8単位），材料生産システム
特定研究Ⅱ（8単位），機械科学セミナーⅠ（2単位），機械
科学セミナーⅡ（2単位），機械科学文献詳読Ⅰ（2単位），
機械科学文献詳読Ⅱ（2単位），機械科学特別演習（2単位），
研究発表演習・発表（1単位） 

2単位以上 1単位以上 
42単位
以上 
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社会基盤・建築学コース科目構造システム論Ⅰ 2 

構造システム論Ⅱ 2 

構造システム論Ⅲ 2 

建設構造材料論Ⅰ 2 

建設構造材料論Ⅱ 2 

地盤防災論 2 

居住空間論Ⅰ 2 

居住空間論Ⅱ 2 

建築環境制御論Ⅰ 2 

建築環境制御論Ⅱ 2 

都市水質リスク学 2 

沿岸環境防災論 2 

環境材料論 2 

環境・災害モデリング 2 

景観計画論 2 

地球科学コース科目 地質エンジニアリング実習D 2 

サイエンスコミュニケーション実習D 2 

岩圏物質変遷論 2 

鉱物科学特論 2 

同位体地質学 2 

島弧火山学 2 

岩圏変形論 2 

地球深部物質論 2 

断層物質科学 2 

古生物地理論 2 

表層物質堆積論 2 

地球―生命共進化論 2 

微化石層序論 2 

Paleobiology 

地圏環境進化学 

2 

2 

災害環境科学コース科目 雪氷災害特論 2 

数値河川水理学特論 2 

地盤変動特論 2 

斜面災害特論Ⅰ 2 

斜面災害特論Ⅱ 2 

火山土砂災害特論 2 
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別表第４（第９条関係） 

博士前期課程履修基準単位表 

専
攻 

コ
ー
ス 

所属する専攻で開設する授業科目及び課程共通科目のうち
各コースが所属専攻の科目として取扱うことを定めたもの 

他の専攻で開設する授

業科目及び課程共通科

目のうち各コースが他

専攻の科目として取扱

うことを定めたもの 

課程共通科目

のうち他の専

攻で開設する

自然科学総論 

計 

数
理
物
質
科
学
専
攻 

物
理
学 

次に掲げる授業科目を含む24単位以上 
 
数理物質科学特定研究Ⅰ（物理学）（8単位），数理物質科
学特定研究ⅡA（物理学）（4単位），数理物質科学演習Ⅰ（物
理学）（4単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

化
学 

次に掲げる授業科目を含む24単位以上 
 
先端科学技術総論（1単位），数理物質科学特定研究Ⅰ（化
学）（8単位），数理物質科学特定研究ⅡA（化学）（4単位），
数理物質科学演習Ⅰ（化学）（4単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

数
理
科
学 

次に掲げる授業科目を含む35単位以上 
 
数理物質科学特定研究Ⅰ（数学）（8単位）又は数理物質科
学特定研究Ⅰ（情報）（8単位），数理物質科学特定研究Ⅱ
（数学）（8単位）又は数理物質科学特定研究Ⅱ（情報）（8
単位），数理科学セミナーⅠ（数学）（3単位）又は数理科
学セミナーⅠ（情報）（3単位），数理科学セミナーⅡ（数
学）（3単位）又は数理科学セミナーⅡ（情報）（3単位），
数理科学文献詳読Ⅰ（数学）（3単位）又は数理科学文献詳
読Ⅰ（情報）（3単位），数理科学文献詳読Ⅱ（数学）（3単
位）又は数理科学文献詳読Ⅱ（情報）（3単位），数理科学
研究発表演習〔中間発表〕（数学）（1単位）又は数理科学
研究発表演習〔中間発表〕（情報）（1単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

材
料
生
産
シ
ス
テ
ム
専
攻 

機
能
材
料
科
学 

次に掲げる授業科目を含む39単位以上 
 
材料生産システム特定研究Ⅰ（8単位），材料生産システム
特定研究Ⅱ（8単位），機能材料科学セミナーⅠ（3単位），
機能材料科学セミナーⅡ（3単位），機能材料科学文献詳読
Ⅰ（3単位），機能材料科学文献詳読Ⅱ（3単位），機能材料
科学演習（2単位），研究発表演習・発表（1単位） 

2単位以上 1単位以上 
42単位
以上 

素
材
生
産
科
学 

次に掲げる授業科目を含む39単位以上 
 
材料生産システム特定研究Ⅰ（8単位），材料生産システム
特定研究Ⅱ（8単位），素材生産科学セミナーⅠ（2単位），
素材生産科学セミナーⅡ（2単位），素材生産科学文献詳読
Ⅰ（2単位），素材生産科学文献詳読Ⅱ（2単位），素材生産
科学特別演習（2単位），研究発表演習・発表（1単位） 

2単位以上 1単位以上 
42単位
以上 

機
械
科
学 

次に掲げる授業科目を含む39単位以上 
 
材料生産システム特定研究Ⅰ（8単位），材料生産システム
特定研究Ⅱ（8単位），機械科学セミナーⅠ（2単位），機械
科学セミナーⅡ（2単位），機械科学文献詳読Ⅰ（2単位），
機械科学文献詳読Ⅱ（2単位），機械科学特別演習（2単位），
研究発表演習・発表（1単位） 

2単位以上 1単位以上 
42単位
以上 
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電
気
情
報
工
学
専
攻 

情
報
工
学 

次に掲げる授業科目を含む35単位以上 
 
情報工学特定研究Ⅰ（6単位），情報工学特定研究Ⅱ（6単位），
情報工学セミナーⅠ（2単位），情報工学セミナーⅡ（2単位），
情報工学文献詳読Ⅰ（2単位），情報工学発表演習（中間発
表）（1単位），情報工学研究発表（外部発表）（2単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

電
気
電
子
工
学 

次に掲げる授業科目を含む25単位以上 
 
電気電子工学特定研究Ⅰ（6単位），電気電子工学特定研究
Ⅱ（6単位），電気電子工学セミナーⅠ（2単位），電気電子
工学セミナーⅡ（2単位），電気電子工学文献詳読Ⅰ（2単位），
電気電子工学研究発表演習（中間発表）（1単位），電気電
子工学研究発表（外部発表）（2単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

人
間
支
援
科
学 

次に掲げる授業科目を含む25単位以上 
 
人間支援科学特定研究Ⅰ（情報）（6単位）又は人間支援科
学特定研究Ⅰ（工業）（6単位），人間支援科学特定研究Ⅱ
（情報）（6単位）又は人間支援科学特定研究Ⅱ（工業）（6
単位），人間支援科学セミナーⅠ（情報）（2単位）又は人
間支援科学セミナーⅠ（工業）（2単位），人間支援科学セ
ミナーⅡ（情報）（2単位）又は人間支援科学セミナーⅡ（工
業）（2単位），人間支援科学文献詳読Ⅰ（情報）（2単位）
又は人間支援科学文献詳読Ⅰ（工業）（2単位），人間支援
科学研究発表演習（中間発表）（1単位），人間支援科学研
究発表（外部発表）（2単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

生
命
・
食
料
科
学
専
攻 

基
礎
生
命
科
学 

次に掲げる授業科目を含む29単位以上 
 
生命・食料科学特定研究BⅠ（4単位），生命・食料科学特定
研究BⅡ（4単位），生命・食料科学セミナーBⅠ（2単位），
生命・食料科学セミナーBⅡ（2単位），文献詳読Ⅰ（3単位），
文献詳読Ⅱ（3単位），研究発表演習（中間発表）（1単位）

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

応
用
生
命
・
食
品
科
学 

次に掲げる授業科目を含む29単位以上 
 
生命・食料科学特定研究AⅠ（4単位）又は生命・食料科学特
定研究BⅠ（4単位），生命・食料科学特定研究AⅡ（4単位）
又は生命・食料科学特定研究BⅡ（4単位），生命・食料科学
セミナーAⅠ（2単位）又は生命・食料科学セミナーBⅠ（2単
位），生命・食料科学セミナーAⅡ（2単位）又は生命・食料
科学セミナーBⅡ（2単位），文献詳読Ⅰ（3単位），文献詳
読Ⅱ（3単位），研究発表演習（中間発表）（1単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

生
物
資
源
科
学 

次に掲げる授業科目を含む29単位以上 
 
生命・食料科学特定研究AⅠ（4単位），生命・食料科学特定
研究AⅡ（4単位），生命・食料科学セミナーAⅠ（2単位），
生命・食料科学セミナーAⅡ（2単位），文献詳読Ⅰ（3単位），
文献詳読Ⅱ（3単位），研究発表演習（中間発表）（1単位），
産業スペシャリスト育成特論（1単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

 

- 35 - 

 

環
境
科
学
専
攻 

自
然
シ
ス
テ
ム
科
学 

次に掲げる授業科目を含む28単位以上 
 
環境科学特定研究Ⅰ（7単位），環境科学特定演習Ⅰ（4単位），
環境科学セミナーⅠ（2単位），環境科学総合演習Ⅰ（2単位），
研究発表演習Ⅰ（中間発表）（1単位），自然環境科学（2単
位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

流
域
環
境
学 

次に掲げる授業科目を含む28単位以上 
 
環境科学特定研究Ⅱ（7単位），環境科学特定演習Ⅱ（4単位），
環境科学セミナーⅡ（2単位），環境科学総合演習Ⅱ（2単位），
研究発表演習Ⅱ（中間発表）（1単位），流域環境学（2単位）

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

社
会
基
盤
・
建
築
学 

次に掲げる授業科目を含む28単位以上 
 
環境科学特定研究Ⅲ（7単位），環境科学特定演習Ⅲ（4単位），
環境科学セミナーⅢ（2単位），環境科学総合演習Ⅲ（2単位），
研究発表演習Ⅲ（中間発表）（1単位），都市人間環境学（2
単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

地
球
科
学 

次に掲げる授業科目を含む31単位以上 
 
先端科学技術総論（1単位），地球科学特定研究Ma（8単位），
地球科学演習Ma（4単位），地球科学演習Mb（4単位），中間
発表M（1単位），地球科学特定研究Mb（8単位）又は論文作
成演習M（8単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

災
害
環
境
科
学 

次に掲げる授業科目を含む28単位以上 
 
環境科学特定研究Ⅰ（7単位），環境科学特定演習Ⅰ（4単位），
環境科学セミナーⅠ（2単位），環境科学総合演習Ⅰ（2単位），
研究発表演習Ⅰ（中間発表）（1単位），自然災害環境論（1
単位），突発災害特論（1単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 
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電
気
情
報
工
学
専
攻 

情
報
工
学 

次に掲げる授業科目を含む35単位以上 
 
情報工学特定研究Ⅰ（6単位），情報工学特定研究Ⅱ（6単位），
情報工学セミナーⅠ（2単位），情報工学セミナーⅡ（2単位），
情報工学文献詳読Ⅰ（2単位），情報工学発表演習（中間発
表）（1単位），情報工学研究発表（外部発表）（2単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

電
気
電
子
工
学 

次に掲げる授業科目を含む25単位以上 
 
電気電子工学特定研究Ⅰ（6単位），電気電子工学特定研究
Ⅱ（6単位），電気電子工学セミナーⅠ（2単位），電気電子
工学セミナーⅡ（2単位），電気電子工学文献詳読Ⅰ（2単位），
電気電子工学研究発表演習（中間発表）（1単位），電気電
子工学研究発表（外部発表）（2単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

人
間
支
援
科
学 

次に掲げる授業科目を含む25単位以上 
 
人間支援科学特定研究Ⅰ（情報）（6単位）又は人間支援科
学特定研究Ⅰ（工業）（6単位），人間支援科学特定研究Ⅱ
（情報）（6単位）又は人間支援科学特定研究Ⅱ（工業）（6
単位），人間支援科学セミナーⅠ（情報）（2単位）又は人
間支援科学セミナーⅠ（工業）（2単位），人間支援科学セ
ミナーⅡ（情報）（2単位）又は人間支援科学セミナーⅡ（工
業）（2単位），人間支援科学文献詳読Ⅰ（情報）（2単位）
又は人間支援科学文献詳読Ⅰ（工業）（2単位），人間支援
科学研究発表演習（中間発表）（1単位），人間支援科学研
究発表（外部発表）（2単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

生
命
・
食
料
科
学
専
攻 

基
礎
生
命
科
学 

次に掲げる授業科目を含む29単位以上 
 
生命・食料科学特定研究BⅠ（4単位），生命・食料科学特定
研究BⅡ（4単位），生命・食料科学セミナーBⅠ（2単位），
生命・食料科学セミナーBⅡ（2単位），文献詳読Ⅰ（3単位），
文献詳読Ⅱ（3単位），研究発表演習（中間発表）（1単位）

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

応
用
生
命
・
食
品
科
学 

次に掲げる授業科目を含む29単位以上 
 
生命・食料科学特定研究AⅠ（4単位）又は生命・食料科学特
定研究BⅠ（4単位），生命・食料科学特定研究AⅡ（4単位）
又は生命・食料科学特定研究BⅡ（4単位），生命・食料科学
セミナーAⅠ（2単位）又は生命・食料科学セミナーBⅠ（2単
位），生命・食料科学セミナーAⅡ（2単位）又は生命・食料
科学セミナーBⅡ（2単位），文献詳読Ⅰ（3単位），文献詳
読Ⅱ（3単位），研究発表演習（中間発表）（1単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

生
物
資
源
科
学 

次に掲げる授業科目を含む29単位以上 
 
生命・食料科学特定研究AⅠ（4単位），生命・食料科学特定
研究AⅡ（4単位），生命・食料科学セミナーAⅠ（2単位），
生命・食料科学セミナーAⅡ（2単位），文献詳読Ⅰ（3単位），
文献詳読Ⅱ（3単位），研究発表演習（中間発表）（1単位），
産業スペシャリスト育成特論（1単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 
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環
境
科
学
専
攻 

自
然
シ
ス
テ
ム
科
学 

次に掲げる授業科目を含む28単位以上 
 
環境科学特定研究Ⅰ（7単位），環境科学特定演習Ⅰ（4単位），
環境科学セミナーⅠ（2単位），環境科学総合演習Ⅰ（2単位），
研究発表演習Ⅰ（中間発表）（1単位），自然環境科学（2単
位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

流
域
環
境
学 

次に掲げる授業科目を含む28単位以上 
 
環境科学特定研究Ⅱ（7単位），環境科学特定演習Ⅱ（4単位），
環境科学セミナーⅡ（2単位），環境科学総合演習Ⅱ（2単位），
研究発表演習Ⅱ（中間発表）（1単位），流域環境学（2単位）

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

社
会
基
盤
・
建
築
学 

次に掲げる授業科目を含む28単位以上 
 
環境科学特定研究Ⅲ（7単位），環境科学特定演習Ⅲ（4単位），
環境科学セミナーⅢ（2単位），環境科学総合演習Ⅲ（2単位），
研究発表演習Ⅲ（中間発表）（1単位），都市人間環境学（2
単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

地
球
科
学 

次に掲げる授業科目を含む31単位以上 
 
先端科学技術総論（1単位），地球科学特定研究Ma（8単位），
地球科学演習Ma（4単位），地球科学演習Mb（4単位），中間
発表M（1単位），地球科学特定研究Mb（8単位）又は論文作
成演習M（8単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 

災
害
環
境
科
学 

次に掲げる授業科目を含む28単位以上 
 
環境科学特定研究Ⅰ（7単位），環境科学特定演習Ⅰ（4単位），
環境科学セミナーⅠ（2単位），環境科学総合演習Ⅰ（2単位），
研究発表演習Ⅰ（中間発表）（1単位），自然災害環境論（1
単位），突発災害特論（1単位） 

2単位以上 1単位以上 
38単位
以上 
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別表第５（第９条関係） 

博士後期課程履修基準単位表 

専
攻 

コース 所属するコースで開設する授業科目 
他のコース及び 
他の専攻で開設 
する授業科目 

計 

数
理
物
質
科
学
専
攻 

物
理
学 

次に掲げる授業科目を含む14単位以上 
 
数理物質科学特定研究Ⅰ（物理学）（4単位），数理物質科学特定研究Ⅱ
（物理学）（4単位），数理物質科学演習Ⅰ（物理学）（2単位），数理
物質科学演習Ⅱ（物理学）（2単位） 

2単位以上 
19単位
以上 

化
学 

次に掲げる授業科目を含む14単位以上 
 
数理物質科学特定研究Ⅰ（化学）（4単位），数理物質科学特定研究Ⅱ（化
学）（4単位），数理物質科学演習Ⅰ（化学）（2単位），数理物質科学
演習Ⅱ（化学）（2単位） 

2単位以上 
19単位
以上 

数
理
科
学 

次に掲げる授業科目を含む14単位以上 
 
数理物質科学特定研究Ⅰ（数理科学）（4単位），数理物質科学特定研究
Ⅱ（数理科学）（4単位），数理科学コース演習（2単位），中間発表（1
単位） 

2単位以上 
19単位
以上 

材
料
生
産
シ
ス
テ
ム
専
攻 

機
能
材
料
科
学 

次に掲げる授業科目を含む19単位以上 
 
材料生産システム博士特定研究Ⅰ（4単位），材料生産システム博士特定
研究Ⅱ（4単位），材料生産システム博士特定研究Ⅲ（4単位），機能材
料科学コース演習（2単位），中間発表（1単位） 

4単位以上 
23単位
以上 

素
材
生
産
科
学 

次に掲げる授業科目を含む19単位以上 
 
材料生産システム博士特定研究Ⅰ（4単位），材料生産システム博士特定
研究Ⅱ（4単位），材料生産システム博士特定研究Ⅲ（4単位），素材生
産科学コース演習（2単位），中間発表（1単位） 

4単位以上 
23単位
以上 

機
械
科
学 

次に掲げる授業科目を含む19単位以上 
 
材料生産システム博士特定研究Ⅰ（4単位），材料生産システム博士特定
研究Ⅱ（4単位），材料生産システム博士特定研究Ⅲ（4単位），機械科
学コース演習（2単位），中間発表（1単位） 

4単位以上 
23単位
以上 

電
気
情
報
工
学
専
攻 

情
報
工
学 

次に掲げる授業科目を含む19単位以上 
 
電気情報工学特定研究Ⅰ（4単位），電気情報工学特定研究Ⅱ（4単位），
電気情報工学特定研究Ⅲ（4単位），情報工学コース演習（2単位），中
間発表（1単位） 

4単位以上 
23単位
以上 

電
気
電
子
工
学 

次に掲げる授業科目を含む19単位以上 
 
電気情報工学特定研究Ⅰ（4単位），電気情報工学特定研究Ⅱ（4単位），
電気情報工学特定研究Ⅲ（4単位），電気電子工学コース演習（2単位），
中間発表（1単位） 

4単位以上 
23単位
以上 

人
間
支
援
科
学 

次に掲げる授業科目を含む19単位以上 
 
電気情報工学特定研究Ⅰ（4単位），電気情報工学特定研究Ⅱ（4単位），
電気情報工学特定研究Ⅲ（4単位），人間支援科学コース演習（2単位），
中間発表（1単位） 

4単位以上 
23単位
以上 
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生
命
・
食
料
科
学
専
攻 

基
礎
生
命
科
学 

次に掲げる授業科目を含む15単位以上 
 
生命・食料科学博士特定研究Ⅰ（4単位），生命・食料科学博士セミナー
Ⅰ（2単位），外国語論文解説・討論Ⅰ（2単位），生命科学特別セミナ
ーⅡ（1単位），基礎生命科学（博士）演習（中間発表）（1単位），研
究発表（博士）演習（学会発表含む）（1単位） 

4単位以上 
19単位
以上 

応
用
生
命
・
食
品
科
学 

次に掲げる授業科目を含む17単位以上 
 
生命・食料科学博士特定研究Ⅰ（4単位），生命・食料科学博士特定研究
Ⅱ（4単位），研究発表演習（中間発表）（1単位） 

2単位以上 
19単位
以上 

生
物
資
源
科
学 

次に掲げる授業科目を含む15単位以上 
 
生物資源科学コース演習Ⅰ（1単位），生命・食料科学博士特定研究Ⅰ（4
単位），生命・食料科学博士セミナーⅠ（2単位），外国語論文解説・討
論Ⅰ（2単位） 

4単位以上 
19単位
以上 

環
境
科
学
専
攻 

自
然
シ
ス
テ
ム
科
学 

次に掲げる授業科目を含む11単位以上 
 
環境科学特定研究（4単位），環境科学演習Ⅰ（1単位） 

4単位以上 
19単位
以上 

流
域
環
境
学 

次に掲げる授業科目を含む11単位以上 
 
環境科学特定研究（4単位），環境科学演習Ⅱ（1単位） 

4単位以上 
19単位
以上 

社
会
基
盤
・
建
築
学 

次に掲げる授業科目を含む11単位以上 
 
環境科学特定研究（4単位），環境科学演習Ⅲ（1単位） 

4単位以上 
19単位
以上 

地
球
科
学 

次に掲げる授業科目を含む15単位以上 
 
地球科学特定研究Da（4単位），地球科学特定研究Db（4単位），中間発
表D（1単位），地球科学特定研究Dc（4単位）又は論文作成演習D（4単位），
地球科学演習D（1単位）又は学術発表演習D（1単位） 

4単位以上 
19単位
以上 

災
害
環
境
科
学 

次に掲げる授業科目を含む11単位以上 
 
環境科学特定研究（4単位），環境科学演習Ⅰ（1単位） 

4単位以上 
19単位
以上 
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別表第５（第９条関係） 

博士後期課程履修基準単位表 

専
攻 

コース 所属するコースで開設する授業科目 
他のコース及び 
他の専攻で開設 
する授業科目 

計 

数
理
物
質
科
学
専
攻 

物
理
学 

次に掲げる授業科目を含む14単位以上 
 
数理物質科学特定研究Ⅰ（物理学）（4単位），数理物質科学特定研究Ⅱ
（物理学）（4単位），数理物質科学演習Ⅰ（物理学）（2単位），数理
物質科学演習Ⅱ（物理学）（2単位） 

2単位以上 
19単位
以上 

化
学 

次に掲げる授業科目を含む14単位以上 
 
数理物質科学特定研究Ⅰ（化学）（4単位），数理物質科学特定研究Ⅱ（化
学）（4単位），数理物質科学演習Ⅰ（化学）（2単位），数理物質科学
演習Ⅱ（化学）（2単位） 

2単位以上 
19単位
以上 

数
理
科
学 

次に掲げる授業科目を含む14単位以上 
 
数理物質科学特定研究Ⅰ（数理科学）（4単位），数理物質科学特定研究
Ⅱ（数理科学）（4単位），数理科学コース演習（2単位），中間発表（1
単位） 

2単位以上 
19単位
以上 

材
料
生
産
シ
ス
テ
ム
専
攻 

機
能
材
料
科
学 

次に掲げる授業科目を含む19単位以上 
 
材料生産システム博士特定研究Ⅰ（4単位），材料生産システム博士特定
研究Ⅱ（4単位），材料生産システム博士特定研究Ⅲ（4単位），機能材
料科学コース演習（2単位），中間発表（1単位） 

4単位以上 
23単位
以上 

素
材
生
産
科
学 

次に掲げる授業科目を含む19単位以上 
 
材料生産システム博士特定研究Ⅰ（4単位），材料生産システム博士特定
研究Ⅱ（4単位），材料生産システム博士特定研究Ⅲ（4単位），素材生
産科学コース演習（2単位），中間発表（1単位） 

4単位以上 
23単位
以上 

機
械
科
学 

次に掲げる授業科目を含む19単位以上 
 
材料生産システム博士特定研究Ⅰ（4単位），材料生産システム博士特定
研究Ⅱ（4単位），材料生産システム博士特定研究Ⅲ（4単位），機械科
学コース演習（2単位），中間発表（1単位） 

4単位以上 
23単位
以上 

電
気
情
報
工
学
専
攻 

情
報
工
学 

次に掲げる授業科目を含む19単位以上 
 
電気情報工学特定研究Ⅰ（4単位），電気情報工学特定研究Ⅱ（4単位），
電気情報工学特定研究Ⅲ（4単位），情報工学コース演習（2単位），中
間発表（1単位） 

4単位以上 
23単位
以上 

電
気
電
子
工
学 

次に掲げる授業科目を含む19単位以上 
 
電気情報工学特定研究Ⅰ（4単位），電気情報工学特定研究Ⅱ（4単位），
電気情報工学特定研究Ⅲ（4単位），電気電子工学コース演習（2単位），
中間発表（1単位） 

4単位以上 
23単位
以上 

人
間
支
援
科
学 

次に掲げる授業科目を含む19単位以上 
 
電気情報工学特定研究Ⅰ（4単位），電気情報工学特定研究Ⅱ（4単位），
電気情報工学特定研究Ⅲ（4単位），人間支援科学コース演習（2単位），
中間発表（1単位） 

4単位以上 
23単位
以上 
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生
命
・
食
料
科
学
専
攻 

基
礎
生
命
科
学 

次に掲げる授業科目を含む15単位以上 
 
生命・食料科学博士特定研究Ⅰ（4単位），生命・食料科学博士セミナー
Ⅰ（2単位），外国語論文解説・討論Ⅰ（2単位），生命科学特別セミナ
ーⅡ（1単位），基礎生命科学（博士）演習（中間発表）（1単位），研
究発表（博士）演習（学会発表含む）（1単位） 

4単位以上 
19単位
以上 

応
用
生
命
・
食
品
科
学 

次に掲げる授業科目を含む17単位以上 
 
生命・食料科学博士特定研究Ⅰ（4単位），生命・食料科学博士特定研究
Ⅱ（4単位），研究発表演習（中間発表）（1単位） 

2単位以上 
19単位
以上 

生
物
資
源
科
学 

次に掲げる授業科目を含む15単位以上 
 
生物資源科学コース演習Ⅰ（1単位），生命・食料科学博士特定研究Ⅰ（4
単位），生命・食料科学博士セミナーⅠ（2単位），外国語論文解説・討
論Ⅰ（2単位） 

4単位以上 
19単位
以上 

環
境
科
学
専
攻 

自
然
シ
ス
テ
ム
科
学 

次に掲げる授業科目を含む11単位以上 
 
環境科学特定研究（4単位），環境科学演習Ⅰ（1単位） 

4単位以上 
19単位
以上 

流
域
環
境
学 

次に掲げる授業科目を含む11単位以上 
 
環境科学特定研究（4単位），環境科学演習Ⅱ（1単位） 

4単位以上 
19単位
以上 

社
会
基
盤
・
建
築
学 

次に掲げる授業科目を含む11単位以上 
 
環境科学特定研究（4単位），環境科学演習Ⅲ（1単位） 

4単位以上 
19単位
以上 

地
球
科
学 

次に掲げる授業科目を含む15単位以上 
 
地球科学特定研究Da（4単位），地球科学特定研究Db（4単位），中間発
表D（1単位），地球科学特定研究Dc（4単位）又は論文作成演習D（4単位），
地球科学演習D（1単位）又は学術発表演習D（1単位） 

4単位以上 
19単位
以上 

災
害
環
境
科
学 

次に掲げる授業科目を含む11単位以上 
 
環境科学特定研究（4単位），環境科学演習Ⅰ（1単位） 

4単位以上 
19単位
以上 
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別表第６（第20条関係） 

取得することができる教員の免許状の種類及び免許教科 

専攻 教員の免許状の種類（免許教科） 

数理物質科学専攻 

中学校教諭専修免許状（数学，理科） 

高等学校教諭専修免許状（数学，理科，情報） 

材料生産システム専攻 高等学校教諭専修免許状（工業） 

電気情報工学専攻 高等学校教諭専修免許状（情報，工業） 

生命・食料科学専攻 

中学校教諭専修免許状（理科） 

高等学校教諭専修免許状（理科，農業） 

環境科学専攻 

中学校教諭専修免許状（理科） 

高等学校教諭専修免許状（理科，農業，工業） 

 

新潟大学大学院自然科学研究科における長期にわたる教育課程の履修に関す 

る細則  
                          平成16年４月１日  
                          院 自 細 則 １ 号  
 （趣旨）  
第１条 この細則は，新潟大学大学院自然科学研究科規程（平成16年院自規程第１

号。）第８条第２項の規定に基づき，新潟大学大学院自然科学研究科（以下「研究

科」という。）における長期にわたる教育課程の履修（以下「長期履修」という。）

に関し必要な事項を定めるものとする。  
 （資格）  
第２条 長期履修を希望できる者は，次の各号のいずれかに該当する者とする。 

 ⑴ 職業を有し就業している者（自営業及び臨時雇用を含む。） 

 ⑵ 出産，育児又は親族の介護を行う必要がある者 

 ⑶ 心身に障がいがある者 

⑷ その他研究科が長期履修の必要があると認める者 

 （申請手続） 

第３条 長期履修を希望する者は，入学時にあっては入学手続期間内に，入学後にあ

っては学年末に次に掲げる書類を研究科長に提出しなければならない。  
 ⑴ 長期教育課程履修申請書（別記様式） 

 ⑵ 勤務先所属長の承諾書等研究科が必要と認める書類 

（承認）  
第４条 長期履修の承認は，前条の申請があったときに教授会の議を経て，研究科

長が行う。  
２ 研究科長は，前項の規定により長期履修を承認した場合は，長期履修に係る履修計

画並びに授業料及びその徴収方法等について，長期履修を承認した者（以下「長期履

修学生」という。）に通知するものとする。  
 （履修）  
第５条 長期履修学生は，研究科が定めた履修計画に従い，計画的な履修を行わなけれ

ばならない。  
 （長期履修の期間）  
第６条 長期履修できる期間は，博士前期課程においては３年又は４年とし，博士後

期課程においては４年又は５年とする。  
２ 長期履修の期間は，研究科の標準修業年限の年数とみなし，在学年限を算定す

る。  
３ 長期履修学生が長期履修の期間の変更を希望する場合は，研究科長に願い出て，

許可を得なければならない。  
 （雑則）  
第７条 この細則に定めるもののほか，長期履修に関し必要な事項は，別に定める。  
   附 則  
この細則は，平成16年４月1日から施行する。 

   附 則  
この細則は，平成29年４月1日から施行する。  
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別表第６（第20条関係） 

取得することができる教員の免許状の種類及び免許教科 

専攻 教員の免許状の種類（免許教科） 

数理物質科学専攻 

中学校教諭専修免許状（数学，理科） 

高等学校教諭専修免許状（数学，理科，情報） 

材料生産システム専攻 高等学校教諭専修免許状（工業） 

電気情報工学専攻 高等学校教諭専修免許状（情報，工業） 

生命・食料科学専攻 

中学校教諭専修免許状（理科） 

高等学校教諭専修免許状（理科，農業） 

環境科学専攻 

中学校教諭専修免許状（理科） 

高等学校教諭専修免許状（理科，農業，工業） 

 

新潟大学大学院自然科学研究科における長期にわたる教育課程の履修に関す 

る細則  
                          平成16年４月１日  
                          院 自 細 則 １ 号  
 （趣旨）  
第１条 この細則は，新潟大学大学院自然科学研究科規程（平成16年院自規程第１

号。）第８条第２項の規定に基づき，新潟大学大学院自然科学研究科（以下「研究

科」という。）における長期にわたる教育課程の履修（以下「長期履修」という。）

に関し必要な事項を定めるものとする。  
 （資格）  
第２条 長期履修を希望できる者は，次の各号のいずれかに該当する者とする。 

 ⑴ 職業を有し就業している者（自営業及び臨時雇用を含む。） 

 ⑵ 出産，育児又は親族の介護を行う必要がある者 

 ⑶ 心身に障がいがある者 

⑷ その他研究科が長期履修の必要があると認める者 

 （申請手続） 

第３条 長期履修を希望する者は，入学時にあっては入学手続期間内に，入学後にあ

っては学年末に次に掲げる書類を研究科長に提出しなければならない。  
 ⑴ 長期教育課程履修申請書（別記様式） 

 ⑵ 勤務先所属長の承諾書等研究科が必要と認める書類 

（承認）  
第４条 長期履修の承認は，前条の申請があったときに教授会の議を経て，研究科

長が行う。  
２ 研究科長は，前項の規定により長期履修を承認した場合は，長期履修に係る履修計

画並びに授業料及びその徴収方法等について，長期履修を承認した者（以下「長期履

修学生」という。）に通知するものとする。  
 （履修）  
第５条 長期履修学生は，研究科が定めた履修計画に従い，計画的な履修を行わなけれ

ばならない。  
 （長期履修の期間）  
第６条 長期履修できる期間は，博士前期課程においては３年又は４年とし，博士後

期課程においては４年又は５年とする。  
２ 長期履修の期間は，研究科の標準修業年限の年数とみなし，在学年限を算定す

る。  
３ 長期履修学生が長期履修の期間の変更を希望する場合は，研究科長に願い出て，

許可を得なければならない。  
 （雑則）  
第７条 この細則に定めるもののほか，長期履修に関し必要な事項は，別に定める。  
   附 則  
この細則は，平成16年４月1日から施行する。 

   附 則  
この細則は，平成29年４月1日から施行する。  





－  41  －

Ⅱ

Ⅱ　博 士 前 期 課 程
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⑴ 専攻・コースの概要 

【１．数理物質科学専攻】 

物理，化学，数学関係の教育者が有機的に集まった教育体系により，宇宙規模から，ミク

ロな素粒子の領域まで，最前線の教育研究を行います。物質の性質と自然の仕組みを基本か

ら理解し，かつ各種実験技術を習得し，社会で活躍できる優れた人材，および研究の最前線

の体験により得られた見識と独創性を生かせる教育研究者の養成を目指します。 
 

コ ー ス 名 コ ー ス の 概 要 

物 理 学 

量子科学の分野では，最先端の量子科学的手法を駆使し，凝縮体の電

子・イオン物性の量子レベルからの解折と新物質の探索・物性予知の先

端的研究を行います。２１世紀の IT，ナノ，バイオの研究を支える知的

基盤としての量子科学の最新の研究・探究を行うと共に，国内外の先端

研究者との共同実験・研究も行います。粒子・宇宙物理学の分野では，

物質の基本構成要素としての素粒子，原子核，それらの集合体の宇宙，

およびビッグバンからのシナリオを基本粒子間の力とその基本量子法則

に基づいて探究する研究を行います。物理教育の分野では，大学・高校

の物理授業におけるアクティブ･ラーニング型教授法や ICT 活用，物理教

育史について研究を行います。さまざまな物質構造の基本を理解し，研

究の最前線の体験を通して情報の収集の能力を備えた教育研究者の養成

を目指します。 

化 学 

原子核から無機物質，有機物質，生体高分子におよぶ様々な物質の化

学的性質，構造や反応について，実験および理論に基づき原子・分子レ

ベルから解明します。重元素の核的・化学的性質の解明，イオン・分子

間の反応機構の解明，物質の固体・液体状態の構造とダイナミクスの解

明，電子およびスピン制御による反応機構の解明と新機能材料の開発，

微量金属イオンの溶液内反応と構造に基づく分離・濃縮定量法の開発，

有機化合物の構造と反応機構に基づく新合成法開発と機能物質創製，ゲ

ノム情報を利用した生体高分子の機能解析と生体組織の高次機能解明に

ついて教育研究を行います。 

数 理 科 学 

本コースでは，秩序立てた論理的な考え方と問題解決能力を有した人

材の育成を目指し，数学，情報学の理論と応用について教育研究を行い

ます。特に，作用素論，作用素環論，非線形解析学，凸解析学，偏微分

方程式論，可換環論，代数幾何学，数論，トポロジー，微分幾何学，グ

ラフ理論，時系列解析や数理ファイナンスなどの数理統計学の理論，数

理計画やオペレーションズ・リサーチなどの最適化理論，数値シミュレ

ーションなどについて教育研究を行います。 
 

 
【２．材料生産システム専攻】 

本専攻は，材料系，化学系，機械系の教員で構成され，異分野領域技術の融合による先端

材料の創製，新機能性物質と新材料の設計・開発・評価，高機能性材料の化学的開発と環境

調和型生産プロセス，および機械基盤科学・生産システム科学・材料制御科学に関する教育

研究を行います。また、知的材料の開発研究から実製品への応用開発や循環型社会形成に必

要な廃棄・再資源化を考慮した材料開発に対応できる材料に関する高度な総合科学的知識を

身につけた問題発見能力を有する人材の育成を行います。 
 

コ ー ス 名 コ ー ス の 概 要 

機能材料科学 

次世代機能性材料の物性探索・解明，材料設計・開発および評価にお

いて活躍する人材を育成します。 
物性系では，超伝導・磁性材料，薄膜太陽電池や光エレクトロニクス

材料，金属－水素系材料の開発・応用，核スピン・エレクトロニクスな

どを基礎として，材料科学の基礎理論から医療応用にわたる教育研究を

行います。 
開発系では，人工光合成材料，ナノ材料，精密構造材料，ハイブリッ

ド材料，生体触媒，医療材料等の有機・無機材料の創製・評価を中心に

材料に関する基礎科学から応用技術にわたる教育研究を行います。 

素材生産科学 

応用化学の分野では，原子・分子レベルからその集合体の設計，合成，

機能解析に基づく無機，有機，高分子およびそれら複合体から構成され

る新規高機能性物質・材料の開発，太陽エネルギーの化学エネルギーへ

の変換，廃棄物を出さない化学変換，環境分析・評価などの環境負荷低

減のための化学技術の応用に関する教育研究を行います。また，化学工

学の分野では，高機能性材料の開発，低環境負荷型生産技術の開発など

を通して持続可能社会の構築に貢献できる研究者・技術者を養成します。

そのために，各種材料の高次構造を設計開発する手法やエネルギーや環

境に配慮して工業的規模で生産する技術，環境保全技術を俯瞰的視点か

ら教育研究を行います。 

機 械 科 学 

ナノからマクロのレベルでの機械，材料，生産システムに関わる技術

開発，材料制御技術開発，機械装置の超機能性，生体機械工学に基づく

高機能性デバイス開発，機械や装置の安定性と安全性評価等に対応しう

る人材育成を目指した教育研究を行います。高機能性材料などの設計・

製造・開発・応用，生産システムを構築する機械・構造系の動的特性の

統合解析，ＭＥＭＳによる革新的物性・機能付与を推進し，社会が求め

る人材の育成を行います。 
 



－  43  －

Ⅱ

⑴ 専攻・コースの概要 

【１．数理物質科学専攻】 

物理，化学，数学関係の教育者が有機的に集まった教育体系により，宇宙規模から，ミク

ロな素粒子の領域まで，最前線の教育研究を行います。物質の性質と自然の仕組みを基本か

ら理解し，かつ各種実験技術を習得し，社会で活躍できる優れた人材，および研究の最前線

の体験により得られた見識と独創性を生かせる教育研究者の養成を目指します。 
 

コ ー ス 名 コ ー ス の 概 要 

物 理 学 

量子科学の分野では，最先端の量子科学的手法を駆使し，凝縮体の電

子・イオン物性の量子レベルからの解折と新物質の探索・物性予知の先

端的研究を行います。２１世紀の IT，ナノ，バイオの研究を支える知的

基盤としての量子科学の最新の研究・探究を行うと共に，国内外の先端

研究者との共同実験・研究も行います。粒子・宇宙物理学の分野では，

物質の基本構成要素としての素粒子，原子核，それらの集合体の宇宙，

およびビッグバンからのシナリオを基本粒子間の力とその基本量子法則

に基づいて探究する研究を行います。物理教育の分野では，大学・高校

の物理授業におけるアクティブ･ラーニング型教授法や ICT 活用，物理教

育史について研究を行います。さまざまな物質構造の基本を理解し，研

究の最前線の体験を通して情報の収集の能力を備えた教育研究者の養成

を目指します。 

化 学 

原子核から無機物質，有機物質，生体高分子におよぶ様々な物質の化

学的性質，構造や反応について，実験および理論に基づき原子・分子レ

ベルから解明します。重元素の核的・化学的性質の解明，イオン・分子

間の反応機構の解明，物質の固体・液体状態の構造とダイナミクスの解

明，電子およびスピン制御による反応機構の解明と新機能材料の開発，

微量金属イオンの溶液内反応と構造に基づく分離・濃縮定量法の開発，

有機化合物の構造と反応機構に基づく新合成法開発と機能物質創製，ゲ

ノム情報を利用した生体高分子の機能解析と生体組織の高次機能解明に

ついて教育研究を行います。 

数 理 科 学 

本コースでは，秩序立てた論理的な考え方と問題解決能力を有した人

材の育成を目指し，数学，情報学の理論と応用について教育研究を行い

ます。特に，作用素論，作用素環論，非線形解析学，凸解析学，偏微分

方程式論，可換環論，代数幾何学，数論，トポロジー，微分幾何学，グ

ラフ理論，時系列解析や数理ファイナンスなどの数理統計学の理論，数

理計画やオペレーションズ・リサーチなどの最適化理論，数値シミュレ

ーションなどについて教育研究を行います。 
 

 
【２．材料生産システム専攻】 

本専攻は，材料系，化学系，機械系の教員で構成され，異分野領域技術の融合による先端

材料の創製，新機能性物質と新材料の設計・開発・評価，高機能性材料の化学的開発と環境

調和型生産プロセス，および機械基盤科学・生産システム科学・材料制御科学に関する教育

研究を行います。また、知的材料の開発研究から実製品への応用開発や循環型社会形成に必

要な廃棄・再資源化を考慮した材料開発に対応できる材料に関する高度な総合科学的知識を

身につけた問題発見能力を有する人材の育成を行います。 
 

コ ー ス 名 コ ー ス の 概 要 

機能材料科学 

次世代機能性材料の物性探索・解明，材料設計・開発および評価にお

いて活躍する人材を育成します。 
物性系では，超伝導・磁性材料，薄膜太陽電池や光エレクトロニクス

材料，金属－水素系材料の開発・応用，核スピン・エレクトロニクスな

どを基礎として，材料科学の基礎理論から医療応用にわたる教育研究を

行います。 
開発系では，人工光合成材料，ナノ材料，精密構造材料，ハイブリッ

ド材料，生体触媒，医療材料等の有機・無機材料の創製・評価を中心に

材料に関する基礎科学から応用技術にわたる教育研究を行います。 

素材生産科学 

応用化学の分野では，原子・分子レベルからその集合体の設計，合成，

機能解析に基づく無機，有機，高分子およびそれら複合体から構成され

る新規高機能性物質・材料の開発，太陽エネルギーの化学エネルギーへ

の変換，廃棄物を出さない化学変換，環境分析・評価などの環境負荷低

減のための化学技術の応用に関する教育研究を行います。また，化学工

学の分野では，高機能性材料の開発，低環境負荷型生産技術の開発など

を通して持続可能社会の構築に貢献できる研究者・技術者を養成します。

そのために，各種材料の高次構造を設計開発する手法やエネルギーや環

境に配慮して工業的規模で生産する技術，環境保全技術を俯瞰的視点か

ら教育研究を行います。 

機 械 科 学 

ナノからマクロのレベルでの機械，材料，生産システムに関わる技術

開発，材料制御技術開発，機械装置の超機能性，生体機械工学に基づく

高機能性デバイス開発，機械や装置の安定性と安全性評価等に対応しう

る人材育成を目指した教育研究を行います。高機能性材料などの設計・

製造・開発・応用，生産システムを構築する機械・構造系の動的特性の

統合解析，ＭＥＭＳによる革新的物性・機能付与を推進し，社会が求め

る人材の育成を行います。 
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【３．電気情報工学専攻】 

数理科学，情報科学，情報通信，電気電子工学，機械工学，医療工学，感性科学などの分

野において，深い専門的知識と高度の応用力をもち，幅広い視野と豊かな人間性・倫理性，

コミュニケーション能力を備え，教育・研究・開発・設計・製造・企画・管理など知的で創

造的な業務に従事する高度な専門的職業人として活躍し，安全・安心・健康で文化的な社会

の創造や産業界の発展に貢献できる人材を育成します。 
 

コ ー ス 名 コ ー ス の 概 要 

情 報 工 学 

本コースでは，知能情報，情報通信技術，および情報数理の教育研究

を通して，社会や産業界に貢献し，高度情報化社会の将来を担う人材の

育成を目指します。知能情報分野においては，メディア情報の分析と生

成，人間とコンピュータ間の円滑な情報交換技術，人工知能，空間情報

システム，数理的アプローチによる分析と構成手法の確立などの教育研

究に力を入れています。情報通信分野においては，特に，移動通信，ネ

ットワーク工学，アドホックネットワーク，波動情報工学に関する教育

研究を行います。情報数理分野においては，代数学，解析学などの教育

研究を行います。 

電気電子工学 

電力・エネルギーシステムやエレクトロニクス，情報通信システムな

ど，社会の発展を支える電気電子工学の分野に関する基礎から応用まで

専門知識を深めるための教育研究を行います。特に，電力・エネルギー

機器，プラズマ理工学，超伝導電力システム，超伝導応用工学，薄膜工

学，有機エレクトロニクス，バイオエレクトロニクス，分子・光電子デ

バイス，ナノフォトニクス，量子エレクトロニクス，光応用計測，光画

像処理，通信システム，信号処理工学，画像工学，映像情報処理などに

関する最先端の研究を行うとともに，指導的な立場で幅広く活躍できる

電気電子技術者や研究者を育成する教育を行います。 

人間支援科学 

急速に進む「社会の少子高齢化」に対応するため，医療・生体・福祉

のリテラシーをもつ電子・情報・機械関連分野および生体医工学・健康

科学・福祉工学のリテラシーをもつ医療・介護・福祉関連分野の人材育

成を目指します。高齢者・障害者を含むあらゆる人間の生活向上と自立

生活を支援する医療・福祉工学と生活支援科学技術に関連して，生体計

測・制御，生体生理工学，生体信号処理・解釈，ヒューマンインターフ

ェース，医用機器，バイオメカニクス，メカトロニクス，支援機器工学，

生活・社会環境の分析と最適制御，スポーツ科学，ウェルネス論，人間

工学，ユニバーサルデザイン，音楽や造形の表現手法と評価，リハビリ

テーション工学などの教育研究を行います。 
 

 
【４．生命・食料科学専攻】 

生物学の基礎から農学，さらにその関連産業部門までの幅広い応用領域をカバーしており，

ゲノムからポストゲノムへと展開する現代の生命科学の潮流をふまえ，生命現象の根源的理

解，新技術の開発，地域の産業や環境の改善に先駆的かつ多面的に対応する人材の養成を行

います。学部における専門教育の内容に関わりなく，「食と農」，「環境との調和」に強い関

心を有する学生を幅広く受け入れます。 
 

コ ー ス 名 コ ー ス の 概 要 

基礎生命科学 

動植物の発生・形態形成，器官分化，細胞分化，細胞間相互作用，環

境応答，遺伝情報発現，細胞小器官，細胞内超分子構造，タンパク質や

糖鎖など，生物個体レベルから分子レベルにわたる各種の視点から，生

命科学の時代にふさわしい先端的な基礎生物学の教育・研究を行います。

学生には，細分化された個々の専門分野にとらわれすぎることなく，生

命現象に関する幅広い知識と視野を身につける姿勢が望まれます。 

応 用 生 命 ･ 

食 品 科 学 

本コースでは，バイオサイエンス・バイオテクノロジーに関する専門

知識・技術を習得し，生物関連分野で活躍できる優れた人材の育成を目

指しています。生物の有用機能を応用することにより生物資源・食品・

環境に関する諸課題を解決することを目標とし，植物および微生物ゲノ

ムの機能とその制御，微生物が生産する生理活生物質，酵素およびその

遺伝子の高度利用，有用植物の作出・育種，高品質多収栽培，施肥管理，

土壌－微生物－植物間相互作用，地球環境の保全・修復，木質バイオマ

ス資源の開発・有効利用，持続可能な農林業生産，食品の原材料，加工・

製造技術，栄養・生理機能，安全性，機能性食品素材の開発に関する先

端的な研究を行います。 

生物資源科学 

基礎農学，フィールドサイエンス，バイオテクノロジーなどの技術的

研究を通じて農業を支える植物・動物資源の生産機構の改善と生産性向

上，複合的生態系の維持に関する諸問題の解決に必要な研究を行うとと

もに，農山村開発，持続的な農業の発達，農林産物流通など関連産業の

振興に関する諸問題の解決に必要な研究を行います。このため，食料・

資源管理学分野，資源植物生産学分野，資源動物科学分野の３分野が設

けられています。 
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Ⅱ

 
【３．電気情報工学専攻】 

数理科学，情報科学，情報通信，電気電子工学，機械工学，医療工学，感性科学などの分

野において，深い専門的知識と高度の応用力をもち，幅広い視野と豊かな人間性・倫理性，

コミュニケーション能力を備え，教育・研究・開発・設計・製造・企画・管理など知的で創

造的な業務に従事する高度な専門的職業人として活躍し，安全・安心・健康で文化的な社会

の創造や産業界の発展に貢献できる人材を育成します。 
 

コ ー ス 名 コ ー ス の 概 要 

情 報 工 学 

本コースでは，知能情報，情報通信技術，および情報数理の教育研究

を通して，社会や産業界に貢献し，高度情報化社会の将来を担う人材の

育成を目指します。知能情報分野においては，メディア情報の分析と生

成，人間とコンピュータ間の円滑な情報交換技術，人工知能，空間情報

システム，数理的アプローチによる分析と構成手法の確立などの教育研

究に力を入れています。情報通信分野においては，特に，移動通信，ネ

ットワーク工学，アドホックネットワーク，波動情報工学に関する教育

研究を行います。情報数理分野においては，代数学，解析学などの教育

研究を行います。 

電気電子工学 

電力・エネルギーシステムやエレクトロニクス，情報通信システムな

ど，社会の発展を支える電気電子工学の分野に関する基礎から応用まで

専門知識を深めるための教育研究を行います。特に，電力・エネルギー

機器，プラズマ理工学，超伝導電力システム，超伝導応用工学，薄膜工

学，有機エレクトロニクス，バイオエレクトロニクス，分子・光電子デ

バイス，ナノフォトニクス，量子エレクトロニクス，光応用計測，光画

像処理，通信システム，信号処理工学，画像工学，映像情報処理などに

関する最先端の研究を行うとともに，指導的な立場で幅広く活躍できる

電気電子技術者や研究者を育成する教育を行います。 

人間支援科学 

急速に進む「社会の少子高齢化」に対応するため，医療・生体・福祉

のリテラシーをもつ電子・情報・機械関連分野および生体医工学・健康

科学・福祉工学のリテラシーをもつ医療・介護・福祉関連分野の人材育

成を目指します。高齢者・障害者を含むあらゆる人間の生活向上と自立

生活を支援する医療・福祉工学と生活支援科学技術に関連して，生体計

測・制御，生体生理工学，生体信号処理・解釈，ヒューマンインターフ

ェース，医用機器，バイオメカニクス，メカトロニクス，支援機器工学，

生活・社会環境の分析と最適制御，スポーツ科学，ウェルネス論，人間

工学，ユニバーサルデザイン，音楽や造形の表現手法と評価，リハビリ

テーション工学などの教育研究を行います。 
 

 
【４．生命・食料科学専攻】 

生物学の基礎から農学，さらにその関連産業部門までの幅広い応用領域をカバーしており，

ゲノムからポストゲノムへと展開する現代の生命科学の潮流をふまえ，生命現象の根源的理

解，新技術の開発，地域の産業や環境の改善に先駆的かつ多面的に対応する人材の養成を行

います。学部における専門教育の内容に関わりなく，「食と農」，「環境との調和」に強い関

心を有する学生を幅広く受け入れます。 
 

コ ー ス 名 コ ー ス の 概 要 

基礎生命科学 

動植物の発生・形態形成，器官分化，細胞分化，細胞間相互作用，環

境応答，遺伝情報発現，細胞小器官，細胞内超分子構造，タンパク質や

糖鎖など，生物個体レベルから分子レベルにわたる各種の視点から，生

命科学の時代にふさわしい先端的な基礎生物学の教育・研究を行います。

学生には，細分化された個々の専門分野にとらわれすぎることなく，生

命現象に関する幅広い知識と視野を身につける姿勢が望まれます。 

応 用 生 命 ･ 

食 品 科 学 

本コースでは，バイオサイエンス・バイオテクノロジーに関する専門

知識・技術を習得し，生物関連分野で活躍できる優れた人材の育成を目

指しています。生物の有用機能を応用することにより生物資源・食品・

環境に関する諸課題を解決することを目標とし，植物および微生物ゲノ

ムの機能とその制御，微生物が生産する生理活生物質，酵素およびその

遺伝子の高度利用，有用植物の作出・育種，高品質多収栽培，施肥管理，

土壌－微生物－植物間相互作用，地球環境の保全・修復，木質バイオマ

ス資源の開発・有効利用，持続可能な農林業生産，食品の原材料，加工・

製造技術，栄養・生理機能，安全性，機能性食品素材の開発に関する先

端的な研究を行います。 

生物資源科学 

基礎農学，フィールドサイエンス，バイオテクノロジーなどの技術的

研究を通じて農業を支える植物・動物資源の生産機構の改善と生産性向

上，複合的生態系の維持に関する諸問題の解決に必要な研究を行うとと

もに，農山村開発，持続的な農業の発達，農林産物流通など関連産業の

振興に関する諸問題の解決に必要な研究を行います。このため，食料・

資源管理学分野，資源植物生産学分野，資源動物科学分野の３分野が設

けられています。 
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【５．環境科学専攻】 

日本の代表的な多雪地域で日本海に面する新潟から東北アジア，さらには地球的規模まで

といった幅広い領域を対象としてその環境と構造を探求し，グローバルな視野で地圏・水

圏・生物圏と人間社会との相互関係を理解し，研究の最前線の体験を通して自然環境から都

市・農山村環境を創り出せる独創性に富む人材の養成を行います。また，外国人と十分意志

疎通のできる国際性豊かな人材を育てます。 
 

コ ー ス 名 コ ー ス の 概 要 

自然システム 

科 学 

物理学・地球科学・化学・生物学にわたる基礎理学の学習で得られた

知識を適用し，グローバルな視点から，環境システムの維持機構を多角

的に解明できる人材の育成を行います。この目的の実現のために，超高

層大気中における原子分子反応過程や大気・海洋現象の物理学的解析，

機能性材料や光エネルギー変換物質の物理化学的特性の理解，環境関連

物質の循環機構の解明などの物質やエネルギーの循環機構を理解できる

能力を身につけるための教育・研究や，地質の発達過程やそれに伴うさ

まざまな地球科学的諸現象の理解，生物の遺伝的多様性と環境適応機構

の解明などを通して，地圏や生物圏における環境を把握し，理解できる

能力を身につけるための教育・研究を行います。 

流 域 環 境 学 

流域を人の生活や資源循環の一単位と考え，人間の生存基盤を提供す

る森林と，人間が働きかけ食料を得る場としての農地・農業を支える，

森林科学・農業工学の研究を行って，人と自然の共生を可能にする知識

の蓄積と技術の開発を目指します。また，世界的にも希な多雪地域であ

り，独特の水循環形態と動植物の生息環境が形成されてきた新潟の地に

あって，地球温暖化の影響を強く受けると考えられる水・物質循環，農

林環境，農業生産活動および生態系の変動について，最先端の研究を行

います。森林生態系生物学，森林資源保全・利用学，地域管理工学，農

業システム工学，農業環境情報学，水循環変動学および生態系変動学の

研究分野で構成されます。 

社 会 基 盤 ･ 

建 築 学 

都市と人間および自然環境との持続可能な共生システムの構築を目指

し，社会基盤工学・建築学・都市工学に関する基礎的な知識と，豊かな

計画・分析・解析力をもった環境創造技術者および建築家を養成します。

具体的には，各種災害から都市・建築および人間の安全性を確保するた

めの社会基盤施設・建築構造物の構築技術を始め，快適で安全な居住環

境と自然との共生を目指した住宅・建築・都市などの空間の構成・設計

計画手法や法制度，河川等の水域環境の物理的挙動・水質の解析・評価

技術，および都市の景観形成とその歴史的変遷について評価・計画・活

用するための技術などに関する教育研究を対象としています。 

 
 

 

  

地 球 科 学 

人類をとりまく重要な環境要素である陸域や海洋底の地層・岩石・鉱

物・化石などを対象に，それらのマクロ的・ミクロ的特質を野外地質調

査に根ざした地質学的研究手法で探究し，岩圏と生物圏それぞれの性質

と相互作用を地球の歴史的視点から解明します。この解明を通じ，鉱物

の結晶構造，海洋の形成，大陸の成長，地震活動，火山活動，表層の環

境変遷，生物相の移り変わりなど，地殻～上部マントル中に記録された

地球システムのダイナミックな変動の性質を理解し，国土の開発，防災，

地下資源の探査，地球環境問題への取り組みなどをはじめとする幅広い

分野で社会貢献できる人材の育成を目指します。 

災 害 環 境 

科 学 

人の生活基盤である都市から中山間地にかけての雪氷・斜面・洪水・

火山土砂・地盤災害などとそれらの複合災害について，履歴解明，発生

機構・予測などの基礎研究をもとに，総合的な防・減災対策の教育・研

究を行います。また，近年顕在化する，急速な環境変動・社会変化にと

もなう災害発現の多種多様な変容への技術・対策への応用面も学びます。

これらの活動を通して，問題の発見，解決，説明の三つの能力を一体的

に運用できる人材を養成します。 
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Ⅱ

 
【５．環境科学専攻】 

日本の代表的な多雪地域で日本海に面する新潟から東北アジア，さらには地球的規模まで

といった幅広い領域を対象としてその環境と構造を探求し，グローバルな視野で地圏・水

圏・生物圏と人間社会との相互関係を理解し，研究の最前線の体験を通して自然環境から都

市・農山村環境を創り出せる独創性に富む人材の養成を行います。また，外国人と十分意志

疎通のできる国際性豊かな人材を育てます。 
 

コ ー ス 名 コ ー ス の 概 要 

自然システム 

科 学 

物理学・地球科学・化学・生物学にわたる基礎理学の学習で得られた

知識を適用し，グローバルな視点から，環境システムの維持機構を多角

的に解明できる人材の育成を行います。この目的の実現のために，超高

層大気中における原子分子反応過程や大気・海洋現象の物理学的解析，

機能性材料や光エネルギー変換物質の物理化学的特性の理解，環境関連

物質の循環機構の解明などの物質やエネルギーの循環機構を理解できる

能力を身につけるための教育・研究や，地質の発達過程やそれに伴うさ

まざまな地球科学的諸現象の理解，生物の遺伝的多様性と環境適応機構

の解明などを通して，地圏や生物圏における環境を把握し，理解できる

能力を身につけるための教育・研究を行います。 

流 域 環 境 学 

流域を人の生活や資源循環の一単位と考え，人間の生存基盤を提供す

る森林と，人間が働きかけ食料を得る場としての農地・農業を支える，

森林科学・農業工学の研究を行って，人と自然の共生を可能にする知識

の蓄積と技術の開発を目指します。また，世界的にも希な多雪地域であ

り，独特の水循環形態と動植物の生息環境が形成されてきた新潟の地に

あって，地球温暖化の影響を強く受けると考えられる水・物質循環，農

林環境，農業生産活動および生態系の変動について，最先端の研究を行

います。森林生態系生物学，森林資源保全・利用学，地域管理工学，農

業システム工学，農業環境情報学，水循環変動学および生態系変動学の

研究分野で構成されます。 

社 会 基 盤 ･ 

建 築 学 

都市と人間および自然環境との持続可能な共生システムの構築を目指

し，社会基盤工学・建築学・都市工学に関する基礎的な知識と，豊かな

計画・分析・解析力をもった環境創造技術者および建築家を養成します。

具体的には，各種災害から都市・建築および人間の安全性を確保するた

めの社会基盤施設・建築構造物の構築技術を始め，快適で安全な居住環

境と自然との共生を目指した住宅・建築・都市などの空間の構成・設計

計画手法や法制度，河川等の水域環境の物理的挙動・水質の解析・評価

技術，および都市の景観形成とその歴史的変遷について評価・計画・活

用するための技術などに関する教育研究を対象としています。 

 
 

 

  

地 球 科 学 

人類をとりまく重要な環境要素である陸域や海洋底の地層・岩石・鉱

物・化石などを対象に，それらのマクロ的・ミクロ的特質を野外地質調

査に根ざした地質学的研究手法で探究し，岩圏と生物圏それぞれの性質

と相互作用を地球の歴史的視点から解明します。この解明を通じ，鉱物

の結晶構造，海洋の形成，大陸の成長，地震活動，火山活動，表層の環

境変遷，生物相の移り変わりなど，地殻～上部マントル中に記録された

地球システムのダイナミックな変動の性質を理解し，国土の開発，防災，

地下資源の探査，地球環境問題への取り組みなどをはじめとする幅広い

分野で社会貢献できる人材の育成を目指します。 

災 害 環 境 

科 学 

人の生活基盤である都市から中山間地にかけての雪氷・斜面・洪水・

火山土砂・地盤災害などとそれらの複合災害について，履歴解明，発生

機構・予測などの基礎研究をもとに，総合的な防・減災対策の教育・研

究を行います。また，近年顕在化する，急速な環境変動・社会変化にと

もなう災害発現の多種多様な変容への技術・対策への応用面も学びます。

これらの活動を通して，問題の発見，解決，説明の三つの能力を一体的

に運用できる人材を養成します。 
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達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 (A)(B) 自然科学総論Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 1単位 他専攻開設
2 先端科学技術総論 1 99 46 * 課程共通科目(a)

3 専攻共通科目 - - -
4 他専攻科目 必修 - - - 2単位以上
5 実験素粒子物理学I 選択 2 43 46
6 実験素粒子物理学II 選択 2 43 57
7 量子場理論 選択 2 43 57
8 共形場理論 選択 2 43 57
9 理論素粒子物理学I 選択 2 43 57

10 理論素粒子物理学II 選択 2 43 57
11 理論素粒子物理学III 選択 2 43 57
12 ハドロン物理学Ⅰ 選択 2 43 57
13 原子核物理特論Ⅰ 選択 2 43 57
14 原子核物理特論Ⅱ 選択 2 43 57
15 原子核物理特論Ⅲ 選択 2 43 57
16 核物性学概論 選択 2 43 57
17 宇宙物理学特論Ⅰ 選択 2 43 57
18 宇宙物理学特論Ⅱ 選択 2 43 46
19 宇宙物理学特論Ⅲ 選択 2 43 57
20 ミュオン物質物理学概論 選択 2 43 57
21 原子核量子多体論概論 選択 2 43 57
22 不安定核物理学概論 選択 2 43 57
23 固体物性物理学Ⅰ 選択 2 43 46
24 固体物性物理学Ⅱ 選択 2 43 57
25 固体物性物理学Ⅲ 選択 2 43 57
26 固体物性物理学Ⅳ 選択 2 43 46
27 固体電子論 選択 2 43 57
28 統計物理学Ⅰ 選択 2 43 57
29 統計物理学Ⅱ 選択 2 43 57
30 多体系物理学 選択 2 43 46
31 コラボレーション演習 選択 1 43 56

32 課題探索特講I 選択 2 43 56

33 課題探索特講II 選択 2 43 56

34 アクティブ･ラーニング型物理教授法特論 選択 2 43 57

35 ICT活用物理教授法特論 選択 2 43 57

36 教職実践学校インターンシップ 選択 4 43 57
＊平成30年度新規開設
＊課程共通科目(a)

37 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 * 課程共通科目(b)

38 企業における生産・開発Ⅰ 選択 1 74 47 * 課程共通科目(b)

39 企業・研究機関の研修・見学 選択 1 74 46 * 課程共通科目(b)

40 薬品安全管理技術 選択 2 46 46 * 課程共通科目(b)

41 大型機器分析技術 選択 2 99 46 * 課程共通科目(b)

42 知的財産権・技術経営論Ⅰ 選択 1 99 46 * 課程共通科目(b)

43 知的財産権・技術経営論Ⅱ 選択 1 99 46 * 課程共通科目(b)

44 インターンシップ 選択 1 74 36 * 課程共通科目(b)

45 ワーク・ライフ・バランス 選択 1 74 36 * 課程共通科目(b)

46 海外英語研修 選択 4 70 46 * 課程共通科目(b)

47 海外インターンシップ 選択 4 74 46 * 課程共通科目(b)

48 科学技術英語Ⅰ 選択 1 70 46 * 課程共通科目(b)

49 科学技術英語Ⅱ 選択 1 70 46 * 課程共通科目(b)

50 数理物質科学特定研究Ⅰ（物理学） 必修 8 43,77 57
51 数理物質科学特定研究ⅡA（物理学） 必修 4 43,77 57
52 数理物質科学特定研究ⅡB（物理学） 選択 4 43,77 57
53 数理物質科学演習Ⅰ（物理学） 必修 4 43 57
54 数理物質科学演習Ⅱ（物理学） 選択 4 43 57
55 選択 - - -

　　

セメスター (A)

3期

4期 専門科目 数理物質科学特定研究IIB  (物理学)

専門科目 数理物質科学特定研究IIA  (物理学)

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

(B) (C) 

1期 自然科学総論 他専攻科目，専門科目
数理物質科学特定研究I  (物理学)

数理物質科学演習I  (物理学)

2期 専門科目
数理物質科学特定研究I  (物理学)

数理物質科学演習I  (物理学)

所属専攻科目

合計38単位以上

 課程共通科目(a)は，所属専攻の科目として取り扱う。

 課程共通科目(b)は，他専攻の科目として取り扱う。(必修の「他専攻科目2単位」に含めることができないので注意すること。) 

(B-1)

必修16単位含め
て24単位以上

(B-2)

(B-3)

(B-4)

(B-5)

(B-6)

(C)

(C)課題を発見し，解決する能力，学会発表を含むコミュニケーション能力，定められた期間で報告する能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(B)
選択必修 2単位以上

(B-6)固体電解質，不規則半導体，ナノ構造物質などの複雑系物性に関する実験および計算機シミュレーションについて理解する。

(2)教育プログラム

○数理物質科学専攻（博士前期課程）

物理学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・倫理・人類に対する倫理的な判断能力

(B)当該分野の基礎理論・技術を理解し，応用できる能力

(B-1)素粒子物理学の標準モデルとそれを超える物理を実験や理論の面から理解する。

(B-2)クォーク，ハドロンから原子核にわたるサブアトミック量子系の構造と反応について理解する。

(B-3)宇宙や様々な天体，特に一般相対論的な天体，初期宇宙，および，銀河や恒星を中心として，その起源，構造および進化の基
本法則や基礎的物理過程を解明するための能力を身につける。

(B-4)宇宙の物質の源の元素の発生の初期過程に関する問題と現存する安定核から遠く離れた不安定核の構造について理解する。
(B-5)強相関物質を創製し，種々の物性計測および理論的考察によって強相関物性を解明する手法について理解する。

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 (A) (B) 自然科学総論Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 1単位 他専攻開設

2 先端科学技術総論 必修 1 99 46 1単位 *1 課程共通科目(a)

3 専攻共通科目 選択必修 - - - 2単位以上

4 他専攻科目及び下記の課程共通科目 -
5 企業における生産・開発Ⅰ 1 *2 課程共通科目(b)
6 企業・研究機関の研修・見学 1 *2 課程共通科目(b)
7 薬品安全管理技術 2 *2 課程共通科目(b)
8 大型機器分析技術 2 *2 課程共通科目(b)
9 知的財産権・技術経営論Ⅰ 1 *2 課程共通科目(b)

10 知的財産権・技術経営論Ⅱ 1 *2 課程共通科目(b)
11 インターンシップ 1 *2 課程共通科目(b)
12 ワーク・ライフ・バランス 1 *2 課程共通科目(b)
13 海外英語研修 4 *2 課程共通科目(b)
14 海外インターンシップ 4 *2 課程共通科目(b)

15 教職実践学校インターンシップ 4
*2 課程共通科目(b)
＊平成30年度新規開設

16 科学技術英語Ⅰ 1 *2 課程共通科目(b)
17 科学技術英語Ⅱ 1 *2 課程共通科目(b)

18 分析化学特論Ⅰ 選択 2 46 47

19 分析化学特論Ⅱ 選択 2 46 57

20 核化学特論 選択 2 46 47

21 有機合成方法論Ⅰ 選択 2 46 57

22 有機合成方法論Ⅱ 選択 2 46 47

23 構造有機化学特論 選択 2 46 57

24 反応有機化学特論 選択 2 46 47

25 分子生理化学 選択 2 46 47

26 分子細胞化学 選択 2 46 57

27 凝縮相物性論 選択 2 46 57

28 分子動力学概論 選択 2 46 47

29 反応化学概論 選択 2 46 47

30 化学反応計測学 選択 2 46 57

31 数理物質科学特定研究Ⅰ（化学） 必修 8 46,77 57

32 数理物質科学特定研究ⅡA（化学） 必修 4 46,77 57

33 数理物質科学特定研究ⅡB（化学） 選択 4 46,77 57

34 数理物質科学演習Ⅰ（化学） 必修 4 46 57

35 科学技術英語 選択 2 46 57

36 コミュニケーション演習 選択 2 46 57

37 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 *1 課程共通科目(a)

38 選択 - - -

　 合計38単位以上

セメスター (A)

3期

4期

※平成30年度から廃止した科目　　　「放射化学特論」

(B-2)有機化合物の合成法と機能・構造・反応機構を理解し解明できる。

化学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力

(B)基礎理論・技術を理解し，応用する能力

(B-1)無機物質の反応と構造について原子・分子レベルから理解し解明できる。

2単位以上

(B-3)生体高分子の分子機能，ゲノム情報に基づく機能解析を理解し解明できる。

(B-4)物質の構造や相転移をメゾスケールで理解し解明できるともに，データ解析法や数値計算技術の開発について理解できる。

(B-5)各種化学反応について，量子状態ごとの基礎過程を理論的実験的に理解し解明できるとともに，データ解析法について理解できる。
(C)課題を発見し，解決する能力

(D)学会発表を含むコミュニケーション能力

(E)定められた期間で報告する能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(B)

選択必修 － －

(B-1)

必修16単位
を含めて
24単位以上

(B-2)

(B-3)

(B-4)

(B-5)

(C) (D) (E)

所属専攻科目

【備考】*1 課程共通科目(a)は，所属専攻の科目として取り扱う。

　　　　*2 課程共通科目(b)は，他専攻の科目として取り扱う。

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

(B) (C) (D) (E)

1期 自然科学総論

共通科目（必修） 数理物質科学特定研究I（化学）

先端科学技術総論 数理物質科学演習I（化学）

他専攻科目，専門科目

専門科目 数理物質科学特定研究IIA（化学）

2期 専門科目
数理物質科学特定研究I（化学）

数理物質科学演習I（化学）

専門科目 数理物質科学特定研究IIA（化学）
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達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 (A)(B) 自然科学総論Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 1単位 他専攻開設
2 先端科学技術総論 1 99 46 * 課程共通科目(a)

3 専攻共通科目 - - -
4 他専攻科目 必修 - - - 2単位以上
5 実験素粒子物理学I 選択 2 43 46
6 実験素粒子物理学II 選択 2 43 57
7 量子場理論 選択 2 43 57
8 共形場理論 選択 2 43 57
9 理論素粒子物理学I 選択 2 43 57
10 理論素粒子物理学II 選択 2 43 57
11 理論素粒子物理学III 選択 2 43 57
12 ハドロン物理学Ⅰ 選択 2 43 57
13 原子核物理特論Ⅰ 選択 2 43 57
14 原子核物理特論Ⅱ 選択 2 43 57
15 原子核物理特論Ⅲ 選択 2 43 57
16 核物性学概論 選択 2 43 57
17 宇宙物理学特論Ⅰ 選択 2 43 57
18 宇宙物理学特論Ⅱ 選択 2 43 46
19 宇宙物理学特論Ⅲ 選択 2 43 57
20 ミュオン物質物理学概論 選択 2 43 57
21 原子核量子多体論概論 選択 2 43 57
22 不安定核物理学概論 選択 2 43 57
23 固体物性物理学Ⅰ 選択 2 43 46
24 固体物性物理学Ⅱ 選択 2 43 57
25 固体物性物理学Ⅲ 選択 2 43 57
26 固体物性物理学Ⅳ 選択 2 43 46
27 固体電子論 選択 2 43 57
28 統計物理学Ⅰ 選択 2 43 57
29 統計物理学Ⅱ 選択 2 43 57
30 多体系物理学 選択 2 43 46
31 コラボレーション演習 選択 1 43 56

32 課題探索特講I 選択 2 43 56

33 課題探索特講II 選択 2 43 56

34 アクティブ･ラーニング型物理教授法特論 選択 2 43 57

35 ICT活用物理教授法特論 選択 2 43 57

36 教職実践学校インターンシップ 選択 4 43 57
＊平成30年度新規開設
＊課程共通科目(a)

37 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 * 課程共通科目(b)

38 企業における生産・開発Ⅰ 選択 1 74 47 * 課程共通科目(b)

39 企業・研究機関の研修・見学 選択 1 74 46 * 課程共通科目(b)

40 薬品安全管理技術 選択 2 46 46 * 課程共通科目(b)

41 大型機器分析技術 選択 2 99 46 * 課程共通科目(b)

42 知的財産権・技術経営論Ⅰ 選択 1 99 46 * 課程共通科目(b)

43 知的財産権・技術経営論Ⅱ 選択 1 99 46 * 課程共通科目(b)

44 インターンシップ 選択 1 74 36 * 課程共通科目(b)

45 ワーク・ライフ・バランス 選択 1 74 36 * 課程共通科目(b)

46 海外英語研修 選択 4 70 46 * 課程共通科目(b)

47 海外インターンシップ 選択 4 74 46 * 課程共通科目(b)

48 科学技術英語Ⅰ 選択 1 70 46 * 課程共通科目(b)

49 科学技術英語Ⅱ 選択 1 70 46 * 課程共通科目(b)

50 数理物質科学特定研究Ⅰ（物理学） 必修 8 43,77 57
51 数理物質科学特定研究ⅡA（物理学） 必修 4 43,77 57
52 数理物質科学特定研究ⅡB（物理学） 選択 4 43,77 57
53 数理物質科学演習Ⅰ（物理学） 必修 4 43 57
54 数理物質科学演習Ⅱ（物理学） 選択 4 43 57
55 選択 - - -

　　

セメスター (A)

3期

4期 専門科目 数理物質科学特定研究IIB  (物理学)

専門科目 数理物質科学特定研究IIA  (物理学)

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

(B) (C) 

1期 自然科学総論 他専攻科目，専門科目
数理物質科学特定研究I  (物理学)

数理物質科学演習I  (物理学)

2期 専門科目
数理物質科学特定研究I  (物理学)

数理物質科学演習I  (物理学)

所属専攻科目

合計38単位以上

 課程共通科目(a)は，所属専攻の科目として取り扱う。

 課程共通科目(b)は，他専攻の科目として取り扱う。(必修の「他専攻科目2単位」に含めることができないので注意すること。) 

(B-1)

必修16単位含め
て24単位以上

(B-2)

(B-3)

(B-4)

(B-5)

(B-6)

(C)

(C)課題を発見し，解決する能力，学会発表を含むコミュニケーション能力，定められた期間で報告する能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(B)
選択必修 2単位以上

(B-6)固体電解質，不規則半導体，ナノ構造物質などの複雑系物性に関する実験および計算機シミュレーションについて理解する。

(2)教育プログラム

○数理物質科学専攻（博士前期課程）

物理学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・倫理・人類に対する倫理的な判断能力

(B)当該分野の基礎理論・技術を理解し，応用できる能力

(B-1)素粒子物理学の標準モデルとそれを超える物理を実験や理論の面から理解する。

(B-2)クォーク，ハドロンから原子核にわたるサブアトミック量子系の構造と反応について理解する。

(B-3)宇宙や様々な天体，特に一般相対論的な天体，初期宇宙，および，銀河や恒星を中心として，その起源，構造および進化の基
本法則や基礎的物理過程を解明するための能力を身につける。

(B-4)宇宙の物質の源の元素の発生の初期過程に関する問題と現存する安定核から遠く離れた不安定核の構造について理解する。
(B-5)強相関物質を創製し，種々の物性計測および理論的考察によって強相関物性を解明する手法について理解する。

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 (A) (B) 自然科学総論Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 1単位 他専攻開設

2 先端科学技術総論 必修 1 99 46 1単位 *1 課程共通科目(a)

3 専攻共通科目 選択必修 - - - 2単位以上

4 他専攻科目及び下記の課程共通科目 -
5 企業における生産・開発Ⅰ 1 *2 課程共通科目(b)
6 企業・研究機関の研修・見学 1 *2 課程共通科目(b)
7 薬品安全管理技術 2 *2 課程共通科目(b)
8 大型機器分析技術 2 *2 課程共通科目(b)
9 知的財産権・技術経営論Ⅰ 1 *2 課程共通科目(b)

10 知的財産権・技術経営論Ⅱ 1 *2 課程共通科目(b)
11 インターンシップ 1 *2 課程共通科目(b)
12 ワーク・ライフ・バランス 1 *2 課程共通科目(b)
13 海外英語研修 4 *2 課程共通科目(b)
14 海外インターンシップ 4 *2 課程共通科目(b)

15 教職実践学校インターンシップ 4
*2 課程共通科目(b)
＊平成30年度新規開設

16 科学技術英語Ⅰ 1 *2 課程共通科目(b)
17 科学技術英語Ⅱ 1 *2 課程共通科目(b)

18 分析化学特論Ⅰ 選択 2 46 47

19 分析化学特論Ⅱ 選択 2 46 57

20 核化学特論 選択 2 46 47

21 有機合成方法論Ⅰ 選択 2 46 57

22 有機合成方法論Ⅱ 選択 2 46 47

23 構造有機化学特論 選択 2 46 57

24 反応有機化学特論 選択 2 46 47

25 分子生理化学 選択 2 46 47

26 分子細胞化学 選択 2 46 57

27 凝縮相物性論 選択 2 46 57

28 分子動力学概論 選択 2 46 47

29 反応化学概論 選択 2 46 47

30 化学反応計測学 選択 2 46 57

31 数理物質科学特定研究Ⅰ（化学） 必修 8 46,77 57

32 数理物質科学特定研究ⅡA（化学） 必修 4 46,77 57

33 数理物質科学特定研究ⅡB（化学） 選択 4 46,77 57

34 数理物質科学演習Ⅰ（化学） 必修 4 46 57

35 科学技術英語 選択 2 46 57

36 コミュニケーション演習 選択 2 46 57

37 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 *1 課程共通科目(a)

38 選択 - - -

　 合計38単位以上

セメスター (A)

3期

4期

※平成30年度から廃止した科目　　　「放射化学特論」

(B-2)有機化合物の合成法と機能・構造・反応機構を理解し解明できる。

化学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力

(B)基礎理論・技術を理解し，応用する能力

(B-1)無機物質の反応と構造について原子・分子レベルから理解し解明できる。

2単位以上

(B-3)生体高分子の分子機能，ゲノム情報に基づく機能解析を理解し解明できる。

(B-4)物質の構造や相転移をメゾスケールで理解し解明できるともに，データ解析法や数値計算技術の開発について理解できる。

(B-5)各種化学反応について，量子状態ごとの基礎過程を理論的実験的に理解し解明できるとともに，データ解析法について理解できる。
(C)課題を発見し，解決する能力

(D)学会発表を含むコミュニケーション能力

(E)定められた期間で報告する能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(B)

選択必修 － －

(B-1)

必修16単位
を含めて
24単位以上

(B-2)

(B-3)

(B-4)

(B-5)

(C) (D) (E)

所属専攻科目

【備考】*1 課程共通科目(a)は，所属専攻の科目として取り扱う。

　　　　*2 課程共通科目(b)は，他専攻の科目として取り扱う。

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

(B) (C) (D) (E)

1期 自然科学総論

共通科目（必修） 数理物質科学特定研究I（化学）

先端科学技術総論 数理物質科学演習I（化学）

他専攻科目，専門科目

専門科目 数理物質科学特定研究IIA（化学）

2期 専門科目
数理物質科学特定研究I（化学）

数理物質科学演習I（化学）

専門科目 数理物質科学特定研究IIA（化学）



－  50  －

必修 選択
1 数理物質科学特定研究Ⅰ（数学） 8 (数学コース) 41,77 57
2 数理物質科学特定研究Ⅰ（情報） 8 (情報コース) 41,77 57
3 数理物質科学特定研究Ⅱ（数学） 8 (数学コース) 41,77 57
4 数理物質科学特定研究Ⅱ（情報） 8 (情報コース) 41,77 57
5 数理科学セミナーⅠ（数学） 3 (数学コース) 41 57
6 数理科学セミナーⅠ（情報） 3 (情報コース) 41 57
7 数理科学セミナーⅡ（数学） 3 (数学コース) 41 57
8 数理科学セミナーⅡ（情報） 3 (情報コース) 41 57
9 数理科学文献詳読Ⅰ（数学） 3 (数学コース) 41 56

10 数理科学文献詳読Ⅰ（情報） 3 (情報コース) 41 56
11 数理科学文献詳読Ⅱ（数学） 3 (数学コース) 41 57
12 数理科学文献詳読Ⅱ（情報） 3 (情報コース) 41 57
13 数理科学研究発表演習〔中間発表〕（数学） 1 (数学コース) 41,77 56
14 数理科学研究発表演習〔中間発表〕（情報） 1 (情報コース) 41,77 56
15 (A,B) 自然科学総論Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ(*いずれか1科目) 1 99 46 1単位 他専攻開設
16 (A,B) 他の専攻で開設する授業科目 1,2 - -
17 プロジェクト研究特別概説 1 99 47 *2 課程共通科目(b)

18 企業における生産・開発Ⅰ 1 74 47 *2 課程共通科目(b)

19 数理科学研究発表〔外部発表〕（数学） 2 41,77 57
20 数理科学研究発表〔外部発表〕（情報） 2 41,77 57
21 先端科学技術総論 1 99 46 *1 課程共通科目(a)

22 関数解析特論 2 41 57
23 複素解析特論 2 41 57
24 関数空間特論 2 41 57
25 偏微分方程式論 2 41 57
26 積分方程式特論 2 41 57
27 リーマン幾何学特論 2 41 57
28 代数構造特論 2 41 57
29 代数的整数論 2 41 57
30 位相幾何学特論 2 41 57
31 幾何学的群論 2 41 57
32 リー群論 2 41 57
33 可換環論 2 41 57
34 情報統計学概論 2 41 57
35 応用統計学概論 2 41 57
36 数理計画概論 2 41 47
37 数理システム概論 2 41 47
38 最適化概論 2 41 57
39 ベイズ統計学概論 2 41 57

セメスター

2期

4期

3期
専門科目

(C-1)

(C-2)

(C-3)

必修32単位，計38単位以上

【備考】*1 課程共通科目(a)は，所属専攻の科目として取り扱う。

6単位以上

数理科学研究発表（数学）

　　　　*2 課程共通科目(b)は，他専攻の科目として取り扱う。

３．授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

必修科目 選択科目

1期
専門科目数理科学セミナーⅠ（数学），数理科学文献詳読Ⅰ（数学） 

数理物質科学特定研究Ⅱ（数学） 

数理物質科学特定研究Ⅰ（数学），自然科学総論 

数理科学セミナーⅡ（数学），数理科学文献詳読Ⅱ（数学） 

数理科学研究発表演習（数学），他専攻専門科目

数理科学コース（Ｍ）
１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力

(B)数学を学ぶことを通じて，秩序立てた論理的な考え方と問題解決能力を身に付ける。

(C)数理科学や情報科学関連の諸分野，特に代数学，幾何学，解析学，情報数学の理論を理解し，応用できる。以下の３つの分野の中か
ら１つ以上の分野についての能力を身に付ける。

(C-1)関数空間の構造とその上の作用素の構造，作用素からなる環，関数からなる環の構造について系統的に理解し，応用できる。

(C-2)代数幾何学，数論，トポロジ－，微分幾何学の理論を系統的に理解し，応用できる。

(C-3)数式処理や暗号・符号などの代数理論，時系列解析や数理ファイナンスなどの数理統計学の理論， 数理計画やＯＲなどの最適化理
論などの情報科学について理解し，応用できる。

(D)課題を発見し，解決する能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

2単位以上

備考分野
単位数

修了認定単位

29単位

・数学ｺｰｽ
・情報ｺｰｽ

・数学・情報ｺｰｽ

達成目標

(B,C,D)

(D)

授　業　科　目 水準
達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 機能材料科学総論Ⅰ 選択必修 1 54 57
2 機能材料科学総論Ⅱ 選択必修 1 54 57
3 固体電子材料論 選択 2 54 47
4 金属材料物性論 選択 2 54 47
5 光物性特論 選択 2 54 57
6 磁性材料物性論 選択 2 54 47
7 電子物性論 選択 2 54 46
8 水素制御管理特論 選択 2 54 57 ｿｰﾗｰ水素ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ学生用

9 電子移動反応論 選択 2 54 57
10 表面光化学 選択 2 54 57
11 応用無機材料化学 選択 2 54 57
12 複合材料設計化学 選択 2 54 57
13 生物機能工学 選択 2 54 56
14 機能性材料評価学特論 選択 2 54 57
15 生物機能材料科学 選択 2 54 57
16 ソフトマテリアル特論 選択 2 56 46
17 (A-4) 他専攻科目 選択必修 - - -
18 プロジェクト研究特別概説 1 99 47 *2 課程共通科目(b)

19 企業における生産・開発Ⅰ 1 74 47 *2 課程共通科目(b)

20 知的財産権・技術経営論Ⅰ 1 99 46 *2 課程共通科目(b)

21 知的財産権・技術経営論Ⅱ 1 99 46 *2 課程共通科目(b)

22 インターンシップ 1 74 46 *2 課程共通科目(b)

23 大型機器分析技術 2 99 46 *2 課程共通科目(b)

24 科学技術英語Ⅰ 1 70 46 *2 課程共通科目(b)

25 科学技術英語Ⅱ 1 70 46 *2 課程共通科目(b)

26 水素エネルギーシステムデザイン演習・実習Ⅲ 選択 2 54,47 46 ｿｰﾗｰ水素ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ学生用

27 材料生産システム特定研究Ⅰ 必修 8 77 57
28 材料生産システム特定研究Ⅱ 必修 8 77 57
29 機能材料科学セミナーⅠ 必修 3 54 57
30 機能材料科学セミナーⅡ 必修 3 54 57
31 機能材料科学文献詳読Ⅰ 必修 3 54,70 56
32 機能材料科学文献詳読Ⅱ 必修 3 54,70 56
33 機能材料科学演習 必修 2 54 56
34 自然科学総論Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻開設
35 研究発表演習・発表 必修 1 99,77 57
36 企業・研究機関の研修・見学 選択 1 74 56 *1 課程共通科目(a)

37 先端科学技術総論 選択 1 99 46 *1 課程共通科目(a)

38 薬品安全管理技術 選択 2 46 46 *1 課程共通科目(a)

セメスター (A-1)(A-2)および(A-3)

1期

2期

3期

4期

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A-2)光エレクトロニクス材料，金属―水素系材料，磁性・超伝導材料における基礎理論・技術を理解し，応用できる。

(A-3)無機ナノ材料，ハイブリッド材料，生物材料等における基礎理論・技術を理解し，応用できる。

(A-4)自然科学に対する広い視野を育成する。

(B)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力

(C)課題を発見し，解決できる能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

○材料生産システム専攻

機能材料科学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)基礎理論・技術を理解し，応用する能力

(A-1)機能材料科学の基礎理論・技術を理解できる。

(A-1)

(A-2)

1単位以上

必修32単位以上，選択10単位以上(他専攻科目2単位以上を含む)，総計42単位以上

【備考】*1 課程共通科目(a)は，所属専攻科目として取り扱う。

(A-1)と(A-2)
から

8単位以上

又は

(A-1）と(A-3)
から

8単位以上
(A-3)

他専攻科目2単
位を含む，
2単位以上

(B)および(C)

選択必修

32単位以上

プログラムの詳細は，140ページを参照してください。

　　　　*2 課程共通科目(b)は，他専攻科目として取り扱う。

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク）

４．次世代ソーラー水素エネルギーシステム人材育成養成プログラム

(B)および(C)

専門科目（3科目以上）

材料生産システム特定研究Ⅰ
機能材料科学セミナーⅠ
機能材料科学文献詳読Ⅰ

機能材料科学演習
プロジェクト研究特別概説
自然科学総論
企業における生産・開発Ⅰ
先端科学技術総論

材料生産システム特定研究Ⅱ
機能材料科学セミナーⅡ
機能材料科学文献詳読Ⅱ
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Ⅱ

必修 選択
1 数理物質科学特定研究Ⅰ（数学） 8 (数学コース) 41,77 57
2 数理物質科学特定研究Ⅰ（情報） 8 (情報コース) 41,77 57
3 数理物質科学特定研究Ⅱ（数学） 8 (数学コース) 41,77 57
4 数理物質科学特定研究Ⅱ（情報） 8 (情報コース) 41,77 57
5 数理科学セミナーⅠ（数学） 3 (数学コース) 41 57
6 数理科学セミナーⅠ（情報） 3 (情報コース) 41 57
7 数理科学セミナーⅡ（数学） 3 (数学コース) 41 57
8 数理科学セミナーⅡ（情報） 3 (情報コース) 41 57
9 数理科学文献詳読Ⅰ（数学） 3 (数学コース) 41 56

10 数理科学文献詳読Ⅰ（情報） 3 (情報コース) 41 56
11 数理科学文献詳読Ⅱ（数学） 3 (数学コース) 41 57
12 数理科学文献詳読Ⅱ（情報） 3 (情報コース) 41 57
13 数理科学研究発表演習〔中間発表〕（数学） 1 (数学コース) 41,77 56
14 数理科学研究発表演習〔中間発表〕（情報） 1 (情報コース) 41,77 56
15 (A,B) 自然科学総論Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ(*いずれか1科目) 1 99 46 1単位 他専攻開設
16 (A,B) 他の専攻で開設する授業科目 1,2 - -
17 プロジェクト研究特別概説 1 99 47 *2 課程共通科目(b)

18 企業における生産・開発Ⅰ 1 74 47 *2 課程共通科目(b)

19 数理科学研究発表〔外部発表〕（数学） 2 41,77 57
20 数理科学研究発表〔外部発表〕（情報） 2 41,77 57
21 先端科学技術総論 1 99 46 *1 課程共通科目(a)

22 関数解析特論 2 41 57
23 複素解析特論 2 41 57
24 関数空間特論 2 41 57
25 偏微分方程式論 2 41 57
26 積分方程式特論 2 41 57
27 リーマン幾何学特論 2 41 57
28 代数構造特論 2 41 57
29 代数的整数論 2 41 57
30 位相幾何学特論 2 41 57
31 幾何学的群論 2 41 57
32 リー群論 2 41 57
33 可換環論 2 41 57
34 情報統計学概論 2 41 57
35 応用統計学概論 2 41 57
36 数理計画概論 2 41 47
37 数理システム概論 2 41 47
38 最適化概論 2 41 57
39 ベイズ統計学概論 2 41 57

セメスター

2期

4期

3期
専門科目

(C-1)

(C-2)

(C-3)

必修32単位，計38単位以上

【備考】*1 課程共通科目(a)は，所属専攻の科目として取り扱う。

6単位以上

数理科学研究発表（数学）

　　　　*2 課程共通科目(b)は，他専攻の科目として取り扱う。

３．授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

必修科目 選択科目

1期
専門科目数理科学セミナーⅠ（数学），数理科学文献詳読Ⅰ（数学） 

数理物質科学特定研究Ⅱ（数学） 

数理物質科学特定研究Ⅰ（数学），自然科学総論 

数理科学セミナーⅡ（数学），数理科学文献詳読Ⅱ（数学） 

数理科学研究発表演習（数学），他専攻専門科目

数理科学コース（Ｍ）
１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力

(B)数学を学ぶことを通じて，秩序立てた論理的な考え方と問題解決能力を身に付ける。

(C)数理科学や情報科学関連の諸分野，特に代数学，幾何学，解析学，情報数学の理論を理解し，応用できる。以下の３つの分野の中か
ら１つ以上の分野についての能力を身に付ける。

(C-1)関数空間の構造とその上の作用素の構造，作用素からなる環，関数からなる環の構造について系統的に理解し，応用できる。

(C-2)代数幾何学，数論，トポロジ－，微分幾何学の理論を系統的に理解し，応用できる。

(C-3)数式処理や暗号・符号などの代数理論，時系列解析や数理ファイナンスなどの数理統計学の理論， 数理計画やＯＲなどの最適化理
論などの情報科学について理解し，応用できる。

(D)課題を発見し，解決する能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

2単位以上

備考分野
単位数

修了認定単位

29単位

・数学ｺｰｽ
・情報ｺｰｽ

・数学・情報ｺｰｽ

達成目標

(B,C,D)

(D)

授　業　科　目 水準
達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 機能材料科学総論Ⅰ 選択必修 1 54 57
2 機能材料科学総論Ⅱ 選択必修 1 54 57
3 固体電子材料論 選択 2 54 47
4 金属材料物性論 選択 2 54 47
5 光物性特論 選択 2 54 57
6 磁性材料物性論 選択 2 54 47
7 電子物性論 選択 2 54 46
8 水素制御管理特論 選択 2 54 57 ｿｰﾗｰ水素ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ学生用

9 電子移動反応論 選択 2 54 57
10 表面光化学 選択 2 54 57
11 応用無機材料化学 選択 2 54 57
12 複合材料設計化学 選択 2 54 57
13 生物機能工学 選択 2 54 56
14 機能性材料評価学特論 選択 2 54 57
15 生物機能材料科学 選択 2 54 57
16 ソフトマテリアル特論 選択 2 56 46
17 (A-4) 他専攻科目 選択必修 - - -
18 プロジェクト研究特別概説 1 99 47 *2 課程共通科目(b)

19 企業における生産・開発Ⅰ 1 74 47 *2 課程共通科目(b)

20 知的財産権・技術経営論Ⅰ 1 99 46 *2 課程共通科目(b)

21 知的財産権・技術経営論Ⅱ 1 99 46 *2 課程共通科目(b)

22 インターンシップ 1 74 46 *2 課程共通科目(b)

23 大型機器分析技術 2 99 46 *2 課程共通科目(b)

24 科学技術英語Ⅰ 1 70 46 *2 課程共通科目(b)

25 科学技術英語Ⅱ 1 70 46 *2 課程共通科目(b)

26 水素エネルギーシステムデザイン演習・実習Ⅲ 選択 2 54,47 46 ｿｰﾗｰ水素ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ学生用

27 材料生産システム特定研究Ⅰ 必修 8 77 57
28 材料生産システム特定研究Ⅱ 必修 8 77 57
29 機能材料科学セミナーⅠ 必修 3 54 57
30 機能材料科学セミナーⅡ 必修 3 54 57
31 機能材料科学文献詳読Ⅰ 必修 3 54,70 56
32 機能材料科学文献詳読Ⅱ 必修 3 54,70 56
33 機能材料科学演習 必修 2 54 56
34 自然科学総論Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻開設
35 研究発表演習・発表 必修 1 99,77 57
36 企業・研究機関の研修・見学 選択 1 74 56 *1 課程共通科目(a)

37 先端科学技術総論 選択 1 99 46 *1 課程共通科目(a)

38 薬品安全管理技術 選択 2 46 46 *1 課程共通科目(a)

セメスター (A-1)(A-2)および(A-3)

1期

2期

3期

4期

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A-2)光エレクトロニクス材料，金属―水素系材料，磁性・超伝導材料における基礎理論・技術を理解し，応用できる。

(A-3)無機ナノ材料，ハイブリッド材料，生物材料等における基礎理論・技術を理解し，応用できる。

(A-4)自然科学に対する広い視野を育成する。

(B)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力

(C)課題を発見し，解決できる能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

○材料生産システム専攻

機能材料科学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)基礎理論・技術を理解し，応用する能力

(A-1)機能材料科学の基礎理論・技術を理解できる。

(A-1)

(A-2)

1単位以上

必修32単位以上，選択10単位以上(他専攻科目2単位以上を含む)，総計42単位以上

【備考】*1 課程共通科目(a)は，所属専攻科目として取り扱う。

(A-1)と(A-2)
から

8単位以上

又は

(A-1）と(A-3)
から

8単位以上
(A-3)

他専攻科目2単
位を含む，
2単位以上

(B)および(C)

選択必修

32単位以上

プログラムの詳細は，140ページを参照してください。

　　　　*2 課程共通科目(b)は，他専攻科目として取り扱う。

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク）

４．次世代ソーラー水素エネルギーシステム人材育成養成プログラム

(B)および(C)

専門科目（3科目以上）

材料生産システム特定研究Ⅰ
機能材料科学セミナーⅠ
機能材料科学文献詳読Ⅰ

機能材料科学演習
プロジェクト研究特別概説
自然科学総論
企業における生産・開発Ⅰ
先端科学技術総論

材料生産システム特定研究Ⅱ
機能材料科学セミナーⅡ
機能材料科学文献詳読Ⅱ
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達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 自然科学総論Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻開設
2 素材生産科学文献詳読Ⅰ 必修 2 47 56
3 素材生産科学セミナーⅠ 必修 2 47 57
4 素材生産科学総論 選択 2 99 57
5 企業・研究機関の研修・見学 選択 1 74 56 課程共通科目(b)
6 (B) 他専攻科目 選択必修 2 - -
7 機能性高分子合成化学 選択 2 47 57
8 表面計測化学 選択 2 47 57
9 機能性高分子材料化学 選択 2 47 57

10 励起分子化学 選択 2 47 57
11 エネルギー化学特論 選択 2 47 57
12 精密高分子合成化学 選択 2 47 57
13 無機物性化学 選択 2 47 57
14 精密分子設計化学 選択 2 47 57
15 環境計測化学 選択 2 47 57
16 無機材料物性化学 選択 2 47 57
17 水素エネルギー製造・輸送論 選択 2 47 57 ｿｰﾗｰ水素ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ学生用

18 微粒子材料工学特論 選択 2 55 57
19 応用移動現象特論 選択 2 55 57
20 資源エネルギー工学 選択 2 55 57
21 環境プロセス工学 選択 2 55 57
22 粉体工学特論 選択 2 55 57
23 乳化分散系化学特論 選択 2 55 57
24 拡散操作特論 選択 2 55 57
25 企業における生産・開発Ⅰ 選択 1 74 47 課程共通科目(a)
26 先端科学技術総論 選択 1 99 46 課程共通科目(b)
27 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 課程共通科目(b)
28 薬品安全管理技術 選択 2 46 46 課程共通科目(a)
29 知的財産権・技術経営論Ⅰ 選択 1 99 46 課程共通科目(b)
30 知的財産権・技術経営論Ⅱ 選択 1 99 46 課程共通科目(b)
31 インターンシップ 選択 1 74 46 課程共通科目(b)
32 大型機器分析技術 選択 2 99 46 課程共通科目(a)
33 ワーク・ライフ・バランス 選択 1 74 46 課程共通科目(b)
34 科学技術英語Ⅰ 選択 1 70 46 課程共通科目(b)
35 科学技術英語Ⅱ 選択 1 70 46 課程共通科目(b)
36 水素エネルギーシステムデザイン演習・実習Ⅰ 選択 2 47 57 ｿｰﾗｰ水素ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ学生用

37 素材生産科学特別演習 必修 2 47 57
38 材料生産システム特定研究Ⅰ 必修 8 77 57
39 材料生産システム特定研究Ⅱ 必修 8 77 57
40 素材生産科学文献詳読Ⅱ 必修 2 47 56
41 素材生産科学セミナーⅡ 必修 2 47 57
42 研究発表演習・発表 必修 1 99,77 57

セメスター (A)

1期

2期

3期

4期

(C)

素材生産科学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力

(B)自然科学に関する基礎理論・技術を理解し，応用する能力

(B-1)応用化学的技術を理解し，高機能性物質の設計，合成，機能解明に応用できる。

(B-2)化学工学的技術・手法を理解し，環境調和型効率的生産・利用・リサイクル・無害化廃棄システムの構築に応用できる。

(C)課題を発見し、解決できる能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

必修28単位以上，選択14単位以上（他専攻専門科目2単位以上，所属専攻の専門科目12単位以上を含む），総計42単位以上

※「他専攻科目」には課程共通科目(b)を，「所属専攻科目」には材料生産システム専攻の他コースで開設する科目及び課程共通科目
(a)を含む。

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

４．次世代ソーラー水素エネルギーシステム人材育成養成プログラム

プログラムの詳細は，140ページを参照してください。

(A)

(B-1)

(B-2)

(C)

自然科学総論
素材生産科学文献詳読Ⅰ
素材生産科学セミナーⅠ

5単位

他専攻科目を2単
位以上,
所属専攻科目を
12単位以上(※）

23単位

 (専門科目)

素材生産科学文献詳読Ⅱ
素材生産科学セミナーⅡ
材料生産システム特定研究Ⅱ
先端科学技術総論

他専攻専門科目
素材生産科学特別演習
材料生産システム特定研究Ⅰ
企業における生産・開発Ⅰ

（B）

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 自然科学総論Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻開設
2 機械科学文献詳読Ⅰ 必修 2 50 56
3 機械科学セミナーⅠ 必修 2 50 57
4 企業・研究機関の研修・見学 選択 1 74 56 * 課程共通科目(a)

5 機械科学総論 選択 2 50 56
6 他専攻科目 選択必修 2以上 - 46
7 所属専攻内の他コース専門科目 選択 - - -
8 エネルギー変換論 選択 2 50 56
9 先端機器・機械論 選択 2 50 57

10 非ニュートン流体工学特論 選択 2 50 57
11 環境エネルギー工学 選択 2 50 57
12 集光・集熱技術論 選択 2 50 57 ｿｰﾗｰ水素ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ学生用

13 機械情報可視化論 選択 2 50 57
14 振動解析・制御特論 選択 2 50 57
15 運動伝達要素論 選択 2 50 57
16 非線形システム制御論 選択 2 50 57
17 機械音響工学論 選択 2 50 57
18 マイクロロボティクス論 選択 2 50 57
19 固体機能・強度解析論 選択 2 50 56
20 トライボロジー論 選択 2 50 57
21 生産工学論 選択 2 50 57 ＊平成30年度新規開設

22 残留応力解析論 選択 2 50 57
23 マイクロマシン工学特論 選択 2 50 57
24 機械材料学特論 選択 2 50 57
25 企業における生産・開発Ⅰ 選択 1 74 47 * 課程共通科目(a)

26 先端科学技術総論 選択 1 99 46 * 課程共通科目(a)

27 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 * 課程共通科目(a)

28 薬品安全管理技術 選択 2 46 46 * 課程共通科目(a)

29 知的財産権・技術経営論Ⅰ 選択 1 99 46 * 課程共通科目(a)

30 知的財産権・技術経営論Ⅱ 選択 1 99 46 * 課程共通科目(a)

31 インターンシップ 選択 1 74 46 * 課程共通科目(a)

32 大型機器分析技術 選択 2 99 46 * 課程共通科目(a)

33 ワーク・ライフ・バランス 選択 1 74 46 * 課程共通科目(a)

34 科学技術英語Ⅰ 選択 1 70 46 * 課程共通科目(a)

35 科学技術英語Ⅱ 選択 1 70 46 * 課程共通科目(a)

36 水素エネルギーシステムデザイン演習・実習Ⅱ 選択 2 47 46 ｿｰﾗｰ水素ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ学生用

37 機械科学特別演習 必修 2 50 57
38 材料生産システム特定研究Ⅰ 必修 8 77 57
39 材料生産システム特定研究Ⅱ 必修 8 77 57
40 機械科学文献詳読Ⅱ 必修 2 50 56
41 機械科学セミナーⅡ 必修 2 50 57
42 研究発表演習・発表 必修 1 99,77 57

セメスター (A)

1期

2期

3期

4期

※平成30年度から廃止した科目　　　「特殊加工論」

(B-3)塑性制御，ナノ加工，MEMSなど材料制御技術を理解し，設計・開発に応用できる。

(C)課題を発見し、解決できる能力，学会発表を含むコミュニケーション能力，定められた期間で報告する能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A)
5単位

他専攻科目を2単
位以上，
所属専攻科目を
12単位以上
（注）

（B）

(B-1)

(B-2)

(B-3)

(C)

23単位

(B-2)機械装置の動特性解析と計測技術を理解し，高効率な生産システムの設計に応用できる。

機械科学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力，および機械科学に関する基礎的素養

(B)基礎理論・技術を理解し，応用する能力

(B-1)ナノ材料，超機能性材料・デバイスなどの設計・製造技術を理解し，開発に応用できる。

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

必修28単位以上，選択14単位以上（他専攻専門科目2単位以上，所属専攻の専門科目12以上を含む），総計42単位以上
【備考】　（注） 「所属専攻科目」には課程共通科目（a)を含む。

（B） (C)

４．次世代ソーラー水素エネルギーシステム人材育成養成プログラム

プログラムの詳細は，140ページを参照してください。

自然科学総論,機械科学文献詳読Ⅰ
機械科学セミナーⅠ

他専攻専門科目
機械科学特別演習
材料生産システム特定研究Ⅰ,専門科目

 専門科目
機械科学文献詳読Ⅱ,機械科学セミナーⅡ
材料生産システム特定研究Ⅱ,研究発表演習・発表
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Ⅱ
達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 自然科学総論Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻開設
2 素材生産科学文献詳読Ⅰ 必修 2 47 56
3 素材生産科学セミナーⅠ 必修 2 47 57
4 素材生産科学総論 選択 2 99 57
5 企業・研究機関の研修・見学 選択 1 74 56 課程共通科目(b)
6 (B) 他専攻科目 選択必修 2 - -
7 機能性高分子合成化学 選択 2 47 57
8 表面計測化学 選択 2 47 57
9 機能性高分子材料化学 選択 2 47 57

10 励起分子化学 選択 2 47 57
11 エネルギー化学特論 選択 2 47 57
12 精密高分子合成化学 選択 2 47 57
13 無機物性化学 選択 2 47 57
14 精密分子設計化学 選択 2 47 57
15 環境計測化学 選択 2 47 57
16 無機材料物性化学 選択 2 47 57
17 水素エネルギー製造・輸送論 選択 2 47 57 ｿｰﾗｰ水素ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ学生用

18 微粒子材料工学特論 選択 2 55 57
19 応用移動現象特論 選択 2 55 57
20 資源エネルギー工学 選択 2 55 57
21 環境プロセス工学 選択 2 55 57
22 粉体工学特論 選択 2 55 57
23 乳化分散系化学特論 選択 2 55 57
24 拡散操作特論 選択 2 55 57
25 企業における生産・開発Ⅰ 選択 1 74 47 課程共通科目(a)
26 先端科学技術総論 選択 1 99 46 課程共通科目(b)
27 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 課程共通科目(b)
28 薬品安全管理技術 選択 2 46 46 課程共通科目(a)
29 知的財産権・技術経営論Ⅰ 選択 1 99 46 課程共通科目(b)
30 知的財産権・技術経営論Ⅱ 選択 1 99 46 課程共通科目(b)
31 インターンシップ 選択 1 74 46 課程共通科目(b)
32 大型機器分析技術 選択 2 99 46 課程共通科目(a)
33 ワーク・ライフ・バランス 選択 1 74 46 課程共通科目(b)
34 科学技術英語Ⅰ 選択 1 70 46 課程共通科目(b)
35 科学技術英語Ⅱ 選択 1 70 46 課程共通科目(b)
36 水素エネルギーシステムデザイン演習・実習Ⅰ 選択 2 47 57 ｿｰﾗｰ水素ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ学生用

37 素材生産科学特別演習 必修 2 47 57
38 材料生産システム特定研究Ⅰ 必修 8 77 57
39 材料生産システム特定研究Ⅱ 必修 8 77 57
40 素材生産科学文献詳読Ⅱ 必修 2 47 56
41 素材生産科学セミナーⅡ 必修 2 47 57
42 研究発表演習・発表 必修 1 99,77 57

セメスター (A)

1期

2期

3期

4期

(C)

素材生産科学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力

(B)自然科学に関する基礎理論・技術を理解し，応用する能力

(B-1)応用化学的技術を理解し，高機能性物質の設計，合成，機能解明に応用できる。

(B-2)化学工学的技術・手法を理解し，環境調和型効率的生産・利用・リサイクル・無害化廃棄システムの構築に応用できる。

(C)課題を発見し、解決できる能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

必修28単位以上，選択14単位以上（他専攻専門科目2単位以上，所属専攻の専門科目12単位以上を含む），総計42単位以上

※「他専攻科目」には課程共通科目(b)を，「所属専攻科目」には材料生産システム専攻の他コースで開設する科目及び課程共通科目
(a)を含む。

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

４．次世代ソーラー水素エネルギーシステム人材育成養成プログラム

プログラムの詳細は，140ページを参照してください。

(A)

(B-1)

(B-2)

(C)

自然科学総論
素材生産科学文献詳読Ⅰ
素材生産科学セミナーⅠ

5単位

他専攻科目を2単
位以上,
所属専攻科目を
12単位以上(※）

23単位

 (専門科目)

素材生産科学文献詳読Ⅱ
素材生産科学セミナーⅡ
材料生産システム特定研究Ⅱ
先端科学技術総論

他専攻専門科目
素材生産科学特別演習
材料生産システム特定研究Ⅰ
企業における生産・開発Ⅰ

（B）

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 自然科学総論Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻開設
2 機械科学文献詳読Ⅰ 必修 2 50 56
3 機械科学セミナーⅠ 必修 2 50 57
4 企業・研究機関の研修・見学 選択 1 74 56 * 課程共通科目(a)

5 機械科学総論 選択 2 50 56
6 他専攻科目 選択必修 2以上 - 46
7 所属専攻内の他コース専門科目 選択 - - -
8 エネルギー変換論 選択 2 50 56
9 先端機器・機械論 選択 2 50 57

10 非ニュートン流体工学特論 選択 2 50 57
11 環境エネルギー工学 選択 2 50 57
12 集光・集熱技術論 選択 2 50 57 ｿｰﾗｰ水素ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ学生用

13 機械情報可視化論 選択 2 50 57
14 振動解析・制御特論 選択 2 50 57
15 運動伝達要素論 選択 2 50 57
16 非線形システム制御論 選択 2 50 57
17 機械音響工学論 選択 2 50 57
18 マイクロロボティクス論 選択 2 50 57
19 固体機能・強度解析論 選択 2 50 56
20 トライボロジー論 選択 2 50 57
21 生産工学論 選択 2 50 57 ＊平成30年度新規開設

22 残留応力解析論 選択 2 50 57
23 マイクロマシン工学特論 選択 2 50 57
24 機械材料学特論 選択 2 50 57
25 企業における生産・開発Ⅰ 選択 1 74 47 * 課程共通科目(a)

26 先端科学技術総論 選択 1 99 46 * 課程共通科目(a)

27 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 * 課程共通科目(a)

28 薬品安全管理技術 選択 2 46 46 * 課程共通科目(a)

29 知的財産権・技術経営論Ⅰ 選択 1 99 46 * 課程共通科目(a)

30 知的財産権・技術経営論Ⅱ 選択 1 99 46 * 課程共通科目(a)

31 インターンシップ 選択 1 74 46 * 課程共通科目(a)

32 大型機器分析技術 選択 2 99 46 * 課程共通科目(a)

33 ワーク・ライフ・バランス 選択 1 74 46 * 課程共通科目(a)

34 科学技術英語Ⅰ 選択 1 70 46 * 課程共通科目(a)

35 科学技術英語Ⅱ 選択 1 70 46 * 課程共通科目(a)

36 水素エネルギーシステムデザイン演習・実習Ⅱ 選択 2 47 46 ｿｰﾗｰ水素ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ学生用

37 機械科学特別演習 必修 2 50 57
38 材料生産システム特定研究Ⅰ 必修 8 77 57
39 材料生産システム特定研究Ⅱ 必修 8 77 57
40 機械科学文献詳読Ⅱ 必修 2 50 56
41 機械科学セミナーⅡ 必修 2 50 57
42 研究発表演習・発表 必修 1 99,77 57

セメスター (A)

1期

2期

3期

4期

※平成30年度から廃止した科目　　　「特殊加工論」

(B-3)塑性制御，ナノ加工，MEMSなど材料制御技術を理解し，設計・開発に応用できる。

(C)課題を発見し、解決できる能力，学会発表を含むコミュニケーション能力，定められた期間で報告する能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A)
5単位

他専攻科目を2単
位以上，
所属専攻科目を
12単位以上
（注）

（B）

(B-1)

(B-2)

(B-3)

(C)

23単位

(B-2)機械装置の動特性解析と計測技術を理解し，高効率な生産システムの設計に応用できる。

機械科学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力，および機械科学に関する基礎的素養

(B)基礎理論・技術を理解し，応用する能力

(B-1)ナノ材料，超機能性材料・デバイスなどの設計・製造技術を理解し，開発に応用できる。

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

必修28単位以上，選択14単位以上（他専攻専門科目2単位以上，所属専攻の専門科目12以上を含む），総計42単位以上
【備考】　（注） 「所属専攻科目」には課程共通科目（a)を含む。

（B） (C)

４．次世代ソーラー水素エネルギーシステム人材育成養成プログラム

プログラムの詳細は，140ページを参照してください。

自然科学総論,機械科学文献詳読Ⅰ
機械科学セミナーⅠ

他専攻専門科目
機械科学特別演習
材料生産システム特定研究Ⅰ,専門科目

 専門科目
機械科学文献詳読Ⅱ,機械科学セミナーⅡ
材料生産システム特定研究Ⅱ,研究発表演習・発表
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達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 備考
1 自然科学総論I,Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻開設

2
他専攻科目又は課程共通科目
(インターンシップ及び自然科学総論を除く)

選択必修 2 - -

3 情報工学セミナーⅠ 必修 2 49 57
4 情報工学セミナーⅡ 必修 2 49 57
5 情報工学発表演習（中間発表） 必修 1 49,77 56
6 情報工学研究発表（外部発表） 必修 2 49,77 57
7 情報工学特定研究Ⅰ 必修 6 49,77 57
8 情報工学特定研究Ⅱ 必修 6 49,77 57
9 情報工学文献詳読Ⅰ 必修 2 49 56
10 情報工学文献詳読Ⅱ 選択 2 49 56
11 移動情報ネットワーク特論 選択 2 49 56
12 波動情報特論 選択 2 49 56
13 ワイヤレス情報通信特論 選択 2 49 56
14 電磁波工学特論 選択 2 49 56
15 電波伝搬シミュレーション特別演習 選択 2 49 56
16 計算機アーキテクチャ特論 選択 2 49 56
17 組合せアルゴリズム特論 選択 2 49 56
18 メディア情報処理特論 選択 2 49 56
19 応用情報システム特論 選択 2 49 56
20 人工知能特論 選択 2 49 56
21 プロジェクトマネージメント 選択 1 49 56
22 無線アクセス制御特論 選択 1 49 56
23 ゲノム情報解析概論 選択 2 49 56
24 サービス品質特論 選択 2 49 56
25 計算論理学 選択 2 49 56
26 機械学習と統計数理工学 選択 2 49 56
27 応用代数学特論 選択 2 49 56
28 応用解析学特論 選択 2 49 56
29 数理工学特論 選択 2 49 56
30 応用微分方程式特論 選択 2 49 56
31 情報数理特論 選択 2 49 56

32
所属専攻科目及びインターンシップ(課程
共通科目)

選択 - - -

３．授業科目履修の流れ
学年

1年

2年

【備考】（「教職実践学校インターンシップ」は修了要件対象外とする。）

(B-3)

計38単位以上

必修科目

情報工学セミナーI, 情報工学特定研究I,
情報工学文献詳読I, 情報工学発表演習（中間発表）

自然科学総論,
他専攻専門科目(2単位以上)

情報工学セミナーII, 情報工学特定研究II,
情報工学研究発表（外部発表）

(B)

(B-1)

修了認定単位
1単位

2単位以上

7単位

14単位

35単位
以上

4単位
以上(B-2)

（C）

(B-2)情報化社会の発展を支えるソフトウェア工学，人工知能，福祉エレクトロニクス，地理情報システム分野

(B-3)高度な代数学，解析学などの情報数理分野

(C)課題を発見し，解決する能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A)

(B-1)高度情報社会，ユビキタスネットワーク社会の発展を支える情報通信分野である情報通信ネットワーク，波動情報工学分野

○電気情報工学専攻（博士前期課程）

情報工学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力

(B)次の分野の基礎理論・技術を理解し，応用できる：

達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 自然科学総論I,Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻開設
2 電気電子工学セミナーⅠ 必修 2 51 57
3 電気電子工学セミナーⅡ 必修 2 51 57
4 電気電子工学文献詳読Ⅰ 必修 2 51 56
5 電気電子工学文献詳読Ⅱ 選択 2 51 56
6 アドバンストテクノロジー 選択 2 51 56
7 企業・研究機関の研修・見学 選択 1 74 56 課程共通科目(a)
8 他専攻科目 必修 2 - - 他専攻
9 プラズマ物性特論 選択 2 51 57

10 プラズマ応用工学 選択 2 51 47
11 電子材料物性特論 選択 2 51 57
12 電子機器特論 選択 2 51 57
13 高電圧大電流工学特論 選択 2 51 57
14 応用超伝導工学 選択 2 51 57
15 光エレクトロニクス特論 選択 2 51 57
16 薄膜工学特論 選択 2 51 57
17 超伝導固体物性特論 選択 2 51 57
18 有機エレクトロニクス特論 選択 2 51 57
19 電子情報通信特論 選択 2 51 57
20 光波動応用工学 選択 2 51 57
21 デバイス・センサ特論 選択 2 51 57
22 光通信工学 選択 2 51 57
23 光コヒ－レンス工学 選択 2 51 57
24 光システム機器特論 選択 2 51 57
25 電子光デバイス特論 選択 2 51 47
26 ディジタル無線伝送工学 選択 2 51 56
27 画像処理特論 選択 2 51 56
28 企業における生産・開発Ⅰ 選択 1 74 47 課程共通科目(a)
29 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 課程共通科目(a)
30 先端科学技術総論 選択 1 99 46 課程共通科目(a)
31 電気電子工学特定研究Ⅰ 必修 6 51,77 57
32 電気電子工学特定研究Ⅱ 必修 6 51,77 57
33 電気電子工学研究発表演習（中間発表） 必修 1 51,77 56

34 電気電子工学研究発表（外部発表） 必修 2 51,77 57
35 選択 － - －

セメスター (A)

自然科学総論

※平成30年度から廃止した科目　　　「信号処理特論」

４期 電気電子工学セミナーⅡ 電気電子工学特定研究Ⅱ

２期 電気電子工学セミナーⅠ コース／課程共通科目（4単位程度）
電気電子工学特定研究Ⅰ

電気電子工学研究発表演習（中間発表）

３期 電気電子工学セミナーⅡ コース／課程共通科目（4単位程度）
電気電子工学特定研究Ⅱ

電気電子工学研究発表（外部発表）

１期

他専攻科目

電気電子工学特定研究Ⅰ
電気電子工学セミナーⅠ

電気電子工学文献詳読Ⅰ

コース／課程共通科目（6単位程度）

【備考】課程共通科目(a)は，所属専攻の科目として取り扱う。

　　　　（その他の課程共通科目（他専攻で開設する自然科学総論を除く）は修了要件対象外とする。）
【備考】（「教職実践学校インターンシップ」は修了要件対象外とする。）

３．授業科目履修の流れ

(B) (C)

必修24単位，計38単位以上

(C)課題を発見し、解決する能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A)(B)
9単位
以上

(B-1)
2単位
以上

(B-2)
2単位
以上

(C)
15単位
以上

所属専攻科目

(B-2)信号処理，通信システム，光・計測制御，応用光学に関する基礎を理解し応用する能力。

電気電子工学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力と責任の自覚，および電気電子工学と社会との係わりについての理解力。

(B)電気電子工学および自然科学，情報技術に関する基礎理論・技術を理解し，応用する能力。

(B-1)電気エネルギーやエレクトロニクス分野に関する基礎を理解し応用する能力。
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Ⅱ

達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 備考
1 自然科学総論I,Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻開設

2
他専攻科目又は課程共通科目
(インターンシップ及び自然科学総論を除く)

選択必修 2 - -

3 情報工学セミナーⅠ 必修 2 49 57
4 情報工学セミナーⅡ 必修 2 49 57
5 情報工学発表演習（中間発表） 必修 1 49,77 56
6 情報工学研究発表（外部発表） 必修 2 49,77 57
7 情報工学特定研究Ⅰ 必修 6 49,77 57
8 情報工学特定研究Ⅱ 必修 6 49,77 57
9 情報工学文献詳読Ⅰ 必修 2 49 56

10 情報工学文献詳読Ⅱ 選択 2 49 56
11 移動情報ネットワーク特論 選択 2 49 56
12 波動情報特論 選択 2 49 56
13 ワイヤレス情報通信特論 選択 2 49 56
14 電磁波工学特論 選択 2 49 56
15 電波伝搬シミュレーション特別演習 選択 2 49 56
16 計算機アーキテクチャ特論 選択 2 49 56
17 組合せアルゴリズム特論 選択 2 49 56
18 メディア情報処理特論 選択 2 49 56
19 応用情報システム特論 選択 2 49 56
20 人工知能特論 選択 2 49 56
21 プロジェクトマネージメント 選択 1 49 56
22 無線アクセス制御特論 選択 1 49 56
23 ゲノム情報解析概論 選択 2 49 56
24 サービス品質特論 選択 2 49 56
25 計算論理学 選択 2 49 56
26 機械学習と統計数理工学 選択 2 49 56
27 応用代数学特論 選択 2 49 56
28 応用解析学特論 選択 2 49 56
29 数理工学特論 選択 2 49 56
30 応用微分方程式特論 選択 2 49 56
31 情報数理特論 選択 2 49 56

32
所属専攻科目及びインターンシップ(課程
共通科目)

選択 - - -

３．授業科目履修の流れ
学年

1年

2年

【備考】（「教職実践学校インターンシップ」は修了要件対象外とする。）

(B-3)

計38単位以上

必修科目

情報工学セミナーI, 情報工学特定研究I,
情報工学文献詳読I, 情報工学発表演習（中間発表）

自然科学総論,
他専攻専門科目(2単位以上)

情報工学セミナーII, 情報工学特定研究II,
情報工学研究発表（外部発表）

(B)

(B-1)

修了認定単位
1単位

2単位以上

7単位

14単位

35単位
以上

4単位
以上(B-2)

（C）

(B-2)情報化社会の発展を支えるソフトウェア工学，人工知能，福祉エレクトロニクス，地理情報システム分野

(B-3)高度な代数学，解析学などの情報数理分野

(C)課題を発見し，解決する能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A)

(B-1)高度情報社会，ユビキタスネットワーク社会の発展を支える情報通信分野である情報通信ネットワーク，波動情報工学分野

○電気情報工学専攻（博士前期課程）

情報工学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力

(B)次の分野の基礎理論・技術を理解し，応用できる：

達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 自然科学総論I,Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻開設
2 電気電子工学セミナーⅠ 必修 2 51 57
3 電気電子工学セミナーⅡ 必修 2 51 57
4 電気電子工学文献詳読Ⅰ 必修 2 51 56
5 電気電子工学文献詳読Ⅱ 選択 2 51 56
6 アドバンストテクノロジー 選択 2 51 56
7 企業・研究機関の研修・見学 選択 1 74 56 課程共通科目(a)
8 他専攻科目 必修 2 - - 他専攻
9 プラズマ物性特論 選択 2 51 57
10 プラズマ応用工学 選択 2 51 47
11 電子材料物性特論 選択 2 51 57
12 電子機器特論 選択 2 51 57
13 高電圧大電流工学特論 選択 2 51 57
14 応用超伝導工学 選択 2 51 57
15 光エレクトロニクス特論 選択 2 51 57
16 薄膜工学特論 選択 2 51 57
17 超伝導固体物性特論 選択 2 51 57
18 有機エレクトロニクス特論 選択 2 51 57
19 電子情報通信特論 選択 2 51 57
20 光波動応用工学 選択 2 51 57
21 デバイス・センサ特論 選択 2 51 57
22 光通信工学 選択 2 51 57
23 光コヒ－レンス工学 選択 2 51 57
24 光システム機器特論 選択 2 51 57
25 電子光デバイス特論 選択 2 51 47
26 ディジタル無線伝送工学 選択 2 51 56
27 画像処理特論 選択 2 51 56
28 企業における生産・開発Ⅰ 選択 1 74 47 課程共通科目(a)
29 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 課程共通科目(a)
30 先端科学技術総論 選択 1 99 46 課程共通科目(a)
31 電気電子工学特定研究Ⅰ 必修 6 51,77 57
32 電気電子工学特定研究Ⅱ 必修 6 51,77 57
33 電気電子工学研究発表演習（中間発表） 必修 1 51,77 56

34 電気電子工学研究発表（外部発表） 必修 2 51,77 57
35 選択 － - －

セメスター (A)

自然科学総論

※平成30年度から廃止した科目　　　「信号処理特論」

４期 電気電子工学セミナーⅡ 電気電子工学特定研究Ⅱ

２期 電気電子工学セミナーⅠ コース／課程共通科目（4単位程度）
電気電子工学特定研究Ⅰ

電気電子工学研究発表演習（中間発表）

３期 電気電子工学セミナーⅡ コース／課程共通科目（4単位程度）
電気電子工学特定研究Ⅱ

電気電子工学研究発表（外部発表）

１期

他専攻科目

電気電子工学特定研究Ⅰ
電気電子工学セミナーⅠ

電気電子工学文献詳読Ⅰ

コース／課程共通科目（6単位程度）

【備考】課程共通科目(a)は，所属専攻の科目として取り扱う。

　　　　（その他の課程共通科目（他専攻で開設する自然科学総論を除く）は修了要件対象外とする。）
【備考】（「教職実践学校インターンシップ」は修了要件対象外とする。）

３．授業科目履修の流れ

(B) (C)

必修24単位，計38単位以上

(C)課題を発見し、解決する能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A)(B)
9単位
以上

(B-1)
2単位
以上

(B-2)
2単位
以上

(C)
15単位
以上

所属専攻科目

(B-2)信号処理，通信システム，光・計測制御，応用光学に関する基礎を理解し応用する能力。

電気電子工学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力と責任の自覚，および電気電子工学と社会との係わりについての理解力。

(B)電気電子工学および自然科学，情報技術に関する基礎理論・技術を理解し，応用する能力。

(B-1)電気エネルギーやエレクトロニクス分野に関する基礎を理解し応用する能力。



－  56  －

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 (A) 自然科学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 1単位 他専攻開設
2 基礎生命科学セミナー 選択 1 57 57
3 （他専攻科目） 必修 2 - -
4 （生命・食料科学専攻内の他コース開設科目） 選択 − - -
5 先端科学技術総論 選択 1 99 46 課程共通科目(a)

6 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 課程共通科目(a)

7 企業における生産・開発Ⅰ 選択 1 74 47 課程共通科目(b)

8 企業・研究機関の研修・見学 選択 1 74 56 課程共通科目(b)

9 薬品安全管理技術 選択 2 46 46 課程共通科目(a)

10 大型機器分析技術 選択 2 99 46 課程共通科目(a)

11 知的財産権・技術経営論Ⅰ 選択 1 99 46 課程共通科目(b)

12 知的財産権・技術経営論Ⅱ 選択 1 99 46 課程共通科目(b)

13 インターンシップ 選択 1 74 46 課程共通科目(b)

14 ワーク・ライフ・バランス 選択 1 74 46 課程共通科目(b)

15 科学技術英語Ⅰ 選択 1 70 46 課程共通科目(b)

16 科学技術英語Ⅱ 選択 1 70 46 課程共通科目(b)

17 教職実践学校インターンシップ 選択 4 - -
＊平成30年度新規開設

課程共通科目(b)

18 先端的農業技術論 選択 1 64 47
19 食品加工技術論 選択 1 61 47
20 食の安全・安心論 選択 1 61 47
21 先端臨海実習 選択 2 57 47
22 生命科学特別セミナーⅠ 選択 1 57 57
23 免疫細胞生物学特論 選択 2 57 57
24 遺伝子工学概論 選択 2 57 57
25 糖鎖生物学 選択 2 57 57
26 遺伝情報発現論 選択 2 57 57
27 胚発生学 選択 2 57 47
28 植物生理学特論Ⅰ 選択 2 57 47
29 植物生理学特論Ⅱ 選択 2 57 47
30 植物生理学特論Ⅲ 選択 2 57 47
31 神経内分泌学 選択 2 57 47
32 植物分子遺伝学特論Ⅰ 選択 2 57 56
33 分子細胞生理学特論 選択 2 57 57
34 生命・食料科学特定研究ＢⅠ 必修 4 57,61,77 57
35 生命・食料科学特定研究ＢⅡ 必修 4 57,61,77 57
36 生命・食料科学セミナーBⅠ 必修 2 57,61 57
37 生命・食料科学セミナーBⅡ 必修 2 57,61 57
38 文献詳読Ⅰ 必修 3 60,61,57 56
39 文献詳読Ⅱ 必修 3 60,61,57 57
40 研究発表演習（中間発表） 必修 1 77 56
41 研究発表 選択 1 57,77 57
42 英語論文作成・発表演習 選択 1 70 57
43 実践型食づくりプロジェクト 選択 2 61 57
44 企画実践型インターンシップ 選択 1 61,74 57
45 食づくり国際インターンシップ 選択 1 61,74 57
46 グローバル農力（短期） 選択 3 60 57
47 グローバル農力国際インターンシップ（中期） 選択 1 60 57
48 グローバル農力国際特別研究（中期） 選択 2 60 57
49 グローバル農力国際インターンシップ（長期） 選択 2 60 57
50 グローバル農力国際特別研究（長期） 選択 4 60 57

年次

1年次

2年次

(B-1) 免疫，生体分子・超分子・オルガネラの構造と機能に関する基礎理論を理解し，解明できる。

○生命・食料科学専攻（博士前期課程）

基礎生命科学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成） 

(A) 自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力

(B) 基礎生物学および関連諸分野の理論・技術を理解し，解明できる。

(B-2) 細胞から生物個体レベルでの制御機構に関する基礎理論を理解し，解明できる。

(C) 課題を発見し，解決する能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(B)

他専攻科目
2単位以上
（注1）

所属専攻
(他コースを含む)

科目
10単位以上
（注2）

(B-1)

(B-2)

プログラムの詳細は，136ページを参照してください。

(C)
19単位以上（必修

科目含む）

38単位以上（必修32単位）

【備考】（注1）課程共通科目(b)は，他専攻科目（選択）として取り扱う。（必修の「他専攻科目2単位」には含めることが
               できないので注意すること。）

　　　　（注2）「所属専攻の専門科目」には，課程共通科目(a)を含む。

３．必修科目履修の流れ

必修科目

自然科学総論，他専攻の専門科目，生命・食料科学特定研究BI， 生命・食料科学セミナーBI，文献詳読I，研究発表演習（中間発表）

生命・食料科学特定研究BII，生命・食料科学セミナーBII，文献詳読II

４．食づくり実践型農と食のスペシャリスト養成プログラム

達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 自然科学総論I,Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻科目
2 人間支援科学特定研究Ⅰ 必修 6 56,77 57
3 人間支援科学特定研究Ⅱ 必修 6 56,77 57
4 人間支援科学セミナーⅠ 必修 2 56 57
5 人間支援科学セミナーⅡ 必修 2 56 57
6 人間支援科学文献詳読Ⅰ 必修 2 56 56
7 人間支援科学文献詳読Ⅱ 選択 2 56 56
8 他専攻科目 必修 2以上 - -
9 企業における生産・開発Ⅰ 選択 1 74 47 課程共通科目(b)

10 企業・研究機関の研修・見学 選択 1 74 56 課程共通科目(b)
11 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 課程共通科目(b)
12 先端科学技術総論 選択 1 99 46 課程共通科目(b)
13 薬品安全管理技術 選択 2 46 46 課程共通科目(b)
14 大型機器分析技術 選択 2 99 46 課程共通科目(b)
15 知的財産権・技術経営論Ⅰ 選択 1 99 46 課程共通科目(b)
16 知的財産権・技術経営論Ⅱ 選択 1 99 46 課程共通科目(b)
17 インターンシップ 選択 1 74 46 課程共通科目(b)
18 ワーク・ライフ・バランス 選択 1 74 46 課程共通科目(b)
19 科学技術英語Ⅰ 選択 1 70 46 課程共通科目(b)
20 科学技術英語Ⅱ 選択 1 70 46 課程共通科目(b)
21 人間支援科学研究発表演習（中間発表） 必修 1 56,77 57
22 人間支援科学研究発表（外部発表） 必修 2 56,77 57
23 アドバンストテクノロジー 選択 2 51 56
24 人間支援科学特別講義Ⅰ 選択 2 56 57
25 人間支援科学特別講義Ⅱ 選択 2 56 57
26 人間支援科学特別講義Ⅲ 選択 2 56 57
27 生体情報工学特論 選択 2 56 47
28 神経生理工学特論 選択 2 56 47
29 生体・環境電磁特論 選択 2 56 47
30 支援システム特論 選択 2 56 47
31 支援機器要素技術 選択 2 56 47
32 人間支援材料特論 選択 2 56 57
33 移動支援工学特論 選択 2 56 47
34 立体造形特論 選択 2 13 37
35 デザイン表現特論 選択 2 13 37
36 生体生理情報特論 選択 2 56 47
37 生活支援技術論 選択 2 56 47
38 生体材料工学特論 選択 2 56 57
39 スポーツバイオメカニクス論 選択 2 56 57
40 運動生理学特論 選択 2 56 57
41 環境センシング特論 選択 2 56 47
42 コミュニケーション支援特論 選択 2 56 47
43 音声聴覚情報処理特論 選択 2 56 47
44 視覚情報処理特論 選択 2 56 47
45 音楽制作特論 選択 2 13 37
46 演奏表現特論 選択 2 13 37
47 選択 - - -

セメスター (A)

1期 2科目

2期 1科目

3期 3科目

4期 1科目

(A)(C)

自然科学総論 ,人間支援科学特定研究I, 人間支援科学セミナーI

人間支援科学文献詳読I

人間支援科学特定研究II,人間支援科学セミナーII, 人間支援科学研究発表演習（中間発表）

人間支援科学研究発表（外部発表）

３．必修授業科目履修の流れ

(C) 課題を発見し，解決する能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A)，(C)

24単位
以上

(A)

（B-1)

(B-1),(B-2)
のそれぞれ

から1科目以上

（B-2）

所属専攻科目

必修24単位，計38単位以上
【備考】　課程共通科目(b)は，他専攻科目（選択）として扱う。
 　　　　（必修の「他専攻科目1単位」には含めることができないので注意すること。）

 　　　（「教職実践学校インターンシップ」は修了要件対象外とする。）

(B-2) 生体機能の解明，生理機能・心理分析に基づいた高齢者・障害者の自立支援技術，生活環境・機器のユニバーサルデザイン，
支援サービスの最適供給管理，スポーツにおける傷害予防とパフォーマンス評価のための生体力学に関するリハビリテーション工学
と，高福祉社会の実現に必要な住環境・家庭環境と社会福祉，能力に応じた社会参加による自己実現を支援する高齢者・障害者心理
学，健康増進・疾病予防およびアミューズメントのための音楽・スポーツ・健康科学などの“生活支援科学分野”

人間支援科学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 自然，社会，人類に対する倫理的な判断能力，また，超高齢社会における高齢者・障害者に対する技術支援の理解能力，倫理的
な判断能力。

(B) 情報・電子・機械工学の基礎理論・技術を理解し，以下の分野に応用する能力。
(B-1) 生体機能のセンシングと制御，身体運動の解析，疾病の検査・診断・治療機器，障害の回復・軽減技術やそのために必要な機
器・システム，人間／機械系におけるインタフェースに関する生体医工学と，高齢者・障害者の自立支援を目的としたメカトロニク
ス応用，介護・介助の支援技術，快適な生活・労働空間の制御，高福祉社会の基盤となる電子情報技術や造形・デザイン技術などの
“医療・福祉工学分野”
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Ⅱ

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 (A) 自然科学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 1単位 他専攻開設
2 基礎生命科学セミナー 選択 1 57 57
3 （他専攻科目） 必修 2 - -
4 （生命・食料科学専攻内の他コース開設科目） 選択 − - -
5 先端科学技術総論 選択 1 99 46 課程共通科目(a)

6 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 課程共通科目(a)

7 企業における生産・開発Ⅰ 選択 1 74 47 課程共通科目(b)

8 企業・研究機関の研修・見学 選択 1 74 56 課程共通科目(b)

9 薬品安全管理技術 選択 2 46 46 課程共通科目(a)

10 大型機器分析技術 選択 2 99 46 課程共通科目(a)

11 知的財産権・技術経営論Ⅰ 選択 1 99 46 課程共通科目(b)

12 知的財産権・技術経営論Ⅱ 選択 1 99 46 課程共通科目(b)

13 インターンシップ 選択 1 74 46 課程共通科目(b)

14 ワーク・ライフ・バランス 選択 1 74 46 課程共通科目(b)

15 科学技術英語Ⅰ 選択 1 70 46 課程共通科目(b)

16 科学技術英語Ⅱ 選択 1 70 46 課程共通科目(b)

17 教職実践学校インターンシップ 選択 4 - -
＊平成30年度新規開設

課程共通科目(b)

18 先端的農業技術論 選択 1 64 47
19 食品加工技術論 選択 1 61 47
20 食の安全・安心論 選択 1 61 47
21 先端臨海実習 選択 2 57 47
22 生命科学特別セミナーⅠ 選択 1 57 57
23 免疫細胞生物学特論 選択 2 57 57
24 遺伝子工学概論 選択 2 57 57
25 糖鎖生物学 選択 2 57 57
26 遺伝情報発現論 選択 2 57 57
27 胚発生学 選択 2 57 47
28 植物生理学特論Ⅰ 選択 2 57 47
29 植物生理学特論Ⅱ 選択 2 57 47
30 植物生理学特論Ⅲ 選択 2 57 47
31 神経内分泌学 選択 2 57 47
32 植物分子遺伝学特論Ⅰ 選択 2 57 56
33 分子細胞生理学特論 選択 2 57 57
34 生命・食料科学特定研究ＢⅠ 必修 4 57,61,77 57
35 生命・食料科学特定研究ＢⅡ 必修 4 57,61,77 57
36 生命・食料科学セミナーBⅠ 必修 2 57,61 57
37 生命・食料科学セミナーBⅡ 必修 2 57,61 57
38 文献詳読Ⅰ 必修 3 60,61,57 56
39 文献詳読Ⅱ 必修 3 60,61,57 57
40 研究発表演習（中間発表） 必修 1 77 56
41 研究発表 選択 1 57,77 57
42 英語論文作成・発表演習 選択 1 70 57
43 実践型食づくりプロジェクト 選択 2 61 57
44 企画実践型インターンシップ 選択 1 61,74 57
45 食づくり国際インターンシップ 選択 1 61,74 57
46 グローバル農力（短期） 選択 3 60 57
47 グローバル農力国際インターンシップ（中期） 選択 1 60 57
48 グローバル農力国際特別研究（中期） 選択 2 60 57
49 グローバル農力国際インターンシップ（長期） 選択 2 60 57
50 グローバル農力国際特別研究（長期） 選択 4 60 57

年次

1年次

2年次

(B-1) 免疫，生体分子・超分子・オルガネラの構造と機能に関する基礎理論を理解し，解明できる。

○生命・食料科学専攻（博士前期課程）

基礎生命科学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成） 

(A) 自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力

(B) 基礎生物学および関連諸分野の理論・技術を理解し，解明できる。

(B-2) 細胞から生物個体レベルでの制御機構に関する基礎理論を理解し，解明できる。

(C) 課題を発見し，解決する能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(B)

他専攻科目
2単位以上
（注1）

所属専攻
(他コースを含む)

科目
10単位以上
（注2）

(B-1)

(B-2)

プログラムの詳細は，136ページを参照してください。

(C)
19単位以上（必修

科目含む）

38単位以上（必修32単位）

【備考】（注1）課程共通科目(b)は，他専攻科目（選択）として取り扱う。（必修の「他専攻科目2単位」には含めることが
               できないので注意すること。）

　　　　（注2）「所属専攻の専門科目」には，課程共通科目(a)を含む。

３．必修科目履修の流れ

必修科目

自然科学総論，他専攻の専門科目，生命・食料科学特定研究BI， 生命・食料科学セミナーBI，文献詳読I，研究発表演習（中間発表）

生命・食料科学特定研究BII，生命・食料科学セミナーBII，文献詳読II

４．食づくり実践型農と食のスペシャリスト養成プログラム

達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 自然科学総論I,Ⅱ,Ⅳ,Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻科目
2 人間支援科学特定研究Ⅰ 必修 6 56,77 57
3 人間支援科学特定研究Ⅱ 必修 6 56,77 57
4 人間支援科学セミナーⅠ 必修 2 56 57
5 人間支援科学セミナーⅡ 必修 2 56 57
6 人間支援科学文献詳読Ⅰ 必修 2 56 56
7 人間支援科学文献詳読Ⅱ 選択 2 56 56
8 他専攻科目 必修 2以上 - -
9 企業における生産・開発Ⅰ 選択 1 74 47 課程共通科目(b)

10 企業・研究機関の研修・見学 選択 1 74 56 課程共通科目(b)
11 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 課程共通科目(b)
12 先端科学技術総論 選択 1 99 46 課程共通科目(b)
13 薬品安全管理技術 選択 2 46 46 課程共通科目(b)
14 大型機器分析技術 選択 2 99 46 課程共通科目(b)
15 知的財産権・技術経営論Ⅰ 選択 1 99 46 課程共通科目(b)
16 知的財産権・技術経営論Ⅱ 選択 1 99 46 課程共通科目(b)
17 インターンシップ 選択 1 74 46 課程共通科目(b)
18 ワーク・ライフ・バランス 選択 1 74 46 課程共通科目(b)
19 科学技術英語Ⅰ 選択 1 70 46 課程共通科目(b)
20 科学技術英語Ⅱ 選択 1 70 46 課程共通科目(b)
21 人間支援科学研究発表演習（中間発表） 必修 1 56,77 57
22 人間支援科学研究発表（外部発表） 必修 2 56,77 57
23 アドバンストテクノロジー 選択 2 51 56
24 人間支援科学特別講義Ⅰ 選択 2 56 57
25 人間支援科学特別講義Ⅱ 選択 2 56 57
26 人間支援科学特別講義Ⅲ 選択 2 56 57
27 生体情報工学特論 選択 2 56 47
28 神経生理工学特論 選択 2 56 47
29 生体・環境電磁特論 選択 2 56 47
30 支援システム特論 選択 2 56 47
31 支援機器要素技術 選択 2 56 47
32 人間支援材料特論 選択 2 56 57
33 移動支援工学特論 選択 2 56 47
34 立体造形特論 選択 2 13 37
35 デザイン表現特論 選択 2 13 37
36 生体生理情報特論 選択 2 56 47
37 生活支援技術論 選択 2 56 47
38 生体材料工学特論 選択 2 56 57
39 スポーツバイオメカニクス論 選択 2 56 57
40 運動生理学特論 選択 2 56 57
41 環境センシング特論 選択 2 56 47
42 コミュニケーション支援特論 選択 2 56 47
43 音声聴覚情報処理特論 選択 2 56 47
44 視覚情報処理特論 選択 2 56 47
45 音楽制作特論 選択 2 13 37
46 演奏表現特論 選択 2 13 37
47 選択 - - -

セメスター (A)

1期 2科目

2期 1科目

3期 3科目

4期 1科目

(A)(C)

自然科学総論 ,人間支援科学特定研究I, 人間支援科学セミナーI

人間支援科学文献詳読I

人間支援科学特定研究II,人間支援科学セミナーII, 人間支援科学研究発表演習（中間発表）

人間支援科学研究発表（外部発表）

３．必修授業科目履修の流れ

(C) 課題を発見し，解決する能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A)，(C)

24単位
以上

(A)

（B-1)

(B-1),(B-2)
のそれぞれ

から1科目以上

（B-2）

所属専攻科目

必修24単位，計38単位以上
【備考】　課程共通科目(b)は，他専攻科目（選択）として扱う。
 　　　　（必修の「他専攻科目1単位」には含めることができないので注意すること。）

 　　　（「教職実践学校インターンシップ」は修了要件対象外とする。）

(B-2) 生体機能の解明，生理機能・心理分析に基づいた高齢者・障害者の自立支援技術，生活環境・機器のユニバーサルデザイン，
支援サービスの最適供給管理，スポーツにおける傷害予防とパフォーマンス評価のための生体力学に関するリハビリテーション工学
と，高福祉社会の実現に必要な住環境・家庭環境と社会福祉，能力に応じた社会参加による自己実現を支援する高齢者・障害者心理
学，健康増進・疾病予防およびアミューズメントのための音楽・スポーツ・健康科学などの“生活支援科学分野”

人間支援科学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 自然，社会，人類に対する倫理的な判断能力，また，超高齢社会における高齢者・障害者に対する技術支援の理解能力，倫理的
な判断能力。

(B) 情報・電子・機械工学の基礎理論・技術を理解し，以下の分野に応用する能力。
(B-1) 生体機能のセンシングと制御，身体運動の解析，疾病の検査・診断・治療機器，障害の回復・軽減技術やそのために必要な機
器・システム，人間／機械系におけるインタフェースに関する生体医工学と，高齢者・障害者の自立支援を目的としたメカトロニク
ス応用，介護・介助の支援技術，快適な生活・労働空間の制御，高福祉社会の基盤となる電子情報技術や造形・デザイン技術などの
“医療・福祉工学分野”
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授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 自然科学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 1単位 他専攻開設

2 応用生命・食品科学概論 選択 2 60 46
3 応用生命・食品科学セミナーⅠ 選択 1 61 57
4 応用生命・食品科学セミナーⅡ 選択 1 61 57
5 バイオインフォマティクス概論 選択 2 61 57
6 ＜他専攻科目及び課程共通科目（自然科学総論を除く）＞ 必修 2 - - 2単位相当分の科目（注2）

7 ＜当該専攻内の他コースで開講する科目＞ 選択 - - -
8 食品加工技術論 選択 1 61 47 （注1）

9 食の安全・安心論 選択 1 61 47
10 植物分子生物学 選択 2 61 57
11 植物生化学 選択 2 61 57
12 植物栄養生理化学 選択 2 61 57
13 植物ゲノム科学 選択 2 61 57
14 植物バイオコントロール学 選択 2 61 57
15 植物環境応答学特論I 選択 2 61 57
16 植物分子生命科学概論 選択 1 61 57
17 微生物機能学 選択 2 61 57
18 微生物分子遺伝学 選択 2 61 57
19 微生物天然物化学 選択 2 61 57
20 微生物分子生命科学概論 選択 1 61 57
21 動物栄養生理学 選択 2 61,66 57
22 米利用科学論 選択 2 61 57
23 食品評価学 選択 2 61,66 57
24 食品生化学 選択 2 61 57
25 食品分子機能学 選択 2 61 57
26 食品・栄養科学概論 選択 1 61 57
27 環境土壌学 選択 2 61 57 ＊平成30年度新規開設

28 木質成分化学 選択 2 61 57
29 資源利用科学概論 選択 1 61 57
30 生命・食料科学特定研究ＡⅠ 60,61,77 教員免許（農業）

31 生命・食料科学特定研究ＢⅠ 57,61,77 教員免許（理科）

32 生命・食料科学特定研究ＡⅡ 60,61,77 教員免許（農業）

33 生命・食料科学特定研究ＢⅡ 57,61,77 教員免許（理科）

34 生命・食料科学セミナーAⅠ 60,61 教員免許（農業）

35 生命・食料科学セミナーBⅠ 57,61 教員免許（理科）

36 生命・食料科学セミナーAⅡ 60,61 教員免許（農業）

37 生命・食料科学セミナーBⅡ 57,61 教員免許（理科）

38 文献詳読Ⅰ 必修 3 60,61,57 57
39 文献詳読Ⅱ 必修 3 60,61,57 57
40 実践型食づくりプロジェクト 選択 2 61 57 （注1）

41 企画実践型インターンシップ 選択 1 61,74 57 （注1）

42 食づくり国際インターンシップ 選択 1 61,74 57 （注1）

43 グローバル農力（短期） 選択 3 60 57
44 グローバル農力国際インターンシップ（中期） 選択 1 60 57
45 グローバル農力国際特別研究（中期） 選択 2 60 57
46 グローバル農力国際インターンシップ（長期） 選択 2 60 57
47 グローバル農力国際特別研究（長期） 選択 4 60 57
48 グローバル防災・復興学（短期） 選択 3 60 57
49 グローバル防災・復興国際インターンシップ（中期） 選択 1 60 57
50 グローバル防災・復興国際特別研究（中期） 選択 2 60 57
51 グローバル防災・復興国際インターンシップ（長期） 選択 2 60 57
52 グローバル防災・復興国際特別研究（長期） 選択 4 60 57

53 教職実践学校インターンシップ 4 - -
＊平成30年度新規開設

＊課程共通科目
54 研究発表演習（中間発表） 必修 1 77 57
55 応用生命・食品科学演習（学会発表） 選択 1 61 57
56 英語論文作成・発表演習 選択 1 70 57
57 選択 - - -

(A) (C)

研究発表演習（中間発表）

※平成30年度から廃止した科目　　　「土壌微生物学特論」

※「他専攻で開設する科目」には課程共通科目も含む。（ただし，自然科学総論を除く）

４．食づくり実践型農と食のスペシャリスト養成プログラム

プログラムの詳細は，136ページを参照してください。

５．グローバル農力養成プログラム及びグローバル防災・復興プログラム

プログラムの詳細は，152ページを参照してください。

3期 生命･食料科学特定研究AⅡ／BⅡ(通年)
生命・食料科学セミナーAⅡ／BⅡ(通年)
文献詳読Ⅱ（通年）4期

計38単位以上（必修32単位＜他専攻科目及び課程共通科目（自然科学総論を除く）2単位以上含む＞）

計38単位以上　(必修10単位, 選択必修12単位）

【備考】（注1）「食づくり実践型農と食のスペシャリスト養成」プログラムを参照して下さい。
　　　　（注2）課程共通科目（自然科学総論を除く）は，他専攻の科目として取り扱う。

３．必修科目履修の流れ

セメスター （B）/（B)（C）

1期
自然科学総論

生命･食料科学特定研究AⅠ／BⅠ(通年)
生命・食料科学セミナーAⅠ／BⅠ(通年)
文献詳読Ⅰ（通年）,他専攻で開設する科目（※）2期

所属専攻科目

(B)(C)

選択･必修 4 57

57

選択･必修 2 57

(C)

課程認定
（教員免許状）
に対応して
19単位以上

選択･必修 4 57

選択･必修 2

(B)
2単位以上

(B-1)

課程認定
（教員免許状）
に対応して
10単位以上

(B-2)

(B-3)

(B-4)

(A)

応用生命・食品科学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力

(B) 当該分野の基礎理論・技術を理解し、応用する能力

(B-1) ゲノム科学、植物遺伝学、生理・生化学、分子生物学、細胞生物学を理解し、有用植物の作出や高品質多収栽培へ向けた研究に応用できる。

(B-2) 微生物学、生物有機化学、分子生物学、遺伝子工学、ゲノム科学を理解し、微生物が生産する有用物質及びその遺伝子の高度利用へ向けた研究に
応用できる。

(B-3) 食品の原材料、加工、生産、安全性、栄養、機能に関する理論・技術を理解し、有用生物の生命現象解明や新製品・新技術の開発へ向けた研究に
応用できる。

(B-4) 資源利用科学分野特有のレベルで生化学、微生物学、土壌学、木質化学を理解し、有用生物の生命現象解明や持続可能な生物生産、環境修復・保
全へ向けた研究に応用できる。

(C) 課題を発見し、解決できる能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準
達成目標

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 産業スペシャリスト育成特論 必修 1 60,74 36
2 農業スペシャリスト指向特別演習 選択 1 38 46
3 生物資源科学概論 選択 2 60,66 46
4 自然科学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻開設
5 新領域創成論 選択 1 60 46
6 課程共通科目（自然科学総論を除く） 選択 - - - 課程共通科目(a)
7 （他専攻科目） 必修 2 - -
8 先端的農業技術論 選択 1 64 47
9 食品加工技術論 選択 1 61 47

10 食の安全・安心論 選択 1 61 47
11 農業資源開発論 選択 2 64 47
12 食料流通論 選択 2 64 47
13 農業生産管理論 選択 2 64 47
14 地域食品産業論 選択 2 64 47
15 植物化学調節論 選択 2 60 47
16 植物組織培養学特論 選択 2 36 47
17 植物分子育種学 選択 2 60 47
18 農業生産環境特論 選択 2 60 47
19 植物病理学特論 選択 2 60 47
20 農作物学特論 選択 2 60 47
21 園芸植物繁殖特論 選択 2 60 47
22 動物・植物相互関係論 選択 2 66 46
23 動物生産生理学特論 選択 2 66 57
24 動物量的遺伝学 選択 2 66 57
25 動物機能形態論 選択 2 66 57
26 生命・食料科学特定研究ＡⅠ 必修 4 60,61,77 57
27 生命・食料科学特定研究ＡⅡ 必修 4 60,61,77 57
28 研究発表演習（中間発表） 必修 1 77 56
29 生命・食料科学セミナーAⅠ 必修 2 60,61 57
30 生命・食料科学セミナーAⅡ 必修 2 60,61 57
31 研究発表 選択 1 57,77 57
32 文献詳読Ⅰ 必修 3 60,61,57 56
33 文献詳読Ⅱ 必修 3 60,61,57 56
34 英語論文作成・発表演習 選択 1 70 57
35 実践型食づくりプロジェクト 選択 2 61 57
36 企画実践型インターンシップ 選択 1 61,74 57
37 食づくり国際インターンシップ 選択 1 61,74 57
38 グローバル農力（短期） 選択 3 60 57
39 グローバル農力国際インターンシップ（中期） 選択 1 60 57
40 グローバル農力国際特別研究（中期） 選択 2 60 57
41 グローバル農力国際インターンシップ（長期） 選択 2 60 57
42 グローバル農力国際特別研究（長期） 選択 4 60 57
43 グローバル防災・復興学（短期） 選択 3 60 57
44 グローバル防災・復興国際インターンシップ（中期） 選択 1 60 57
45 グローバル防災・復興国際特別研究（中期） 選択 2 60 57
46 グローバル防災・復興国際インターンシップ（長期） 選択 2 60 57
47 グローバル防災・復興国際特別研究（長期） 選択 4 60 57
48 教職実践学校インターンシップ 選択 4 - - ＊平成30年度新規開設

49 選択 - - -

セメスター （A）

自然科学総論

(＊1)産業スペシャリスト育成特論

先端科学技術総論

2期

4期

プログラムの詳細は，136ページを参照してください。

文献詳読Ⅰ（通年）

(＊2)研究発表

生命・食料科学特定研究AⅡ（通年）

「＊１」「＊２」はコースワーク。

４．食づくり実践型農と食のスペシャリスト養成プログラム

1期

3期
他専攻科目（2単位以上）

５．グローバル農力養成プログラム及びグローバル防災・復興プログラム

プログラムの詳細は，152ページを参照してください。

コースの専門科目(8単位以上)
生命・食料科学特定研究AⅠ（通年）

生命・食料科学セミナーAⅠ（通年）

生物資源科学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 生物資源に関わる生命現象の根源的理解，新技術の開発，地域の産業や環境の改善に先駆的かつ多面的に対応でき，自然・社会・
人類に対する倫理的な判断能力を有する人材の養成を行う。

(B) 当該分野の基礎理論・技術を理解し，応用できる。

(B-1) 持続的な農業の発展および関連産業の振興に資する農業資源の開発，食料の流通，農業経営管理に関する理論を理解し，応用で
きる。

(B-2) 食用および園芸作物などの資源植物の栽培，植物生理，生態，遺伝・育種および植物病理の理論を理解し，応用できる。

(B-3) 資源動物の生殖生理学的，発育生理学的および栄養生理学的特性，遺伝的多様性を利用した動物性タンパク質の安全で効率的な
増産に関する理論を理解し，応用できる。

(C) 課題を発見し，解決する能力，学会発表を含むコミュニケーション能力，定められた期間で報告する能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

所属専攻科目

3単位以上

2単位以上

(A)

(B)

(B-1)

(B-2)

(B-3)

コースに
対応して
8単位以上

研究発表演習（中間発表）

(B-1) (B-2) (B-3) (C)

生命・食料科学セミナーAⅡ通年）

文献詳読Ⅱ（通年）

計38単位以上（他専攻2単位以上）

【備考】課程共通科目(a)は，所属専攻の科目として取り扱う。

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク）

(C)
19単位

（必修）
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Ⅱ
授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 自然科学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 1単位 他専攻開設

2 応用生命・食品科学概論 選択 2 60 46
3 応用生命・食品科学セミナーⅠ 選択 1 61 57
4 応用生命・食品科学セミナーⅡ 選択 1 61 57
5 バイオインフォマティクス概論 選択 2 61 57
6 ＜他専攻科目及び課程共通科目（自然科学総論を除く）＞ 必修 2 - - 2単位相当分の科目（注2）

7 ＜当該専攻内の他コースで開講する科目＞ 選択 - - -
8 食品加工技術論 選択 1 61 47 （注1）

9 食の安全・安心論 選択 1 61 47
10 植物分子生物学 選択 2 61 57
11 植物生化学 選択 2 61 57
12 植物栄養生理化学 選択 2 61 57
13 植物ゲノム科学 選択 2 61 57
14 植物バイオコントロール学 選択 2 61 57
15 植物環境応答学特論I 選択 2 61 57
16 植物分子生命科学概論 選択 1 61 57
17 微生物機能学 選択 2 61 57
18 微生物分子遺伝学 選択 2 61 57
19 微生物天然物化学 選択 2 61 57
20 微生物分子生命科学概論 選択 1 61 57
21 動物栄養生理学 選択 2 61,66 57
22 米利用科学論 選択 2 61 57
23 食品評価学 選択 2 61,66 57
24 食品生化学 選択 2 61 57
25 食品分子機能学 選択 2 61 57
26 食品・栄養科学概論 選択 1 61 57
27 環境土壌学 選択 2 61 57 ＊平成30年度新規開設

28 木質成分化学 選択 2 61 57
29 資源利用科学概論 選択 1 61 57
30 生命・食料科学特定研究ＡⅠ 60,61,77 教員免許（農業）

31 生命・食料科学特定研究ＢⅠ 57,61,77 教員免許（理科）

32 生命・食料科学特定研究ＡⅡ 60,61,77 教員免許（農業）

33 生命・食料科学特定研究ＢⅡ 57,61,77 教員免許（理科）

34 生命・食料科学セミナーAⅠ 60,61 教員免許（農業）

35 生命・食料科学セミナーBⅠ 57,61 教員免許（理科）

36 生命・食料科学セミナーAⅡ 60,61 教員免許（農業）

37 生命・食料科学セミナーBⅡ 57,61 教員免許（理科）

38 文献詳読Ⅰ 必修 3 60,61,57 57
39 文献詳読Ⅱ 必修 3 60,61,57 57
40 実践型食づくりプロジェクト 選択 2 61 57 （注1）

41 企画実践型インターンシップ 選択 1 61,74 57 （注1）

42 食づくり国際インターンシップ 選択 1 61,74 57 （注1）

43 グローバル農力（短期） 選択 3 60 57
44 グローバル農力国際インターンシップ（中期） 選択 1 60 57
45 グローバル農力国際特別研究（中期） 選択 2 60 57
46 グローバル農力国際インターンシップ（長期） 選択 2 60 57
47 グローバル農力国際特別研究（長期） 選択 4 60 57
48 グローバル防災・復興学（短期） 選択 3 60 57
49 グローバル防災・復興国際インターンシップ（中期） 選択 1 60 57
50 グローバル防災・復興国際特別研究（中期） 選択 2 60 57
51 グローバル防災・復興国際インターンシップ（長期） 選択 2 60 57
52 グローバル防災・復興国際特別研究（長期） 選択 4 60 57

53 教職実践学校インターンシップ 4 - -
＊平成30年度新規開設

＊課程共通科目
54 研究発表演習（中間発表） 必修 1 77 57
55 応用生命・食品科学演習（学会発表） 選択 1 61 57
56 英語論文作成・発表演習 選択 1 70 57
57 選択 - - -

(A) (C)

研究発表演習（中間発表）

※平成30年度から廃止した科目　　　「土壌微生物学特論」

※「他専攻で開設する科目」には課程共通科目も含む。（ただし，自然科学総論を除く）

４．食づくり実践型農と食のスペシャリスト養成プログラム

プログラムの詳細は，136ページを参照してください。

５．グローバル農力養成プログラム及びグローバル防災・復興プログラム

プログラムの詳細は，152ページを参照してください。

3期 生命･食料科学特定研究AⅡ／BⅡ(通年)
生命・食料科学セミナーAⅡ／BⅡ(通年)
文献詳読Ⅱ（通年）4期

計38単位以上（必修32単位＜他専攻科目及び課程共通科目（自然科学総論を除く）2単位以上含む＞）

計38単位以上　(必修10単位, 選択必修12単位）

【備考】（注1）「食づくり実践型農と食のスペシャリスト養成」プログラムを参照して下さい。
　　　　（注2）課程共通科目（自然科学総論を除く）は，他専攻の科目として取り扱う。

３．必修科目履修の流れ

セメスター （B）/（B)（C）

1期
自然科学総論

生命･食料科学特定研究AⅠ／BⅠ(通年)
生命・食料科学セミナーAⅠ／BⅠ(通年)
文献詳読Ⅰ（通年）,他専攻で開設する科目（※）2期

所属専攻科目

(B)(C)

選択･必修 4 57

57

選択･必修 2 57

(C)

課程認定
（教員免許状）

に対応して
19単位以上

選択･必修 4 57

選択･必修 2

(B)
2単位以上

(B-1)

課程認定
（教員免許状）

に対応して
10単位以上

(B-2)

(B-3)

(B-4)

(A)

応用生命・食品科学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力

(B) 当該分野の基礎理論・技術を理解し、応用する能力

(B-1) ゲノム科学、植物遺伝学、生理・生化学、分子生物学、細胞生物学を理解し、有用植物の作出や高品質多収栽培へ向けた研究に応用できる。

(B-2) 微生物学、生物有機化学、分子生物学、遺伝子工学、ゲノム科学を理解し、微生物が生産する有用物質及びその遺伝子の高度利用へ向けた研究に
応用できる。

(B-3) 食品の原材料、加工、生産、安全性、栄養、機能に関する理論・技術を理解し、有用生物の生命現象解明や新製品・新技術の開発へ向けた研究に
応用できる。

(B-4) 資源利用科学分野特有のレベルで生化学、微生物学、土壌学、木質化学を理解し、有用生物の生命現象解明や持続可能な生物生産、環境修復・保
全へ向けた研究に応用できる。

(C) 課題を発見し、解決できる能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準
達成目標

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 産業スペシャリスト育成特論 必修 1 60,74 36
2 農業スペシャリスト指向特別演習 選択 1 38 46
3 生物資源科学概論 選択 2 60,66 46
4 自然科学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅴ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻開設
5 新領域創成論 選択 1 60 46
6 課程共通科目（自然科学総論を除く） 選択 - - - 課程共通科目(a)
7 （他専攻科目） 必修 2 - -
8 先端的農業技術論 選択 1 64 47
9 食品加工技術論 選択 1 61 47

10 食の安全・安心論 選択 1 61 47
11 農業資源開発論 選択 2 64 47
12 食料流通論 選択 2 64 47
13 農業生産管理論 選択 2 64 47
14 地域食品産業論 選択 2 64 47
15 植物化学調節論 選択 2 60 47
16 植物組織培養学特論 選択 2 36 47
17 植物分子育種学 選択 2 60 47
18 農業生産環境特論 選択 2 60 47
19 植物病理学特論 選択 2 60 47
20 農作物学特論 選択 2 60 47
21 園芸植物繁殖特論 選択 2 60 47
22 動物・植物相互関係論 選択 2 66 46
23 動物生産生理学特論 選択 2 66 57
24 動物量的遺伝学 選択 2 66 57
25 動物機能形態論 選択 2 66 57
26 生命・食料科学特定研究ＡⅠ 必修 4 60,61,77 57
27 生命・食料科学特定研究ＡⅡ 必修 4 60,61,77 57
28 研究発表演習（中間発表） 必修 1 77 56
29 生命・食料科学セミナーAⅠ 必修 2 60,61 57
30 生命・食料科学セミナーAⅡ 必修 2 60,61 57
31 研究発表 選択 1 57,77 57
32 文献詳読Ⅰ 必修 3 60,61,57 56
33 文献詳読Ⅱ 必修 3 60,61,57 56
34 英語論文作成・発表演習 選択 1 70 57
35 実践型食づくりプロジェクト 選択 2 61 57
36 企画実践型インターンシップ 選択 1 61,74 57
37 食づくり国際インターンシップ 選択 1 61,74 57
38 グローバル農力（短期） 選択 3 60 57
39 グローバル農力国際インターンシップ（中期） 選択 1 60 57
40 グローバル農力国際特別研究（中期） 選択 2 60 57
41 グローバル農力国際インターンシップ（長期） 選択 2 60 57
42 グローバル農力国際特別研究（長期） 選択 4 60 57
43 グローバル防災・復興学（短期） 選択 3 60 57
44 グローバル防災・復興国際インターンシップ（中期） 選択 1 60 57
45 グローバル防災・復興国際特別研究（中期） 選択 2 60 57
46 グローバル防災・復興国際インターンシップ（長期） 選択 2 60 57
47 グローバル防災・復興国際特別研究（長期） 選択 4 60 57
48 教職実践学校インターンシップ 選択 4 - - ＊平成30年度新規開設

49 選択 - - -

セメスター （A）

自然科学総論

(＊1)産業スペシャリスト育成特論

先端科学技術総論

2期

4期

プログラムの詳細は，136ページを参照してください。

文献詳読Ⅰ（通年）

(＊2)研究発表

生命・食料科学特定研究AⅡ（通年）

「＊１」「＊２」はコースワーク。

４．食づくり実践型農と食のスペシャリスト養成プログラム

1期

3期
他専攻科目（2単位以上）

５．グローバル農力養成プログラム及びグローバル防災・復興プログラム

プログラムの詳細は，152ページを参照してください。

コースの専門科目(8単位以上)
生命・食料科学特定研究AⅠ（通年）

生命・食料科学セミナーAⅠ（通年）

生物資源科学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 生物資源に関わる生命現象の根源的理解，新技術の開発，地域の産業や環境の改善に先駆的かつ多面的に対応でき，自然・社会・
人類に対する倫理的な判断能力を有する人材の養成を行う。

(B) 当該分野の基礎理論・技術を理解し，応用できる。

(B-1) 持続的な農業の発展および関連産業の振興に資する農業資源の開発，食料の流通，農業経営管理に関する理論を理解し，応用で
きる。

(B-2) 食用および園芸作物などの資源植物の栽培，植物生理，生態，遺伝・育種および植物病理の理論を理解し，応用できる。

(B-3) 資源動物の生殖生理学的，発育生理学的および栄養生理学的特性，遺伝的多様性を利用した動物性タンパク質の安全で効率的な
増産に関する理論を理解し，応用できる。

(C) 課題を発見し，解決する能力，学会発表を含むコミュニケーション能力，定められた期間で報告する能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

所属専攻科目

3単位以上

2単位以上

(A)

(B)

(B-1)

(B-2)

(B-3)

コースに
対応して
8単位以上

研究発表演習（中間発表）

(B-1) (B-2) (B-3) (C)

生命・食料科学セミナーAⅡ通年）

文献詳読Ⅱ（通年）

計38単位以上（他専攻2単位以上）

【備考】課程共通科目(a)は，所属専攻の科目として取り扱う。

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク）

(C)
19単位

（必修）



－  60  －

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準
修了認定

単位
備考

1 (A) 自然科学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻開設
2 自然環境科学 必修 2 99 46
3 他専攻科目 必修 - - -
4 企業における生産・開発Ⅰ 選択 1 74 47 課程共通科目(a)
5 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 課程共通科目(a)
6 先端科学技術総論 選択 1 99 46 課程共通科目(a)
7 突発災害特論 選択 1 44 46
8 原子分子物理学I 選択 2 43 46
9 原子分子物理学II 選択 2 43 46

10 大気物理学特論I 選択 2 43 46
11 固体構造論 選択 2 46 46
12 大気物理学特論II 選択 2 43 46
13 環境化学要論I 選択 2 46 46
14 環境化学要論II 選択 2 46 46
15 環境化学要論III 選択 2 46 46
16 環境化学要論Ⅳ 選択 2 46 46
17 大気影響評価学特論 選択 2 46 36
18 大気環境科学特論 選択 2 46 36
19 地圏環境論I 選択 2 44 46
20 地圏環境論II 選択 2 44 46
21 生物形態機能論 選択 2 57 46
22 生態学要論 選択 2 57 46
23 進化生物学特論I 選択 2 57 46
24 進化生物学特論II 選択 2 57 46
25 進化生物学特論Ⅳ 選択 2 57 46
26 生態学特論I 選択 2 57 46
27 生態学特論II 選択 2 57 46
28 環境科学特定研究Ⅰ 必修 7 77 57
29 環境科学特定演習Ⅰ 必修 4 77 57
30 研究発表演習Ⅰ（中間発表） 必修 1 77 57
31 研究発表演習Ⅰ（学外発表） 選択 1 77 57
32 環境科学セミナーⅠ 必修 2 77 57
33 環境科学総合演習Ⅰ 必修 2 77 57

34 選択 4 － － 課程共通科目(a)
＊平成30年度新規開設

35 選択 － － －

セメスター （Ａ）

1期 自然科学総論
環境科学
セミナーⅠ

2期
環境科学
総合演習Ⅰ

3期

4期

３．必修授業科目履修の流れ（目安）

（Ｂ） （Ｃ）（Ｄ）（Ｅ）

他専攻科目(1科目以上)
コース専門科目
（2科目以上）

自然環境科学
環境科学
特定研究Ⅰ

ｺｰｽ専門科目(2科目以上)

コース専門科目（1科目以上）

環境科学
特定演習Ⅰ

　　　　（その他の課程共通科目（他専攻で開設する自然科学総論を除く）は修了要件対象外とする。）

(B-1)

10単位以上

ただし，研究指導
委員会が認めた他
コースまたは他専
攻の科目を，当該
分野の専門科目と
して認定可とす
る。

(B-2)

(C)(D)(E) 16単位以上

教職実践学校インターンシップ

所属専攻科目

必修21単位，選択必修10単位以上修得のうえ，合計38単位以上修得のこと。
【備考】課程共通科目(a)は,所属専攻の科目として取り扱う。

5単位以上
(B)

○環境科学専攻（博士前期課程）

自然システム科学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力

(B)基礎理論・技術を理解し，応用する能力

(B-1) 自然環境に関わる諸問題に関し，原子・分子やエネルギーなど物理的・化学的に本質的なレベルの理解ができる。

(C)課題を発見し，解決する能力

(D)学会発表を含むコミュニケーション能力

(E)定められた期間で報告する能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(B-2) 自然環境の形成メカニズムと変動の歴史について理解し，また，生物を集団レベルから細胞レベルに至る幅広い視野
で理解し，且つ，生物の多様性を秩序立てて理解することができる。

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準
修了

認定単位
備考

1 自然科学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻開設
2 流域環境学 必修 2 99 46
3 他専攻科目 必修 2 - -
4 企業における生産・開発Ⅰ 選択 1 74 47 課程共通科目(a)
5 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 課程共通科目(a)
6 先端科学技術総論 選択 1 99 46 課程共通科目(a)
7 教職実践学校インターンシップ 選択 4 - - 課程共通科目(a)
8 突発災害特論 選択 1 44 46
9 樹木生態学特論 選択 2 57 56

10 森林保全学特論 選択 2 62 46
11 野生植物生態学特論 選択 2 57 56
12 自然再生学特論 選択 2 57 56
13 景観生態学特論 選択 2 62 56
14 森林遺伝育種学特論 選択 2 62 56
15 (B-2) 森林保全工学特論 選択 2 62 56
16 (B-3) 森林空間計測学特論 選択 2 62 56
17 農村計画学特論 選択 2 65 46
18 農地工学特論 選択 2 65 56
19 基盤施設工学特論 選択 2 65 56
20 生産機械利用学特論 選択 2 65 57
21 農業情報工学特論 選択 2 65 46
22 生物機械工学特論 選択 2 65 57
23 精密農業概論 選択 2 65 56
24 水文学特論 選択 2 62 56
25 農業水利調整論 選択 2 65 56
26 農業環境工学特論 選択 2 65 57
27 動物生態学特論 選択 2 57 56
28 大気影響評価学特論 選択 2 46 36
29 大気環境科学特論 選択 2 46 36
30 生態系環境学特論 選択 2 62 56
31 環境科学特定研究Ⅱ 必修 7 77 57
32 環境科学特定演習Ⅱ 必修 4 77 57
33 研究発表演習Ⅱ（中間発表） 必修 1 77 57
34 研究発表演習Ⅱ（学外発表） 選択 1 77 57
35 環境科学セミナーⅡ 必修 2 77 57
36 環境科学総合演習Ⅱ 必修 2 77 57
37 選択 - - -

セメスター

2期

3期

4期

※平成30年度から廃止した科目　　　「土地保全学特論」，「植生動態論」

(D)学会発表を含むコミュニケーション能力

(E)定められた期間で報告する能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(C)課題を発見し，解決する能力

流域環境学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力

(B)基礎理論・技術を理解し，応用する能力

(B-1) 生物多様性の観点から森林生態系の機能，構造を解明し，それらの知見を森林管理へ応用できる。

(B-2) 森林･林地及び水循環機能の相互作用を解明し，山地を主体とする自然環境の保全的管理技術に応用できる。

(B-3) 再生可能な循環型資源である森林バイオマスの測定と利用，森林モニタリングを理解し，森林管理の持続的利
用計画に応用できる。

(B-4) 農村地域の生産環境，生活環境および自然環境を一体的に計画・管理し，持続的地域社会を形成するための技
術を理解し，応用できる。

(B-5) 農業機械の利用技術及び農業生産過程のシステム化やプロセス制御方法について理解し，応用できる。

(B-6) 気候変動に伴う流域における水循環の変動，特に降雪，融雪およびその流出への影響を理解し，解明できる。

(B-7) 温暖化に伴う生態系の変化を調査，解明し，将来予測を行い，その対策を検討できる。

(C)(D)(E)
16単位
以上

所属専攻科目

(A)(B)
5単位
以上

(B-1)

10単位
以上

ただし，研究指導
委員会が認めた他
コースまたは他専
攻の科目を，当該
分野の専門科目と
して認定可とす
る。

(B-4)

(B-5)

(B-6)

(B-7)

○修得単位：必修21単位，選択必修10単位以上修得のうえ，合計38単位以上修得のこと。

（Ｂ）

自然科学総論 , 共通科目(必修)

他専攻科目（1科目以上）,専門科目（2科目以上）

専門科目（2科目以上）

４．グローバル農力養成プログラム及びグローバル防災・復興プログラム

プログラムの詳細は，152ページを参照してください。

【備考】課程共通科目(a)は，所属専攻の科目として取り扱う。
　　　　（その他の課程共通科目（他専攻で開設する自然科学総論を除く）は修了要件対象外とする。）

３．必修授業科目履修の流れ（目安）

（Ｃ）（Ｄ）（Ｅ）

1期 環境科学セミナーⅡ

環境科学特定研究Ⅱ環境科学総合演習Ⅱ

専門科目（1科目以上）
環境科学特定演習Ⅱ
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Ⅱ

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準
修了認定

単位
備考

1 (A) 自然科学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻開設
2 自然環境科学 必修 2 99 46
3 他専攻科目 必修 - - -
4 企業における生産・開発Ⅰ 選択 1 74 47 課程共通科目(a)
5 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 課程共通科目(a)
6 先端科学技術総論 選択 1 99 46 課程共通科目(a)
7 突発災害特論 選択 1 44 46
8 原子分子物理学I 選択 2 43 46
9 原子分子物理学II 選択 2 43 46

10 大気物理学特論I 選択 2 43 46
11 固体構造論 選択 2 46 46
12 大気物理学特論II 選択 2 43 46
13 環境化学要論I 選択 2 46 46
14 環境化学要論II 選択 2 46 46
15 環境化学要論III 選択 2 46 46
16 環境化学要論Ⅳ 選択 2 46 46
17 大気影響評価学特論 選択 2 46 36
18 大気環境科学特論 選択 2 46 36
19 地圏環境論I 選択 2 44 46
20 地圏環境論II 選択 2 44 46
21 生物形態機能論 選択 2 57 46
22 生態学要論 選択 2 57 46
23 進化生物学特論I 選択 2 57 46
24 進化生物学特論II 選択 2 57 46
25 進化生物学特論Ⅳ 選択 2 57 46
26 生態学特論I 選択 2 57 46
27 生態学特論II 選択 2 57 46
28 環境科学特定研究Ⅰ 必修 7 77 57
29 環境科学特定演習Ⅰ 必修 4 77 57
30 研究発表演習Ⅰ（中間発表） 必修 1 77 57
31 研究発表演習Ⅰ（学外発表） 選択 1 77 57
32 環境科学セミナーⅠ 必修 2 77 57
33 環境科学総合演習Ⅰ 必修 2 77 57

34 選択 4 － － 課程共通科目(a)
＊平成30年度新規開設

35 選択 － － －

セメスター （Ａ）

1期 自然科学総論
環境科学
セミナーⅠ

2期
環境科学
総合演習Ⅰ

3期

4期

３．必修授業科目履修の流れ（目安）

（Ｂ） （Ｃ）（Ｄ）（Ｅ）

他専攻科目(1科目以上)
コース専門科目
（2科目以上）

自然環境科学
環境科学
特定研究Ⅰ

ｺｰｽ専門科目(2科目以上)

コース専門科目（1科目以上）

環境科学
特定演習Ⅰ

　　　　（その他の課程共通科目（他専攻で開設する自然科学総論を除く）は修了要件対象外とする。）

(B-1)

10単位以上

ただし，研究指導
委員会が認めた他
コースまたは他専
攻の科目を，当該
分野の専門科目と
して認定可とす
る。

(B-2)

(C)(D)(E) 16単位以上

教職実践学校インターンシップ

所属専攻科目

必修21単位，選択必修10単位以上修得のうえ，合計38単位以上修得のこと。
【備考】課程共通科目(a)は,所属専攻の科目として取り扱う。

5単位以上
(B)

○環境科学専攻（博士前期課程）

自然システム科学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力

(B)基礎理論・技術を理解し，応用する能力

(B-1) 自然環境に関わる諸問題に関し，原子・分子やエネルギーなど物理的・化学的に本質的なレベルの理解ができる。

(C)課題を発見し，解決する能力

(D)学会発表を含むコミュニケーション能力

(E)定められた期間で報告する能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(B-2) 自然環境の形成メカニズムと変動の歴史について理解し，また，生物を集団レベルから細胞レベルに至る幅広い視野
で理解し，且つ，生物の多様性を秩序立てて理解することができる。

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準
修了

認定単位
備考

1 自然科学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻開設
2 流域環境学 必修 2 99 46
3 他専攻科目 必修 2 - -
4 企業における生産・開発Ⅰ 選択 1 74 47 課程共通科目(a)
5 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 課程共通科目(a)
6 先端科学技術総論 選択 1 99 46 課程共通科目(a)
7 教職実践学校インターンシップ 選択 4 - - 課程共通科目(a)
8 突発災害特論 選択 1 44 46
9 樹木生態学特論 選択 2 57 56
10 森林保全学特論 選択 2 62 46
11 野生植物生態学特論 選択 2 57 56
12 自然再生学特論 選択 2 57 56
13 景観生態学特論 選択 2 62 56
14 森林遺伝育種学特論 選択 2 62 56
15 (B-2) 森林保全工学特論 選択 2 62 56
16 (B-3) 森林空間計測学特論 選択 2 62 56
17 農村計画学特論 選択 2 65 46
18 農地工学特論 選択 2 65 56
19 基盤施設工学特論 選択 2 65 56
20 生産機械利用学特論 選択 2 65 57
21 農業情報工学特論 選択 2 65 46
22 生物機械工学特論 選択 2 65 57
23 精密農業概論 選択 2 65 56
24 水文学特論 選択 2 62 56
25 農業水利調整論 選択 2 65 56
26 農業環境工学特論 選択 2 65 57
27 動物生態学特論 選択 2 57 56
28 大気影響評価学特論 選択 2 46 36
29 大気環境科学特論 選択 2 46 36
30 生態系環境学特論 選択 2 62 56
31 環境科学特定研究Ⅱ 必修 7 77 57
32 環境科学特定演習Ⅱ 必修 4 77 57
33 研究発表演習Ⅱ（中間発表） 必修 1 77 57
34 研究発表演習Ⅱ（学外発表） 選択 1 77 57
35 環境科学セミナーⅡ 必修 2 77 57
36 環境科学総合演習Ⅱ 必修 2 77 57
37 選択 - - -

セメスター

2期

3期

4期

※平成30年度から廃止した科目　　　「土地保全学特論」，「植生動態論」

(D)学会発表を含むコミュニケーション能力

(E)定められた期間で報告する能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(C)課題を発見し，解決する能力

流域環境学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力

(B)基礎理論・技術を理解し，応用する能力

(B-1) 生物多様性の観点から森林生態系の機能，構造を解明し，それらの知見を森林管理へ応用できる。

(B-2) 森林･林地及び水循環機能の相互作用を解明し，山地を主体とする自然環境の保全的管理技術に応用できる。

(B-3) 再生可能な循環型資源である森林バイオマスの測定と利用，森林モニタリングを理解し，森林管理の持続的利
用計画に応用できる。

(B-4) 農村地域の生産環境，生活環境および自然環境を一体的に計画・管理し，持続的地域社会を形成するための技
術を理解し，応用できる。

(B-5) 農業機械の利用技術及び農業生産過程のシステム化やプロセス制御方法について理解し，応用できる。

(B-6) 気候変動に伴う流域における水循環の変動，特に降雪，融雪およびその流出への影響を理解し，解明できる。

(B-7) 温暖化に伴う生態系の変化を調査，解明し，将来予測を行い，その対策を検討できる。

(C)(D)(E)
16単位
以上

所属専攻科目

(A)(B)
5単位
以上

(B-1)

10単位
以上

ただし，研究指導
委員会が認めた他
コースまたは他専
攻の科目を，当該
分野の専門科目と
して認定可とす
る。

(B-4)

(B-5)

(B-6)

(B-7)

○修得単位：必修21単位，選択必修10単位以上修得のうえ，合計38単位以上修得のこと。

（Ｂ）

自然科学総論 , 共通科目(必修)

他専攻科目（1科目以上）,専門科目（2科目以上）

専門科目（2科目以上）

４．グローバル農力養成プログラム及びグローバル防災・復興プログラム

プログラムの詳細は，152ページを参照してください。

【備考】課程共通科目(a)は，所属専攻の科目として取り扱う。
　　　　（その他の課程共通科目（他専攻で開設する自然科学総論を除く）は修了要件対象外とする。）

３．必修授業科目履修の流れ（目安）

（Ｃ）（Ｄ）（Ｅ）

1期 環境科学セミナーⅡ

環境科学特定研究Ⅱ環境科学総合演習Ⅱ

専門科目（1科目以上）
環境科学特定演習Ⅱ
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達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準
修了

認定単位
備考

1 自然科学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻開設
2 都市人間環境学 必修 2 99 46
3 他専攻科目 必修 2 - -
4 企業における生産・開発Ⅰ 選択 1 74 47 課程共通科目(a)
5 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 課程共通科目(a)
6 先端科学技術総論 選択 1 99 46 課程共通科目(a)
7 突発災害特論 選択 1 44 46
8 計算力学特論 選択 2 52 57
9 コンクリート工学特論 選択 2 52 57
10 鉄筋コンクリート構造特論 選択 2 53 57
11 鋼コンクリート合成構造特論 選択 2 53 57
12 環境地盤学特論 選択 2 52 57
13 維持管理工学特論 選択 2 52 57
14 建築振動学特論 選択 2 53 57
15 都市衛生施設工学特論 選択 2 52 56
16 海岸環境工学特論 選択 2 52 57
17 都市環境法特論 選択 2 53 56
18 環境シミュレーション学特論 選択 2 52 56
19 環境科学特定研究Ⅲ 必修 7 77 57
20 環境科学特定演習Ⅲ 必修 4 77 57
21 研究発表演習Ⅲ（中間発表） 必修 1 77 57
22 研究発表演習Ⅲ（学外発表） 選択 1 77 57
23 環境科学セミナーⅢ 必修 2 77 57
24 環境科学総合演習Ⅲ 必修 2 77 57
25 選択 - - -

セメスター

2期

3期

4期

(A)(B)
5単位
以上

社会基盤・建築学コース（社会基盤系）（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力

(B)基礎理論・技術を理解し，応用する能力

(B-1) 各種災害から都市および人間の安全性を確保するための社会基盤施設を構築するための基礎理論・技術を修得す
る。

(B-2) 自然環境と都市が共生するシステムを総合的に取扱い，地域環境を歴史的産物として捉え，法制度，および社会
環境について解析・評価・計画・活用するための基礎理論・技術を修得する。

(C)課題を発見し，解決する能力

(D)学会発表を含むコミュニケーション能力

(E)定められた期間で報告する能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

（Ｂ）

(B-1)

10単位
以上

ただし，研究指導
委員会が認めた他
コース(※)または
他専攻の科目を，
当該分野の専門科
目として認定可と
する。

(B-2)

（Ｃ）（Ｄ）（Ｅ）

○修得単位：必修21単位，選択必修10単位以上修得のうえ，合計38単位以上修得のこと。

【備考】課程共通科目(a)は，所属専攻の科目として取り扱う。
　　　　（その他の課程共通科目（他専攻で開設する自然科学総論を除く）は修了要件対象外とする。）
　　　　※「他コースの科目」には，社会基盤・建築学コースの他分野で開設する科目も含む。

３．必修授業科目履修の流れ（目安）

(C)(D)(E)
16単位
以上

所属専攻科目

環境科学特定研究Ⅲ

1期

自然科学総論

環境科学セミナーⅢ
共通科目(必修)

他専攻科目（1科目以上）
専門科目（2科目以上）

専門科目（2科目以上） 環境科学総合演習Ⅲ

専門科目（1科目以上）
環境科学特定演習Ⅲ

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 自然科学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ　(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻開設

2 都市人間環境学 必修 2 99 46

3 他専攻科目 必修 2 - -

4 企業における生産・開発Ⅰ 選択 1 74 47 課程共通科目(a)

5 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 課程共通科目(a)

6 先端科学技術総論 選択 1 99 46 課程共通科目(a)

7 突発災害特論 選択 1 44 46

8 鉄筋コンクリート構造特論 選択 2 53 57

9 鋼コンクリート合成構造特論 選択 2 53 57

10 建築振動学特論 選択 2 53 57

11 建築構造設計特論 選択 2 53 57

12 建築構造設計演習 選択 2 53 57

13 建築計画・設計学特論 選択 2 53 57

14 住居建築計画特論 選択 2 53 57

15 建築設計製図 選択 4 53 57

16 建築環境工学特論 選択 2 53 57

17 建築環境計画特論 選択 2 53 57

18 建築設備設計特論 選択 2 53 57

19 建築設備設計演習 選択 2 53 57

20 建築環境解析学演習 選択 2 53 57

21 建築倫理 選択 2 53 57

22 建築プロジェクトマネージメント 選択 2 53 57

23 風景計画特論 選択 2 53 57

24 都市環境法特論 選択 2 53 56

25 環境科学特定研究Ⅲ 必修 7 77 57

26 環境科学特定演習Ⅲ 必修 4 77 57

27 インターンシップ 選択 4 74 57

28 建築インターンシップA 選択 2 53 57

29 建築インターンシップB 選択 4 53 57

30 建築インターンシップC 選択 4 53 57

31 建築設計実習 選択 4 53 57

32 研究発表演習Ⅲ（中間発表） 必修 1 77 57

33 研究発表演習Ⅲ（学外発表） 選択 1 77 57

34 環境科学セミナーⅢ 必修 2 77 57

35 環境科学総合演習Ⅲ 必修 2 77 57

36 選択 - - -

セメスター
1期
2期
3期
4期

(B-2) 人間生活の基本的・直接的な環境である住宅・建築・都市の空間について，その空間機能・環境性能・空間造形の特性と環境
と人の生活との関係を多面的に捉え，快適で安全な居住環境の計画・設計を行うための基礎理論・技術。

(B-3)

(C)(D)(E) 16単位以上

(B-3) 都市・地域を社会的・文化的側面も含めた総合的視点で捉え，豊かで持続可能な都市・地域環境を創造するための基礎理論・
技術。

(C)課題を発見し，解決する能力を養う。

(D)学会発表を含むコミュニケーション能力を養う。

社会基盤・建築学コース（建築系）（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力を養う。

(B)以下の(B-1)〜(B-3)に示す基礎理論・技術を理解し，応用する能力を育てる。

(B-1) 都市・建築および人間の安全性を確保するための建築構造物を構築するための基礎理論・技術。

(E)定められた期間で報告する能力を育てる。

(B-1)

10単位以上

ただし，研究指導
委員会が認めた他
コース(※)または
他専攻の科目を，
当該分野の専門科
目として認定可と
する。

(B-2)

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A)(B) 5単位以上

所属専攻科目

【備考】課程共通科目(a)は，所属専攻の科目として取り扱う。（その他の課程共通科目（他専攻で開設する自然科学総論を除く）
は修了要件対象外とする。）

　　　　※「他コースの科目」には，社会基盤・建築学コースの他分野で開設する科目も含む。
　　　　※※建築士試験の実務経験に関わる科目の詳細については、別途通知する。

３．必修授業科目履修の流れ（目安）

○修得単位：必修21単位，選択必修10単位以上修得のうえ，合計38単位以上修得のこと。

（Ｂ） （Ｃ）（Ｄ）（Ｅ）
自然科学総論,共通科目(必修),専門科目（2科目以上） 環境科学セミナーⅢ
他専攻科目（1科目以上）,専門科目（2科目以上） 環境科学総合演習Ⅲ
専門科目（1科目以上）

環境科学特定演習Ⅲ
環境科学特定研究Ⅲ
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Ⅱ

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準
修了

認定単位
備考

1 自然科学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻開設
2 都市人間環境学 必修 2 99 46
3 他専攻科目 必修 2 - -
4 企業における生産・開発Ⅰ 選択 1 74 47 課程共通科目(a)
5 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 課程共通科目(a)
6 先端科学技術総論 選択 1 99 46 課程共通科目(a)
7 突発災害特論 選択 1 44 46
8 計算力学特論 選択 2 52 57
9 コンクリート工学特論 選択 2 52 57
10 鉄筋コンクリート構造特論 選択 2 53 57
11 鋼コンクリート合成構造特論 選択 2 53 57
12 環境地盤学特論 選択 2 52 57
13 維持管理工学特論 選択 2 52 57
14 建築振動学特論 選択 2 53 57
15 都市衛生施設工学特論 選択 2 52 56
16 海岸環境工学特論 選択 2 52 57
17 都市環境法特論 選択 2 53 56
18 環境シミュレーション学特論 選択 2 52 56
19 環境科学特定研究Ⅲ 必修 7 77 57
20 環境科学特定演習Ⅲ 必修 4 77 57
21 研究発表演習Ⅲ（中間発表） 必修 1 77 57
22 研究発表演習Ⅲ（学外発表） 選択 1 77 57
23 環境科学セミナーⅢ 必修 2 77 57
24 環境科学総合演習Ⅲ 必修 2 77 57
25 選択 - - -

セメスター

2期

3期

4期

(A)(B)
5単位
以上

社会基盤・建築学コース（社会基盤系）（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力

(B)基礎理論・技術を理解し，応用する能力

(B-1) 各種災害から都市および人間の安全性を確保するための社会基盤施設を構築するための基礎理論・技術を修得す
る。

(B-2) 自然環境と都市が共生するシステムを総合的に取扱い，地域環境を歴史的産物として捉え，法制度，および社会
環境について解析・評価・計画・活用するための基礎理論・技術を修得する。

(C)課題を発見し，解決する能力

(D)学会発表を含むコミュニケーション能力

(E)定められた期間で報告する能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

（Ｂ）

(B-1)

10単位
以上

ただし，研究指導
委員会が認めた他
コース(※)または
他専攻の科目を，
当該分野の専門科
目として認定可と
する。

(B-2)

（Ｃ）（Ｄ）（Ｅ）

○修得単位：必修21単位，選択必修10単位以上修得のうえ，合計38単位以上修得のこと。

【備考】課程共通科目(a)は，所属専攻の科目として取り扱う。
　　　　（その他の課程共通科目（他専攻で開設する自然科学総論を除く）は修了要件対象外とする。）
　　　　※「他コースの科目」には，社会基盤・建築学コースの他分野で開設する科目も含む。

３．必修授業科目履修の流れ（目安）

(C)(D)(E)
16単位
以上

所属専攻科目

環境科学特定研究Ⅲ

1期

自然科学総論

環境科学セミナーⅢ
共通科目(必修)

他専攻科目（1科目以上）
専門科目（2科目以上）

専門科目（2科目以上） 環境科学総合演習Ⅲ

専門科目（1科目以上）
環境科学特定演習Ⅲ

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 自然科学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ　(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 他専攻開設

2 都市人間環境学 必修 2 99 46

3 他専攻科目 必修 2 - -

4 企業における生産・開発Ⅰ 選択 1 74 47 課程共通科目(a)

5 プロジェクト研究特別概説 選択 1 99 47 課程共通科目(a)

6 先端科学技術総論 選択 1 99 46 課程共通科目(a)

7 突発災害特論 選択 1 44 46

8 鉄筋コンクリート構造特論 選択 2 53 57

9 鋼コンクリート合成構造特論 選択 2 53 57

10 建築振動学特論 選択 2 53 57

11 建築構造設計特論 選択 2 53 57

12 建築構造設計演習 選択 2 53 57

13 建築計画・設計学特論 選択 2 53 57

14 住居建築計画特論 選択 2 53 57

15 建築設計製図 選択 4 53 57

16 建築環境工学特論 選択 2 53 57

17 建築環境計画特論 選択 2 53 57

18 建築設備設計特論 選択 2 53 57

19 建築設備設計演習 選択 2 53 57

20 建築環境解析学演習 選択 2 53 57

21 建築倫理 選択 2 53 57

22 建築プロジェクトマネージメント 選択 2 53 57

23 風景計画特論 選択 2 53 57

24 都市環境法特論 選択 2 53 56

25 環境科学特定研究Ⅲ 必修 7 77 57

26 環境科学特定演習Ⅲ 必修 4 77 57

27 インターンシップ 選択 4 74 57

28 建築インターンシップA 選択 2 53 57

29 建築インターンシップB 選択 4 53 57

30 建築インターンシップC 選択 4 53 57

31 建築設計実習 選択 4 53 57

32 研究発表演習Ⅲ（中間発表） 必修 1 77 57

33 研究発表演習Ⅲ（学外発表） 選択 1 77 57

34 環境科学セミナーⅢ 必修 2 77 57

35 環境科学総合演習Ⅲ 必修 2 77 57

36 選択 - - -

セメスター
1期
2期
3期
4期

(B-2) 人間生活の基本的・直接的な環境である住宅・建築・都市の空間について，その空間機能・環境性能・空間造形の特性と環境
と人の生活との関係を多面的に捉え，快適で安全な居住環境の計画・設計を行うための基礎理論・技術。

(B-3)

(C)(D)(E) 16単位以上

(B-3) 都市・地域を社会的・文化的側面も含めた総合的視点で捉え，豊かで持続可能な都市・地域環境を創造するための基礎理論・
技術。

(C)課題を発見し，解決する能力を養う。

(D)学会発表を含むコミュニケーション能力を養う。

社会基盤・建築学コース（建築系）（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する倫理的な判断能力を養う。

(B)以下の(B-1)〜(B-3)に示す基礎理論・技術を理解し，応用する能力を育てる。

(B-1) 都市・建築および人間の安全性を確保するための建築構造物を構築するための基礎理論・技術。

(E)定められた期間で報告する能力を育てる。

(B-1)

10単位以上

ただし，研究指導
委員会が認めた他
コース(※)または
他専攻の科目を，
当該分野の専門科
目として認定可と
する。

(B-2)

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A)(B) 5単位以上

所属専攻科目

【備考】課程共通科目(a)は，所属専攻の科目として取り扱う。（その他の課程共通科目（他専攻で開設する自然科学総論を除く）
は修了要件対象外とする。）

　　　　※「他コースの科目」には，社会基盤・建築学コースの他分野で開設する科目も含む。
　　　　※※建築士試験の実務経験に関わる科目の詳細については、別途通知する。

３．必修授業科目履修の流れ（目安）

○修得単位：必修21単位，選択必修10単位以上修得のうえ，合計38単位以上修得のこと。

（Ｂ） （Ｃ）（Ｄ）（Ｅ）
自然科学総論,共通科目(必修),専門科目（2科目以上） 環境科学セミナーⅢ
他専攻科目（1科目以上）,専門科目（2科目以上） 環境科学総合演習Ⅲ
専門科目（1科目以上）

環境科学特定演習Ⅲ
環境科学特定研究Ⅲ
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達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準
修了

認定単位
備考

1 (A)(B) 自然科学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 1単位 他専攻開設
2 先端科学技術総論 必修 1 99 46 1単位 課程共通科目(a)

3 温暖化影響学 選択 2 99 56 専攻共通
4 自然環境科学 選択 2 99 46 専攻共通
5 流域環境学 選択 2 99 46 専攻共通
6 Earth Science TodayⅠ 選択 1 44 57 専攻共通
7 Earth Science TodayⅡ 選択 1 44 57 専攻共通
8 自然災害環境論 選択 1 50,52,53 46 専攻共通
9 突発災害特論 選択 1 44 46 専攻共通

10 他専攻科目 必修 2 - - 2単位以上
11 岩石学Ⅰ 選択 2 44 56
12 岩石学Ⅱ 選択 2 44 56
13 電子線結晶学 選択 2 44 56
14 火山と島弧システム 選択 2 44 56
15 ジオダイナミクス 選択 2 44 56
16 構造岩石学 選択 2 44 56
17 沈み込み帯のテクトニクス 選択 2 44 56
18 マントル・地殻ダイナミクス 選択 2 44 56
19 古海洋学特論 選択 2 44 56
20 ダイナミック層序学 選択 2 44 56
21 東アジアの地質 選択 2 44 56
22 進化形態学 選択 2 44 56
23 層序・堆積盆地解析基礎 選択 2 44 56
24 中間発表Ｍ 必修 1 77 57
25 学術発表演習Ｍ 選択 2 44 57
26 論文作成演習Ｍ 8 44 57
27 地球科学特定研究Ｍb 8 77 57
28 地質エンジニアリング実習Ｍ 選択 2 44 57
29 サイエンスコミュニケーション実習Ｍ 選択 2 44 57

30 教職実践学校インターンシップ 選択 4 - -
＊平成30年度新規開設
＊課程共通科目

31 地球科学演習Ｍa 必修 4 44 57
32 地球科学演習Ｍb 必修 4 44 57
33 地球科学特定研究Ｍa 必修 8 77 57
34 選択 － - －

セメスター (A)

1期 自然科学総論 他専攻科目，専門科目
地球科学特定研究Ｍa

地球科学演習Ｍa

2期

専門科目

地球科学特定研究Ｍa

地球科学演習Ｍa

3期
地球科学特定研究Ｍb

地球科学演習Ｍb，中間発表Ｍ

4期
地球科学特定研究Ｍb

地球科学演習Ｍb

(B) (C) (D) (E)

(B-1)

6単位以上
(B-2)

(B-3)

(C)(D)(E)

25単位以上

論文作成
演習Ｍと

地球科学特定
研究Ｍb

は選択必修

選択必修

所属専攻科目

合計38単位以上
【備考】課程共通科目(a)は，所属専攻の科目として取り扱う。
　　　　（その他の課程共通科目（他専攻で開設する自然科学総論を除く）は修了要件対象外とする。）

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

(B) 2単位以上

地球科学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 自然・倫理・人類に対する倫理的な判断能力

(B)  基礎理論・技術を理解し，応用する能力

(B-1) 同位体岩石学・年代学的手法から地球物質の形成過程を解明できる。

(B-2) 地殻・マントル物質の性質とその生成・変化・相互作用を解明できる。

(B-3) 地球創成以来の地球環境変遷を，さまざまな時間スケールで解明できる。

(C)  課題を発見し，解決する能力

(D)  学会発表を含むコミュニケーション能力

(E)  定められた期間で報告する能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準
修了

認定単位
備考

1 自然科学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 1単位 他専攻開設
2 自然災害環境論 必修 1 50,52,53 46 1単位
3 他専攻科目及び下記の課程共通科目 - - -
4 企業における生産・開発Ⅰ 1 74 47 課程共通科目(b)

5 プロジェクト研究特別概説 1 99 47 課程共通科目(b)

6 先端科学技術総論 1 99 46 課程共通科目(b)

7 企業・研究機関の研修・見学 1 74 46 課程共通科目(b)

8 大型機器分析技術 2 99 46 課程共通科目(b)

9 教職実践学校インターンシップ 選択 4 - -
10 大気影響評価学特論 選択 2 46 36
11 大気環境科学特論 選択 2 46 36
12 突発災害特論 必修 1 44 46 1単位
13 気象災害特論 選択必修 2 44 56
14 災害復興学特論 選択必修 2 99 46
15 水災害特論 選択必修 2 52 56
16 第四紀・地盤災害特論 選択必修 2 44 46
17 環境保全学特論 選択必修 2 44,52,62 56
18 災害地球化学特論 選択必修 2 44,62 56
19 火山災害特論 選択必修 2 44 56
20 環境科学特定研究Ⅰ 必修 7 77 57
21 環境科学特定演習Ⅰ 必修 4 77 57
22 研究発表演習Ⅰ（中間発表） 必修 1 77 57
23 研究発表演習Ⅰ（学外発表） 選択 1 77 57
24 環境科学セミナーⅠ 必修 2 77 57
25 環境科学総合演習Ⅰ 必修 2 77 57
26 選択 - - -

セメスター （Ａ）

1期 自然科学総論

2期

3期

4期

(B-2) 地震，地盤沈下，地すべり，土石流等の地盤・土砂災害や火山災害について，それらの発生機構の解明と防止・軽
減策を講じるための基礎理論・技術を修得する。

(C)課題を発見し，解決する能力

(D)学会発表を含むコミュニケーション能力

(E)定められた期間で報告する能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

プログラムの詳細は，152ページを参照してください。

○修得単位：必修19単位，選択必修12単位以上修得のうえ，合計38単位以上修得のこと。

共通科目(必修)
他専攻科目（1科目以上）
専門科目（2科目以上）

（Ｃ）（Ｄ）（Ｅ）

環境科学セミナーⅠ

研究発表演習I
（中間発表）
環境科学セミナーⅠ

環境科学特定研究I
環境科学特定演習I

【備考】課程共通科目(b)は，他の専攻の科目として取り扱う。

環境科学総合演習Ⅰ

災害環境科学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する総合的な判断能力

(B)基礎理論・技術を理解し，応用する能力

(B-1) 豪雪，雪崩，融雪による雪泥流，都市雪害等の雪氷圏の災害，積雪期の複合災害，および洪水氾濫や津波などの水
災害について，発生機構の解明と防止・軽減策を講じるための基礎理論・技術を修得する。

(B-2)

(C)(D)(E)

選択必修

所属専攻科目

2単位
以上

10単位
以上

16単位
以上

ただし，研究指導委員
会が認めた他コースま
たは他専攻の科目を，
当該分野の専門科目と
して認定可とする。

(A)(B)

(B-1)

４．グローバル農力養成プログラム及びグローバル防災・復興プログラム

＊平成30年度新規開設

＊専攻共通科目

　　　　（その他の課程共通科目（他専攻で開設する自然科学総論を除く）は修了要件対象外とする。）

３．必修授業科目履修の流れ（目安）
（Ｂ）

共通科目(必修)
専門科目（2科目以上）

専門科目（1科目以上）
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Ⅱ

達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準
修了

認定単位
備考

1 (A)(B) 自然科学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 1単位 他専攻開設
2 先端科学技術総論 必修 1 99 46 1単位 課程共通科目(a)

3 温暖化影響学 選択 2 99 56 専攻共通
4 自然環境科学 選択 2 99 46 専攻共通
5 流域環境学 選択 2 99 46 専攻共通
6 Earth Science TodayⅠ 選択 1 44 57 専攻共通
7 Earth Science TodayⅡ 選択 1 44 57 専攻共通
8 自然災害環境論 選択 1 50,52,53 46 専攻共通
9 突発災害特論 選択 1 44 46 専攻共通

10 他専攻科目 必修 2 - - 2単位以上
11 岩石学Ⅰ 選択 2 44 56
12 岩石学Ⅱ 選択 2 44 56
13 電子線結晶学 選択 2 44 56
14 火山と島弧システム 選択 2 44 56
15 ジオダイナミクス 選択 2 44 56
16 構造岩石学 選択 2 44 56
17 沈み込み帯のテクトニクス 選択 2 44 56
18 マントル・地殻ダイナミクス 選択 2 44 56
19 古海洋学特論 選択 2 44 56
20 ダイナミック層序学 選択 2 44 56
21 東アジアの地質 選択 2 44 56
22 進化形態学 選択 2 44 56
23 層序・堆積盆地解析基礎 選択 2 44 56
24 中間発表Ｍ 必修 1 77 57
25 学術発表演習Ｍ 選択 2 44 57
26 論文作成演習Ｍ 8 44 57
27 地球科学特定研究Ｍb 8 77 57
28 地質エンジニアリング実習Ｍ 選択 2 44 57
29 サイエンスコミュニケーション実習Ｍ 選択 2 44 57

30 教職実践学校インターンシップ 選択 4 - -
＊平成30年度新規開設
＊課程共通科目

31 地球科学演習Ｍa 必修 4 44 57
32 地球科学演習Ｍb 必修 4 44 57
33 地球科学特定研究Ｍa 必修 8 77 57
34 選択 － - －

セメスター (A)

1期 自然科学総論 他専攻科目，専門科目
地球科学特定研究Ｍa

地球科学演習Ｍa

2期

専門科目

地球科学特定研究Ｍa

地球科学演習Ｍa

3期
地球科学特定研究Ｍb

地球科学演習Ｍb，中間発表Ｍ

4期
地球科学特定研究Ｍb

地球科学演習Ｍb

(B) (C) (D) (E)

(B-1)

6単位以上
(B-2)

(B-3)

(C)(D)(E)

25単位以上

論文作成
演習Ｍと

地球科学特定
研究Ｍb

は選択必修

選択必修

所属専攻科目

合計38単位以上
【備考】課程共通科目(a)は，所属専攻の科目として取り扱う。
　　　　（その他の課程共通科目（他専攻で開設する自然科学総論を除く）は修了要件対象外とする。）

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

(B) 2単位以上

地球科学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 自然・倫理・人類に対する倫理的な判断能力

(B)  基礎理論・技術を理解し，応用する能力

(B-1) 同位体岩石学・年代学的手法から地球物質の形成過程を解明できる。

(B-2) 地殻・マントル物質の性質とその生成・変化・相互作用を解明できる。

(B-3) 地球創成以来の地球環境変遷を，さまざまな時間スケールで解明できる。

(C)  課題を発見し，解決する能力

(D)  学会発表を含むコミュニケーション能力

(E)  定められた期間で報告する能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準
修了

認定単位
備考

1 自然科学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ(*いずれか1科目) 必修 1 99 46 1単位 他専攻開設
2 自然災害環境論 必修 1 50,52,53 46 1単位
3 他専攻科目及び下記の課程共通科目 - - -
4 企業における生産・開発Ⅰ 1 74 47 課程共通科目(b)

5 プロジェクト研究特別概説 1 99 47 課程共通科目(b)

6 先端科学技術総論 1 99 46 課程共通科目(b)

7 企業・研究機関の研修・見学 1 74 46 課程共通科目(b)

8 大型機器分析技術 2 99 46 課程共通科目(b)

9 教職実践学校インターンシップ 選択 4 - -
10 大気影響評価学特論 選択 2 46 36
11 大気環境科学特論 選択 2 46 36
12 突発災害特論 必修 1 44 46 1単位
13 気象災害特論 選択必修 2 44 56
14 災害復興学特論 選択必修 2 99 46
15 水災害特論 選択必修 2 52 56
16 第四紀・地盤災害特論 選択必修 2 44 46
17 環境保全学特論 選択必修 2 44,52,62 56
18 災害地球化学特論 選択必修 2 44,62 56
19 火山災害特論 選択必修 2 44 56
20 環境科学特定研究Ⅰ 必修 7 77 57
21 環境科学特定演習Ⅰ 必修 4 77 57
22 研究発表演習Ⅰ（中間発表） 必修 1 77 57
23 研究発表演習Ⅰ（学外発表） 選択 1 77 57
24 環境科学セミナーⅠ 必修 2 77 57
25 環境科学総合演習Ⅰ 必修 2 77 57
26 選択 - - -

セメスター （Ａ）

1期 自然科学総論

2期

3期

4期

(B-2) 地震，地盤沈下，地すべり，土石流等の地盤・土砂災害や火山災害について，それらの発生機構の解明と防止・軽
減策を講じるための基礎理論・技術を修得する。

(C)課題を発見し，解決する能力

(D)学会発表を含むコミュニケーション能力

(E)定められた期間で報告する能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

プログラムの詳細は，152ページを参照してください。

○修得単位：必修19単位，選択必修12単位以上修得のうえ，合計38単位以上修得のこと。

共通科目(必修)
他専攻科目（1科目以上）
専門科目（2科目以上）

（Ｃ）（Ｄ）（Ｅ）

環境科学セミナーⅠ

研究発表演習I
（中間発表）
環境科学セミナーⅠ

環境科学特定研究I
環境科学特定演習I

【備考】課程共通科目(b)は，他の専攻の科目として取り扱う。

環境科学総合演習Ⅰ

災害環境科学コース（Ｍ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する総合的な判断能力

(B)基礎理論・技術を理解し，応用する能力

(B-1) 豪雪，雪崩，融雪による雪泥流，都市雪害等の雪氷圏の災害，積雪期の複合災害，および洪水氾濫や津波などの水
災害について，発生機構の解明と防止・軽減策を講じるための基礎理論・技術を修得する。

(B-2)

(C)(D)(E)

選択必修

所属専攻科目

2単位
以上

10単位
以上

16単位
以上

ただし，研究指導委員
会が認めた他コースま
たは他専攻の科目を，
当該分野の専門科目と
して認定可とする。

(A)(B)

(B-1)

４．グローバル農力養成プログラム及びグローバル防災・復興プログラム

＊平成30年度新規開設

＊専攻共通科目

　　　　（その他の課程共通科目（他専攻で開設する自然科学総論を除く）は修了要件対象外とする。）

３．必修授業科目履修の流れ（目安）
（Ｂ）

共通科目(必修)
専門科目（2科目以上）

専門科目（1科目以上）
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⑶ 修学上の注意事項 

 

① 標準修業年限及び修了要件等について 

本研究科博士前期課程の標準修業年限は２年であり，修了するためには２年以上在学し，本研

究科規程別表第４に規定する履修基準及び所属するコースの教育プログラムに基づき，38単位以

上又は 42 単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，学位申請論文を提出し，その

審査及び最終試験に合格しなければならない。 

なお，４年を超えて在学することはできない。 

 

自然科学研究科前期課程履修要件等 

科目履修 専攻別の授業科目及びその単位数 

修了の要件 

 ２年以上在学し，専攻別に定める授業科目について，38単位 

以上又は42単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，

修士論文の審査及び最終試験に合格すること。 

短期修了要件 
 在学期間に関しては，優れた業績を上げた者で，教授会が認 

めたものについては，１年以上在学すれば足りる。 

単位の基準 

講   義 ： １単位／15時間 

演   習 ： １単位／15時間 

実験・実習 ： １単位／30時間 

履修の要件 

自専攻授業科目 各専攻で定める単位数 

自然科学総論  １単位（選択必修・他専攻で開設するもの） 

他専攻授業科目 ２単位以上  

他の研究科の 

授業科目の 

履修 

 教育上有益と認められるときは，本学大学院の他の研究科の 

授業科目を履修することができる。この場合，８単位を超えな 

い範囲で，本研究科で修得したものとみなす。 

他の大学院の 

授業科目の 

履修等 

 教育上有益と認められるときは，本研究科が協議をした他の 

大学院の授業科目を履修することができる。この場合，10単位 

を超えない範囲で，本研究科で修得したものとみなす。 

他の大学 

院等における 

研究指導等 

 教育上有益と認められるときは，本研究科が協議をした他の 

大学院又は研究所等において，必要な研究指導を受けることが 

できる。ただし，他の大学院等で受ける研究指導の期間は，１ 

年を超えないものとする。 

 
② 研究指導について 

大学院の研究指導については，大学院設置基準第11条に｢大学院の教育は，授業科目の授業及

び学位論文の作成等に対する指導（以下｢研究指導｣という。）によって行うものとする。」と規定

されている。 

研究指導は，単位制度によらないものであって，多様なかたちで行われる研究上の指導であり，

大学院の教育上重要な意義を有するものであるから，本研究科の課程修了の要件ともなっている。 

   本研究科における研究指導は，入学した学生ごとに定められる主指導教員及び副指導教員２名

（指導教員）により幅広く効果的に行う。 

研究題目は，原則として入学後1か月以内に指導教員の指導を受けて，決定しなければならな

い。 

   

③ 授業科目について 

   ａ 授業科目 
本研究科の授業科目は，本研究科規程に定められており，次のとおり区分されている。 

講義は，専任教員及び兼任教員並びに非常勤講師が担当する授業科目である。 

演習及び特定研究は，コースの各学問分野に共通した主題や学生ごとの特定の課題の下に開

設する授業科目で，授業の内容及び形態は，各専攻又は各コースにおいて定められている。 

  

   本研究科で開設する科目について，水準を表す２桁のコードを付している。 

   10の位が下記の３～５，１の位が下記６～９で，水準を表している。 

   ３ 全学の大学院学生を受け入れ可能な科目 

   ４ 本研究科の学生のみ受け入れ可能な科目 

   ５ 専攻に所属する学生のみ受け入れ可能な科目 

   ６ 前期課程の基礎的水準 

   ７ 前期課程の中核的水準 

   ８ 後期課程の基礎的水準 

   ９ 後期課程の中核的水準 

 

   ｂ 履修要件 

学生は，前述の主指導教員及び副指導教員２名で構成する研究指導委員会の指導を受けて，

自己の研究課題の内容に対応する所属コースの授業科目と他のコースや他の専攻の授業科目を

選定し，本研究科規程別表第４に基づき38単位以上又は42単位以上を履修しなければならな

い。 

   

 ｃ 履修手続 

授業科目の履修に当たっては，原則として入学後１か月以内に指導教員会の指導を受けて，

授業科目の履修計画を作成しなければならない。 

また，毎学年度の始めに，指導教員の指導の下にその年度内に履修する授業科目を決定し，

所定の様式により履修届を提出しなければならない。 

    

ｄ 単位の認定 

単位の認定は，講義その他の出席時間数が十分であると認めた者について，筆記又は口頭に

よる試験や研究報告などにより行う。 

    

ｅ 追試験 

病気その他やむを得ない理由によって，正規の試験を受けることができなかった者について

は，追試験を行うことがある。追試験の日時及び場所等については，授業担当教員が指示する。 

 

 ④ 教育課程について 

これまでの学部教育を更に高度化し，専門性の高い教育を目指すことは当然であるが，更  

に自然科学の幅広い基礎知識と基礎的応用技術を修得させ，自己の専門のみでなく，広く他の分

野にも興味を持たせる教育を目指している。 
  具体的には， 
  ａ 各専攻の専門分野の基礎知識を修得できるようなカリキュラムを編成している。 
  ｂ 教育研究分野の近い専攻間で共通に開講する授業科目を設けている。 
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Ⅱ

⑶ 修学上の注意事項 

 

① 標準修業年限及び修了要件等について 

本研究科博士前期課程の標準修業年限は２年であり，修了するためには２年以上在学し，本研

究科規程別表第４に規定する履修基準及び所属するコースの教育プログラムに基づき，38単位以

上又は 42 単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，学位申請論文を提出し，その

審査及び最終試験に合格しなければならない。 

なお，４年を超えて在学することはできない。 

 

自然科学研究科前期課程履修要件等 

科目履修 専攻別の授業科目及びその単位数 

修了の要件 

 ２年以上在学し，専攻別に定める授業科目について，38単位 

以上又は42単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，

修士論文の審査及び最終試験に合格すること。 

短期修了要件 
 在学期間に関しては，優れた業績を上げた者で，教授会が認 

めたものについては，１年以上在学すれば足りる。 

単位の基準 

講   義 ： １単位／15時間 

演   習 ： １単位／15時間 

実験・実習 ： １単位／30時間 

履修の要件 

自専攻授業科目 各専攻で定める単位数 

自然科学総論  １単位（選択必修・他専攻で開設するもの） 

他専攻授業科目 ２単位以上  

他の研究科の 

授業科目の 

履修 

 教育上有益と認められるときは，本学大学院の他の研究科の 

授業科目を履修することができる。この場合，８単位を超えな 

い範囲で，本研究科で修得したものとみなす。 

他の大学院の 

授業科目の 

履修等 

 教育上有益と認められるときは，本研究科が協議をした他の 

大学院の授業科目を履修することができる。この場合，10単位 

を超えない範囲で，本研究科で修得したものとみなす。 

他の大学 

院等における 

研究指導等 

 教育上有益と認められるときは，本研究科が協議をした他の 

大学院又は研究所等において，必要な研究指導を受けることが 

できる。ただし，他の大学院等で受ける研究指導の期間は，１ 

年を超えないものとする。 

 
② 研究指導について 

大学院の研究指導については，大学院設置基準第11条に｢大学院の教育は，授業科目の授業及

び学位論文の作成等に対する指導（以下｢研究指導｣という。）によって行うものとする。」と規定

されている。 

研究指導は，単位制度によらないものであって，多様なかたちで行われる研究上の指導であり，

大学院の教育上重要な意義を有するものであるから，本研究科の課程修了の要件ともなっている。 

   本研究科における研究指導は，入学した学生ごとに定められる主指導教員及び副指導教員２名

（指導教員）により幅広く効果的に行う。 

研究題目は，原則として入学後1か月以内に指導教員の指導を受けて，決定しなければならな

い。 

   

③ 授業科目について 

   ａ 授業科目 
本研究科の授業科目は，本研究科規程に定められており，次のとおり区分されている。 

講義は，専任教員及び兼任教員並びに非常勤講師が担当する授業科目である。 

演習及び特定研究は，コースの各学問分野に共通した主題や学生ごとの特定の課題の下に開

設する授業科目で，授業の内容及び形態は，各専攻又は各コースにおいて定められている。 

  

   本研究科で開設する科目について，水準を表す２桁のコードを付している。 

   10の位が下記の３～５，１の位が下記６～９で，水準を表している。 

   ３ 全学の大学院学生を受け入れ可能な科目 

   ４ 本研究科の学生のみ受け入れ可能な科目 

   ５ 専攻に所属する学生のみ受け入れ可能な科目 

   ６ 前期課程の基礎的水準 

   ７ 前期課程の中核的水準 

   ８ 後期課程の基礎的水準 

   ９ 後期課程の中核的水準 

 

   ｂ 履修要件 

学生は，前述の主指導教員及び副指導教員２名で構成する研究指導委員会の指導を受けて，

自己の研究課題の内容に対応する所属コースの授業科目と他のコースや他の専攻の授業科目を

選定し，本研究科規程別表第４に基づき38単位以上又は42単位以上を履修しなければならな

い。 

   

 ｃ 履修手続 

授業科目の履修に当たっては，原則として入学後１か月以内に指導教員会の指導を受けて，

授業科目の履修計画を作成しなければならない。 

また，毎学年度の始めに，指導教員の指導の下にその年度内に履修する授業科目を決定し，

所定の様式により履修届を提出しなければならない。 

    

ｄ 単位の認定 

単位の認定は，講義その他の出席時間数が十分であると認めた者について，筆記又は口頭に

よる試験や研究報告などにより行う。 

    

ｅ 追試験 

病気その他やむを得ない理由によって，正規の試験を受けることができなかった者について

は，追試験を行うことがある。追試験の日時及び場所等については，授業担当教員が指示する。 

 

 ④ 教育課程について 

これまでの学部教育を更に高度化し，専門性の高い教育を目指すことは当然であるが，更  

に自然科学の幅広い基礎知識と基礎的応用技術を修得させ，自己の専門のみでなく，広く他の分

野にも興味を持たせる教育を目指している。 
  具体的には， 
  ａ 各専攻の専門分野の基礎知識を修得できるようなカリキュラムを編成している。 
  ｂ 教育研究分野の近い専攻間で共通に開講する授業科目を設けている。 
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  ｃ 広く，総合的・複合的基礎知識を培うため，次のように選択必修科目を設けている。 

｢自然科学総論｣ 
(選択必修科目)  

総合科目で，専門分野のトピックスの開設，科学・技術に関わる社

会問題等を他専攻学生向けに開講するものであり，１単位を必修と

している。 

他専攻の授業科目 
(選択必修科目)  

広く複合知識を修得するため，他専攻の授業科目を一定単位必修と

して履修させるものである。 

   

 ⑤ 他の大学院における授業科目の履修について 

学生は，研究指導委員会が教育上有益と認める場合，他の大学院の授業科目を履修することが

できる。 
他の大学院の授業科目を履修するためには，教授会の承認のほか，本学と当該大学院との協議

が必要である。当該大学院の承認を得るためにかなりの日数を要するので，希望者は早めに主指

導教員に申し出ること。 
なお，他の大学院において履修した授業科目の単位については，10 単位を超えない範囲で，本

研究科で修得したものとみなし，課程修了に必要な単位の一部として認定することがある。 
 

⑥ 他の大学院等において研究指導を受ける場合について 

学生は，研究指導委員会が教育上有益と認める場合，他の大学院又は研究所等において研究指

導を受ける特別研究派遣学生となることができる。 
この特別研究派遣学生となるためには，教授会の承認のほか，本学と当該大学院等との協議が

必要である。当該大学院等の承認を得るためにかなりの日数を要するので，希望者は早めに主指

導教員に申し出ること。 

⑷ 学位 

① 授与する学位について 

本研究科博士前期課程を修了した者には，修士の学位が授与される。 
② 学位申請論文に関する取扱いについて 

学位申請論文の提出資格及び申請手続並びに論文審査等については，本学学位規則によるほか，

本研究科の取扱いについては，次の「○学位授与に係る手続等」及び「○学位申請論文等の作成

要領」を熟読すること。 
 
○ 学位授与に係る手続等 

博士前期課程における学位授与に係る手続等については，次の事項に留意すること。 
  １ 学位申請論文の提出資格 

    次の(1)又は(2)の博士前期課程の修了要件を満たし得ると認められた者とする。 

（1）本研究科に在学中で，本研究科規程第９条第２項に定める単位を第２年次末までに修得し，か

つ，必要な研究指導を受けた者 

（2）本学大学院学則第 32 条第１項ただし書による優れた研究業績を上げた者として，教授会が認

めた者で，本研究科規程第９条第２項に定める単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた者 

  
      （参考） 

・ 本研究科規程第９条第２項 「博士前期課程の学生は，第１項に定める授業料目 
について，別表第４の所属する専攻の履修基準により，38 単位以上又は 42 単位以 
上を修得しなければならない。」 

・ 本学大学院学則第 32 条第１項 「修士課程及び博士前期課程の修了の要件は， 
 その研究科に２年以上在学し，その研究科が定める授業科目について 30 単位以上 
 を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査及び最終試験に合挌 
 することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者については， 
 その研究科に１年以上在学すれば足りるものとする。」 

 

 

２ 学位申請論文の提出 

    主指導教員から学位申請論文の提出を認められた者で，学位申請論文の審査を願い出る 

   者は，次により所定の書類を主指導教員に提出すること。 

(1) 提出書類                     

① 論文審査出願書（様式1）  １部 
② 学位申請論文 (Ａ４版とし，和文又は英文とする。) １部 
③ 論文目録  （様式２）   １部 
④ 論文の要旨（和文2,000字程度）（様式３） １部 
⑤ 履歴書（様式４） １部 

 

(2) 学位申請論文の提出期間は，次のとおりとする。 

① ３月に学位を受けようとする者 １月19日から１月25日まで 

② ９月に学位を受けようとする者 ７月15日から７月21日まで 
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Ⅱ

  ｃ 広く，総合的・複合的基礎知識を培うため，次のように選択必修科目を設けている。 

｢自然科学総論｣ 
(選択必修科目)  

総合科目で，専門分野のトピックスの開設，科学・技術に関わる社

会問題等を他専攻学生向けに開講するものであり，１単位を必修と

している。 

他専攻の授業科目 
(選択必修科目)  

広く複合知識を修得するため，他専攻の授業科目を一定単位必修と

して履修させるものである。 

   

 ⑤ 他の大学院における授業科目の履修について 

学生は，研究指導委員会が教育上有益と認める場合，他の大学院の授業科目を履修することが

できる。 
他の大学院の授業科目を履修するためには，教授会の承認のほか，本学と当該大学院との協議

が必要である。当該大学院の承認を得るためにかなりの日数を要するので，希望者は早めに主指

導教員に申し出ること。 
なお，他の大学院において履修した授業科目の単位については，10 単位を超えない範囲で，本

研究科で修得したものとみなし，課程修了に必要な単位の一部として認定することがある。 
 

⑥ 他の大学院等において研究指導を受ける場合について 

学生は，研究指導委員会が教育上有益と認める場合，他の大学院又は研究所等において研究指

導を受ける特別研究派遣学生となることができる。 
この特別研究派遣学生となるためには，教授会の承認のほか，本学と当該大学院等との協議が

必要である。当該大学院等の承認を得るためにかなりの日数を要するので，希望者は早めに主指

導教員に申し出ること。 

⑷ 学位 

① 授与する学位について 

本研究科博士前期課程を修了した者には，修士の学位が授与される。 
② 学位申請論文に関する取扱いについて 

学位申請論文の提出資格及び申請手続並びに論文審査等については，本学学位規則によるほか，

本研究科の取扱いについては，次の「○学位授与に係る手続等」及び「○学位申請論文等の作成

要領」を熟読すること。 
 
○ 学位授与に係る手続等 

博士前期課程における学位授与に係る手続等については，次の事項に留意すること。 
  １ 学位申請論文の提出資格 

    次の(1)又は(2)の博士前期課程の修了要件を満たし得ると認められた者とする。 

（1）本研究科に在学中で，本研究科規程第９条第２項に定める単位を第２年次末までに修得し，か

つ，必要な研究指導を受けた者 

（2）本学大学院学則第 32 条第１項ただし書による優れた研究業績を上げた者として，教授会が認

めた者で，本研究科規程第９条第２項に定める単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた者 

  
      （参考） 

・ 本研究科規程第９条第２項 「博士前期課程の学生は，第１項に定める授業料目 
について，別表第４の所属する専攻の履修基準により，38 単位以上又は 42 単位以 
上を修得しなければならない。」 

・ 本学大学院学則第 32 条第１項 「修士課程及び博士前期課程の修了の要件は， 
 その研究科に２年以上在学し，その研究科が定める授業科目について 30 単位以上 
 を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，修士論文の審査及び最終試験に合挌 
 することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者については， 
 その研究科に１年以上在学すれば足りるものとする。」 

 

 

２ 学位申請論文の提出 

    主指導教員から学位申請論文の提出を認められた者で，学位申請論文の審査を願い出る 

   者は，次により所定の書類を主指導教員に提出すること。 

(1) 提出書類                     

① 論文審査出願書（様式1）  １部 
② 学位申請論文 (Ａ４版とし，和文又は英文とする。) １部 
③ 論文目録  （様式２）   １部 
④ 論文の要旨（和文2,000字程度）（様式３） １部 
⑤ 履歴書（様式４） １部 

 

(2) 学位申請論文の提出期間は，次のとおりとする。 

① ３月に学位を受けようとする者 １月19日から１月25日まで 

② ９月に学位を受けようとする者 ７月15日から７月21日まで 
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３ 最終試験 

最終試験は，学位申請論文の発表会において，同論文の内容を中心として口頭試問により行う。 

       ４ 学位論文の審査 

         学位論文の審査を行い，修士論文に値することを判定し，付与する学位分野の認定を行う。 

新潟大学大学院自然科学研究科学位論文審査基準 

博士前期課程 

１）研究内容：研究内容は，新規性，独創性，有用性のいずれかを持っているか。 
２）研究動向の把握：文献検索や学会への参加などによりこれまでの研究に関する調査を行い，

自らの研究の背景，意義や重要性を理解しているか。 
３）研究計画・方法：研究計画と方法は適切であったか。 
４）研究結果の解析：研究結果の解析が適切であり，あらたな知見を得ることができたか。 
５）論文作成能力：論文の書式および内容が，修士の学位論文として相応しいものであるか。 
６）論文発表能力：大学院における発表会や学会等で研究内容を分かりやすくプレゼンテーショ

ンし，質疑に適切に答えられたか。 
 

       ５ 公開論文発表会 

         論文発表会は，各専攻で行うので，専攻の指示に従うこと。 

       ６ 学位の授与 

         論文審査及び最終試験に合格した者には，修士の学位を授与する。 

 

○ 学位申請論文等の作成要領 

本研究科において，博士前期課程の学位申請論文の審査を願い出る者は，この作成要領によって

書類を作成すること。 

   書類に不備等がある場合は，受理されないので，必ず主指導教員等の点検を受けること。 

１  学位申請論文の書類作成について 

   (1) 論文審査出願書〔様式１〕 

   (2) 学位申請論文（Ａ４版とし，和文又は英文とする。） 

      学位申請論文は，次により整理すること。 

     ① 学位申請論文は，論文題名，専攻名，氏名を必ず記載すること。 

     ② 用紙は，原則として白色上質紙とする。 

     ③ 記載は，縦位置，横書きとする。 

④ 論文は，永久保存に耐え得る印刷が望ましいが，ワードプロセッサー，手書き又は複写

により作成してもよい。 

手書きによる場合は，黒インク又は黒のボールペン等を用い，横書きでていねいに記載

し，英文はワードプロセッサーを使用のこと。 

      ⑤ 英文による論文の場合は，すべてワードプロセッサーを使用のこと。 

 ⑥ 提出後の学位申請論文は，訂正，差換えができないので，誤字，脱字，あて字等のない

よう注意すること。 

      ⑦ 論文の表紙は，所定の様式で作成すること。 

   (3) 論文目録〔様式２〕 

     ① 記載例を参照の上，作成すること。 

     ② 題名（副題を含む。）は，提出論文のとおり記載すること。 

       題名は，後日加徐訂正等のないよう主指導教員とよく相談して記入すること。 

     ③ 論文題名が英文の場合は，題名の下に日本語の訳文をかっこ書きすること。 

④ 参考論文は，学位請求者が今までに発表した論文で，主論文と関係のある論文について

記入すること。（主論文と関係のない論文は，記入しないこと。） 

   (4) 論文の要旨〔様式３〕 

     ① 様式３の「表紙」を付すこと。 

     ② 本文は，所定の様式により和文2,000字程度にまとめること。 

③ 手書きによる場合は，黒インク又は黒のボールペン等を用い，横書きでていねいに記載

し，英文はタイプライター又はワードプロセッサーを使用のこと。 

④ 英文による論文の場合は，すべてタイプライター又はワードプロセッサーを使用のこと。 

   (5) 履歴書〔様式４〕 

     ① 記載例を参照の上，作成すること。 

② 氏名は，戸籍のとおり記載し，通称・雅号等は一切用いないこと。また，氏名には必ず

ふりがなを付すこと。 

③ 本籍地については，都道府県名だけを記載すること。外国籍の者は，国名を記載するこ

と。 

     ④ 現住所については，現在の住所を記入し，○○方まで記入すること。 

⑤ 学歴については，大学卒業，大学院修了予定等の事項について歴年順に記載すること。

入学，休学，復学等の異動についても漏れなく記載すること。また，在学中における学校

の名称等の変更についても記載すること。 

⑥ 研究歴については，本研究科入学前に研究生として在学した場合，その事項を歴年順に

記載すること。 

なお，研究歴がない場合は，「なし」と記載すること。 

⑦ 職歴については，常勤の職について，その勤務先，職名等を歴年順に記載すること。た

だし，非常勤の職であっても，特に教育・研究に関連するものについては，記載すること

が望ましい。なお，職歴がない場合は，「なし」と記載すること。 

 

２  その他 

   (1) ていねい，かつ，正確に記入作成すること。 

   (2) 本作成要領に関して不明な点がある場合は，自然科学研究科学務係まで照会すること。 
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３ 最終試験 

最終試験は，学位申請論文の発表会において，同論文の内容を中心として口頭試問により行う。 

       ４ 学位論文の審査 

         学位論文の審査を行い，修士論文に値することを判定し，付与する学位分野の認定を行う。 

新潟大学大学院自然科学研究科学位論文審査基準 

博士前期課程 

１）研究内容：研究内容は，新規性，独創性，有用性のいずれかを持っているか。 
２）研究動向の把握：文献検索や学会への参加などによりこれまでの研究に関する調査を行い，

自らの研究の背景，意義や重要性を理解しているか。 
３）研究計画・方法：研究計画と方法は適切であったか。 
４）研究結果の解析：研究結果の解析が適切であり，あらたな知見を得ることができたか。 
５）論文作成能力：論文の書式および内容が，修士の学位論文として相応しいものであるか。 
６）論文発表能力：大学院における発表会や学会等で研究内容を分かりやすくプレゼンテーショ

ンし，質疑に適切に答えられたか。 
 

       ５ 公開論文発表会 

         論文発表会は，各専攻で行うので，専攻の指示に従うこと。 

       ６ 学位の授与 

         論文審査及び最終試験に合格した者には，修士の学位を授与する。 

 

○ 学位申請論文等の作成要領 

本研究科において，博士前期課程の学位申請論文の審査を願い出る者は，この作成要領によって

書類を作成すること。 

   書類に不備等がある場合は，受理されないので，必ず主指導教員等の点検を受けること。 

１  学位申請論文の書類作成について 

   (1) 論文審査出願書〔様式１〕 

   (2) 学位申請論文（Ａ４版とし，和文又は英文とする。） 

      学位申請論文は，次により整理すること。 

     ① 学位申請論文は，論文題名，専攻名，氏名を必ず記載すること。 

     ② 用紙は，原則として白色上質紙とする。 

     ③ 記載は，縦位置，横書きとする。 

④ 論文は，永久保存に耐え得る印刷が望ましいが，ワードプロセッサー，手書き又は複写

により作成してもよい。 

手書きによる場合は，黒インク又は黒のボールペン等を用い，横書きでていねいに記載

し，英文はワードプロセッサーを使用のこと。 

      ⑤ 英文による論文の場合は，すべてワードプロセッサーを使用のこと。 

 ⑥ 提出後の学位申請論文は，訂正，差換えができないので，誤字，脱字，あて字等のない

よう注意すること。 

      ⑦ 論文の表紙は，所定の様式で作成すること。 

   (3) 論文目録〔様式２〕 

     ① 記載例を参照の上，作成すること。 

     ② 題名（副題を含む。）は，提出論文のとおり記載すること。 

       題名は，後日加徐訂正等のないよう主指導教員とよく相談して記入すること。 

     ③ 論文題名が英文の場合は，題名の下に日本語の訳文をかっこ書きすること。 

④ 参考論文は，学位請求者が今までに発表した論文で，主論文と関係のある論文について

記入すること。（主論文と関係のない論文は，記入しないこと。） 

   (4) 論文の要旨〔様式３〕 

     ① 様式３の「表紙」を付すこと。 

     ② 本文は，所定の様式により和文2,000字程度にまとめること。 

③ 手書きによる場合は，黒インク又は黒のボールペン等を用い，横書きでていねいに記載

し，英文はタイプライター又はワードプロセッサーを使用のこと。 

④ 英文による論文の場合は，すべてタイプライター又はワードプロセッサーを使用のこと。 

   (5) 履歴書〔様式４〕 

     ① 記載例を参照の上，作成すること。 

② 氏名は，戸籍のとおり記載し，通称・雅号等は一切用いないこと。また，氏名には必ず

ふりがなを付すこと。 

③ 本籍地については，都道府県名だけを記載すること。外国籍の者は，国名を記載するこ

と。 

     ④ 現住所については，現在の住所を記入し，○○方まで記入すること。 

⑤ 学歴については，大学卒業，大学院修了予定等の事項について歴年順に記載すること。

入学，休学，復学等の異動についても漏れなく記載すること。また，在学中における学校

の名称等の変更についても記載すること。 

⑥ 研究歴については，本研究科入学前に研究生として在学した場合，その事項を歴年順に

記載すること。 

なお，研究歴がない場合は，「なし」と記載すること。 

⑦ 職歴については，常勤の職について，その勤務先，職名等を歴年順に記載すること。た

だし，非常勤の職であっても，特に教育・研究に関連するものについては，記載すること

が望ましい。なお，職歴がない場合は，「なし」と記載すること。 

 

２  その他 

   (1) ていねい，かつ，正確に記入作成すること。 

   (2) 本作成要領に関して不明な点がある場合は，自然科学研究科学務係まで照会すること。 
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課修様式２ （記載例）                      （Ａ４縦） 

論  文  目  録 
                                    ／  頁 
 

報告番号 第   号 在籍番号  

専攻     コ ー ス 氏  名  

 
  学位申請論文 
 

題名 
                    の研究 
 
          又は 
 
   Research of                
   （                の研究）※和訳を付すこと 
 

参考論文は以下のとおり  編である。 
 
 著者名および題名 
   １．○○○○他○名：              の研究 
     平成  年  月発行 ○○○雑誌 第○巻第○号 
     ○○～○○頁に発表（又は掲載決定） 
 
   ２．○○○○他○名 

：Research of  
    （              の研究）※和訳を付すこと 

平成  年  月発行 Journal of ○○○ 
Vol.○○,no.○○,pp○○～○○に発表（又は掲載決定） 

 
   ３．（以下上記と同じように記載する。） 
 
 
（注）１．参考論文の雑誌掲載の場合は、上記記載例のように記入する。 
   ２．論文題名が外国語の場合は、題目の下に日本語の訳文をかっこ書きで記入する 

こと。 
   ３．参考論文は、著者名、論文名、雑誌等の発行年月日、雑誌名、巻、号、掲載頁 

の順に記入すること（上記例を参照のこと）。 
     著者が複数の場合は、当該雑誌等に記載された著者名の順に全員記入すること。

ただし、多数の場合には、主な共著者５名程度を記入し、その後に「他○名」 
    と表示すること。 
     掲載頁は、初めと終わりの頁を記入すること。 
     なお、論文が未発表で掲載決定の場合は、頁を記入する必要はないが、学会等 

からの「掲載決定証明書の写し」を添付すること。 

課修様式４ （記載例）                       （Ａ４縦） 
履     歴     書 

／ 頁 

報告番号 第      号 

ふりがな にいがた  たろう 
性
別 

男・女 
氏  名 新  潟  太  郎 

生年月日 
昭和・平成 

  ○○年 ○○月 ○○日 生 
西暦（留学生） 

本  籍 

※戸籍の所在地 

都道 

○○   府県 在籍番号 Ｆ○○Ａ○○○Ａ 

（留学生は国籍） 

現 住 所 

電話番号 

新潟県新潟市西区五十嵐二の町８０５０番地（下宿等は～方まで） 

       （    ）   － 

最終学歴 

 平成○年○月○日  ○○大学○○学部○○学科卒業 

 平成○年○月○日  ○○大学大学院○○研究科 

           ○○○○専攻修士課程（又は博士前期課程等）入学 

 平成○年○月○日  ○○大学大学院○○研究科 

           ○○○○専攻修士課程（又は博士前期課程等）修了予定 

 

 

 

研究歴 

 平成○年○月○日   ○○大学○○学部○○学科○○教授の下で、研究生として 
～平成○年○月○日  ○○○○についての研究に従事 

 平成○年○月○日   ○○○株式会社○○研究所において、○○○○○に関する 
～平成○年○月○日  研究に従事 

 ※研究歴がない場合は「なし」と記入願います。 

職 歴 

 平成○年○月○日  ○○株式会社○○研究所研究員 

 平成○年○月○日  同上退職 

 ※職歴がない場合は「なし」と記入願います。 
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Ⅱ

課修様式２ （記載例）                      （Ａ４縦） 

論  文  目  録 
                                    ／  頁 
 

報告番号 第   号 在籍番号  

専攻     コ ー ス 氏  名  

 
  学位申請論文 
 
題名 

                    の研究 
 
          又は 
 
   Research of                
   （                の研究）※和訳を付すこと 
 
参考論文は以下のとおり  編である。 

 
 著者名および題名 
   １．○○○○他○名：              の研究 
     平成  年  月発行 ○○○雑誌 第○巻第○号 
     ○○～○○頁に発表（又は掲載決定） 
 
   ２．○○○○他○名 

：Research of  
    （              の研究）※和訳を付すこと 

平成  年  月発行 Journal of ○○○ 
Vol.○○,no.○○,pp○○～○○に発表（又は掲載決定） 

 
   ３．（以下上記と同じように記載する。） 
 
 
（注）１．参考論文の雑誌掲載の場合は、上記記載例のように記入する。 
   ２．論文題名が外国語の場合は、題目の下に日本語の訳文をかっこ書きで記入する 

こと。 
   ３．参考論文は、著者名、論文名、雑誌等の発行年月日、雑誌名、巻、号、掲載頁 

の順に記入すること（上記例を参照のこと）。 
     著者が複数の場合は、当該雑誌等に記載された著者名の順に全員記入すること。

ただし、多数の場合には、主な共著者５名程度を記入し、その後に「他○名」 
    と表示すること。 
     掲載頁は、初めと終わりの頁を記入すること。 
     なお、論文が未発表で掲載決定の場合は、頁を記入する必要はないが、学会等 

からの「掲載決定証明書の写し」を添付すること。 

課修様式４ （記載例）                       （Ａ４縦） 
履     歴     書 

／ 頁 

報告番号 第      号 

ふりがな にいがた  たろう 
性
別 

男・女 
氏  名 新  潟  太  郎 

生年月日 
昭和・平成 

  ○○年 ○○月 ○○日 生 
西暦（留学生） 

本  籍 

※戸籍の所在地 

都道 

○○   府県 在籍番号 Ｆ○○Ａ○○○Ａ 

（留学生は国籍） 

現 住 所 

電話番号 

新潟県新潟市西区五十嵐二の町８０５０番地（下宿等は～方まで） 

       （    ）   － 

最終学歴 

 平成○年○月○日  ○○大学○○学部○○学科卒業 

 平成○年○月○日  ○○大学大学院○○研究科 

           ○○○○専攻修士課程（又は博士前期課程等）入学 

 平成○年○月○日  ○○大学大学院○○研究科 

           ○○○○専攻修士課程（又は博士前期課程等）修了予定 

 

 

 

研究歴 

 平成○年○月○日   ○○大学○○学部○○学科○○教授の下で、研究生として 
～平成○年○月○日  ○○○○についての研究に従事 

 平成○年○月○日   ○○○株式会社○○研究所において、○○○○○に関する 
～平成○年○月○日  研究に従事 

 ※研究歴がない場合は「なし」と記入願います。 

職 歴 

 平成○年○月○日  ○○株式会社○○研究所研究員 

 平成○年○月○日  同上退職 

 ※職歴がない場合は「なし」と記入願います。 
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学位申請論文の表紙〔作成例〕 
 
●日本語の場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●英語の場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（博士前期課程専攻名） 
数理物質科学専攻     Master's Program in Fundamental Sciences 
材料生産システム専攻   Master’s Program in Advanced Materials Science and Technology 
電気情報工学専攻     Master's Program in Electrical and Information Engineering 
生命・食料科学専攻    Master's Program in Life and Food Sciences 
環境科学専攻       Master's Program in Environmental Science and Technology 

  
○ 
○ 
○ 
の 
研 
究 
 
❘ 
副 
題 
❘ 

 
氏

名 

 
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ の研究 
― 副 題 ― 

 
 
 
 

氏 名 ○ ○ ○ ○ 
 

 新潟大学大学院自然科学研究科博士前期課程 
 
  ○ ○ ○ ○ 専攻 

  

 

 

 

 

○

○

○

○ 

 
 

Ｓｔｕｄｙ ｏｎ ○ ○ ○ ○ ○ 
 
― Ｓｕｂｔｉｔｌｅ ― 

 
 
 

Ｎａｍｅ ○ ○ ○ ○ 
 

Master's Program in ○ ○ ○ ○ 

 

Graduate School of Science and Technology 
 

Niigata University 

   新潟大学大学院自然科学研究科における博士前期課程修了による学位授与に 

   関する取扱要項 

 

                           平成 16 年４月１日 

                           運 営 委 員 会 

 

 （趣旨） 

第１ この要項は，新潟大学大学院自然科学研究科（以下「研究科」という。）における

課程修了による修士の学位授与に関する取扱いに関し，必要な事項を定めるものとする。 

（学位申請論文の提出資格等） 

第２ 学位論文審査を申請することができる者は，必要な研究指導を受けた者で，学位を

受けようとする学期末において，次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 所定の修業年限以上在学し，かつ，所定の単位数以上を修得する者 

(2) 優れた業績を上げた者として教授会が認めた者（新潟大学大学院自然科学研究科規

程（平成１６年院自規程第１号）第８条の規定による履修者を除く。）で，１年以

上在学し，かつ，所定の単位数以上を修得する者 

  （主指導教員の承認） 

第３ 学位論文審査を申請しようとする者は，各自の主指導教員の承認を得た上で                                     第４に

定める手続等を行うこと。 

 （学位申請論文の提出手続等） 

第４ 第３の承認を得た者は，次の各号に掲げる書類等は主指導教員を経て，研究科長に

提出する。なお，審査のため必要があるときは，書類等の追加を求めることができる。 

 (1) 論文審査出願書（別記様式第１号）                     １部 

 (2) 学位申請論文（Ａ４版とし，和文又は英文とする。）   １部 

 (3) 論文目録（別記様式第２号）              １部 

 (4) 論文の要旨（和文 2,000字程度）（別記様式第３号）   １部 

 (5) 履歴書（別記様式第４号）               １部 

２ 学位申請論文の提出期間は，次のとおりとする。 

 (1) ３月に学位を受けようとする者 

   １月19日から１月25日まで 

 (2) ９月に学位を受けようとする者 

   ７月15日から７月21日まで 

 （学位申請論文の受理） 

第５ 研究科長は，学位申請論文等を受理したときは，教授会に審査を付託しなければな

らない。 

  （審査委員候補者の推薦等） 

第６ 研究科長は，主指導教員に次の事項を付託する。 

 (1) 審査委員候補者の推薦 

 (2) 修士の学位に付記する専攻分野の名称の選定 

２ 主指導教員は，前項の付託を受けたときは, 学位申請論文ごとに，研究科を担当する

教授のうちから３人の者を審査委員候補者（主査１人，副査２人とし，必要がある場合
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Ⅱ

学位申請論文の表紙〔作成例〕 
 
●日本語の場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●英語の場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（博士前期課程専攻名） 
数理物質科学専攻     Master's Program in Fundamental Sciences 
材料生産システム専攻   Master’s Program in Advanced Materials Science and Technology 
電気情報工学専攻     Master's Program in Electrical and Information Engineering 
生命・食料科学専攻    Master's Program in Life and Food Sciences 
環境科学専攻       Master's Program in Environmental Science and Technology 

  
○ 
○ 
○ 
の 
研 
究 
 
❘ 
副 
題 
❘ 

 
氏

名 

 
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ の研究 
― 副 題 ― 

 
 
 
 

氏 名 ○ ○ ○ ○ 
 

 新潟大学大学院自然科学研究科博士前期課程 
 
  ○ ○ ○ ○ 専攻 

  

 

 

 

 

○

○

○

○ 

 
 

Ｓｔｕｄｙ ｏｎ ○ ○ ○ ○ ○ 
 
― Ｓｕｂｔｉｔｌｅ ― 

 
 
 

Ｎａｍｅ ○ ○ ○ ○ 
 

Master's Program in ○ ○ ○ ○ 

 

Graduate School of Science and Technology 
 

Niigata University 

   新潟大学大学院自然科学研究科における博士前期課程修了による学位授与に 

   関する取扱要項 

 

                           平成 16 年４月１日 

                           運 営 委 員 会 

 

 （趣旨） 

第１ この要項は，新潟大学大学院自然科学研究科（以下「研究科」という。）における

課程修了による修士の学位授与に関する取扱いに関し，必要な事項を定めるものとする。 

（学位申請論文の提出資格等） 

第２ 学位論文審査を申請することができる者は，必要な研究指導を受けた者で，学位を

受けようとする学期末において，次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 所定の修業年限以上在学し，かつ，所定の単位数以上を修得する者 

(2) 優れた業績を上げた者として教授会が認めた者（新潟大学大学院自然科学研究科規

程（平成１６年院自規程第１号）第８条の規定による履修者を除く。）で，１年以

上在学し，かつ，所定の単位数以上を修得する者 

  （主指導教員の承認） 

第３ 学位論文審査を申請しようとする者は，各自の主指導教員の承認を得た上で                                     第４に

定める手続等を行うこと。 

 （学位申請論文の提出手続等） 

第４ 第３の承認を得た者は，次の各号に掲げる書類等は主指導教員を経て，研究科長に

提出する。なお，審査のため必要があるときは，書類等の追加を求めることができる。 

 (1) 論文審査出願書（別記様式第１号）                     １部 

 (2) 学位申請論文（Ａ４版とし，和文又は英文とする。）   １部 

 (3) 論文目録（別記様式第２号）              １部 

 (4) 論文の要旨（和文 2,000字程度）（別記様式第３号）   １部 

 (5) 履歴書（別記様式第４号）               １部 

２ 学位申請論文の提出期間は，次のとおりとする。 

 (1) ３月に学位を受けようとする者 

   １月19日から１月25日まで 

 (2) ９月に学位を受けようとする者 

   ７月15日から７月21日まで 

 （学位申請論文の受理） 

第５ 研究科長は，学位申請論文等を受理したときは，教授会に審査を付託しなければな

らない。 

  （審査委員候補者の推薦等） 

第６ 研究科長は，主指導教員に次の事項を付託する。 

 (1) 審査委員候補者の推薦 

 (2) 修士の学位に付記する専攻分野の名称の選定 

２ 主指導教員は，前項の付託を受けたときは, 学位申請論文ごとに，研究科を担当する

教授のうちから３人の者を審査委員候補者（主査１人，副査２人とし，必要がある場合
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には，准教授を充てることができる。）として推薦し，及び修士の学位に付記する専攻

分野の名称を選定する。 

３ 審査のため必要があるときは，前項の審査委員候補者に研究科若しくは本学大学院の

他の研究科，研究所等の教員又は他の大学の大学院，研究所等の教員等を加えることが

できる。 

４ 主指導教員は，第１項の結果を別紙（別記様式第５号）により速やかに研究科長に報

告しなければならない。 

  （審査委員会の設置） 

第７ 教授会は，学位申請論文ごとに審査委員会を設置するものとし，第６の第４項によ

り主指導教員から推薦のあった審査委員候補者について審議し，審査委員（主査１人，

副査２人以上）を決定するものとする。 

  （論文の審査及び最終試験） 

第８ 審査委員会は，学位申請論文の内容の審査，学位に付記する専攻分野の名称の審議

及び最終試験を行うものとし，別に定める日までに終了しなければならない。 

２ 主査は，学位申請論文の内容を論文発表会において発表させるものとする。 

３ 審査委員会は，審査が終了したときは，学位論文の要旨及び審査結果の要旨（別記様

式第６号）並びに最終試験の結果の要旨（別記様式７号）を添えて,教授会に報告する。 

 （課程修了の審議） 

第９ 教授会は，審査委員会からの報告に基づき，課程の修了について審議するものとす

る。 

    附 則 

 この要項は，平成16年４月１日から実施する。 

    附 則 

 この要項は，平成19年４月１日から実施する。 

附 則 

１ この要項は，平成22年４月１日から実施する。 

２ 平成22年度以前に入学した学生の学位授与に関する取扱については，なお従前の例

による。 

附 則 

この要項は，平成27年４月１日から実施する。 

附 則 

この要項は，平成30年４月１日から実施する。 

 

博士前期課程修了による学位授与に関する取扱概略図 

 
 

 
研究科在学生 
 
 
 
 
 
 
学位論文提出   （本研究科取扱要項第４） 
          ○ 学位申請者は，主指導教員の承認を得て，所定の書類を主指導教員に提出する。 
          ○ 提出期間 
           ・３月に学位を受けようとする者 １月１９日から１月２５日 
           ・９月に学位を受けようとする者 ７月１５日から７月２１日 
 
研 究 科 長  （本研究科取扱要項第６） 
          ○ 研究科長は，主指導教員に次の事項を付託する。 
           ・審査委員候補者の推薦 
             研究科に所属する教授３人以上（必要ある場合には，准教授を充てることが

できる。）を推薦する。 
           ・修士学位に付記する専攻分野の名称 
 
教  授  会  （本研究科取扱要項第７） 
          ○審査委員会の設置 
 
 
 
審 査 委 員 会  （本研究科取扱要項第８） 
          ○学位申請論文の内容の審査，学位に付記する専攻分野の審議及び最終試験を行う。 
          ○主査は，学位申請論文の内容を論文発表会において発表させる。 
          ○学位申請論文の内容の審査及び最終試験を行い，所定の書類により教授会に報告

する。（様式６，７） 
 
教  授  会  （本研究科取扱要項第９） 
          ○審査委員会の報告を受け，課程修了について審議する。 
 
 
学長への報告   （本学学位規則第１６条） 
          ○研究科長は，教授会の審議の結果を学長に報告する。 
 
 
学位授与の決定  （本学学位規則第１６条） 
          ○学長は，研究科長の報告に基づき，所定の学位記を交付する。 
 
 
（注）細部の日程については，教授会で決定する。 

○ 学位授与は，年２回（３月及び９月）とする。 
○ 学位申請論文を提出することができる者は，次のいずれかに該当する者（博

士前期課程の修了要件を満たし得る者）とする。 
 ・ ２年次末までに所定の単位数以上修得し，研究指導を受けた者 
 ・ 本学大学院学則３２条第１項ただし書による優れた業績を上げた者で，所

定の単位数以上を修得し，研究指導を受けた者 
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Ⅱ

には，准教授を充てることができる。）として推薦し，及び修士の学位に付記する専攻

分野の名称を選定する。 

３ 審査のため必要があるときは，前項の審査委員候補者に研究科若しくは本学大学院の

他の研究科，研究所等の教員又は他の大学の大学院，研究所等の教員等を加えることが

できる。 

４ 主指導教員は，第１項の結果を別紙（別記様式第５号）により速やかに研究科長に報

告しなければならない。 

  （審査委員会の設置） 

第７ 教授会は，学位申請論文ごとに審査委員会を設置するものとし，第６の第４項によ

り主指導教員から推薦のあった審査委員候補者について審議し，審査委員（主査１人，

副査２人以上）を決定するものとする。 

  （論文の審査及び最終試験） 

第８ 審査委員会は，学位申請論文の内容の審査，学位に付記する専攻分野の名称の審議

及び最終試験を行うものとし，別に定める日までに終了しなければならない。 

２ 主査は，学位申請論文の内容を論文発表会において発表させるものとする。 

３ 審査委員会は，審査が終了したときは，学位論文の要旨及び審査結果の要旨（別記様

式第６号）並びに最終試験の結果の要旨（別記様式７号）を添えて,教授会に報告する。 

 （課程修了の審議） 

第９ 教授会は，審査委員会からの報告に基づき，課程の修了について審議するものとす

る。 

    附 則 

 この要項は，平成16年４月１日から実施する。 

    附 則 

 この要項は，平成19年４月１日から実施する。 

附 則 

１ この要項は，平成22年４月１日から実施する。 

２ 平成22年度以前に入学した学生の学位授与に関する取扱については，なお従前の例

による。 

附 則 

この要項は，平成27年４月１日から実施する。 

附 則 

この要項は，平成30年４月１日から実施する。 

 

博士前期課程修了による学位授与に関する取扱概略図 

 
 

 
研究科在学生 
 
 
 
 
 
 
学位論文提出   （本研究科取扱要項第４） 
          ○ 学位申請者は，主指導教員の承認を得て，所定の書類を主指導教員に提出する。 
          ○ 提出期間 
           ・３月に学位を受けようとする者 １月１９日から１月２５日 
           ・９月に学位を受けようとする者 ７月１５日から７月２１日 
 
研 究 科 長  （本研究科取扱要項第６） 
          ○ 研究科長は，主指導教員に次の事項を付託する。 
           ・審査委員候補者の推薦 
             研究科に所属する教授３人以上（必要ある場合には，准教授を充てることが

できる。）を推薦する。 
           ・修士学位に付記する専攻分野の名称 
 
教  授  会  （本研究科取扱要項第７） 
          ○審査委員会の設置 
 
 
 
審 査 委 員 会  （本研究科取扱要項第８） 
          ○学位申請論文の内容の審査，学位に付記する専攻分野の審議及び最終試験を行う。 
          ○主査は，学位申請論文の内容を論文発表会において発表させる。 
          ○学位申請論文の内容の審査及び最終試験を行い，所定の書類により教授会に報告

する。（様式６，７） 
 
教  授  会  （本研究科取扱要項第９） 
          ○審査委員会の報告を受け，課程修了について審議する。 
 
 
学長への報告   （本学学位規則第１６条） 
          ○研究科長は，教授会の審議の結果を学長に報告する。 
 
 
学位授与の決定  （本学学位規則第１６条） 
          ○学長は，研究科長の報告に基づき，所定の学位記を交付する。 
 
 
（注）細部の日程については，教授会で決定する。 

○ 学位授与は，年２回（３月及び９月）とする。 
○ 学位申請論文を提出することができる者は，次のいずれかに該当する者（博

士前期課程の修了要件を満たし得る者）とする。 
 ・ ２年次末までに所定の単位数以上修得し，研究指導を受けた者 
 ・ 本学大学院学則３２条第１項ただし書による優れた業績を上げた者で，所

定の単位数以上を修得し，研究指導を受けた者 
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   新潟大学大学院自然科学研究科における博士前期課程修了による学位授与に 

   関する取扱要項申合せ事項 

 

     平成16年４月１日 

     運 営 委 員 会 

（平成27.３.25一部改正） 

 

第１ 新潟大学大学院自然科学研究科における博士前期課程修了による学位授与に 

 関する取扱要項（以下「取扱要項」という。）第３に規定する学位論文審査を受 

 けようとする者についての研究指導教員の承認に関して，次のとおり取り扱うこ 

 とを原則とする。 

 (1) 研究指導委員会は，学位申請論文を作成するための学力と研究能力を判定す 

  るため，研究成果の発表会（以下「中間研究成果発表会」という。）等を経て， 

  その結果に基づき，申請承認の可否について判断するものとする。 

 (2) 中間研究成果発表会の実施方法等については，当該学生が所属する専攻にお 

  いて定める。 

第２ 取扱要項第９及び新潟大学学位規則第16条の規定により，修士の学位を授与 

すべき者と認定されなかった場合は，申請者は，学長に対しその理由の説明を求 

めることができるものとする。 

２ 修士の学位を授与すべき者と認定されなかった場合，同一研究題目による学位 

論文の再申請を妨げるものではない。 

   新潟大学大学院自然科学研究科博士前期課程における修業年限の特例に関す 

   る取扱要領 

 

                            平成16年４月１日 

                           運 営 委 員 会 

                           （平成18.6.14一部改正） 

 

 新潟大学大学院学則第32条第１項に規定する本研究科博士前期課程の修了要件の 

うち，修業年限の特例に関し，「優れた業績を上げた者」の適用に当たっては，次 

により取り扱うものとする。 

                  記 

１ 適用条件（次の(1)～(4)の条件をすべて満たした者。ただし,新潟大学大学院自 

 然科学研究科規程第８条による履修者を除く。） 

 (1) 当該専攻で認めるレフェリーシステムの確立した学術雑誌に掲載（掲載決定 

のあったものを含む。）された論文が１編以上あり，かつ，その内容が学問的 

に価値が高いものであること。 

 (2) 本研究科博士前期課程に１年以上在学する見込みの者で，所定の単位を修得 

  している者（又は修得する見込みの者）であること。 

 (3) 所定の期日までに学位論文の提出が可能な者であること。 

 (4) 各専攻で別に定める条件を満たした者であること。 

２ 提出書類 

  本特例の適用を受けようとする者は，研究指導委員会委員長を通じて，次の書 

 類により研究科長に申請するものとする。 

 (1) 推薦書（別紙様式） 

 (2) 論文草稿要旨 

 (3) 参考論文（印刷公表されたもの又は公表予定のもの） 

 (4) 論文目録 

 (5) 履歴書   

 (6) 掲載決定証明書（論文が公表予定の場合） 

３ 特例適用の判定方法 

  当該学生の研究指導委員会委員長から，「優れた業績を上げた者」として修業 

 年限の特例の適用について推薦があったときは，学位論文の審査申請前に教授会 

 に諮り，その適用の可否について判定するものとする。 

  なお，この判定に際しては，あらかじめ別に定める修業年限特例小委員会にお 

 いて，当該学生の研究業績等が記の１の適用条件を満たしているか否かについて 
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   新潟大学大学院自然科学研究科における博士前期課程修了による学位授与に 

   関する取扱要項申合せ事項 

 

     平成16年４月１日 

     運 営 委 員 会 

（平成27.３.25一部改正） 

 

第１ 新潟大学大学院自然科学研究科における博士前期課程修了による学位授与に 

 関する取扱要項（以下「取扱要項」という。）第３に規定する学位論文審査を受 

 けようとする者についての研究指導教員の承認に関して，次のとおり取り扱うこ 

 とを原則とする。 

 (1) 研究指導委員会は，学位申請論文を作成するための学力と研究能力を判定す 

  るため，研究成果の発表会（以下「中間研究成果発表会」という。）等を経て， 

  その結果に基づき，申請承認の可否について判断するものとする。 

 (2) 中間研究成果発表会の実施方法等については，当該学生が所属する専攻にお 

  いて定める。 

第２ 取扱要項第９及び新潟大学学位規則第16条の規定により，修士の学位を授与 

すべき者と認定されなかった場合は，申請者は，学長に対しその理由の説明を求 

めることができるものとする。 

２ 修士の学位を授与すべき者と認定されなかった場合，同一研究題目による学位 

論文の再申請を妨げるものではない。 

   新潟大学大学院自然科学研究科博士前期課程における修業年限の特例に関す 

   る取扱要領 

 

                            平成16年４月１日 

                           運 営 委 員 会 

                           （平成18.6.14一部改正） 

 

 新潟大学大学院学則第32条第１項に規定する本研究科博士前期課程の修了要件の 

うち，修業年限の特例に関し，「優れた業績を上げた者」の適用に当たっては，次 

により取り扱うものとする。 

                  記 

１ 適用条件（次の(1)～(4)の条件をすべて満たした者。ただし,新潟大学大学院自 

 然科学研究科規程第８条による履修者を除く。） 

 (1) 当該専攻で認めるレフェリーシステムの確立した学術雑誌に掲載（掲載決定 

のあったものを含む。）された論文が１編以上あり，かつ，その内容が学問的 

に価値が高いものであること。 

 (2) 本研究科博士前期課程に１年以上在学する見込みの者で，所定の単位を修得 

  している者（又は修得する見込みの者）であること。 

 (3) 所定の期日までに学位論文の提出が可能な者であること。 

 (4) 各専攻で別に定める条件を満たした者であること。 

２ 提出書類 

  本特例の適用を受けようとする者は，研究指導委員会委員長を通じて，次の書 

 類により研究科長に申請するものとする。 

 (1) 推薦書（別紙様式） 

 (2) 論文草稿要旨 

 (3) 参考論文（印刷公表されたもの又は公表予定のもの） 

 (4) 論文目録 

 (5) 履歴書   

 (6) 掲載決定証明書（論文が公表予定の場合） 

３ 特例適用の判定方法 

  当該学生の研究指導委員会委員長から，「優れた業績を上げた者」として修業 

 年限の特例の適用について推薦があったときは，学位論文の審査申請前に教授会 

 に諮り，その適用の可否について判定するものとする。 

  なお，この判定に際しては，あらかじめ別に定める修業年限特例小委員会にお 

 いて，当該学生の研究業績等が記の１の適用条件を満たしているか否かについて 
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 審査するものとする。 

４ コースでの審査 

  研究成果発表会の結果，当該学生の研究指導委員会委員長が「優れた業績を上 

 げた者」に該当する者として修業年限の特例の適用を研究科長に推薦しようとす 

 るときは，あらかじめコースにおいて，記の１の適用条件を満たしているか否か 

について審査するものとする。 

５ 修業年限特例小委員会 

 (1) 本研究科博士前期課程の修了要件に関して，「優れた業績を上げた者」とし 

  て修業年限の特例の適用可否について審査するため，教授会の下に修業年限特 

  例小委員会（以下「特例小委員会」という。）を設置するものとする。 

 (2) 特例小委員会は，特例申請者の当該専攻の教授会構成員で組織する。 

ただし、他専攻から各１人の教授会構成員を含めることができる。 

 (3) 特例小委員会の設置及び委員の選出については，教授会から運営委員会への 

付託事項とする。 

 (4) 特例小委員会の組織，運営等に関する事項は，別に定める。 

   付 記 

 １ 記の１(4)の各専攻が別に定める条件は，各専攻で策定するものとする。   

 ２ 本研究科においては，当分の間，この取扱要領により修業年限の特例の実績 

  を積み重ねることとするが，実情に合うよう早期に見直しを行うものとする。 

 

博士前期課程修業年限特例適用者（新潟大学大学院学則第３２条第１項
ただし書に規定する「優れた業績を上げた者」）の審査手続

研究指導委員会
・　研究指導委員会による学位申請論文作成のための学力，研究能力及び
優れた業績を上げたか否かの判定

（研究成果発表会）

コース会議

（承認）

研究指導委員会委員長

（推薦）

研究科長 ・　研究科長は，専攻長へ「優れた業績をあげた者」の審査を付託する。

（付託）

専　攻　長
・　専攻長は，研究科長より審査の付託があった場合は，専攻内に修業年限
特例小委員会（以下「特例小委員会」という。）を設置し，その審査を行う。
・　専攻長は，特例小委員会委員を選出する。

運営委員会 ・　特例小委員会の設置及び委員の承認

特例小委員会
・　当該専攻の当該コースから原則として３人，他のコースから各１人とする。
ただし，他専攻の教員も含めることができる。
・　特例小委員会委員長は，その審査結果を専攻長に報告する。

(報告）

専　攻　長 ・　専攻長は，特例その審査結果を研究科長に報告する。

（報告）

研究科長
・　研究科長は，特例小委員会の審査結果を教授会（運営委員会）に付議す
る。

教授会（運営委員会） ・　修業年限特例適用の可否を判定する。

学位論文審査
・　修業年限特例適用可と判定された者については，以後「課程修了による
学位授与」に関する取扱いの手続によるものとする。

・　研究指導委員会委員長は，研究科長に推薦する前に，コースの承認を得
ておくことが必要
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Ⅱ

 審査するものとする。 

４ コースでの審査 

  研究成果発表会の結果，当該学生の研究指導委員会委員長が「優れた業績を上 

 げた者」に該当する者として修業年限の特例の適用を研究科長に推薦しようとす 

 るときは，あらかじめコースにおいて，記の１の適用条件を満たしているか否か 

について審査するものとする。 

５ 修業年限特例小委員会 

 (1) 本研究科博士前期課程の修了要件に関して，「優れた業績を上げた者」とし 

  て修業年限の特例の適用可否について審査するため，教授会の下に修業年限特 

  例小委員会（以下「特例小委員会」という。）を設置するものとする。 

 (2) 特例小委員会は，特例申請者の当該専攻の教授会構成員で組織する。 

ただし、他専攻から各１人の教授会構成員を含めることができる。 

 (3) 特例小委員会の設置及び委員の選出については，教授会から運営委員会への 

付託事項とする。 

 (4) 特例小委員会の組織，運営等に関する事項は，別に定める。 

   付 記 

 １ 記の１(4)の各専攻が別に定める条件は，各専攻で策定するものとする。   

 ２ 本研究科においては，当分の間，この取扱要領により修業年限の特例の実績 

  を積み重ねることとするが，実情に合うよう早期に見直しを行うものとする。 

 

博士前期課程修業年限特例適用者（新潟大学大学院学則第３２条第１項
ただし書に規定する「優れた業績を上げた者」）の審査手続

研究指導委員会
・　研究指導委員会による学位申請論文作成のための学力，研究能力及び
優れた業績を上げたか否かの判定

（研究成果発表会）

コース会議

（承認）

研究指導委員会委員長

（推薦）

研究科長 ・　研究科長は，専攻長へ「優れた業績をあげた者」の審査を付託する。

（付託）

専　攻　長
・　専攻長は，研究科長より審査の付託があった場合は，専攻内に修業年限
特例小委員会（以下「特例小委員会」という。）を設置し，その審査を行う。
・　専攻長は，特例小委員会委員を選出する。

運営委員会 ・　特例小委員会の設置及び委員の承認

特例小委員会
・　当該専攻の当該コースから原則として３人，他のコースから各１人とする。
ただし，他専攻の教員も含めることができる。
・　特例小委員会委員長は，その審査結果を専攻長に報告する。

(報告）

専　攻　長 ・　専攻長は，特例その審査結果を研究科長に報告する。

（報告）

研究科長
・　研究科長は，特例小委員会の審査結果を教授会（運営委員会）に付議す
る。

教授会（運営委員会） ・　修業年限特例適用の可否を判定する。

学位論文審査
・　修業年限特例適用可と判定された者については，以後「課程修了による
学位授与」に関する取扱いの手続によるものとする。

・　研究指導委員会委員長は，研究科長に推薦する前に，コースの承認を得
ておくことが必要
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Ⅲ　博 士 後 期 課 程
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⑴ 専攻・コースの概要 

【１．数理物質科学専攻】 

前期課程の教育研究をふまえて，さらにさまざまな自然構造の法則の探求や，謎の解明に

ついての教育研究を行います。物質反応の機構解明と新素材の探求，さらに数理科学的な各

種現象の数学上の諸課題について，自ら能動的に対処できる幅広い見識と独創性に富んだ研

究能力を持った人材育成を目指します。 
 

コ ー ス 名 コ ー ス の 概 要 

物 理 学 

量子科学の分野では，本学に設置されている大型装置（ヘリウム液化

機，強磁場発生装置，X 線構造解析装置，NMR 装置，並計算用 PC クラ

スターなど）を中心に，従来の枠組み（物性物理学）を越えて量子科学

の分野で最先端の研究を行います。粒子・宇宙物理学の分野では，宇宙

に於ける自然現象の法則，物質の基本構成要素としての素粒子，原子核

のさまざまな階層の物質の性質とそれを発現するミクロなメカニズム

を，基本粒子間の力とその基本量子法則に基づいて探求します。重粒子

物質科学の分野では，理化学研究所の重イオン加速器を用いて色々な重

粒子を利用した最先端の物質科学に関する教育研究を行います。 

化 学 

原子核から無機物質，有機物質，生体高分子におよぶ様々な物質の化

学的性質，構造や反応について，実験および理論に基づき原子・分子レ

ベルから解明します。重元素の核的・化学的性質の解明，イオン・分子

間の反応機構の解明，物質の固体や液体状態の構造とダイナミクスの解

明，電子およびスピン制御による反応機構の解明と新機能材料の開発，

微量金属イオンの溶液内反応と構造に基づく分離・濃縮定量法の開発，

有機化合物の構造と反応機構に基づく新合成法開発と機能物質創製，ゲ

ノム情報を利用した生体高分子の機能解析と生体組織の高次機能解明に

ついて高度な教育研究を行います。 

数 理 科 学 

本コースでは，秩序立てた論理的な考え方と問題解決能力を有した人

材の育成を目指し，数学，情報学の理論と応用について教育研究を行い

ます。特に，バナッハ空間及び関数空間の構造とその上の作用素，バナ

ッハ環上の保存問題，非線形解析学，凸解析学，偏微分方程式論，可換

環論，代数幾何学，数論，微分幾何学，グラフ理論，時系列解析や数理

ファイナンスなどの数理統計学の理論，数理計画やオペレーションズ・

リサーチなどの最適化理論，微分方程式の数値計算と誤差解析などにつ

いて教育研究を行います。 
 

 
【２．材料生産システム専攻】 

本専攻は，材料系，化学系，機械系の教員で構成され，原子・分子の構造制御による革新

的材料の創製，界面制御による異種材料の複合化，高機能性材料の化学的開発と環境調和型

生産プロセスになどに関する教育研究を行います。また，前期課程の教育研究の一貫性を踏

まえ，知的材料の開発研究から実製品への応用開発や循環型社会形成に必要な廃棄・再資源

化を考慮した材料開発に対応できる材料に関する高度な総合科学的知識を身につけた問題

解決能力を有する人材の育成を行います。 
 

コ ー ス 名 コ ー ス の 概 要 

機能材料科学 

次世代機能性材料の先進的創製に向けた物性探索・解明，材料設計・

開発および評価に関する基礎研究を行います。超伝導材料，磁性材料，

光電エネルギー変換半導体材料，金属－水素系材料，低エネルギー回収

材料，エネルギー変換材料，有機・無機材料，ハイブリッド材料，分離

材料，生体模倣材料，生体触媒材料，再生医療材料などに関する多様な

機能性ナノ材料を主な研究対象として，原子･分子レベルでの物性探索・

解明，材料設計・開発および評価に関する先端技術を習得するとともに、

関連分野で先導的に社会貢献できる研究者・技術者を育成するための総

合的教育研究を行います。 

素材生産科学 

２１世紀に入り材料として高付加価値化，超機能付与化，ナノレベル

化による新規機能などの要素が強く求められています。本コースではこ

のような戦略的先端材料に必要な素材の創製に関する総合的な教育研究

を以下の観点より行います。分子・原子のミクロな立場から最先端機能

性物質の創製と最先端のナノテクノロジー的観点に基づく素材機能の創

製と最適化に関する教育研究，天然素材からの新規機能性物質の探索と

その評価方法論に関する教育研究，ならびに人間生活に密接に関係する

素材および材料の環境調和型効率的生産システムと環境保全技術の構築

に関わる総合的な教育研究を行います。以上の教育研究活動を通じてこ

の分野での有能な研究者を育成することを目的としています。 

機 械 科 学 

ナノからマクロのスケールにわたり，機械，装置，材料，構造物等の

統合科学を重視します。例えば，機械装置の超機能化と極小化を通して，

生産システムの革新的な極小化を追求します。また，環境に配慮した低

負荷型の製造技術を開発したり，新しく開発された機器や装置の安定性

と安全性評価を行います。さらには，学際領域としてナノテクを医療分

野に応用したり，生体機械工学に基づくナノメディスンを推進していま

す。このような統合科学の視点に立脚し，社会が強く求める次世代中核

技術を担う人材の育成を目指した教育研究を行います。 
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⑴ 専攻・コースの概要 

【１．数理物質科学専攻】 

前期課程の教育研究をふまえて，さらにさまざまな自然構造の法則の探求や，謎の解明に

ついての教育研究を行います。物質反応の機構解明と新素材の探求，さらに数理科学的な各

種現象の数学上の諸課題について，自ら能動的に対処できる幅広い見識と独創性に富んだ研

究能力を持った人材育成を目指します。 
 

コ ー ス 名 コ ー ス の 概 要 

物 理 学 

量子科学の分野では，本学に設置されている大型装置（ヘリウム液化

機，強磁場発生装置，X 線構造解析装置，NMR 装置，並計算用 PC クラ

スターなど）を中心に，従来の枠組み（物性物理学）を越えて量子科学

の分野で最先端の研究を行います。粒子・宇宙物理学の分野では，宇宙

に於ける自然現象の法則，物質の基本構成要素としての素粒子，原子核

のさまざまな階層の物質の性質とそれを発現するミクロなメカニズム

を，基本粒子間の力とその基本量子法則に基づいて探求します。重粒子

物質科学の分野では，理化学研究所の重イオン加速器を用いて色々な重

粒子を利用した最先端の物質科学に関する教育研究を行います。 

化 学 

原子核から無機物質，有機物質，生体高分子におよぶ様々な物質の化

学的性質，構造や反応について，実験および理論に基づき原子・分子レ

ベルから解明します。重元素の核的・化学的性質の解明，イオン・分子

間の反応機構の解明，物質の固体や液体状態の構造とダイナミクスの解

明，電子およびスピン制御による反応機構の解明と新機能材料の開発，

微量金属イオンの溶液内反応と構造に基づく分離・濃縮定量法の開発，

有機化合物の構造と反応機構に基づく新合成法開発と機能物質創製，ゲ

ノム情報を利用した生体高分子の機能解析と生体組織の高次機能解明に

ついて高度な教育研究を行います。 

数 理 科 学 

本コースでは，秩序立てた論理的な考え方と問題解決能力を有した人

材の育成を目指し，数学，情報学の理論と応用について教育研究を行い

ます。特に，バナッハ空間及び関数空間の構造とその上の作用素，バナ

ッハ環上の保存問題，非線形解析学，凸解析学，偏微分方程式論，可換

環論，代数幾何学，数論，微分幾何学，グラフ理論，時系列解析や数理

ファイナンスなどの数理統計学の理論，数理計画やオペレーションズ・

リサーチなどの最適化理論，微分方程式の数値計算と誤差解析などにつ

いて教育研究を行います。 
 

 
【２．材料生産システム専攻】 

本専攻は，材料系，化学系，機械系の教員で構成され，原子・分子の構造制御による革新

的材料の創製，界面制御による異種材料の複合化，高機能性材料の化学的開発と環境調和型

生産プロセスになどに関する教育研究を行います。また，前期課程の教育研究の一貫性を踏

まえ，知的材料の開発研究から実製品への応用開発や循環型社会形成に必要な廃棄・再資源

化を考慮した材料開発に対応できる材料に関する高度な総合科学的知識を身につけた問題

解決能力を有する人材の育成を行います。 
 

コ ー ス 名 コ ー ス の 概 要 

機能材料科学 

次世代機能性材料の先進的創製に向けた物性探索・解明，材料設計・

開発および評価に関する基礎研究を行います。超伝導材料，磁性材料，

光電エネルギー変換半導体材料，金属－水素系材料，低エネルギー回収

材料，エネルギー変換材料，有機・無機材料，ハイブリッド材料，分離

材料，生体模倣材料，生体触媒材料，再生医療材料などに関する多様な

機能性ナノ材料を主な研究対象として，原子･分子レベルでの物性探索・

解明，材料設計・開発および評価に関する先端技術を習得するとともに、

関連分野で先導的に社会貢献できる研究者・技術者を育成するための総

合的教育研究を行います。 

素材生産科学 

２１世紀に入り材料として高付加価値化，超機能付与化，ナノレベル

化による新規機能などの要素が強く求められています。本コースではこ

のような戦略的先端材料に必要な素材の創製に関する総合的な教育研究

を以下の観点より行います。分子・原子のミクロな立場から最先端機能

性物質の創製と最先端のナノテクノロジー的観点に基づく素材機能の創

製と最適化に関する教育研究，天然素材からの新規機能性物質の探索と

その評価方法論に関する教育研究，ならびに人間生活に密接に関係する

素材および材料の環境調和型効率的生産システムと環境保全技術の構築

に関わる総合的な教育研究を行います。以上の教育研究活動を通じてこ

の分野での有能な研究者を育成することを目的としています。 

機 械 科 学 

ナノからマクロのスケールにわたり，機械，装置，材料，構造物等の

統合科学を重視します。例えば，機械装置の超機能化と極小化を通して，

生産システムの革新的な極小化を追求します。また，環境に配慮した低

負荷型の製造技術を開発したり，新しく開発された機器や装置の安定性

と安全性評価を行います。さらには，学際領域としてナノテクを医療分

野に応用したり，生体機械工学に基づくナノメディスンを推進していま

す。このような統合科学の視点に立脚し，社会が強く求める次世代中核

技術を担う人材の育成を目指した教育研究を行います。 
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【３．電気情報工学専攻】 

２１世紀の科学技術の中心を担う電気情報工学における，複雑多様な事象について理論的

に解明ができ，複合系の現象の解析能力を備え，電気情報工学をベースとする技術，機能，

部品，システムなどを人間社会に役立つように設計，運用，展開ができ，電気情報工学に関

する高度な専門性と幅広い視点をもつ研究者・専門的職業人を育成します。 
 

コ ー ス 名 コ ー ス の 概 要 

情 報 工 学 

本コースでは，高度情報化社会の発展を支える先端的な知能情報，情

報通信，および情報数理分野の教育と研究を行います。知能情報分野に

おいては，メディア情報の分析と生成，人間とコンピュータ間の円滑な

情報交換技術，人工知能，空間情報システム，数理的アプローチによる

分析と構成手法の確立などの教育研究に力を入れています。情報通信分

野においては，移動通信，アドホックネットワーク，波動情報工学に関

する先端技術の教育研究を行います。情報数理分野においては，解析学，

代数などの教育研究を行います。これらを通して，世界に通用する技術

者・研究者の育成を目指します。 

電気電子工学 

電力・エネルギーシステムやエレクトロニクス，情報通信システムな

ど，社会の発展を支える電気電子工学の分野，およびそれらの学際的分

野や新分野に関する教育研究を行います。特に，電力・エネルギー機器，

プラズマ理工学，超伝導電力システム，超伝導応用工学，薄膜工学，有

機エレクトロニクス，バイオエレクトロニクス，分子・光電子デバイス，

ナノフォトニクス，量子エレクトロニクス，光応用計測，光画像処理，

通信システム，信号処理工学，画像工学，映像情報処理などに関する最

先端の研究を行うとともに，グローバルに活躍できる電気電子技術者や

研究者を育成する教育を行います。 

人間支援科学 

生体計測・制御，生体生理工学，生体信号処理・解釈，生体情報の可

視化，ヒューマンインターフェイス，医用機器，バイオメカニクスに関

する生体医工学，また，メカトロニクスなどのデバイス技術や計測制御

技術を用いて人の機能を支援・拡張するシステム，高度情報システムを

用いた障害者の自立生活支援システムに関する支援機器工学，さらに，

高齢者・障害者などの自立支援や人々の健康の維持増進を目的として，

生活・社会環境の分析と最適制御，スポーツ科学，ウェルネス論，人間

工学，ユニバーサルデザイン，リハビリテーション工学に関する生活支

援科学の各分野に関する教育・研究を行います。 
 

 
【４．生命・食料科学専攻】 

生命の基本原理の解明のみならず，分子から個体までの生命現象の解明とその幅広い応用

面への活用や地球環境の変動や食料など，深刻化する社会問題を解決するため，生命現象の

根源的理解，新技術の開発，地域の産業や環境の改善に先駆的かつ多面的に対応する人材の

養成を行います。生命の不思議，環境と調和した持続的な生物生産に強い関心を有する学生

を幅広く受け入れます。 
 

コ ー ス 名 コ ー ス の 概 要 

基礎生命科学 

さまざまな生き物の示す多彩な生命活動を，分子から個体のレベルに

わたって各種の視点から教育・研究を行います。分野としては，生化学，

分子遺伝学，分子生物学，細胞学，発生学，生理学，免疫生物学などが

これに該当します。これらの各分野を有機的に結合し，さらに先端的な

技術なども取り入れて，基礎から先端的内容までを含む幅広い教育・研

究を行います。学生には，単に教育を受ける者としての受け身的な姿勢

ではなく，自らが問題点を見いだして学んでいくという積極的な姿勢が

望まれます。 

応 用 生 命 ･ 

食 品 科 学 

本コースでは，最新のバイオサイエンス・バイオテクノロジーを駆使

した生命現象の解析や農林畜産物の生産・加工・利用などの技術開発に

携わる優れた人材の育成を目指しています。ゲノムコントロールによる

植物および微生物機能の改良，高度化を目的として，植物および微生物

ゲノムの機能とその制御，植物における養分吸収と代謝調節，オルガネ

ラ形成制御，微生物が生産する生理活性物質，酵素機能の解明に関する

先端的研究を行います。また，安全で付加価値の高い食の開発・製造・

供給，持続可能な農林業生産，地球環境の維持・修復を目的として，食

品および有用成分の生理・栄養機能，食品素材とその高度利用技術の開

発，動物におけるオートファジー制御、微生物の有用機能，土壌－微生

物－植物間相互作用，木質バイオマス資源の開発・有効利用に関する先

端的な研究を行います。 

生物資源科学 

基礎農学，フィールドサイエンス，バイオテクノロジーなどの技術的

研究を通じて，農業を支える植物，動物資源の生産機構を分子，個体，

生態レベルで明らかにし，動植物の生産性向上に資するとともに，複合

的生態系の維持，農山村開発，持続的な農業の発達，農林産物流通など

関連産業の振興に関する諸問題の解決に必要な研究を行い，地域社会と

の連携や，アジア農林業問題など国際的な貢献を目指します。この教育

研究目標達成のため，食料・資源管理学分野，資源植物生産学分野，資

源動物科学分野の３分野が設けられています。 
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Ⅲ

 
【３．電気情報工学専攻】 

２１世紀の科学技術の中心を担う電気情報工学における，複雑多様な事象について理論的

に解明ができ，複合系の現象の解析能力を備え，電気情報工学をベースとする技術，機能，

部品，システムなどを人間社会に役立つように設計，運用，展開ができ，電気情報工学に関

する高度な専門性と幅広い視点をもつ研究者・専門的職業人を育成します。 
 

コ ー ス 名 コ ー ス の 概 要 

情 報 工 学 

本コースでは，高度情報化社会の発展を支える先端的な知能情報，情

報通信，および情報数理分野の教育と研究を行います。知能情報分野に

おいては，メディア情報の分析と生成，人間とコンピュータ間の円滑な

情報交換技術，人工知能，空間情報システム，数理的アプローチによる

分析と構成手法の確立などの教育研究に力を入れています。情報通信分

野においては，移動通信，アドホックネットワーク，波動情報工学に関

する先端技術の教育研究を行います。情報数理分野においては，解析学，

代数などの教育研究を行います。これらを通して，世界に通用する技術

者・研究者の育成を目指します。 

電気電子工学 

電力・エネルギーシステムやエレクトロニクス，情報通信システムな

ど，社会の発展を支える電気電子工学の分野，およびそれらの学際的分

野や新分野に関する教育研究を行います。特に，電力・エネルギー機器，

プラズマ理工学，超伝導電力システム，超伝導応用工学，薄膜工学，有

機エレクトロニクス，バイオエレクトロニクス，分子・光電子デバイス，

ナノフォトニクス，量子エレクトロニクス，光応用計測，光画像処理，

通信システム，信号処理工学，画像工学，映像情報処理などに関する最

先端の研究を行うとともに，グローバルに活躍できる電気電子技術者や

研究者を育成する教育を行います。 

人間支援科学 

生体計測・制御，生体生理工学，生体信号処理・解釈，生体情報の可

視化，ヒューマンインターフェイス，医用機器，バイオメカニクスに関

する生体医工学，また，メカトロニクスなどのデバイス技術や計測制御

技術を用いて人の機能を支援・拡張するシステム，高度情報システムを

用いた障害者の自立生活支援システムに関する支援機器工学，さらに，

高齢者・障害者などの自立支援や人々の健康の維持増進を目的として，

生活・社会環境の分析と最適制御，スポーツ科学，ウェルネス論，人間

工学，ユニバーサルデザイン，リハビリテーション工学に関する生活支

援科学の各分野に関する教育・研究を行います。 
 

 
【４．生命・食料科学専攻】 

生命の基本原理の解明のみならず，分子から個体までの生命現象の解明とその幅広い応用

面への活用や地球環境の変動や食料など，深刻化する社会問題を解決するため，生命現象の

根源的理解，新技術の開発，地域の産業や環境の改善に先駆的かつ多面的に対応する人材の

養成を行います。生命の不思議，環境と調和した持続的な生物生産に強い関心を有する学生

を幅広く受け入れます。 
 

コ ー ス 名 コ ー ス の 概 要 

基礎生命科学 

さまざまな生き物の示す多彩な生命活動を，分子から個体のレベルに

わたって各種の視点から教育・研究を行います。分野としては，生化学，

分子遺伝学，分子生物学，細胞学，発生学，生理学，免疫生物学などが

これに該当します。これらの各分野を有機的に結合し，さらに先端的な

技術なども取り入れて，基礎から先端的内容までを含む幅広い教育・研

究を行います。学生には，単に教育を受ける者としての受け身的な姿勢

ではなく，自らが問題点を見いだして学んでいくという積極的な姿勢が

望まれます。 

応 用 生 命 ･ 

食 品 科 学 

本コースでは，最新のバイオサイエンス・バイオテクノロジーを駆使

した生命現象の解析や農林畜産物の生産・加工・利用などの技術開発に

携わる優れた人材の育成を目指しています。ゲノムコントロールによる

植物および微生物機能の改良，高度化を目的として，植物および微生物

ゲノムの機能とその制御，植物における養分吸収と代謝調節，オルガネ

ラ形成制御，微生物が生産する生理活性物質，酵素機能の解明に関する

先端的研究を行います。また，安全で付加価値の高い食の開発・製造・

供給，持続可能な農林業生産，地球環境の維持・修復を目的として，食

品および有用成分の生理・栄養機能，食品素材とその高度利用技術の開

発，動物におけるオートファジー制御、微生物の有用機能，土壌－微生

物－植物間相互作用，木質バイオマス資源の開発・有効利用に関する先

端的な研究を行います。 

生物資源科学 

基礎農学，フィールドサイエンス，バイオテクノロジーなどの技術的

研究を通じて，農業を支える植物，動物資源の生産機構を分子，個体，

生態レベルで明らかにし，動植物の生産性向上に資するとともに，複合

的生態系の維持，農山村開発，持続的な農業の発達，農林産物流通など

関連産業の振興に関する諸問題の解決に必要な研究を行い，地域社会と

の連携や，アジア農林業問題など国際的な貢献を目指します。この教育

研究目標達成のため，食料・資源管理学分野，資源植物生産学分野，資

源動物科学分野の３分野が設けられています。 
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【５．環境科学専攻】 

地球規模から東北アジアの一角で日本海に面して多雪温暖の地，新潟大学のある新潟まで

を幅広く対象として，その構造を探求し，グローバルな視野で地圏・水圏・生物圏と人間社

会との相互関係を理解し，自然環境から都市・農山村環境を創り出せる独創性に富んだ人材

の養成と，先端的・学際的（interdisciplinary）で超域的（multidisciplinary）な研究を

行います。 
 

コ ー ス 名 コ ー ス の 概 要 

自然システム 

科 学 

地球の気圏・水圏・地圏における物質・エネルギーの循環メカニズム

や生物圏における生物多様性の維持機構等を，物理学・地球科学・化学・

生物学などの基礎理学的視点から解明し，環境における諸問題を科学的

に解明するための教育・研究に取り組みます。具体的には，物質循環の

把握や大気海洋現象の解析，汚染物質の起源の解明、機能性素材や新エ

ネルギー源の開発などの地球上での物質・エネルギー循環のメカニズム

の理解と応用のための教育研究と，地質の形成過程や地質災害諸現象の

原因解明，および地球上の生物多様性の維持機構と環境適応機構などの

教育研究を行います。 

流 域 環 境 学 

流域を人の生活や資源循環の一単位と考え，人間の生存基盤を提供す

る森林と，人間が働きかけ食料を得る場としての農地・農業を支える，

森林科学・農業工学の研究を行って，人と自然の共生を可能にする知識

の蓄積と技術の開発を目指します。また，世界的にも希な多雪地域であ

り，独特の水循環形態と動植物の生息環境が形成されてきた新潟の地に

あって，地球温暖化の影響を強く受けると考えられる水・物質循環，農

林環境，農業生産活動および生態系の変動について，最先端の研究を行

います。森林生態系生物学，森林資源保全・利用学，地域管理工学，農

業システム工学，農業環境情報学，水循環変動学および生態系変動学の

研究分野で構成されます。 

社 会 基 盤 ･ 

建 築 学 

都市と人間および自然環境との持続可能な共生システムの統合的構築

を目指し，これを実現する工学的技法，建築学・都市工学・土木工学に

関する教育研究を行います。具体的には，各種災害から都市・建築およ

び人間の安全性を確保するための社会基盤施設・建築構造物の構築技術

を始め，快適で安全な居住環境と自然との共生を目指した住宅・建築・

都市などの空間の構成・設計計画手法や，河川等の水域環境の物理的挙

動・水質の解析・評価技術，および都市の景観形成とその歴史的変遷に

ついて評価・計画・活用するための技術などに関する教育研究を対象と

しています。 
 

 

 

 

 

  

地 球 科 学 

陸域や海洋底の堆積層，岩石，鉱物，化石などを対象に，それらのマ

クロ的・ミクロ的特質を最新の研究手法で探究します。岩圏や生物圏の

性質とそれらの相互作用を時間的かつ空間的な認識をもって包括的に解

釈し，諸現象をもたらす地球システムの全容解明に取り組みます。世界

の先進的な教育研究機関と連携して研究活動を展開することにより，国

際的に活躍する研究者，技術者および教育者を養成します｡ 

災 害 環 境 

科 学 

温暖多雪環境を含みかつ地殻変動や火山活動が活発な日本列島は，世

界においても自然災害多発地域で，近年の相次いだ地震災害，豪雨・豪

雪災害，火山災害などはその具体例です。とくに日本海沿岸の地域特性

を把握し，人の生活基盤である都市から中山間地にかけての雪氷・斜面・

洪水・火山・地盤災害などとそれらの複合・連動災害について，履歴解

明，発生機構・予測などの基礎研究をもとに，環境変動・社会変化にと

もなう災害発現の変容に対する対策を含む，総合的防・減災対策の教育・

研究を行います。 
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【５．環境科学専攻】 

地球規模から東北アジアの一角で日本海に面して多雪温暖の地，新潟大学のある新潟まで

を幅広く対象として，その構造を探求し，グローバルな視野で地圏・水圏・生物圏と人間社

会との相互関係を理解し，自然環境から都市・農山村環境を創り出せる独創性に富んだ人材

の養成と，先端的・学際的（interdisciplinary）で超域的（multidisciplinary）な研究を

行います。 
 

コ ー ス 名 コ ー ス の 概 要 

自然システム 

科 学 

地球の気圏・水圏・地圏における物質・エネルギーの循環メカニズム

や生物圏における生物多様性の維持機構等を，物理学・地球科学・化学・

生物学などの基礎理学的視点から解明し，環境における諸問題を科学的

に解明するための教育・研究に取り組みます。具体的には，物質循環の

把握や大気海洋現象の解析，汚染物質の起源の解明、機能性素材や新エ

ネルギー源の開発などの地球上での物質・エネルギー循環のメカニズム

の理解と応用のための教育研究と，地質の形成過程や地質災害諸現象の

原因解明，および地球上の生物多様性の維持機構と環境適応機構などの

教育研究を行います。 

流 域 環 境 学 

流域を人の生活や資源循環の一単位と考え，人間の生存基盤を提供す

る森林と，人間が働きかけ食料を得る場としての農地・農業を支える，

森林科学・農業工学の研究を行って，人と自然の共生を可能にする知識

の蓄積と技術の開発を目指します。また，世界的にも希な多雪地域であ

り，独特の水循環形態と動植物の生息環境が形成されてきた新潟の地に

あって，地球温暖化の影響を強く受けると考えられる水・物質循環，農

林環境，農業生産活動および生態系の変動について，最先端の研究を行

います。森林生態系生物学，森林資源保全・利用学，地域管理工学，農

業システム工学，農業環境情報学，水循環変動学および生態系変動学の

研究分野で構成されます。 

社 会 基 盤 ･ 

建 築 学 

都市と人間および自然環境との持続可能な共生システムの統合的構築

を目指し，これを実現する工学的技法，建築学・都市工学・土木工学に

関する教育研究を行います。具体的には，各種災害から都市・建築およ

び人間の安全性を確保するための社会基盤施設・建築構造物の構築技術

を始め，快適で安全な居住環境と自然との共生を目指した住宅・建築・

都市などの空間の構成・設計計画手法や，河川等の水域環境の物理的挙

動・水質の解析・評価技術，および都市の景観形成とその歴史的変遷に

ついて評価・計画・活用するための技術などに関する教育研究を対象と

しています。 
 

 

 

 

 

  

地 球 科 学 

陸域や海洋底の堆積層，岩石，鉱物，化石などを対象に，それらのマ

クロ的・ミクロ的特質を最新の研究手法で探究します。岩圏や生物圏の

性質とそれらの相互作用を時間的かつ空間的な認識をもって包括的に解

釈し，諸現象をもたらす地球システムの全容解明に取り組みます。世界

の先進的な教育研究機関と連携して研究活動を展開することにより，国

際的に活躍する研究者，技術者および教育者を養成します｡ 

災 害 環 境 

科 学 

温暖多雪環境を含みかつ地殻変動や火山活動が活発な日本列島は，世

界においても自然災害多発地域で，近年の相次いだ地震災害，豪雨・豪

雪災害，火山災害などはその具体例です。とくに日本海沿岸の地域特性

を把握し，人の生活基盤である都市から中山間地にかけての雪氷・斜面・

洪水・火山・地盤災害などとそれらの複合・連動災害について，履歴解

明，発生機構・予測などの基礎研究をもとに，環境変動・社会変化にと

もなう災害発現の変容に対する対策を含む，総合的防・減災対策の教育・

研究を行います。 
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達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 自然科学総論Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ(*いずれか1科目) 選択 1 99 56 (注）参照 他専攻開設
2 (他コース科目） 必修 2 - -
3 高エネルギー物理学Ⅰ 選択 2 43 59
4 高エネルギー物理学Ⅱ 選択 2 43 59
5 ゲージ場理論特論Ⅰ 選択 2 43 59
6 ゲージ場理論特論Ⅱ 選択 2 43 59
7 ゲージ場理論特論Ⅲ 選択 2 43 59
8 非摂動的場の理論Ⅰ 選択 2 43 59
9 非摂動的場の理論Ⅱ 選択 2 43 59

10 量子色力学特論Ⅰ 選択 2 43 59
11 サブアトミック物理学Ⅰ 選択 2 43 59
12 原子核構造特論Ⅰ 選択 2 43 59
13 原子核構造特論Ⅱ 選択 2 43 59
14 宇宙物理学講究Ⅰ 選択 2 43 59
15 宇宙物理学講究Ⅱ 選択 2 43 59
16 ミュオン物質物理学特論 選択 2 43 59
17 原子核量子多体論特論 選択 2 43 59
18 不安定核物理学特論 選択 2 43 59
19 超伝導物理学Ⅰ 選択 2 43 59
20 超伝導物理学Ⅱ 選択 2 43 59
21 強相関物理学Ⅰ 選択 2 43 59
22 強相関物理学Ⅱ 選択 2 43 59
23 不規則系物理学Ⅰ 選択 2 43 59
24 不規則系物理学Ⅱ 選択 2 43 59
25 凝縮系物理学Ｉ 選択 2 43 59
26 計算物性学 選択 2 43 59
27 コラボレーション演習 選択 1 43 59
28 数理物質科学特定研究Ⅰ（物理学） 必修 4 43,77 59
29 数理物質科学特定研究Ⅱ（物理学） 必修 4 43,77 59
30 数理物質科学特定研究Ⅲ（物理学） 選択 4 43,77 59
31 数理物質科学演習Ⅰ（物理学） 必修 2 43 59
32 数理物質科学演習Ⅱ（物理学） 必修 2 43 59
33 数理物質科学演習Ⅲ（物理学） 選択 2 43 59
34 研究発表演習・発表Ⅰ 選択 1 43 59
35 研究発表演習・発表Ⅱ 選択 1 43 59
36 研究発表演習・発表Ⅲ 選択 1 43 59
37 論文演習 選択 1 43 59

セメスター (B)

(2)教育プログラム

○数理物質科学専攻（博士後期課程）

物理学コース（Ｄ）
１．コースの教育目標（人材育成）
(A) 自然・倫理・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力
(B)   高度な理論・技術を理解し，応用する能力
(B-1) 素粒子物理学の標準モデルとそれを超える物理を実験や理論の面からより高度に理解する。
(B-2) クォーク，ハドロンから原子核にわたるサブアトミック量子系の構造と反応についてより高度に理解する。

(B-3) 宇宙や様々な天体，特に一般相対論的な天体，初期宇宙，および，銀河や恒星を中心として，その起源，構造お
よび進化の基本法則や基礎的物理過程を解明する為手法をより高度に身につける。

(B-4) 宇宙の物質の源の元素の発生の初期過程に関する問題と現存する安定核から遠く離れた不安定核の構造について
より高度に理解する。

(B-5) 固体電解質，不規則半導体，ナノ構造物質などの複雑系物性に関する実験および計算機シミュレーションについ
てより高度に身につける。

(B-6) 物質の構造や相転移をメゾスケールで解明するとともに，データ解析法や数値計算技術の開発についてより高度
に身につける。

(C)   問題発見能力と問題解決能力
(D)   コミュニケーション能力
(E)   国際会議等における発表能力

数理物質科学特定研究I （物理学）
数理物質科学演習I （物理学）
数理物質科学特定研究I （物理学）
研究発表演習・発表I

(F)   学術雑誌へ論文執筆能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

合計19単位以上

(注) 修士課程で「自然科学総論」を履修していない学生は，履修することが望ましい。

3. 必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

必修14単位を含
めて，所属コー
スで開設する科
目から14単位以
上，他コースま
たは他専攻で開
設する科目また
はキャリアパス
形成科目より2
単位以上

(B-4)

(B-5)

(B-6)

(A)(C)(D)
(E)(F)

(B-3)

1期

数理物質科学演習III （物理学）
数理物質科学特定研究III （物理学）
研究発表演習・発表III，論文演習

(A)

(B-1)

(B-2)

2期

3期

4期

5期

数理物質科学特定研究II （物理学）
数理物質科学演習II （物理学）
数理物質科学特定研究II （物理学）
研究発表演習・発表II
数理物質科学特定研究III （物理学）

(A) (C) (D) (E) (F)

6期

専門科目

専門科目

専門科目

専門科目

専門科目

専門科目

(B-1) 無機物質の反応と構造について原子・分子レベルから高度に理解し解明できる。

(B-2) 有機化合物の合成法と機能・構造・反応機構を高度に理解し解明できる。

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 自然科学総論Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ(*いずれか1科目) 選択 1 99 56 (注）参照 他専攻開設

2 (他コース科目) 必修 2 - -

3 溶液内構造特論 選択 2 46 59

4 溶液内反応特論 選択 2 46 59

5 放射線計測学 選択 2 46 59

6 量子反応動力学 選択 2 46 59

7 有機物質合成論 選択 2 46 59

8 構造活性相関論 選択 2 46 59

9 酸化還元反応論 選択 2 46 59

10 不斉有機合成論 選択 2 46 59

11 細胞機能化学 選択 2 46 59

12 生理機能化学 選択 2 46 59

13 凝縮相構造特論 選択 2 46 59

14 分子動力学特論 選択 2 46 59

15 (B-5) 化学反応動力学 選択 2 46 59

16 数理物質科学特定研究Ⅰ（化学） 必修 4 46,77 59

17 数理物質科学特定研究Ⅱ（化学） 必修 4 46,77 59

18 数理物質科学特定研究Ⅲ（化学） 選択 4 46,77 59

19 数理物質科学演習Ⅰ（化学） 必修 2 46 59

20 数理物質科学演習Ⅱ（化学） 必修 2 46 59

21 数理物質科学演習Ⅲ（化学） 選択 2 46 59

22 研究発表演習・発表Ⅰ 選択 1 43 59

23 研究発表演習・発表Ⅱ 選択 1 43 59

24 研究発表演習・発表Ⅲ 選択 1 43 59

25 論文演習 選択 1 43 59

セメスター (B)

化学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力

(B)  高度な理論・技術を理解し，応用する能力

(B-3) 生体高分子の分子機能，ゲノム情報に基づく機能解析を高度に理解し解明できる。

(B-4) 物質の構造や相転移をメゾスケールで高度に理解し解明できるとともに，データ解析法や数値計算技術の開発についてより
高度に身につける。

(B-5) 各種化学反応について，量子状態ごとの基礎過程を理論的実験的に高度に理解し解明できるとともに，データ解析法につい
てより高度に身につける。

(C)  問題発見能力と問題解決能力

(D)  コミュニケーション能力

(E)  国際会議等における発表能力

5期

6期

専門科目

数理物質科学特定研究II（化学）
数理物質科学演習II（化学）
数理物質科学特定研究II（化学）
研究発表演習・発表II
数理物質科学特定研究III（化学）

数理物質科学特定研究I（化学）
数理物質科学演習I（化学）
数理物質科学特定研究I（化学）
研究発表演習・発表I

専門科目

専門科目

数理物質科学演習III（化学）
数理物質科学特定研究III（化学）
研究発表演習・発表III，論文演習

専門科目

専門科目

専門科目

(A)(C) (D) (E) (F)

3期

4期

合計19単位以上

(注）修士課程で「自然科学総論」を履修していない学生は，履修することが望ましい。

(F)  学術雑誌へ論文執筆能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A) (C) (D)
(E) (F)

1期

2期

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

必修14単位を含めて，
所属コースで開設する
科目から14単位以上，
他コースまたは他専攻
で開設する科目または
キャリアパス形成科目
より2単位以上

(A)

(B-1)

(B-2)

(B-3)

(B-4)
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Ⅲ

達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 自然科学総論Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ(*いずれか1科目) 選択 1 99 56 (注）参照 他専攻開設
2 (他コース科目） 必修 2 - -
3 高エネルギー物理学Ⅰ 選択 2 43 59
4 高エネルギー物理学Ⅱ 選択 2 43 59
5 ゲージ場理論特論Ⅰ 選択 2 43 59
6 ゲージ場理論特論Ⅱ 選択 2 43 59
7 ゲージ場理論特論Ⅲ 選択 2 43 59
8 非摂動的場の理論Ⅰ 選択 2 43 59
9 非摂動的場の理論Ⅱ 選択 2 43 59

10 量子色力学特論Ⅰ 選択 2 43 59
11 サブアトミック物理学Ⅰ 選択 2 43 59
12 原子核構造特論Ⅰ 選択 2 43 59
13 原子核構造特論Ⅱ 選択 2 43 59
14 宇宙物理学講究Ⅰ 選択 2 43 59
15 宇宙物理学講究Ⅱ 選択 2 43 59
16 ミュオン物質物理学特論 選択 2 43 59
17 原子核量子多体論特論 選択 2 43 59
18 不安定核物理学特論 選択 2 43 59
19 超伝導物理学Ⅰ 選択 2 43 59
20 超伝導物理学Ⅱ 選択 2 43 59
21 強相関物理学Ⅰ 選択 2 43 59
22 強相関物理学Ⅱ 選択 2 43 59
23 不規則系物理学Ⅰ 選択 2 43 59
24 不規則系物理学Ⅱ 選択 2 43 59
25 凝縮系物理学Ｉ 選択 2 43 59
26 計算物性学 選択 2 43 59
27 コラボレーション演習 選択 1 43 59
28 数理物質科学特定研究Ⅰ（物理学） 必修 4 43,77 59
29 数理物質科学特定研究Ⅱ（物理学） 必修 4 43,77 59
30 数理物質科学特定研究Ⅲ（物理学） 選択 4 43,77 59
31 数理物質科学演習Ⅰ（物理学） 必修 2 43 59
32 数理物質科学演習Ⅱ（物理学） 必修 2 43 59
33 数理物質科学演習Ⅲ（物理学） 選択 2 43 59
34 研究発表演習・発表Ⅰ 選択 1 43 59
35 研究発表演習・発表Ⅱ 選択 1 43 59
36 研究発表演習・発表Ⅲ 選択 1 43 59
37 論文演習 選択 1 43 59

セメスター (B)

(2)教育プログラム

○数理物質科学専攻（博士後期課程）

物理学コース（Ｄ）
１．コースの教育目標（人材育成）
(A) 自然・倫理・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力
(B)   高度な理論・技術を理解し，応用する能力
(B-1) 素粒子物理学の標準モデルとそれを超える物理を実験や理論の面からより高度に理解する。
(B-2) クォーク，ハドロンから原子核にわたるサブアトミック量子系の構造と反応についてより高度に理解する。

(B-3) 宇宙や様々な天体，特に一般相対論的な天体，初期宇宙，および，銀河や恒星を中心として，その起源，構造お
よび進化の基本法則や基礎的物理過程を解明する為手法をより高度に身につける。

(B-4) 宇宙の物質の源の元素の発生の初期過程に関する問題と現存する安定核から遠く離れた不安定核の構造について
より高度に理解する。

(B-5) 固体電解質，不規則半導体，ナノ構造物質などの複雑系物性に関する実験および計算機シミュレーションについ
てより高度に身につける。

(B-6) 物質の構造や相転移をメゾスケールで解明するとともに，データ解析法や数値計算技術の開発についてより高度
に身につける。

(C)   問題発見能力と問題解決能力
(D)   コミュニケーション能力
(E)   国際会議等における発表能力

数理物質科学特定研究I （物理学）
数理物質科学演習I （物理学）
数理物質科学特定研究I （物理学）
研究発表演習・発表I

(F)   学術雑誌へ論文執筆能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

合計19単位以上

(注) 修士課程で「自然科学総論」を履修していない学生は，履修することが望ましい。

3. 必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

必修14単位を含
めて，所属コー
スで開設する科
目から14単位以
上，他コースま
たは他専攻で開
設する科目また
はキャリアパス
形成科目より2
単位以上

(B-4)

(B-5)

(B-6)

(A)(C)(D)
(E)(F)

(B-3)

1期

数理物質科学演習III （物理学）
数理物質科学特定研究III （物理学）
研究発表演習・発表III，論文演習

(A)

(B-1)

(B-2)

2期

3期

4期

5期

数理物質科学特定研究II （物理学）
数理物質科学演習II （物理学）
数理物質科学特定研究II （物理学）
研究発表演習・発表II
数理物質科学特定研究III （物理学）

(A) (C) (D) (E) (F)

6期

専門科目

専門科目

専門科目

専門科目

専門科目

専門科目

(B-1) 無機物質の反応と構造について原子・分子レベルから高度に理解し解明できる。

(B-2) 有機化合物の合成法と機能・構造・反応機構を高度に理解し解明できる。

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 自然科学総論Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ(*いずれか1科目) 選択 1 99 56 (注）参照 他専攻開設

2 (他コース科目) 必修 2 - -

3 溶液内構造特論 選択 2 46 59

4 溶液内反応特論 選択 2 46 59

5 放射線計測学 選択 2 46 59

6 量子反応動力学 選択 2 46 59

7 有機物質合成論 選択 2 46 59

8 構造活性相関論 選択 2 46 59

9 酸化還元反応論 選択 2 46 59

10 不斉有機合成論 選択 2 46 59

11 細胞機能化学 選択 2 46 59

12 生理機能化学 選択 2 46 59

13 凝縮相構造特論 選択 2 46 59

14 分子動力学特論 選択 2 46 59

15 (B-5) 化学反応動力学 選択 2 46 59

16 数理物質科学特定研究Ⅰ（化学） 必修 4 46,77 59

17 数理物質科学特定研究Ⅱ（化学） 必修 4 46,77 59

18 数理物質科学特定研究Ⅲ（化学） 選択 4 46,77 59

19 数理物質科学演習Ⅰ（化学） 必修 2 46 59

20 数理物質科学演習Ⅱ（化学） 必修 2 46 59

21 数理物質科学演習Ⅲ（化学） 選択 2 46 59

22 研究発表演習・発表Ⅰ 選択 1 43 59

23 研究発表演習・発表Ⅱ 選択 1 43 59

24 研究発表演習・発表Ⅲ 選択 1 43 59

25 論文演習 選択 1 43 59

セメスター (B)

化学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力

(B)  高度な理論・技術を理解し，応用する能力

(B-3) 生体高分子の分子機能，ゲノム情報に基づく機能解析を高度に理解し解明できる。

(B-4) 物質の構造や相転移をメゾスケールで高度に理解し解明できるとともに，データ解析法や数値計算技術の開発についてより
高度に身につける。

(B-5) 各種化学反応について，量子状態ごとの基礎過程を理論的実験的に高度に理解し解明できるとともに，データ解析法につい
てより高度に身につける。

(C)  問題発見能力と問題解決能力

(D)  コミュニケーション能力

(E)  国際会議等における発表能力

5期

6期

専門科目

数理物質科学特定研究II（化学）
数理物質科学演習II（化学）
数理物質科学特定研究II（化学）
研究発表演習・発表II
数理物質科学特定研究III（化学）

数理物質科学特定研究I（化学）
数理物質科学演習I（化学）
数理物質科学特定研究I（化学）
研究発表演習・発表I

専門科目

専門科目

数理物質科学演習III（化学）
数理物質科学特定研究III（化学）
研究発表演習・発表III，論文演習

専門科目

専門科目

専門科目

(A)(C) (D) (E) (F)

3期

4期

合計19単位以上

(注）修士課程で「自然科学総論」を履修していない学生は，履修することが望ましい。

(F)  学術雑誌へ論文執筆能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A) (C) (D)
(E) (F)

1期

2期

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

必修14単位を含めて，
所属コースで開設する
科目から14単位以上，
他コースまたは他専攻
で開設する科目または
キャリアパス形成科目
より2単位以上

(A)

(B-1)

(B-2)

(B-3)

(B-4)
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必修 選択
1 数理物質科学特定研究Ⅰ（数理科学） 4 41,77 59
2 数理物質科学特定研究Ⅱ（数理科学） 4 41,77 59
3 数理物質科学特定研究Ⅲ（数理科学） 4 41,77 59
4 数理科学コース演習 2 41 58
5 中間発表 1 77 59

6 (A,B) 他のコース及び他の専攻で開設する授業科目 2 - -
2単位
以上

7 数理科学博士セミナーⅠ 2 41 59
8 数理科学博士セミナーⅡ 2 41 59
9 数理科学博士セミナーⅢ 2 41 59
10 外国語論文解説・討論Ⅰ 2 99 59
11 外国語論文解説・討論Ⅱ 2 99 59
12 外国語論文解説・討論Ⅲ 2 99 59
13 研究発表演習・発表 2 99 59
14 作用素環論 2 41 59
15 複素解析学 2 41 59
16 関数空間論 2 41 59
17 偏微分方程式特論 2 41 59
18 リーマン多様体論 2 41 59
19 代数幾何学 2 41 59
20 大域微分幾何学 2 41 59
21 数論 2 41 59
22 位相幾何学 2 41 59
23 情報統計学特論 2 41 59
24 最適化特論 2 41 59
25 応用統計学特論 2 41 59
26 数理計画特論 2 41 59
27 数理システム特論 2 41 59

学年 必修科目

数理物質科学特定研究Ⅰ（数理科学）

数理科学コース演習

他コース専門科目

数理物質科学特定研究Ⅱ（数理科学）

中間発表

3年

必修13単位，計19単位以上

水準
修了

認定単位

11単位
以上

3単位
以上

単位

3. 必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

選択科目

専門科目

備考

専門科目

専門科目

分野

(C-1)

達成目標

(B,C,D)

(B,C,D)

(C-2)

(C-3)

1年

2年

授　　業　　科　　目

(C-1) 関数空間の構造とその上の作用素の構造，作用素及び関数からなる環の構造について研究し，応用できる。

(C-2) 代数幾何学，数論，トポロジー，微分幾何学の理論を研究し，応用できる。

(C-3) 数式処理や暗号・符号などの代数理論，時系列解析や数理ファイナンスなどの数理統計学の理論， 数理計画
やＯＲなどの最適化理論などの情報科学について研究し，応用できる。

(D) 課題を発見し，解決する能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

数理科学コース（Ｄ）

１．コースでの教育目標（人材育成）

(A) 自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力

(B) 情報数理科学に現れる数理的構造や複雑な自然現象および社会現象等を数学的対象として捉えることにより，
数学および情報数理の立場からこれらの現象やその構造を解明することができる。

(C) 数理科学や情報科学関連の諸分野，特に数理解析，構造数理，情報数理の理論を理解し，応用できる。以下の
３つの分野の中から１つ以上の分野についての能力を身に付ける。

達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 固体材料物性 選択 2 54 48

2 光・電子デバイス材料論 選択 2 54 48

3 磁性材料特論 選択 2 54 49

4 超伝導物性論 選択 2 54 48

5 金属材料電子論 選択 2 54 48

6 機能性無機材料特論 選択 2 54 59

7 光物性化学特論 選択 2 54 59

8 ナノ材料化学特論 選択 2 54 59

9 複合材料設計 選択 2 54 59

10 生物材料設計学 選択 2 54 58

11 生物反応プロセス工学 選択 2 54 59

12 機能性材料強度特論 選択 2 54 59

13 ソフトマテリアル工学 選択 2 56 59

14 外国語論文解説・討論Ⅰ 選択 2 99 59

15 外国語論文解説・討論Ⅱ 選択 2 99 59

16 外国語論文解説・討論Ⅲ 選択 2 99 59

17 材料生産システム博士セミナーⅠ 選択 2 77 59

18 材料生産システム博士セミナーⅡ 選択 2 77 59

19 材料生産システム博士セミナーⅢ 選択 2 77 59

20 材料生産システム博士特定研究Ⅰ 必修 4 77 59

21 材料生産システム博士特定研究Ⅱ 必修 4 77 59

22 材料生産システム博士特定研究Ⅲ 必修 4 77 59

23 他コース・他専攻専門科目 選択必修 4以上 - -

24 機能材料科学コース演習 必修 2 54 58

25 中間発表 必修 1 77 59

26 研究発表演習・発表 選択 2 99 59

セメスター (A-1)(A-2)および(A-3)

1期

2期

3期

4期

5期

6期

(B)および(C)

他コース・　他専
攻の専門科目(選択
必修)4単位以上を
含め，19単位以上

必修19単位以上（他コース・他専攻専門科目(選択必修)4単位以上を含む），選択4単位以上，総計23単位以上

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク）

(B)および(C)

専門科目（2科目以上）

材料生産システム博士特定研究Ⅰ
材料生産システム博士セミナーⅠ
外国語論文解説・討論Ⅰ

機能材料科学コース演習
中間発表
研究発表演習・発表

材料生産システム博士特定研究Ⅱ
材料生産システム博士セミナーⅡ
外国語論文解説・討論Ⅱ

材料生産システム博士特定研究Ⅲ
材料生産システム博士セミナーⅢ
外国語論文解説・討論Ⅲ

(A-2)材料科学の理論と技術を習得し，無機ナノ材料，ハイブリッド材料，生物材料などの開発や応用ができる。

(B)自然・社会・人類に対する広い視野を持ち，責任を自覚する能力。

(C)コミュニケーション能力。国際会議等における発表能力。学術雑誌への論文執筆能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A-1)

(A-1)，(A-2)のい
ずれかから4単位以
上

(A-2)

(A-1)材料科学の理論と技術を習得し，光エレクトロニクス材料，金属―水素系材料，磁性・超伝導材料などの開発や応用ができ
る。

○材料生産システム専攻（博士後期課程）

機能材料科学コース（Ｄ）

１．コースでの教育目標（人材育成）

(A)問題発見能力と問題解決能力
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Ⅲ

必修 選択
1 数理物質科学特定研究Ⅰ（数理科学） 4 41,77 59
2 数理物質科学特定研究Ⅱ（数理科学） 4 41,77 59
3 数理物質科学特定研究Ⅲ（数理科学） 4 41,77 59
4 数理科学コース演習 2 41 58
5 中間発表 1 77 59

6 (A,B) 他のコース及び他の専攻で開設する授業科目 2 - -
2単位
以上

7 数理科学博士セミナーⅠ 2 41 59
8 数理科学博士セミナーⅡ 2 41 59
9 数理科学博士セミナーⅢ 2 41 59
10 外国語論文解説・討論Ⅰ 2 99 59
11 外国語論文解説・討論Ⅱ 2 99 59
12 外国語論文解説・討論Ⅲ 2 99 59
13 研究発表演習・発表 2 99 59
14 作用素環論 2 41 59
15 複素解析学 2 41 59
16 関数空間論 2 41 59
17 偏微分方程式特論 2 41 59
18 リーマン多様体論 2 41 59
19 代数幾何学 2 41 59
20 大域微分幾何学 2 41 59
21 数論 2 41 59
22 位相幾何学 2 41 59
23 情報統計学特論 2 41 59
24 最適化特論 2 41 59
25 応用統計学特論 2 41 59
26 数理計画特論 2 41 59
27 数理システム特論 2 41 59

学年 必修科目

数理物質科学特定研究Ⅰ（数理科学）

数理科学コース演習

他コース専門科目

数理物質科学特定研究Ⅱ（数理科学）

中間発表

3年

必修13単位，計19単位以上

水準
修了

認定単位

11単位
以上

3単位
以上

単位

3. 必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

選択科目

専門科目

備考

専門科目

専門科目

分野

(C-1)

達成目標

(B,C,D)

(B,C,D)

(C-2)

(C-3)

1年

2年

授　　業　　科　　目

(C-1) 関数空間の構造とその上の作用素の構造，作用素及び関数からなる環の構造について研究し，応用できる。

(C-2) 代数幾何学，数論，トポロジー，微分幾何学の理論を研究し，応用できる。

(C-3) 数式処理や暗号・符号などの代数理論，時系列解析や数理ファイナンスなどの数理統計学の理論， 数理計画
やＯＲなどの最適化理論などの情報科学について研究し，応用できる。

(D) 課題を発見し，解決する能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

数理科学コース（Ｄ）

１．コースでの教育目標（人材育成）

(A) 自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力

(B) 情報数理科学に現れる数理的構造や複雑な自然現象および社会現象等を数学的対象として捉えることにより，
数学および情報数理の立場からこれらの現象やその構造を解明することができる。

(C) 数理科学や情報科学関連の諸分野，特に数理解析，構造数理，情報数理の理論を理解し，応用できる。以下の
３つの分野の中から１つ以上の分野についての能力を身に付ける。

達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 固体材料物性 選択 2 54 48

2 光・電子デバイス材料論 選択 2 54 48

3 磁性材料特論 選択 2 54 49

4 超伝導物性論 選択 2 54 48

5 金属材料電子論 選択 2 54 48

6 機能性無機材料特論 選択 2 54 59

7 光物性化学特論 選択 2 54 59

8 ナノ材料化学特論 選択 2 54 59

9 複合材料設計 選択 2 54 59

10 生物材料設計学 選択 2 54 58

11 生物反応プロセス工学 選択 2 54 59

12 機能性材料強度特論 選択 2 54 59

13 ソフトマテリアル工学 選択 2 56 59

14 外国語論文解説・討論Ⅰ 選択 2 99 59

15 外国語論文解説・討論Ⅱ 選択 2 99 59

16 外国語論文解説・討論Ⅲ 選択 2 99 59

17 材料生産システム博士セミナーⅠ 選択 2 77 59

18 材料生産システム博士セミナーⅡ 選択 2 77 59

19 材料生産システム博士セミナーⅢ 選択 2 77 59

20 材料生産システム博士特定研究Ⅰ 必修 4 77 59

21 材料生産システム博士特定研究Ⅱ 必修 4 77 59

22 材料生産システム博士特定研究Ⅲ 必修 4 77 59

23 他コース・他専攻専門科目 選択必修 4以上 - -

24 機能材料科学コース演習 必修 2 54 58

25 中間発表 必修 1 77 59

26 研究発表演習・発表 選択 2 99 59

セメスター (A-1)(A-2)および(A-3)

1期

2期

3期

4期

5期

6期

(B)および(C)

他コース・　他専
攻の専門科目(選択
必修)4単位以上を
含め，19単位以上

必修19単位以上（他コース・他専攻専門科目(選択必修)4単位以上を含む），選択4単位以上，総計23単位以上

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク）

(B)および(C)

専門科目（2科目以上）

材料生産システム博士特定研究Ⅰ
材料生産システム博士セミナーⅠ
外国語論文解説・討論Ⅰ

機能材料科学コース演習
中間発表
研究発表演習・発表

材料生産システム博士特定研究Ⅱ
材料生産システム博士セミナーⅡ
外国語論文解説・討論Ⅱ

材料生産システム博士特定研究Ⅲ
材料生産システム博士セミナーⅢ
外国語論文解説・討論Ⅲ

(A-2)材料科学の理論と技術を習得し，無機ナノ材料，ハイブリッド材料，生物材料などの開発や応用ができる。

(B)自然・社会・人類に対する広い視野を持ち，責任を自覚する能力。

(C)コミュニケーション能力。国際会議等における発表能力。学術雑誌への論文執筆能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A-1)

(A-1)，(A-2)のい
ずれかから4単位以
上

(A-2)

(A-1)材料科学の理論と技術を習得し，光エレクトロニクス材料，金属―水素系材料，磁性・超伝導材料などの開発や応用ができ
る。

○材料生産システム専攻（博士後期課程）

機能材料科学コース（Ｄ）

１．コースでの教育目標（人材育成）

(A)問題発見能力と問題解決能力
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(B-2) 環境調和型効率的生産システム，環境保全技術の構築に関わる知識を理解し，応用できる。

達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 (A) 材料生産システム博士セミナーⅠ 選択 2 77 59

2 材料生産システム博士セミナーⅡ 選択 2 77 59

3 材料生産システム博士セミナーⅢ 選択 2 77 59

4 他コース・他専攻専門科目 選択必修 4以上 - -

5 精密高分子設計 選択 2 47 59

6 素材反応制御化学 選択 2 47 59

7 機能性高分子設計 選択 2 47 59

8 励起分子変換化学 選択 2 47 59

9 素材平衡化学 選択 2 47 59

10 有機素材合成 選択 2 47 59

11 無機素材物性解析 選択 2 47 59

12 有機素材物性解析 選択 2 47 59

13 素材解析化学 選択 2 47 59

14 無機材料設計 選択 2 47 59

15 微粒子機能制御論 選択 2 55 59

16 生産移動現象論 選択 2 55 59

17 材料ライフサイクル工学 選択 2 55 59

18 生物化学工学 選択 2 55 59

19 複合微粒子設計工学特論 選択 2 55 59

20 精密粉粒体工学 選択 2 55 59

21 生産化学装置論 選択 2 55 59

22 外国語論文解説・討論Ⅰ 選択 2 99 59

23 外国語論文解説・討論Ⅱ 選択 2 99 59

24 外国語論文解説・討論Ⅲ 選択 2 99 59

25 研究発表演習・発表 選択 2 99 59

26 材料生産システム博士特定研究Ⅰ 必修 4 77 59

27 材料生産システム博士特定研究Ⅱ 必修 4 77 59

28 材料生産システム博士特定研究Ⅲ 必修 4 77 59

29 素材生産科学コース演習 必修 2 47 58

30 中間発表 必修 1 77 59

セメスター (A)

1期
2期
3期

4期
5期
6期

素材生産科学コース（Ｄ）

１．コースでの教育目標（人材育成）

(A) 自然・社会・人類に対する広い視野を持ち，責任を自覚する能力

(B) 最先端機能性物質の創製と機能の最適化およびその効率的生産システムの構築に関わる高度な専門的知識の修得と問題
発見・解決能力

(B-1) 原子・分子レベルでの設計，合成，機能解析に基づき，最先端高機能性物質・材料の創製に関わる知識を理解し，活
用できる。

(C) コミュニケーション能力，国際会議等における発表能力および学術雑誌への論文執筆能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

必修15単位以上，選択8単位以上（他コース・他専攻専門科目4単位以上，所属コースの専門科目4以上を含む），総計23単位以上

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

（B） (C)

(B)

(B-1)

(B-2)

(C)

材料生産システム博士セミナーⅠ

他コース・他専
攻の専門科目4単
位以上，所属
コースの専門科
目4単位以上

15単位

他コース・他専攻専門科目
材料生産システム博士特定研究Ⅰ
素材生産科学コース演習

（専門科目）

材料生産システム博士特定研究Ⅱ
中間発表

材料生産システム博士特定研究Ⅲ

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 （A） 材料生産システム博士セミナーⅠ 選択 2 77 59

2 材料生産システム博士セミナーⅡ 選択 2 77 59

3 材料生産システム博士セミナーⅢ 選択 2 77 59

4 他コース・他専攻専門科目 選択必修 4以上 - -

5 知的構造・材料学 選択 2 50 59

6 輸送現象論 選択 2 50 59

7 複雑性流体工学 選択 2 50 59

8 可視化情報計測論 選択 2 50 59

9 知的ロボット 選択 2 50 59

10 応用音響学 選択 2 50 59

11 デザインシステム論 選択 2 50 59

12 機械システム制御論 選択 2 50 59

13 感性ロボットシステム特論 選択 2 50 59

14 材料強度評価学 選択 2 50 59

15 知的光応用機器論 選択 2 50 59

16 X線材料強度学特論 選択 2 50 59

17 先端マイクロマシン工学特論 選択 2 50 59

18 接合加工学特論 選択 2 50 59

19 先進環境エネルギー工学特論 選択 2 50 59

20 外国語論文解説・討論Ⅰ 選択 2 99 59

21 外国語論文解説・討論Ⅱ 選択 2 99 59

22 外国語論文解説・討論Ⅲ 選択 2 99 59

23 研究発表演習・発表 選択 2 99 59

24 材料生産システム博士特定研究Ⅰ 必修 4 77 59

25 材料生産システム博士特定研究Ⅱ 必修 4 77 59

26 材料生産システム博士特定研究Ⅲ 必修 4 77 59

27 機械科学コース演習 必修 2 50 58

28 中間発表 必修 1 77 59

セメスター (A)
1期

2期

3期

4期

5期

6期

※平成30年度から廃止した科目　　　「先端プロセッシング論」

所属コースの専門科目

材料生産システム博士特定研究Ⅱ，中間
発表

博士特定研究Ⅲ

必修15単位以上，選択8単位以上（他コース・他専攻専門科目4単位以上，所属コースの専門科目4単位以上を含む），総計23単位以上

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）
（B） (C)

材料生産システム博士セミナーⅠ
材料生産システム特別講義Ⅰ

他コース・他専攻専門科目
材料生産システム博士特定研究Ⅰ
機械科学コース演習、専門科目

(B-3) 材料の塑性制御・微細組織制御・微細加工技術，微小機械部品の設計，材料表面・界面の科学的制御，低環境負荷型
の製造技術を理解し，応用できる。

(C)コミュニケーション能力，国際会議等における発表能力，学術雑誌への論文執筆能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

他コース・　他専
攻の専門科目4単位
以上，所属コース
の専門科目4単位以
上

（B）

(B-1)

(B-3)

 (C)

(B-2)

15単位

(B-2) 生産システムを構成する機械・構造系の統合的動特性解析，安定性・安全性評価技術を理解し，設計に応用できる。

機械科学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 自然・社会・人類に対する広い視野を持ち，責任を自覚する能力

(B) 問題発見能力と問題解決能力

(B-1) 機械装置の評価・解析と高機能化・小型化技術，ナノテク・ナノバイオロジーの医療応用を理解し，活用できる。
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Ⅲ

(B-2) 環境調和型効率的生産システム，環境保全技術の構築に関わる知識を理解し，応用できる。

達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 (A) 材料生産システム博士セミナーⅠ 選択 2 77 59

2 材料生産システム博士セミナーⅡ 選択 2 77 59

3 材料生産システム博士セミナーⅢ 選択 2 77 59

4 他コース・他専攻専門科目 選択必修 4以上 - -

5 精密高分子設計 選択 2 47 59

6 素材反応制御化学 選択 2 47 59

7 機能性高分子設計 選択 2 47 59

8 励起分子変換化学 選択 2 47 59

9 素材平衡化学 選択 2 47 59

10 有機素材合成 選択 2 47 59

11 無機素材物性解析 選択 2 47 59

12 有機素材物性解析 選択 2 47 59

13 素材解析化学 選択 2 47 59

14 無機材料設計 選択 2 47 59

15 微粒子機能制御論 選択 2 55 59

16 生産移動現象論 選択 2 55 59

17 材料ライフサイクル工学 選択 2 55 59

18 生物化学工学 選択 2 55 59

19 複合微粒子設計工学特論 選択 2 55 59

20 精密粉粒体工学 選択 2 55 59

21 生産化学装置論 選択 2 55 59

22 外国語論文解説・討論Ⅰ 選択 2 99 59

23 外国語論文解説・討論Ⅱ 選択 2 99 59

24 外国語論文解説・討論Ⅲ 選択 2 99 59

25 研究発表演習・発表 選択 2 99 59

26 材料生産システム博士特定研究Ⅰ 必修 4 77 59

27 材料生産システム博士特定研究Ⅱ 必修 4 77 59

28 材料生産システム博士特定研究Ⅲ 必修 4 77 59

29 素材生産科学コース演習 必修 2 47 58

30 中間発表 必修 1 77 59

セメスター (A)

1期
2期
3期

4期
5期
6期

素材生産科学コース（Ｄ）

１．コースでの教育目標（人材育成）

(A) 自然・社会・人類に対する広い視野を持ち，責任を自覚する能力

(B) 最先端機能性物質の創製と機能の最適化およびその効率的生産システムの構築に関わる高度な専門的知識の修得と問題
発見・解決能力

(B-1) 原子・分子レベルでの設計，合成，機能解析に基づき，最先端高機能性物質・材料の創製に関わる知識を理解し，活
用できる。

(C) コミュニケーション能力，国際会議等における発表能力および学術雑誌への論文執筆能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

必修15単位以上，選択8単位以上（他コース・他専攻専門科目4単位以上，所属コースの専門科目4以上を含む），総計23単位以上

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

（B） (C)

(B)

(B-1)

(B-2)

(C)

材料生産システム博士セミナーⅠ

他コース・他専
攻の専門科目4単
位以上，所属
コースの専門科
目4単位以上

15単位

他コース・他専攻専門科目
材料生産システム博士特定研究Ⅰ
素材生産科学コース演習

（専門科目）

材料生産システム博士特定研究Ⅱ
中間発表

材料生産システム博士特定研究Ⅲ

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 （A） 材料生産システム博士セミナーⅠ 選択 2 77 59

2 材料生産システム博士セミナーⅡ 選択 2 77 59

3 材料生産システム博士セミナーⅢ 選択 2 77 59

4 他コース・他専攻専門科目 選択必修 4以上 - -

5 知的構造・材料学 選択 2 50 59

6 輸送現象論 選択 2 50 59

7 複雑性流体工学 選択 2 50 59

8 可視化情報計測論 選択 2 50 59

9 知的ロボット 選択 2 50 59

10 応用音響学 選択 2 50 59

11 デザインシステム論 選択 2 50 59

12 機械システム制御論 選択 2 50 59

13 感性ロボットシステム特論 選択 2 50 59

14 材料強度評価学 選択 2 50 59

15 知的光応用機器論 選択 2 50 59

16 X線材料強度学特論 選択 2 50 59

17 先端マイクロマシン工学特論 選択 2 50 59

18 接合加工学特論 選択 2 50 59

19 先進環境エネルギー工学特論 選択 2 50 59

20 外国語論文解説・討論Ⅰ 選択 2 99 59

21 外国語論文解説・討論Ⅱ 選択 2 99 59

22 外国語論文解説・討論Ⅲ 選択 2 99 59

23 研究発表演習・発表 選択 2 99 59

24 材料生産システム博士特定研究Ⅰ 必修 4 77 59

25 材料生産システム博士特定研究Ⅱ 必修 4 77 59

26 材料生産システム博士特定研究Ⅲ 必修 4 77 59

27 機械科学コース演習 必修 2 50 58

28 中間発表 必修 1 77 59

セメスター (A)
1期

2期

3期

4期

5期

6期

※平成30年度から廃止した科目　　　「先端プロセッシング論」

所属コースの専門科目

材料生産システム博士特定研究Ⅱ，中間
発表

博士特定研究Ⅲ

必修15単位以上，選択8単位以上（他コース・他専攻専門科目4単位以上，所属コースの専門科目4単位以上を含む），総計23単位以上

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）
（B） (C)

材料生産システム博士セミナーⅠ
材料生産システム特別講義Ⅰ

他コース・他専攻専門科目
材料生産システム博士特定研究Ⅰ
機械科学コース演習、専門科目

(B-3) 材料の塑性制御・微細組織制御・微細加工技術，微小機械部品の設計，材料表面・界面の科学的制御，低環境負荷型
の製造技術を理解し，応用できる。

(C)コミュニケーション能力，国際会議等における発表能力，学術雑誌への論文執筆能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

他コース・　他専
攻の専門科目4単位
以上，所属コース
の専門科目4単位以
上

（B）

(B-1)

(B-3)

 (C)

(B-2)

15単位

(B-2) 生産システムを構成する機械・構造系の統合的動特性解析，安定性・安全性評価技術を理解し，設計に応用できる。

機械科学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 自然・社会・人類に対する広い視野を持ち，責任を自覚する能力

(B) 問題発見能力と問題解決能力

(B-1) 機械装置の評価・解析と高機能化・小型化技術，ナノテク・ナノバイオロジーの医療応用を理解し，活用できる。
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達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 情報工学コース演習 必修 2 49 58
2 電気情報工学特別講義 選択 1 99 58
3 他専攻及び他コース専門科目 必修 4 - -
4 研究発表演習・発表 選択 2 99 59
5 中間発表 必修 1 77 59
6 電気情報工学特定研究Ⅰ 必修 4 77 59
7 電気情報工学特定研究Ⅱ 必修 4 77 59
8 電気情報工学特定研究Ⅲ 必修 4 77 59
9 電気情報工学博士セミナーⅠ 選択 2 49,51,56 59

10 電気情報工学博士セミナーⅡ 選択 2 49,51,56 59
11 電気情報工学博士セミナーⅢ 選択 2 49,51,56 59
12 外国語論文解説・討論Ⅰ 選択 2 99 59
13 外国語論文解説・討論Ⅱ 選択 2 99 59
14 外国語論文解説・討論Ⅲ 選択 2 99 59
15 移動通信特論 選択 2 49 58
16 リモートセンシング特論 選択 2 49 58
17 ワイヤレス情報通信システム特論 選択 2 49 58
18 分散協調メディア特論 選択 2 49 58
19 空間信号制御特論 選択 2 49 58
20 アルゴリズム特論 選択 2 49 58
21 人間情報科学特論 選択 2 49 58
22 地理情報・計測システム特論 選択 2 49 58
23 ゲノム情報解析特論 選択 2 49 58
24 計算モデル特論 選択 2 49 58
25 情報セキュリティと次世代情報基盤 選択 2 49 58
26 応用代数幾何学 選択 2 49 58
27 数理解析学 選択 2 49 58
28 関数解析的群論 選択 2 49 58
29 数理システム制御特論 選択 2 49 58
30 応用偏微分方程式特論 選択 2 49 58

セメスター 必修科目(A) 必修科目  (C)
情報工学コース演習

他専攻科目

2期 他専攻科目

3期 中間発表

4期

5期

6期

　自然科学実践論（1単位），科学技術英語Ⅰ・Ⅱ（1単位），キャリアパス独自形成特別演習（2単位）

1期 電気情報工学特定研究I

電気情報工学特定研究I

４．サブプログラム（キャリアパス形成科目群）

電気情報工学特定研究III

電気情報工学特定研究II

電気情報工学特定研究II

電気情報工学特定研究III

6単位以上

1単位以上

12単位以上

必修19単位，計23単位以上

３．必修授業科目履修の流れ

4単位以上

必修科目  (B)

(A)

(C)

(B)

(B-1)

(B-2)

(B-3)

○電気情報工学専攻（博士後期課程）

情報工学コース（Ｄ）
１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力

(B) 次の分野の基礎理論・技術を理解し，応用，展開できる：

(B-1) 高度情報社会，ユビキタスネットワーク社会の発展を支える情報通信分野である情報通信ネットワーク，波動情報
工学分野。

(C) 課題を発見し，解決する能力。国内外の学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力，学
術雑誌への論文執筆能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(B-2) ソフトウェア工学，人工知能，福祉エレクトロニクス，地理情報システムなどの領域における先端的なIT技術分野

(B-3)自然界や人工世界におけるシステムの挙動の解析の礎となる、解析学、代数などの情報数理分野
達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 電気電子工学コースセミナーⅠ 選択 2 51 59
2 電気電子工学コースセミナーⅡ 選択 2 51 59
3 電気電子工学コースセミナーⅢ 選択 2 51 59
4 電気電子工学コース演習 必修 2 51 58
5 外国語論文解説・討論Ⅰ 選択 2 99 59
6 外国語論文解説・討論Ⅱ 選択 2 99 59
7 外国語論文解説・討論Ⅲ 選択 2 99 59
8 電気情報工学特別講義 選択 1 99 58
9 他専攻・他コース科目 必修 4 - - 他専攻・他コース
10 超伝導応用特論 選択 2 51 59
11 プラズマエネルギー工学特論 選択 2 51 59
12 電気磁気エネルギー工学 選択 2 51 59
13 エネルギー応用デバイス 選択 2 51 59
14 デバイス・エネルギー機器 選択 2 51 59
15 高電圧パルス工学 選択 2 51 59
16 超伝導システム特論 選択 2 51 59
17 ナノフォトニクス特論 選択 2 51 59
18 薄膜応用工学 選択 2 51 59
19 分子エレクトロニクス特論 選択 2 51 59
20 通信応用システム特論 選択 2 51 59
21 情報通信デバイス特論 選択 2 51 59
22 レーザー物理 選択 2 51 59
23 薄膜光デバイス 選択 2 51 59
24 スペクトル拡散通信論 選択 2 51 58
25 ディジタル信号処理論 選択 2 51 58
26 多次元信号処理論 選択 2 51 58
27 ナノ測定論 選択 2 51 58
28 電気情報工学特定研究Ⅰ 必修 4 77 59
29 電気情報工学特定研究Ⅱ 必修 4 77 59
30 電気情報工学特定研究Ⅲ 必修 4 77 59
31 研究発表演習・発表 選択 2 99 58
32 中間発表 必修 1 77 59

セメスター (A)

４期

５期

６期

電気電子工学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 自然・社会・人類に対する広い視野を持ち、責任を自覚する能力。

(B) 電気電子工学および自然科学，情報技術に関する基礎理論・技術を理解し，応用する能力。

(B-1) 電気エネルギーやエレクトロニクス分野に関する基礎技術を理解し応用する能力。

(B-2) 信号処理，通信システム，光・計測制御，応用光学に関する基礎技術を理解し応用する能力。

(C) 課題を発見し，解決する能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

必修19単位，計23単位以上

３．必修授業科目履修の流れ

(A)(B) (C)

コース/課程共通科目

他専攻・他コース科目

コース/課程共通科目

電気情報工学特定研究Ⅰ

電気情報工学特定研究Ⅲ

電気情報工学特定研究Ⅲ

４．サブプログラム（キャリアパス形成科目群）

他専攻・他コース科目

電気情報工学特定研究Ⅱ

中間発表

コース/課程共通科目 電気情報工学特定研究Ⅱ

コース/課程共通科目

　自然科学実践論（1単位），科学技術英語Ⅰ・Ⅱ（1単位），キャリアパス独自形成特別演習（2単位）

(A) (B)

(B-1)

(B-2)

(C)

１期

２期

３期

電気電子工学コース演習

6単位以上

4単位以上

13単位以上

電気情報工学特定研究Ⅰ
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Ⅲ

達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 情報工学コース演習 必修 2 49 58
2 電気情報工学特別講義 選択 1 99 58
3 他専攻及び他コース専門科目 必修 4 - -
4 研究発表演習・発表 選択 2 99 59
5 中間発表 必修 1 77 59
6 電気情報工学特定研究Ⅰ 必修 4 77 59
7 電気情報工学特定研究Ⅱ 必修 4 77 59
8 電気情報工学特定研究Ⅲ 必修 4 77 59
9 電気情報工学博士セミナーⅠ 選択 2 49,51,56 59

10 電気情報工学博士セミナーⅡ 選択 2 49,51,56 59
11 電気情報工学博士セミナーⅢ 選択 2 49,51,56 59
12 外国語論文解説・討論Ⅰ 選択 2 99 59
13 外国語論文解説・討論Ⅱ 選択 2 99 59
14 外国語論文解説・討論Ⅲ 選択 2 99 59
15 移動通信特論 選択 2 49 58
16 リモートセンシング特論 選択 2 49 58
17 ワイヤレス情報通信システム特論 選択 2 49 58
18 分散協調メディア特論 選択 2 49 58
19 空間信号制御特論 選択 2 49 58
20 アルゴリズム特論 選択 2 49 58
21 人間情報科学特論 選択 2 49 58
22 地理情報・計測システム特論 選択 2 49 58
23 ゲノム情報解析特論 選択 2 49 58
24 計算モデル特論 選択 2 49 58
25 情報セキュリティと次世代情報基盤 選択 2 49 58
26 応用代数幾何学 選択 2 49 58
27 数理解析学 選択 2 49 58
28 関数解析的群論 選択 2 49 58
29 数理システム制御特論 選択 2 49 58
30 応用偏微分方程式特論 選択 2 49 58

セメスター 必修科目(A) 必修科目  (C)
情報工学コース演習

他専攻科目

2期 他専攻科目

3期 中間発表

4期

5期

6期

　自然科学実践論（1単位），科学技術英語Ⅰ・Ⅱ（1単位），キャリアパス独自形成特別演習（2単位）

1期 電気情報工学特定研究I

電気情報工学特定研究I

４．サブプログラム（キャリアパス形成科目群）

電気情報工学特定研究III

電気情報工学特定研究II

電気情報工学特定研究II

電気情報工学特定研究III

6単位以上

1単位以上

12単位以上

必修19単位，計23単位以上

３．必修授業科目履修の流れ

4単位以上

必修科目  (B)

(A)

(C)

(B)

(B-1)

(B-2)

(B-3)

○電気情報工学専攻（博士後期課程）

情報工学コース（Ｄ）
１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力

(B) 次の分野の基礎理論・技術を理解し，応用，展開できる：

(B-1) 高度情報社会，ユビキタスネットワーク社会の発展を支える情報通信分野である情報通信ネットワーク，波動情報
工学分野。

(C) 課題を発見し，解決する能力。国内外の学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力，学
術雑誌への論文執筆能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(B-2) ソフトウェア工学，人工知能，福祉エレクトロニクス，地理情報システムなどの領域における先端的なIT技術分野

(B-3)自然界や人工世界におけるシステムの挙動の解析の礎となる、解析学、代数などの情報数理分野
達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 電気電子工学コースセミナーⅠ 選択 2 51 59
2 電気電子工学コースセミナーⅡ 選択 2 51 59
3 電気電子工学コースセミナーⅢ 選択 2 51 59
4 電気電子工学コース演習 必修 2 51 58
5 外国語論文解説・討論Ⅰ 選択 2 99 59
6 外国語論文解説・討論Ⅱ 選択 2 99 59
7 外国語論文解説・討論Ⅲ 選択 2 99 59
8 電気情報工学特別講義 選択 1 99 58
9 他専攻・他コース科目 必修 4 - - 他専攻・他コース
10 超伝導応用特論 選択 2 51 59
11 プラズマエネルギー工学特論 選択 2 51 59
12 電気磁気エネルギー工学 選択 2 51 59
13 エネルギー応用デバイス 選択 2 51 59
14 デバイス・エネルギー機器 選択 2 51 59
15 高電圧パルス工学 選択 2 51 59
16 超伝導システム特論 選択 2 51 59
17 ナノフォトニクス特論 選択 2 51 59
18 薄膜応用工学 選択 2 51 59
19 分子エレクトロニクス特論 選択 2 51 59
20 通信応用システム特論 選択 2 51 59
21 情報通信デバイス特論 選択 2 51 59
22 レーザー物理 選択 2 51 59
23 薄膜光デバイス 選択 2 51 59
24 スペクトル拡散通信論 選択 2 51 58
25 ディジタル信号処理論 選択 2 51 58
26 多次元信号処理論 選択 2 51 58
27 ナノ測定論 選択 2 51 58
28 電気情報工学特定研究Ⅰ 必修 4 77 59
29 電気情報工学特定研究Ⅱ 必修 4 77 59
30 電気情報工学特定研究Ⅲ 必修 4 77 59
31 研究発表演習・発表 選択 2 99 58
32 中間発表 必修 1 77 59

セメスター (A)

４期

５期

６期

電気電子工学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 自然・社会・人類に対する広い視野を持ち、責任を自覚する能力。

(B) 電気電子工学および自然科学，情報技術に関する基礎理論・技術を理解し，応用する能力。

(B-1) 電気エネルギーやエレクトロニクス分野に関する基礎技術を理解し応用する能力。

(B-2) 信号処理，通信システム，光・計測制御，応用光学に関する基礎技術を理解し応用する能力。

(C) 課題を発見し，解決する能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

必修19単位，計23単位以上

３．必修授業科目履修の流れ

(A)(B) (C)

コース/課程共通科目

他専攻・他コース科目

コース/課程共通科目

電気情報工学特定研究Ⅰ

電気情報工学特定研究Ⅲ

電気情報工学特定研究Ⅲ

４．サブプログラム（キャリアパス形成科目群）

他専攻・他コース科目

電気情報工学特定研究Ⅱ

中間発表

コース/課程共通科目 電気情報工学特定研究Ⅱ

コース/課程共通科目

　自然科学実践論（1単位），科学技術英語Ⅰ・Ⅱ（1単位），キャリアパス独自形成特別演習（2単位）

(A) (B)

(B-1)

(B-2)

(C)

１期

２期

３期

電気電子工学コース演習

6単位以上

4単位以上

13単位以上

電気情報工学特定研究Ⅰ
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達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 電気情報工学特定研究Ⅰ 必修 4 77 59
2 電気情報工学特定研究Ⅱ 必修 4 77 59
3 電気情報工学特定研究Ⅲ 必修 4 77 59
4 研究発表演習・発表 選択 2 99 59 学会発表

5 中間発表 必修 1 77 59
6 人間支援科学コース演習 必修 2 56 58

7 人間支援科学コースセミナーⅠ 選択 2 56 59
専攻共通の電気電子工学博士セミ
ナーIは履修申請しないこと

8 人間支援科学コースセミナーⅡ 選択 2 56 59
専攻共通の電気電子工学博士セミ
ナーIIは履修申請しないこと

9 人間支援科学コースセミナーⅢ 選択 2 56 59
専攻共通の電気電子工学博士セミ
ナーIIIは履修申請しないこと

10 外国語論文解説・討論Ⅰ 選択 2 99 59
11 外国語論文解説・討論Ⅱ 選択 2 99 59
12 外国語論文解説・討論Ⅲ 選択 2 99 59
13 他専攻及び他コース専門科目 必修 4以上 - -
14 電気情報工学特別講義 選択 1 99 59
15 運動機能生理学 選択 2 56 59
16 先端生体材料論 選択 2 56 59
17 ウエルネス・スポーツ健康論 選択 2 56 59
18 神経工学特論 選択 2 56 59
19 生体情報システム論 選択 2 56 49
20 生体画像信号解析 選択 2 56 59
21 生体電磁論 選択 2 56 59
22 知能情報機械論 選択 2 56 49
23 福祉シミュレーション 選択 2 56 59
24 先端支援機器 選択 2 56 49
25 センシングデバイス論 選択 2 56 49
26 生体機能解析 選択 2 56 49
27 運動・コミュニケーション支援論 選択 2 56 49
28 視覚障害支援論 選択 2 56 49
29 聴覚障害支援論 選択 2 56 59

セメスター (A)

2期

6期

(B-2) インテリジェントセンサ，メカトロニクスなどのデバイス技術や計測制御技術を用いてヒトの機能を支援・拡張するシステ
ムなどに関する支援機器工学分野。

人間支援科学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 超高齢社会，障害及び障害者，リハビリテーション，自立支援，自己決定，社会参加など，支援技術の関連分野に対する広い
視野を持ち，社会的責任を自覚する能力。

(B) 以下のいずれかの工学分野（情報・電子・機械工学）で先端技術の研究・開発を遂行する能力。
(B-1) 生体計測・制御，ヒューマンインタフェース，医用機器，障害の回復・軽減に必要な機器などに関する生体医工学分野。

(A)

4単位
以上

(B-1)

(B-2)

(B-3)

(B-3) 高齢者・障害者などの自立支援や健康の維持増進を目的とした生活環境の分析と最適制御，スポーツ科学，ウエルネス論，
リハビリテーション工学，支援技術の適合論などに関する生活支援科学分野。

(C) 課題発見能力，問題作成能力と問題解決能力。コミュニケーション能力。国際会議などにおける発表能力。学術雑誌などへの
論文執筆能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A)，(C)
19単位
以上

必修19単位，計23単位以上

３．必修授業科目履修の流れ

(C)

1期 1科目

電気情報工学特定研究I

人間支援科学コースセミナーI

外国語論文解説・討論I

研究発表演習

3期 1科目

電気情報工学特定研究II

人間支援科学コースセミナーII

外国語論文解説・討論II

４．サブプログラム（キャリアパス形成科目群）

　自然科学実践論（1単位），科学技術英語Ⅰ・Ⅱ（1単位），キャリアパス独自形成特別演習（2単位）

4期
人間支援科学コース演習

中間発表

5期

電気情報工学特定研究III

人間支援科学コースセミナーIII

外国語論文解説・討論III

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 (A) （他のコースおよび他の専攻の専門科目） 必修 - - - 4単位以上

2 食品産業経営論 選択 2 64 59

3 経営戦略・マーケティング 選択 1 64 59

4 生命科学特別セミナーⅡ 必修 1 57 59

5 細胞認識学 選択 2 57 59

6 細胞分化制御学特論 選択 2 57 59

7 糖鎖科学特論 選択 2 57 59

8 核酸分子機能論 選択 2 57 59

9 胚発生学特論 選択 2 57 59

10 植物機能制御論Ⅰ 選択 2 57 59

11 植物機能制御論Ⅱ 選択 2 57 59

12 植物機能制御論Ⅲ 選択 2 57 59

13 適応統合生物学 選択 2 57 59

14 植物分子遺伝学特論Ⅱ 選択 2 57 59

15 基礎生命科学（博士）演習（中間発表） 必修 1 57,77 59

16 研究発表（博士）演習（学会発表含む） 必修 1 57,77 59

17 生命・食料科学博士特定研究Ⅰ 必修 4 77 59

18 生命・食料科学博士特定研究Ⅱ 選択 4 77 59

19 生命・食料科学博士特定研究Ⅲ 選択 4 77 59

20 生命・食料科学博士セミナーⅠ 必修 2 60 59

21 生命・食料科学博士セミナーⅡ 選択 2 60 59

22 生命・食料科学博士セミナーⅢ 選択 2 60 59

23 外国語論文解説・討論Ⅰ 必修 2 99 59

24 外国語論文解説・討論Ⅱ 選択 2 99 59

25 外国語論文解説・討論Ⅲ 選択 2 99 59

年次

1年次

2年次

3年次

○生命・食料科学専攻（博士後期課程）

基礎生命科学コース（Ｄ）
１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力

(B) 基礎生物学および関連諸分野の理論・技術を理解し，解明できる。

研究発表（博士）演習（学会発表含む）

(B-1) 免疫，生体分子・超分子・オルガネラの構造と機能に関する基礎理論を理解し，解明できる。

(B-2) 細胞から生物個体レベルでの制御機構に関する基礎理論を理解し，解明できる。

(C) 課題を発見し，解決する能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

19単位以上（必修15単位）

(B)

(B-1)

(B-2)

(C)

所属コースの
専門科目
5単位以上

10単位以上

３．必修科目履修の流れ

必修科目

他のコースおよび他専攻の専門科目，生命科学特別セミナーⅡ， 生命・食料科学博士特定研究I， 生命・食料科学博士セミ
ナーI，外国語論文解説・討論I

基礎生命科学（博士）演習（中間発表）
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Ⅲ達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 電気情報工学特定研究Ⅰ 必修 4 77 59
2 電気情報工学特定研究Ⅱ 必修 4 77 59
3 電気情報工学特定研究Ⅲ 必修 4 77 59
4 研究発表演習・発表 選択 2 99 59 学会発表

5 中間発表 必修 1 77 59
6 人間支援科学コース演習 必修 2 56 58

7 人間支援科学コースセミナーⅠ 選択 2 56 59
専攻共通の電気電子工学博士セミ
ナーIは履修申請しないこと

8 人間支援科学コースセミナーⅡ 選択 2 56 59
専攻共通の電気電子工学博士セミ
ナーIIは履修申請しないこと

9 人間支援科学コースセミナーⅢ 選択 2 56 59
専攻共通の電気電子工学博士セミ
ナーIIIは履修申請しないこと

10 外国語論文解説・討論Ⅰ 選択 2 99 59
11 外国語論文解説・討論Ⅱ 選択 2 99 59
12 外国語論文解説・討論Ⅲ 選択 2 99 59
13 他専攻及び他コース専門科目 必修 4以上 - -
14 電気情報工学特別講義 選択 1 99 59
15 運動機能生理学 選択 2 56 59
16 先端生体材料論 選択 2 56 59
17 ウエルネス・スポーツ健康論 選択 2 56 59
18 神経工学特論 選択 2 56 59
19 生体情報システム論 選択 2 56 49
20 生体画像信号解析 選択 2 56 59
21 生体電磁論 選択 2 56 59
22 知能情報機械論 選択 2 56 49
23 福祉シミュレーション 選択 2 56 59
24 先端支援機器 選択 2 56 49
25 センシングデバイス論 選択 2 56 49
26 生体機能解析 選択 2 56 49
27 運動・コミュニケーション支援論 選択 2 56 49
28 視覚障害支援論 選択 2 56 49
29 聴覚障害支援論 選択 2 56 59

セメスター (A)

2期

6期

(B-2) インテリジェントセンサ，メカトロニクスなどのデバイス技術や計測制御技術を用いてヒトの機能を支援・拡張するシステ
ムなどに関する支援機器工学分野。

人間支援科学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 超高齢社会，障害及び障害者，リハビリテーション，自立支援，自己決定，社会参加など，支援技術の関連分野に対する広い
視野を持ち，社会的責任を自覚する能力。

(B) 以下のいずれかの工学分野（情報・電子・機械工学）で先端技術の研究・開発を遂行する能力。
(B-1) 生体計測・制御，ヒューマンインタフェース，医用機器，障害の回復・軽減に必要な機器などに関する生体医工学分野。

(A)

4単位
以上

(B-1)

(B-2)

(B-3)

(B-3) 高齢者・障害者などの自立支援や健康の維持増進を目的とした生活環境の分析と最適制御，スポーツ科学，ウエルネス論，
リハビリテーション工学，支援技術の適合論などに関する生活支援科学分野。

(C) 課題発見能力，問題作成能力と問題解決能力。コミュニケーション能力。国際会議などにおける発表能力。学術雑誌などへの
論文執筆能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A)，(C)
19単位
以上

必修19単位，計23単位以上

３．必修授業科目履修の流れ

(C)

1期 1科目

電気情報工学特定研究I

人間支援科学コースセミナーI

外国語論文解説・討論I

研究発表演習

3期 1科目

電気情報工学特定研究II

人間支援科学コースセミナーII

外国語論文解説・討論II

４．サブプログラム（キャリアパス形成科目群）

　自然科学実践論（1単位），科学技術英語Ⅰ・Ⅱ（1単位），キャリアパス独自形成特別演習（2単位）

4期
人間支援科学コース演習

中間発表

5期

電気情報工学特定研究III

人間支援科学コースセミナーIII

外国語論文解説・討論III

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 (A) （他のコースおよび他の専攻の専門科目） 必修 - - - 4単位以上

2 食品産業経営論 選択 2 64 59

3 経営戦略・マーケティング 選択 1 64 59

4 生命科学特別セミナーⅡ 必修 1 57 59

5 細胞認識学 選択 2 57 59

6 細胞分化制御学特論 選択 2 57 59

7 糖鎖科学特論 選択 2 57 59

8 核酸分子機能論 選択 2 57 59

9 胚発生学特論 選択 2 57 59

10 植物機能制御論Ⅰ 選択 2 57 59

11 植物機能制御論Ⅱ 選択 2 57 59

12 植物機能制御論Ⅲ 選択 2 57 59

13 適応統合生物学 選択 2 57 59

14 植物分子遺伝学特論Ⅱ 選択 2 57 59

15 基礎生命科学（博士）演習（中間発表） 必修 1 57,77 59

16 研究発表（博士）演習（学会発表含む） 必修 1 57,77 59

17 生命・食料科学博士特定研究Ⅰ 必修 4 77 59

18 生命・食料科学博士特定研究Ⅱ 選択 4 77 59

19 生命・食料科学博士特定研究Ⅲ 選択 4 77 59

20 生命・食料科学博士セミナーⅠ 必修 2 60 59

21 生命・食料科学博士セミナーⅡ 選択 2 60 59

22 生命・食料科学博士セミナーⅢ 選択 2 60 59

23 外国語論文解説・討論Ⅰ 必修 2 99 59

24 外国語論文解説・討論Ⅱ 選択 2 99 59

25 外国語論文解説・討論Ⅲ 選択 2 99 59

年次

1年次

2年次

3年次

○生命・食料科学専攻（博士後期課程）

基礎生命科学コース（Ｄ）
１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力

(B) 基礎生物学および関連諸分野の理論・技術を理解し，解明できる。

研究発表（博士）演習（学会発表含む）

(B-1) 免疫，生体分子・超分子・オルガネラの構造と機能に関する基礎理論を理解し，解明できる。

(B-2) 細胞から生物個体レベルでの制御機構に関する基礎理論を理解し，解明できる。

(C) 課題を発見し，解決する能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

19単位以上（必修15単位）

(B)

(B-1)

(B-2)

(C)

所属コースの
専門科目
5単位以上

10単位以上

３．必修科目履修の流れ

必修科目

他のコースおよび他専攻の専門科目，生命科学特別セミナーⅡ， 生命・食料科学博士特定研究I， 生命・食料科学博士セミ
ナーI，外国語論文解説・討論I

基礎生命科学（博士）演習（中間発表）
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授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定 備考

1 ＜他コースで開講する科目＞ 必修 2 - - 2単位以上 2単位相当分の科目
2 応用生命・食品科学特論 選択 2 61 59
3 バイオインフォマティクス特論 選択 2 61 59
4 食品産業経営論 選択 2 64 59
5 経営戦略・マーケティング 選択 1 64 59
6 エピジェネティクス特論 選択 2 61,57 59
7 植物代謝制御特論 選択 2 61,57 59
8 Environmental plant physiology 選択 2 61 59
9 植物ゲノム機能学特論 選択 2 61 59

10 植物バイオコントロール特論 選択 2 61 59
11 植物分子生命科学特論 選択 1 61 59
12 植物環境応答学特論Ⅱ 選択 2 61,57 59
13 微生物機能化学 選択 2 61 59
14 分子微生物学特論 選択 2 61 59
15 Topics in Molecular Microbiology 選択 2 61 59
16 微生物分子生命科学特論 選択 1 61 59
17 食肉制御論 選択 2 61 59
18 動物タンパク質機能論 選択 2 61,60,57 59
19 Topics in Food Sciences 選択 2 61 59
20 食品素材機能論 選択 2 61 59
21 食品機能化学特論 選択 2 61 59
22 食品・栄養科学特論 選択 1 61 59
23 糖質科学論 選択 2 61 59
24 土壌機能解析学特論 選択 2 61 59
25 木質利用化学 選択 2 61 59
26 資源利用科学特論 選択 1 61 59
27 生命・食料科学博士特定研究Ⅰ 必修 4 77 59
28 生命・食料科学博士特定研究Ⅱ 必修 4 77 59
29 生命・食料科学博士特定研究Ⅲ 選択 4 77 59
30 生命・食料科学博士セミナーⅠ 選択 2 60 59
31 生命・食料科学博士セミナーⅡ 選択 2 60 59
32 生命・食料科学博士セミナーⅢ 選択 2 60 59
33 外国語論文解説・討論Ⅰ 選択 2 99 59
34 外国語論文解説・討論Ⅱ 選択 2 99 59
35 外国語論文解説・討論Ⅲ 選択 2 99 59
36 研究発表演習（中間発表） 必修 1 61 59
37 応用生命・食品科学演習（学会発表） 選択 1 61 59

(A)

※平成30年度から廃止した科目　　　「土壌環境学」

プログラムの詳細は，152ページを参照してください。

５．グローバル農力養成プログラム及びグローバル防災・復興プログラム

(B-1)

(B-2)

4期

5期

6期

他コースで開講する科目

生命・食料科学博士特定研究Ⅰ（通年）

生命・食料科学博士特定研究Ⅱ（通年） 研究発表演習（中間発表）
3期

４．ロシア連邦極東地域における高度農業人材育成プログラム

プログラムの詳細は，146ページを参照してください。

応用生命・食品科学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 自然・社会・人類に対する広い視野を持ち，責任を自覚する能力。

(B) 当該分野の基礎理論・技術を基礎とした課題設定・解決能力。

(B-1) 植物のゲノム機能とその制御，代謝調節，オルガネラ形成制御に関する理論・技術を応用し，植物機能の高度利用，育種，植物生理の
解明，肥料設計・施肥技術開発へ向け，課題を設定し，解決することができる。

(B-2) 微生物のゲノム情報，機能制御，物質生産に関する理論・技術を応用し，微生物機能の改良・高度化，酵素機能の解明へ向け，課題を
設定し，解決することができる。

(B-3) 食品の製造・加工・成分分析・品質評価，栄養・代謝制御，生体・細胞機能調節に関する理論・技術を応用し，新製品・新技術の開発
や食品機能の解明へ向け，課題を設定し，解決することができる。

(B-4) 土壌微生物の有用機能，微生物と植物の相互作用，木材資源の高度開発・利用に関する理論・技術を応用し，持続的生物生産や地球環
境修復維持へ向け，課題を設定し，解決することができる。

(C) 学術的コミュニケーション能力。国際学会等における発表能力。学術雑誌への論文執筆能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

達成目標

（A）

2期

1期

(B-3)

セメスター

(B-4)

●計19単位以上（必修含め自コースの科目17単位以上，他コース科目2単位以上） 

３．必修科目履修の流れ

（B）（C) (C)

4単位
以上

9単位
以上

(B)

(B)  (C)

(C)

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 （他コース科目） 必修 - - 4単位以上
2 生物資源科学コース演習Ⅰ 必修 1 60 58
3 生物資源科学コース演習Ⅱ 選択 1 60 58
4 生物資源科学特論 選択 1 60,66 58
5 食品産業経営論 選択 2 64 59
6 経営戦略・マーケティング 選択 1 64 59
7 国際農業資源開発論 選択 2 64 59
8 農業生産力論 選択 2 64 59
9 地域食品産業特論 選択 2 64 59

10 植物発育制御学 選択 2 60 59
11 作物資源利用学 選択 2 60 59
12 植物細胞育種学 選択 2 60 59
13 ゲノム解析学 選択 2 60 59
14 農作業システム特論 選択 2 60 59
15 比較ウイルス学 選択 2 60 59
16 農業資源科学特論 選択 2 60 59
17 草地植生利用管理学 選択 2 66 58
18 動物生産制御学 選択 2 66 59
19 動物遺伝解析学 選択 2 66 59
20 動物組織細胞化学論 選択 2 66 59
21 生命・食料科学博士特定研究Ⅰ 必修 4 77 59
22 生命・食料科学博士特定研究Ⅱ 選択 4 77 59
23 生命・食料科学博士特定研究Ⅲ 選択 4 77 59
24 生命・食料科学博士セミナーⅠ 必修 2 60 59
25 生命・食料科学博士セミナーⅡ 選択 2 60 59
26 生命・食料科学博士セミナーⅢ 選択 2 60 59
27 外国語論文解説・討論Ⅰ 必修 2 99 59
28 外国語論文解説・討論Ⅱ 選択 2 99 59
29 外国語論文解説・討論Ⅲ 選択 2 99 59

1期 (＊1)生物資源科学コース演習Ⅰ

2期

3期 (＊1)生物資源科学コース演習Ⅱ

4期

5期

6期

プログラムの詳細は，152ページを参照してください。

５．グローバル農力養成プログラム及びグローバル防災・復興プログラム

（A）

(B)

(B-1)

(B-2)

(B-3)

(C)

セメスター （A） （B）

専門科目

1単位以上

コースに
対応して
6単位以上

必修
8単位以上

３．授業科目履修の流れ（コースワーク）

(＊1)生命・食料科学博士
特定研究Ⅲ

(＊1)生命・食料科学博士
特定研究Ⅰ

生命・食料科学博士セミナーⅠ
外国語論文解説・討論Ⅰ

（C）
選択・必修 選択

４．ロシア連邦極東地域における高度農業人材育成プログラム

プログラムの詳細は，146ページを参照してください。

生物資源科学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)生物資源に関わる生命現象の根源的理解，新技術の開発，地域の産業や環境の改善に先駆的かつ多面的に対応で
き，自然・社会・人類に対する広い視野を持ち，責任を自覚する人材の養成を行う。

(B)当該分野の基礎理論・技術を理解し，応用できる。

(B-1)持続可能な農業の発展および農業関連産業の振興に資する国際的な農業資源の開発，地域農業の経営および管理
に関する理論を理解し，応用できる。

「＊１」はコースワーク

(B-2)食用および園芸作物などの栽培植物および資源植物に関する栽培学，植物生理・生態学，繁殖を含む遺伝・育種
学および植物病理学の理論を理解し，応用できる。

(B-3)資源動物の生殖生理学，発育生理学および栄養生理学的特性，遺伝的多様性を利用した動物性タンパク質の安全
で効率的な増産に関する理論を理解し，応用できる。

(C)課題を発見し，解決する能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

○計19単位以上（必修含め自コースの科目15単位以上，他コース科目4単位以上）

生命・食料科学博士セミナーⅢ
外国語論文解説・討論Ⅲ

(＊1)生命・食料科学博士
特定研究Ⅱ

生命・食料科学博士セミナーⅡ
外国語論文解説・討論Ⅱ
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Ⅲ
授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定 備考

1 ＜他コースで開講する科目＞ 必修 2 - - 2単位以上 2単位相当分の科目
2 応用生命・食品科学特論 選択 2 61 59
3 バイオインフォマティクス特論 選択 2 61 59
4 食品産業経営論 選択 2 64 59
5 経営戦略・マーケティング 選択 1 64 59
6 エピジェネティクス特論 選択 2 61,57 59
7 植物代謝制御特論 選択 2 61,57 59
8 Environmental plant physiology 選択 2 61 59
9 植物ゲノム機能学特論 選択 2 61 59

10 植物バイオコントロール特論 選択 2 61 59
11 植物分子生命科学特論 選択 1 61 59
12 植物環境応答学特論Ⅱ 選択 2 61,57 59
13 微生物機能化学 選択 2 61 59
14 分子微生物学特論 選択 2 61 59
15 Topics in Molecular Microbiology 選択 2 61 59
16 微生物分子生命科学特論 選択 1 61 59
17 食肉制御論 選択 2 61 59
18 動物タンパク質機能論 選択 2 61,60,57 59
19 Topics in Food Sciences 選択 2 61 59
20 食品素材機能論 選択 2 61 59
21 食品機能化学特論 選択 2 61 59
22 食品・栄養科学特論 選択 1 61 59
23 糖質科学論 選択 2 61 59
24 土壌機能解析学特論 選択 2 61 59
25 木質利用化学 選択 2 61 59
26 資源利用科学特論 選択 1 61 59
27 生命・食料科学博士特定研究Ⅰ 必修 4 77 59
28 生命・食料科学博士特定研究Ⅱ 必修 4 77 59
29 生命・食料科学博士特定研究Ⅲ 選択 4 77 59
30 生命・食料科学博士セミナーⅠ 選択 2 60 59
31 生命・食料科学博士セミナーⅡ 選択 2 60 59
32 生命・食料科学博士セミナーⅢ 選択 2 60 59
33 外国語論文解説・討論Ⅰ 選択 2 99 59
34 外国語論文解説・討論Ⅱ 選択 2 99 59
35 外国語論文解説・討論Ⅲ 選択 2 99 59
36 研究発表演習（中間発表） 必修 1 61 59
37 応用生命・食品科学演習（学会発表） 選択 1 61 59

(A)

※平成30年度から廃止した科目　　　「土壌環境学」

プログラムの詳細は，152ページを参照してください。

５．グローバル農力養成プログラム及びグローバル防災・復興プログラム

(B-1)

(B-2)

4期

5期

6期

他コースで開講する科目

生命・食料科学博士特定研究Ⅰ（通年）

生命・食料科学博士特定研究Ⅱ（通年） 研究発表演習（中間発表）
3期

４．ロシア連邦極東地域における高度農業人材育成プログラム

プログラムの詳細は，146ページを参照してください。

応用生命・食品科学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 自然・社会・人類に対する広い視野を持ち，責任を自覚する能力。

(B) 当該分野の基礎理論・技術を基礎とした課題設定・解決能力。

(B-1) 植物のゲノム機能とその制御，代謝調節，オルガネラ形成制御に関する理論・技術を応用し，植物機能の高度利用，育種，植物生理の
解明，肥料設計・施肥技術開発へ向け，課題を設定し，解決することができる。

(B-2) 微生物のゲノム情報，機能制御，物質生産に関する理論・技術を応用し，微生物機能の改良・高度化，酵素機能の解明へ向け，課題を
設定し，解決することができる。

(B-3) 食品の製造・加工・成分分析・品質評価，栄養・代謝制御，生体・細胞機能調節に関する理論・技術を応用し，新製品・新技術の開発
や食品機能の解明へ向け，課題を設定し，解決することができる。

(B-4) 土壌微生物の有用機能，微生物と植物の相互作用，木材資源の高度開発・利用に関する理論・技術を応用し，持続的生物生産や地球環
境修復維持へ向け，課題を設定し，解決することができる。

(C) 学術的コミュニケーション能力。国際学会等における発表能力。学術雑誌への論文執筆能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

達成目標

（A）

2期

1期

(B-3)

セメスター

(B-4)

●計19単位以上（必修含め自コースの科目17単位以上，他コース科目2単位以上） 

３．必修科目履修の流れ

（B）（C) (C)

4単位
以上

9単位
以上

(B)

(B)  (C)

(C)

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考
1 （他コース科目） 必修 - - 4単位以上
2 生物資源科学コース演習Ⅰ 必修 1 60 58
3 生物資源科学コース演習Ⅱ 選択 1 60 58
4 生物資源科学特論 選択 1 60,66 58
5 食品産業経営論 選択 2 64 59
6 経営戦略・マーケティング 選択 1 64 59
7 国際農業資源開発論 選択 2 64 59
8 農業生産力論 選択 2 64 59
9 地域食品産業特論 選択 2 64 59

10 植物発育制御学 選択 2 60 59
11 作物資源利用学 選択 2 60 59
12 植物細胞育種学 選択 2 60 59
13 ゲノム解析学 選択 2 60 59
14 農作業システム特論 選択 2 60 59
15 比較ウイルス学 選択 2 60 59
16 農業資源科学特論 選択 2 60 59
17 草地植生利用管理学 選択 2 66 58
18 動物生産制御学 選択 2 66 59
19 動物遺伝解析学 選択 2 66 59
20 動物組織細胞化学論 選択 2 66 59
21 生命・食料科学博士特定研究Ⅰ 必修 4 77 59
22 生命・食料科学博士特定研究Ⅱ 選択 4 77 59
23 生命・食料科学博士特定研究Ⅲ 選択 4 77 59
24 生命・食料科学博士セミナーⅠ 必修 2 60 59
25 生命・食料科学博士セミナーⅡ 選択 2 60 59
26 生命・食料科学博士セミナーⅢ 選択 2 60 59
27 外国語論文解説・討論Ⅰ 必修 2 99 59
28 外国語論文解説・討論Ⅱ 選択 2 99 59
29 外国語論文解説・討論Ⅲ 選択 2 99 59

1期 (＊1)生物資源科学コース演習Ⅰ

2期

3期 (＊1)生物資源科学コース演習Ⅱ

4期

5期

6期

プログラムの詳細は，152ページを参照してください。

５．グローバル農力養成プログラム及びグローバル防災・復興プログラム

（A）

(B)

(B-1)

(B-2)

(B-3)

(C)

セメスター （A） （B）

専門科目

1単位以上

コースに
対応して
6単位以上

必修
8単位以上

３．授業科目履修の流れ（コースワーク）

(＊1)生命・食料科学博士
特定研究Ⅲ

(＊1)生命・食料科学博士
特定研究Ⅰ

生命・食料科学博士セミナーⅠ
外国語論文解説・討論Ⅰ

（C）
選択・必修 選択

４．ロシア連邦極東地域における高度農業人材育成プログラム

プログラムの詳細は，146ページを参照してください。

生物資源科学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)生物資源に関わる生命現象の根源的理解，新技術の開発，地域の産業や環境の改善に先駆的かつ多面的に対応で
き，自然・社会・人類に対する広い視野を持ち，責任を自覚する人材の養成を行う。

(B)当該分野の基礎理論・技術を理解し，応用できる。

(B-1)持続可能な農業の発展および農業関連産業の振興に資する国際的な農業資源の開発，地域農業の経営および管理
に関する理論を理解し，応用できる。

「＊１」はコースワーク

(B-2)食用および園芸作物などの栽培植物および資源植物に関する栽培学，植物生理・生態学，繁殖を含む遺伝・育種
学および植物病理学の理論を理解し，応用できる。

(B-3)資源動物の生殖生理学，発育生理学および栄養生理学的特性，遺伝的多様性を利用した動物性タンパク質の安全
で効率的な増産に関する理論を理解し，応用できる。

(C)課題を発見し，解決する能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

○計19単位以上（必修含め自コースの科目15単位以上，他コース科目4単位以上）

生命・食料科学博士セミナーⅢ
外国語論文解説・討論Ⅲ

(＊1)生命・食料科学博士
特定研究Ⅱ

生命・食料科学博士セミナーⅡ
外国語論文解説・討論Ⅱ
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達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 他コース専門科目 選択必修 4以上 - -

2 環境科学特別講義 選択 1 57 58

3 地球温暖化地域学特論D 選択 2 99 58

4 環境物理学特論Ⅰ 選択 2 43 48

5 環境物理学特論Ⅱ 選択 2 43 48

6 環境化学特論Ⅰ 選択 2 46 48

7 環境化学特論Ⅱ 選択 2 46 48

8 環境化学特論Ⅲ 選択 2 46 48

9 環境化学特論Ⅳ 選択 2 46 48

10 環境化学特論Ⅴ 選択 2 46 48

11 地球物理学特論Ⅰ 選択 2 43 48

12 地球物理学特論Ⅱ 選択 2 43 48

13 地圏環境科学特論Ⅰ 選択 2 44 48

14 地圏環境科学特論Ⅱ 選択 2 44 48

15 機能形態学特論 選択 2 57 48

16 多様性生物学特論Ⅰ 選択 2 57 48

17 多様性生物学特論Ⅱ 選択 2 57 48

18 多様性生物学特論Ⅲ 選択 2 57 48

19 保全生物学特論Ⅰ 選択 2 57 48

20 保全生物学特論Ⅱ 選択 2 57 48

21 保全生物学特論Ⅲ 選択 2 57 48

22 環境科学特定研究 必修 4 77 59

23 大気汚染影響評価学特論 選択 2 46 38

24 大気汚染物質科学特論 選択 2 46 38

25 環境科学演習Ⅰ 必修 1 77 59

26 海外研究プロジェクト特別演習 選択 1 99 58

27 ＩＳＩ誌投稿特別演習 選択 1 99 58

セメスター

3

4

5

6

1
所属コース専門科目（1科目）

他コース専門科目(1科目)

2
所属コース専門科目（1科目）

環境科学演習Ⅰ
他コース専門科目(1科目)

所属コース専門科目（1科目）

環境科学特定研究

（A）+（B） （B）（C）（D）（E）

(D)国際会議等における発表能力

(E)学術雑誌への論文執筆能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A) 4単位以上

(B)
10単位以上
（4単位は
特定研究）

ただし，研究指導
委員会が認めた他
コースまたは他専
攻の科目を，当該
分野の専門科目と
して認定可とす
る。

(C)(D)(E) 1単位以上

○修得単位：必修5単位，選択必修10単位以上修得のうえ，合計19単位以上修得のこと。

３．必修授業科目履修の流れ（目安）

(C)コミュニケーション能力

○環境科学専攻（博士後期課程）

自然システム科学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力

(B)問題発見能力と問題解決能力

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 他コース専門科目 選択必修 4以上 - -

2 環境科学特別講義 選択 1 57 58

3 地球温暖化地域学特論D 選択 2 99 58

4 森林生態系管理学Ⅰ 選択 2 62 58

5 森林生態系管理学Ⅱ 選択 2 62 58

6 森林生態系管理学Ⅲ 選択 2 62 58

7 森林環境物理学 選択 2 62 58

8 森林空間情報学 選択 2 62 58

9 農地・農村計画学Ⅰ 選択 2 65 58

11 施設機能工学 選択 2 65 58

12 生産システム工学 選択 2 65 58

13 農業情報学特論 選択 2 65 58

14 応用雪水文学 選択 2 62 58

15 農業水利調整学 選択 2 65 58

16 生態系機能学 選択 2 62 58

17 大気汚染影響評価学特論 選択 2 46 38

18 大気汚染物質科学特論 選択 2 46 38

19 農業環境システム論 選択 2 65 58

20 生態遺伝管理学特論Ⅰ 選択 2 57 58

21 生態遺伝管理学特論Ⅱ 選択 2 57 58

22 環境科学特定研究 必修 4 77 59

23 環境科学演習Ⅱ 必修 1 99 59

24 海外研究プロジェクト特別演習 選択 1 99 58

25 ＩＳＩ誌投稿特別演習 選択 1 99 58

セメスター （A）

3

4

5

6

※平成30年度から廃止した科目　　　「農地・農村計画学Ⅱ」，「生態系動態論」

プログラムの詳細は，152ページを参照してください。

2
所属コース専門科目（1科目）

環境科学演習Ⅱ
他コース専門科目(1科目)

所属コース専門科目（1科目）

環境科学特定研究

(C)(D)(E) 1単位以上

○修得単位：必修5単位，選択必修10単位以上修得のうえ，合計19単位以上修得のこと。

３．必修授業科目履修の流れ（目安）

（A）+（B） （B）（C）（D）（E）

1
所属コース専門科目（1科目）

他コース専門科目(1科目)

４．ロシア連邦極東地域における高度農業人材育成プログラム

プログラムの詳細は，146ページを参照してください。

５．グローバル農力養成プログラム及びグローバル防災・復興プログラム

(B)
10単位以上
（4単位は
特定研究）

ただし，研究指導
委員会が認めた他
コースまたは他専
攻の科目を，当該
分野の専門科目と
して認定可とす
る。

流域環境学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力

(B)問題発見能力と問題解決能力

(C)コミュニケーション能力

(D)国際会議等における発表能力

(E)学術雑誌への論文執筆能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A) 4単位以上
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Ⅲ達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 他コース専門科目 選択必修 4以上 - -

2 環境科学特別講義 選択 1 57 58

3 地球温暖化地域学特論D 選択 2 99 58

4 環境物理学特論Ⅰ 選択 2 43 48

5 環境物理学特論Ⅱ 選択 2 43 48

6 環境化学特論Ⅰ 選択 2 46 48

7 環境化学特論Ⅱ 選択 2 46 48

8 環境化学特論Ⅲ 選択 2 46 48

9 環境化学特論Ⅳ 選択 2 46 48

10 環境化学特論Ⅴ 選択 2 46 48

11 地球物理学特論Ⅰ 選択 2 43 48

12 地球物理学特論Ⅱ 選択 2 43 48

13 地圏環境科学特論Ⅰ 選択 2 44 48

14 地圏環境科学特論Ⅱ 選択 2 44 48

15 機能形態学特論 選択 2 57 48

16 多様性生物学特論Ⅰ 選択 2 57 48

17 多様性生物学特論Ⅱ 選択 2 57 48

18 多様性生物学特論Ⅲ 選択 2 57 48

19 保全生物学特論Ⅰ 選択 2 57 48

20 保全生物学特論Ⅱ 選択 2 57 48

21 保全生物学特論Ⅲ 選択 2 57 48

22 環境科学特定研究 必修 4 77 59

23 大気汚染影響評価学特論 選択 2 46 38

24 大気汚染物質科学特論 選択 2 46 38

25 環境科学演習Ⅰ 必修 1 77 59

26 海外研究プロジェクト特別演習 選択 1 99 58

27 ＩＳＩ誌投稿特別演習 選択 1 99 58

セメスター

3

4

5

6

1
所属コース専門科目（1科目）

他コース専門科目(1科目)

2
所属コース専門科目（1科目）

環境科学演習Ⅰ
他コース専門科目(1科目)

所属コース専門科目（1科目）

環境科学特定研究

（A）+（B） （B）（C）（D）（E）

(D)国際会議等における発表能力

(E)学術雑誌への論文執筆能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A) 4単位以上

(B)
10単位以上
（4単位は
特定研究）

ただし，研究指導
委員会が認めた他
コースまたは他専
攻の科目を，当該
分野の専門科目と
して認定可とす
る。

(C)(D)(E) 1単位以上

○修得単位：必修5単位，選択必修10単位以上修得のうえ，合計19単位以上修得のこと。

３．必修授業科目履修の流れ（目安）

(C)コミュニケーション能力

○環境科学専攻（博士後期課程）

自然システム科学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力

(B)問題発見能力と問題解決能力

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 他コース専門科目 選択必修 4以上 - -

2 環境科学特別講義 選択 1 57 58

3 地球温暖化地域学特論D 選択 2 99 58

4 森林生態系管理学Ⅰ 選択 2 62 58

5 森林生態系管理学Ⅱ 選択 2 62 58

6 森林生態系管理学Ⅲ 選択 2 62 58

7 森林環境物理学 選択 2 62 58

8 森林空間情報学 選択 2 62 58

9 農地・農村計画学Ⅰ 選択 2 65 58

11 施設機能工学 選択 2 65 58

12 生産システム工学 選択 2 65 58

13 農業情報学特論 選択 2 65 58

14 応用雪水文学 選択 2 62 58

15 農業水利調整学 選択 2 65 58

16 生態系機能学 選択 2 62 58

17 大気汚染影響評価学特論 選択 2 46 38

18 大気汚染物質科学特論 選択 2 46 38

19 農業環境システム論 選択 2 65 58

20 生態遺伝管理学特論Ⅰ 選択 2 57 58

21 生態遺伝管理学特論Ⅱ 選択 2 57 58

22 環境科学特定研究 必修 4 77 59

23 環境科学演習Ⅱ 必修 1 99 59

24 海外研究プロジェクト特別演習 選択 1 99 58

25 ＩＳＩ誌投稿特別演習 選択 1 99 58

セメスター （A）

3

4

5

6

※平成30年度から廃止した科目　　　「農地・農村計画学Ⅱ」，「生態系動態論」

プログラムの詳細は，152ページを参照してください。

2
所属コース専門科目（1科目）

環境科学演習Ⅱ
他コース専門科目(1科目)

所属コース専門科目（1科目）

環境科学特定研究

(C)(D)(E) 1単位以上

○修得単位：必修5単位，選択必修10単位以上修得のうえ，合計19単位以上修得のこと。

３．必修授業科目履修の流れ（目安）

（A）+（B） （B）（C）（D）（E）

1
所属コース専門科目（1科目）

他コース専門科目(1科目)

４．ロシア連邦極東地域における高度農業人材育成プログラム

プログラムの詳細は，146ページを参照してください。

５．グローバル農力養成プログラム及びグローバル防災・復興プログラム

(B)
10単位以上
（4単位は
特定研究）

ただし，研究指導
委員会が認めた他
コースまたは他専
攻の科目を，当該
分野の専門科目と
して認定可とす
る。

流域環境学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力

(B)問題発見能力と問題解決能力

(C)コミュニケーション能力

(D)国際会議等における発表能力

(E)学術雑誌への論文執筆能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A) 4単位以上
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達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 他コース専門科目 選択必修 4以上 - -

2 環境科学特別講義 選択 1 57 58

3 地球温暖化地域学特論D 選択 2 99 58

4 構造システム論Ⅰ 選択 2 53 59

5 構造システム論Ⅱ 選択 2 53 59

6 構造システム論Ⅲ 選択 2 53 59

7 建設構造材料論Ⅰ 選択 2 52 59

8 建設構造材料論Ⅱ 選択 2 52 59

9 地盤防災論 選択 2 52 59

10 都市水質リスク学 選択 2 52 59

11 沿岸環境防災論 選択 2 52 59

12 環境材料論 選択 2 52 59

13 環境・災害モデリング 選択 2 52 59

14 環境科学特定研究 必修 4 77 59

15 環境科学演習Ⅲ 必修 1 77 59

16 海外研究プロジェクト特別演習 選択 1 99 58

17 ＩＳＩ誌投稿特別演習 選択 1 99 58

セメスター

3

4

5

6

(D)国際会議等における発表能力

（B）（C）（D）（E）

環境科学演習Ⅲ

1
所属コース専門科目（1科目）

他コース専門科目(1科目)

環境科学特定研究

３．必修授業科目履修の流れ（目安）

(E)学術雑誌への論文執筆能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A) 4単位以上

(B)
10単位以上
（4単位は
特定研究）

ただし，研究指導
委員会が認めた他
コース(※)または
他専攻の科目を，
当該分野の専門科
目として認定可と
する。

(C)(D)(E) 1単位以上

○修得単位：必修5単位，選択必修10単位以上修得のうえ，合計19単位以上修得のこと。

※「他コースの科目」には，社会基盤・建築学コースの他分野で開設する科目も含む。

（A）+（B）

社会基盤・建築学コース（社会基盤系）（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力

(B)問題発見能力と問題解決能力

(C)コミュニケーション能力

2
所属コース専門科目（1科目）

他コース専門科目(1科目)

所属コース専門科目（1科目）

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 他コース専門科目 選択必修 4以上 - -

2 環境科学特別講義 選択 1 57 58

3 地球温暖化地域学特論D 選択 2 99 58

4 構造システム論Ⅰ 選択 2 53 59

5 構造システム論Ⅱ 選択 2 53 59

6 構造システム論Ⅲ 選択 2 53 59

7 建設構造材料論Ⅰ 選択 2 52 59

8 建設構造材料論Ⅱ 選択 2 52 59

9 地盤防災論 選択 2 52 59

10 居住空間論Ⅰ 選択 2 53 59

11 居住空間論Ⅱ 選択 2 53 59

12 建築環境制御論Ⅰ 選択 2 53 59

13 建築環境制御論Ⅱ 選択 2 53 59

14 景観計画論 選択 2 53 59

15 環境科学特定研究 必修 4 77 59

16 環境科学演習Ⅲ 必修 1 77 59

17 海外研究プロジェクト特別演習 選択 1 99 58

18 ＩＳＩ誌投稿特別演習 選択 1 99 58

セメスター

3

4

5

6

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A) 4単位以上

○修得単位：必修5単位，選択必修10単位以上修得のうえ，合計19単位以上修得のこと。

環境科学演習Ⅲ

1
所属コース専門科目（1科目）

他コース専門科目(1科目)

※「他コースの科目」には，社会基盤・建築学コースの他分野で開設する科目も含む。

（A）+（B）

社会基盤・建築学コース（建築系）（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力 

(B)問題発見能力と問題解決能力 

(C)コミュニケーション能力 

(B)
10単位以上
（4単位は
特定研究）

ただし，研究指導
委員会が認めた他
コース(※)または
他専攻の科目を，
当該分野の専門科
目として認定可と
する。

(C)(D)(E) 1単位以上

(D)国際会議等における発表能力 

（B）（C）（D）（E）

３．必修授業科目履修の流れ（目安）

(E)学術雑誌への論文執筆能力

2
所属コース専門科目（1科目）

他コース専門科目(1科目)

所属コース専門科目（1科目）

環境科学特定研究
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Ⅲ達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 他コース専門科目 選択必修 4以上 - -

2 環境科学特別講義 選択 1 57 58

3 地球温暖化地域学特論D 選択 2 99 58

4 構造システム論Ⅰ 選択 2 53 59

5 構造システム論Ⅱ 選択 2 53 59

6 構造システム論Ⅲ 選択 2 53 59

7 建設構造材料論Ⅰ 選択 2 52 59

8 建設構造材料論Ⅱ 選択 2 52 59

9 地盤防災論 選択 2 52 59

10 都市水質リスク学 選択 2 52 59

11 沿岸環境防災論 選択 2 52 59

12 環境材料論 選択 2 52 59

13 環境・災害モデリング 選択 2 52 59

14 環境科学特定研究 必修 4 77 59

15 環境科学演習Ⅲ 必修 1 77 59

16 海外研究プロジェクト特別演習 選択 1 99 58

17 ＩＳＩ誌投稿特別演習 選択 1 99 58

セメスター

3

4

5

6

(D)国際会議等における発表能力

（B）（C）（D）（E）

環境科学演習Ⅲ

1
所属コース専門科目（1科目）

他コース専門科目(1科目)

環境科学特定研究

３．必修授業科目履修の流れ（目安）

(E)学術雑誌への論文執筆能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A) 4単位以上

(B)
10単位以上
（4単位は
特定研究）

ただし，研究指導
委員会が認めた他
コース(※)または
他専攻の科目を，
当該分野の専門科
目として認定可と
する。

(C)(D)(E) 1単位以上

○修得単位：必修5単位，選択必修10単位以上修得のうえ，合計19単位以上修得のこと。

※「他コースの科目」には，社会基盤・建築学コースの他分野で開設する科目も含む。

（A）+（B）

社会基盤・建築学コース（社会基盤系）（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力

(B)問題発見能力と問題解決能力

(C)コミュニケーション能力

2
所属コース専門科目（1科目）

他コース専門科目(1科目)

所属コース専門科目（1科目）

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 他コース専門科目 選択必修 4以上 - -

2 環境科学特別講義 選択 1 57 58

3 地球温暖化地域学特論D 選択 2 99 58

4 構造システム論Ⅰ 選択 2 53 59

5 構造システム論Ⅱ 選択 2 53 59

6 構造システム論Ⅲ 選択 2 53 59

7 建設構造材料論Ⅰ 選択 2 52 59

8 建設構造材料論Ⅱ 選択 2 52 59

9 地盤防災論 選択 2 52 59

10 居住空間論Ⅰ 選択 2 53 59

11 居住空間論Ⅱ 選択 2 53 59

12 建築環境制御論Ⅰ 選択 2 53 59

13 建築環境制御論Ⅱ 選択 2 53 59

14 景観計画論 選択 2 53 59

15 環境科学特定研究 必修 4 77 59

16 環境科学演習Ⅲ 必修 1 77 59

17 海外研究プロジェクト特別演習 選択 1 99 58

18 ＩＳＩ誌投稿特別演習 選択 1 99 58

セメスター

3

4

5

6

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A) 4単位以上

○修得単位：必修5単位，選択必修10単位以上修得のうえ，合計19単位以上修得のこと。

環境科学演習Ⅲ

1
所属コース専門科目（1科目）

他コース専門科目(1科目)

※「他コースの科目」には，社会基盤・建築学コースの他分野で開設する科目も含む。

（A）+（B）

社会基盤・建築学コース（建築系）（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力 

(B)問題発見能力と問題解決能力 

(C)コミュニケーション能力 

(B)
10単位以上
（4単位は
特定研究）

ただし，研究指導
委員会が認めた他
コース(※)または
他専攻の科目を，
当該分野の専門科
目として認定可と
する。

(C)(D)(E) 1単位以上

(D)国際会議等における発表能力 

（B）（C）（D）（E）

３．必修授業科目履修の流れ（目安）

(E)学術雑誌への論文執筆能力

2
所属コース専門科目（1科目）

他コース専門科目(1科目)

所属コース専門科目（1科目）

環境科学特定研究
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達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 (A) 自然科学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ(*いずれか1科目) 選択 1 99 56 （注）参照 他専攻

2 岩圏物質変遷論 選択 2 44 59

3 鉱物科学特論 選択 2 44 59

4 同位体地質学 選択 2 44 59

5 島弧火山学 選択 2 44 59

6 岩圏変形論 選択 2 44 59

7 地球深部物質論 選択 2 44 59

8 断層物質科学 選択 2 44 59

9 古生物地理論 選択 2 44 59

10 表層物質堆積論 選択 2 44 59

11 地圏環境進化学 選択 2 44 59

12 地球－生命共進化論 選択 2 44 59

13 微化石層序論 選択 2 44 59

14 (A) (他コース科目) 必修 4 - -

15 中間発表Ｄ 必修 1 77 59

16 学術発表演習Ｄ 1 44 59

17 地球科学演習Ｄ 1 44 59

18 論文作成演習Ｄ 4 44 59

19 地球科学特定研究Ｄc 4 77 59

20 地質エンジニアリング実習Ｄ 選択 2 44 59

21 サイエンスコミュニケーション実習Ｄ 選択 2 44 59

22 地球科学特定研究Ｄa 必修 4 77 59

23 地球科学特定研究Ｄb 必修 4 77 59

セメスター (B)

1期 専門科目

2期 専門科目

3期 専門科目

4期 専門科目

5期 専門科目

6期 専門科目

＊１

＊２

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

地球科学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 自然・倫理・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力

(B)  高度な理論・技術を理解し，応用する能力

(B-1) 同位体岩石学・年代学的手法から地球物質の形成過程を解明できる。

(B-2) 地殻・マントル物質の性質とその生成・変化・相互作用を解明できる。

(B-3) 地球創成以来の地球環境変遷を，さまざまな時間スケールで解明できる。

(C)  問題発見能力と問題解決能力

(D)  コミュニケーション能力

(E)  国際会議等における発表能力

(F)  学術雑誌へ論文執筆能力

(B-1)

2単位以上

地球科学演習Ｄ

地球科学特定研究Ｄb

○合計19単位以上

（注）修士課程で「自然科学総論」を履修していない学生は，履修することが望ましい。

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

(A)(C) (D) (E) (F)

地球科学演習Ｄ，中間発表Ｄ

地球科学特定研究Ｄb 地球科学演習Ｄ

(B-2)

(B-3)

18単位以上(他コースまた
は他専攻で開設する科目よ
り4単位以上を含む)

＊1:選択必修
「学術発表演習Ｄ」又は
「地球科学演習Ｄ」のいず
れか

＊2:選択必修
「論文作成演習Ｄ」又は
「地球科学特定研究Ｄc」
のいずれか

(A)(C)(D)
(E)(F)

選択必修

選択必修

地球科学特定研究Ｄa 地球科学演習Ｄ

地球科学特定研究Ｄc 地球科学演習Ｄ

地球科学特定研究Ｄc 地球科学演習Ｄ

地球科学特定研究Ｄa

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 他コース専門科目 選択必修 4以上 - -

2 環境科学特別講義 選択 1 57 58

3 地球温暖化地域学特論D 選択 2 99 58

4 大気汚染影響評価学特論 選択 2 46 38
＊平成30年度新規開設
＊専攻共通科目

5 大気汚染物質科学特論 選択 2 46 38
＊平成30年度新規開設
＊専攻共通科目

6 雪氷災害特論 選択必修 2 44 58

7 地盤変動特論 選択必修 2 44 58

8 斜面災害特論Ⅰ 選択必修 2 44,52,62 58

9 斜面災害特論Ⅱ 選択必修 2 44,52 58

10 火山土砂災害特論 選択必修 2 44 58

11 数値河川水理学特論 選択必修 2 52 58

12 環境科学特定研究 必修 4 77 59

13 環境科学演習Ⅰ 必修 1 77 59

14 海外研究プロジェクト特別演習 選択 1 99 58

15 ＩＳＩ誌投稿特別演習 選択 1 99 58

セメスター （B）（C）（D）（E）

1

2

3

4

5

6

４．グローバル農力養成プログラム及びグローバル防災・復興プログラム

プログラムの詳細は，152ページを参照してください。

所属コース専門科目（1科目） 他コース専門科目(1科目)

環境科学演習Ⅰ
環境科学特定研究

所属コース専門科目（1科目） 他コース専門科目(1科目)

所属コース専門科目（1科目）

（A）+（B）

(E)学術雑誌への論文執筆能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A) 4単位以上

(B)
10単位以上
（4単位は
特定研究）

ただし，研究指導委員会
が認めた他コースまたは
他専攻の科目を，当該分
野の専門科目として認定
可とする。

(C)(D)(E) 1単位以上

○修得単位：必修5単位，選択必修10単位以上修得のうえ，合計19単位以上修得のこと。

３．必修授業科目履修の流れ（目安）

(D)国際会議等における発表能力

災害環境科学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力

(B)問題発見能力と問題解決能力

(C)コミュニケーション能力
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Ⅲ達成目標 授業科目 選択・必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 (A) 自然科学総論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ(*いずれか1科目) 選択 1 99 56 （注）参照 他専攻

2 岩圏物質変遷論 選択 2 44 59

3 鉱物科学特論 選択 2 44 59

4 同位体地質学 選択 2 44 59

5 島弧火山学 選択 2 44 59

6 岩圏変形論 選択 2 44 59

7 地球深部物質論 選択 2 44 59

8 断層物質科学 選択 2 44 59

9 古生物地理論 選択 2 44 59

10 表層物質堆積論 選択 2 44 59

11 地圏環境進化学 選択 2 44 59

12 地球－生命共進化論 選択 2 44 59

13 微化石層序論 選択 2 44 59

14 (A) (他コース科目) 必修 4 - -

15 中間発表Ｄ 必修 1 77 59

16 学術発表演習Ｄ 1 44 59

17 地球科学演習Ｄ 1 44 59

18 論文作成演習Ｄ 4 44 59

19 地球科学特定研究Ｄc 4 77 59

20 地質エンジニアリング実習Ｄ 選択 2 44 59

21 サイエンスコミュニケーション実習Ｄ 選択 2 44 59

22 地球科学特定研究Ｄa 必修 4 77 59

23 地球科学特定研究Ｄb 必修 4 77 59

セメスター (B)

1期 専門科目

2期 専門科目

3期 専門科目

4期 専門科目

5期 専門科目

6期 専門科目

＊１

＊２

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

地球科学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A) 自然・倫理・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力

(B)  高度な理論・技術を理解し，応用する能力

(B-1) 同位体岩石学・年代学的手法から地球物質の形成過程を解明できる。

(B-2) 地殻・マントル物質の性質とその生成・変化・相互作用を解明できる。

(B-3) 地球創成以来の地球環境変遷を，さまざまな時間スケールで解明できる。

(C)  問題発見能力と問題解決能力

(D)  コミュニケーション能力

(E)  国際会議等における発表能力

(F)  学術雑誌へ論文執筆能力

(B-1)

2単位以上

地球科学演習Ｄ

地球科学特定研究Ｄb

○合計19単位以上

（注）修士課程で「自然科学総論」を履修していない学生は，履修することが望ましい。

３．必修授業科目履修の流れ（コースワーク＋リサーチワーク）

(A)(C) (D) (E) (F)

地球科学演習Ｄ，中間発表Ｄ

地球科学特定研究Ｄb 地球科学演習Ｄ

(B-2)

(B-3)

18単位以上(他コースまた
は他専攻で開設する科目よ
り4単位以上を含む)

＊1:選択必修
「学術発表演習Ｄ」又は
「地球科学演習Ｄ」のいず
れか

＊2:選択必修
「論文作成演習Ｄ」又は
「地球科学特定研究Ｄc」
のいずれか

(A)(C)(D)
(E)(F)

選択必修

選択必修

地球科学特定研究Ｄa 地球科学演習Ｄ

地球科学特定研究Ｄc 地球科学演習Ｄ

地球科学特定研究Ｄc 地球科学演習Ｄ

地球科学特定研究Ｄa

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

1 他コース専門科目 選択必修 4以上 - -

2 環境科学特別講義 選択 1 57 58

3 地球温暖化地域学特論D 選択 2 99 58

4 大気汚染影響評価学特論 選択 2 46 38
＊平成30年度新規開設
＊専攻共通科目

5 大気汚染物質科学特論 選択 2 46 38
＊平成30年度新規開設
＊専攻共通科目

6 雪氷災害特論 選択必修 2 44 58

7 地盤変動特論 選択必修 2 44 58

8 斜面災害特論Ⅰ 選択必修 2 44,52,62 58

9 斜面災害特論Ⅱ 選択必修 2 44,52 58

10 火山土砂災害特論 選択必修 2 44 58

11 数値河川水理学特論 選択必修 2 52 58

12 環境科学特定研究 必修 4 77 59

13 環境科学演習Ⅰ 必修 1 77 59

14 海外研究プロジェクト特別演習 選択 1 99 58

15 ＩＳＩ誌投稿特別演習 選択 1 99 58

セメスター （B）（C）（D）（E）

1

2

3

4

5

6

４．グローバル農力養成プログラム及びグローバル防災・復興プログラム

プログラムの詳細は，152ページを参照してください。

所属コース専門科目（1科目） 他コース専門科目(1科目)

環境科学演習Ⅰ
環境科学特定研究

所属コース専門科目（1科目） 他コース専門科目(1科目)

所属コース専門科目（1科目）

（A）+（B）

(E)学術雑誌への論文執筆能力

２．達成目標に対応した授業科目と分野・水準

(A) 4単位以上

(B)
10単位以上
（4単位は
特定研究）

ただし，研究指導委員会
が認めた他コースまたは
他専攻の科目を，当該分
野の専門科目として認定
可とする。

(C)(D)(E) 1単位以上

○修得単位：必修5単位，選択必修10単位以上修得のうえ，合計19単位以上修得のこと。

３．必修授業科目履修の流れ（目安）

(D)国際会議等における発表能力

災害環境科学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力

(B)問題発見能力と問題解決能力

(C)コミュニケーション能力
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⑶ 修学上の注意事項 

①  標準修業年限及び修了要件等について 

本研究科博士後期課程の標準修業年限は３年であり，修了するためには３年以上在学し，本研

究科規程別表第５に規定する履修基準に基づき，19 単位以上又は 23 単位以上を修得し，かつ，

必要な研究指導を受けた上，学位申請論文を提出しその審査及び最終試験に合格しなければなら

ない。 
   なお，６年を超えて在学することはできない。 

② 研究指導について 

大学院の研究指導については，大学院設置基準第 11 条に｢大学院の教育は，授業科目の授業及

び学位論文の作成等に対する指導（以下｢研究指導｣という。) によって行うものとする。｣と規定

されている。 
   研究指導は，単位制度によらないものであって，多様なかたちで行われる研究上の指導であり，

大学院の教育上重要な意義を有するものであるから，本研究科の課程修了の要件ともなっている。 
   本研究科における研究指導は，入学した学生ごとに定められる主指導教員及び副指導教員２名

（指導教員）により幅広く効果的に行う。 
   研究題目は，原則として入学後１か月以内に指導教員の指導を受けて，決定しなければならな

い。 
③ 授業科目について 

 ａ 授業科目 
   本研究科の授業科目は，本研究科規程に定められており，次のとおり区分されている。 
   講義は，専任教員及び兼任教員並びに非常勤講師が担当する２単位の授業科目である。 

演習及び特定研究は，専攻内の各学問分野に共通した主題や学生ごとの特定の課題の下に開

設する授業科目で，授業の内容及び形態は，各専攻又は各コースにおいて定められている。 
    
   本研究科で開設する科目について，水準を表す２桁のコードを付している。 
   10 の位が下記の３～５，１の位が下記６～９で，水準を表している。 
   ３ 全学の大学院学生を受け入れ可能な科目 
   ４ 本研究科の学生のみ受け入れ可能な科目 
   ５ 専攻に所属する学生のみ受け入れ可能な科目 
   ６ 前期課程の基礎的水準 
   ７ 前期課程の中核的水準 
   ８ 後期課程の基礎的水準 
   ９ 後期課程の中核的水準 
 
 ｂ 履修要件 

学生は，前述の主指導教員及び副指導教員２名で構成する研究指導委員会の指導を受けて，

自己の研究課題の内容に対応する所属コースの授業科目と他のコースや他の専攻の授業科目

を選定し，本研究科規程別表第５及び所属するコースの教育プログラムに基づき 19 単位以上

又は 23 単位以上を履修しなければならない。 

 ｃ 履修手続 
授業科目の履修に当たっては，原則として入学後 1 か月以内に研究指導委員会の指導を受け

て，授業科目の履修計画を作成しなければならない。 
また，毎学期の始めに，指導教員の指導の下にその学期内に履修する授業科目を決定し，所

定の様式により履修届を提出しなければならない。 
  ｄ 単位の認定 

単位の認定は，講義その他の出席時間数が十分であると認めた者について，筆記又は口頭に

よる試験や研究報告などにより行う。 
  ｅ 追試験 

病気その他やむを得ない理由によって，正規の試験を受けることができなかった者について

は，追試験を行うことがある。追試験の日時及び場所等については，授業担当教員が指示する。 
④ 他の大学院における授業科目の履修について 

学生は，研究指導委員会が教育上有益と認める場合，他の大学院の授業科目を履修することが

できる。 
他の大学院の授業科目を履修するためには，教授会の承認のほか，本学と当該大学院との協議

が必要である。当該大学院の承認を得るためにかなりの日数を要するので，希望者は早めに主指

導教員に申し出ること。 
なお，他の大学院において履修した授業科目の単位については，10 単位を超えない範囲で，本

研究科で修得したものとみなし，課程修了に必要な単位の一部として認定することがある。 
⑤ 他の大学院等において研究指導を受ける場合について 

学生は，研究指導委員会が教育上有益と認める場合，他の大学院又は研究所等において研究指

導を受ける特別研究派遣学生となることができる。 
この特別研究派遣学生となるためには，教授会の承認のほか，本学と当該大学院等との協議が

必要である。当該大学院等の承認を得るためにかなりの日数を要するので，希望者は早めに主指

導教員に申し出ること。 
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Ⅲ

⑶ 修学上の注意事項 

①  標準修業年限及び修了要件等について 

本研究科博士後期課程の標準修業年限は３年であり，修了するためには３年以上在学し，本研

究科規程別表第５に規定する履修基準に基づき，19 単位以上又は 23 単位以上を修得し，かつ，

必要な研究指導を受けた上，学位申請論文を提出しその審査及び最終試験に合格しなければなら

ない。 
   なお，６年を超えて在学することはできない。 

② 研究指導について 

大学院の研究指導については，大学院設置基準第 11 条に｢大学院の教育は，授業科目の授業及

び学位論文の作成等に対する指導（以下｢研究指導｣という。) によって行うものとする。｣と規定

されている。 
   研究指導は，単位制度によらないものであって，多様なかたちで行われる研究上の指導であり，

大学院の教育上重要な意義を有するものであるから，本研究科の課程修了の要件ともなっている。 
   本研究科における研究指導は，入学した学生ごとに定められる主指導教員及び副指導教員２名

（指導教員）により幅広く効果的に行う。 
   研究題目は，原則として入学後１か月以内に指導教員の指導を受けて，決定しなければならな

い。 
③ 授業科目について 

 ａ 授業科目 
   本研究科の授業科目は，本研究科規程に定められており，次のとおり区分されている。 
   講義は，専任教員及び兼任教員並びに非常勤講師が担当する２単位の授業科目である。 

演習及び特定研究は，専攻内の各学問分野に共通した主題や学生ごとの特定の課題の下に開

設する授業科目で，授業の内容及び形態は，各専攻又は各コースにおいて定められている。 
    
   本研究科で開設する科目について，水準を表す２桁のコードを付している。 
   10 の位が下記の３～５，１の位が下記６～９で，水準を表している。 
   ３ 全学の大学院学生を受け入れ可能な科目 
   ４ 本研究科の学生のみ受け入れ可能な科目 
   ５ 専攻に所属する学生のみ受け入れ可能な科目 
   ６ 前期課程の基礎的水準 
   ７ 前期課程の中核的水準 
   ８ 後期課程の基礎的水準 
   ９ 後期課程の中核的水準 
 
 ｂ 履修要件 

学生は，前述の主指導教員及び副指導教員２名で構成する研究指導委員会の指導を受けて，

自己の研究課題の内容に対応する所属コースの授業科目と他のコースや他の専攻の授業科目

を選定し，本研究科規程別表第５及び所属するコースの教育プログラムに基づき 19 単位以上

又は 23 単位以上を履修しなければならない。 

 ｃ 履修手続 
授業科目の履修に当たっては，原則として入学後 1 か月以内に研究指導委員会の指導を受け

て，授業科目の履修計画を作成しなければならない。 
また，毎学期の始めに，指導教員の指導の下にその学期内に履修する授業科目を決定し，所

定の様式により履修届を提出しなければならない。 
  ｄ 単位の認定 

単位の認定は，講義その他の出席時間数が十分であると認めた者について，筆記又は口頭に

よる試験や研究報告などにより行う。 
  ｅ 追試験 

病気その他やむを得ない理由によって，正規の試験を受けることができなかった者について

は，追試験を行うことがある。追試験の日時及び場所等については，授業担当教員が指示する。 
④ 他の大学院における授業科目の履修について 

学生は，研究指導委員会が教育上有益と認める場合，他の大学院の授業科目を履修することが

できる。 
他の大学院の授業科目を履修するためには，教授会の承認のほか，本学と当該大学院との協議

が必要である。当該大学院の承認を得るためにかなりの日数を要するので，希望者は早めに主指

導教員に申し出ること。 
なお，他の大学院において履修した授業科目の単位については，10 単位を超えない範囲で，本

研究科で修得したものとみなし，課程修了に必要な単位の一部として認定することがある。 
⑤ 他の大学院等において研究指導を受ける場合について 

学生は，研究指導委員会が教育上有益と認める場合，他の大学院又は研究所等において研究指

導を受ける特別研究派遣学生となることができる。 
この特別研究派遣学生となるためには，教授会の承認のほか，本学と当該大学院等との協議が

必要である。当該大学院等の承認を得るためにかなりの日数を要するので，希望者は早めに主指

導教員に申し出ること。 
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⑷ 学位 

 ① 授与する学位について 

   本研究科博士後期課程を修了した者には，博士の学位が授与される。 
② 学位申請論文に関する取扱いについて 

学位申請論文の提出資格及び申請手続並びに論文審査等については，本学学位規則によるほか，

本研究科の取扱いについては，次の「○学位授与に係る手続等」及び「○学位申請論文等の作成

要領」を熟読すること。 
 
○ 学位授与に係る手続等 

博士後期課程における学位授与に係る手続等については，次の事項に留意すること。 
   １ 学位申請論文の提出資格 

     次の(1)又は(2)の博士後期課程の修了要件を満たし得ると認められた者とする。 

(1) 本研究科に在学中で，本研究科規程第９条第３項に定める単位を修得し，かつ，必要な研究

指導を受けた者 

 (2) 本学大学院学則第 32 条第２項ただし書による優れた研究業績を上げた者として，教授会が

認めた者で，本研究科規程第９条第３項に定める単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受け

た者 
 (参考) 

・本研究科規程第９条第３項 「博士後期規程の学生は，第１項に定める授業科目について，別表

第５の所属する専攻の履修基準により，19単位以上又は 23単位以上を修得しなければならない。｣ 

・本学大学院学則第 32 条第２項 ｢後期３年博士課程及び博士後期課程の修了の要件は，その研究

科に３年以上在学し，その研究科が定める授業科目について 12 単位以上を修得し，かつ，必要な研

究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。｣ 
 ２ 学位申請論文の提出 

研究指導委員会から学位申請論文の提出が認められた者で，学位申請論文の審査を願い出る者

は，次により所定の書類を自然科学研究科学務係に提出すること。 
(1) 提出書類 

① 論文審査出願書（様式１） １部 

② 学位申請論文（Ａ４版とし，和文又は英文とする。） ５部 

③ 論文目録（様式２）   ５部 

④ 論文の要旨（和文 2,000 字程度）（様式３）   ５部 

⑤ 論文概要（英文 所定の様式 1 枚以内）（様式４） ５部 

⑥ 参考論文（学位申請論文の基礎となる学術論文） 各５部 

⑦ 承諾書（参考論文が共著の場合）（別記様式第５号） 各１部 

⑧ 履歴書（様式６） ５部 

⑨ 研究指導委員会承認書（様式７）   １部 

・学位申請論文は，レフェリーシステムの確立した学術雑誌に掲載されたもの及び掲載され得

るものを基に独自に作成されたものとする。 
・参考論文は，学位申請論文を作成するに当たって，広く基礎となった論文で，レフェ    

リーシステムの確立した学術雑誌に掲載されたもの又は掲載予定のものであること。 
(2) 学位申請論文の提出期間 

①  ３月に学位を受けようとする者 ２月 １日から２月 ７日まで 

②  ９月に学位を受けようとする者 ７月 15 日から７月 21 日まで 

 ３ 最終試験 

   最終試験は，学位申請論文の発表会において，同論文の内容を中心として口頭試問により行う。 
４ 学位論文の審査 

        学位論文の審査を行い，博士論文に値することを判定し，付与する学位分野の認定を行う。 

新潟大学大学院自然科学研究科学位論文審査基準 

博士後期課程 

１）研究内容：研究内容は，学術的な新規性，独創性を持っているか。 
２）研究動向の把握：文献検索や学会への参加などによりこれまでの研究に関する調査を行い，

自らの研究の背景，意義や重要性を十分に理解しているか。 
３）研究計画・方法：研究計画と方法は適切であったか。 
４）研究結果の解析：研究結果の解析が適切であり，あらたな知見を得ることができたか。 
５）論文作成能力：論文の書式および内容が，博士の学位論文として相応しいものであるか。 
６）論文発表能力：大学院における発表会や学会等で研究内容を分かりやすくプレゼンテーショ

ンし，質疑に適切に答えられたか。 
７）学術誌への論文投稿：博士論文の課題について，学術誌に掲載されたか，掲載が予定されて

いるか。 
 ５ 公開論文発表会 
   論文発表会の開催の期日及び場所について，別途公示する。 
 ６ 学位の授与 
   論文審査及び最終試験に合格した者には，博士の学位を授与する。 
 ７ 学位論文の公表（本学学位規則第 19 条参照） 

博士の学位を授与された者は，学位を授与された日から 1 年以内にその論文を公表しなければ

ならない。 
  
○ 学位申請論文等の作成要領 

本研究科において，博士後期課程の学位申請論文の審査を願い出る者は，この作成要領によって

書類を作成すること。 

  書類に不備等がある場合は，受理されないので，必ず指導教員等の点検を受けること。 
なお，学位申請論文の審査手続に必要な所定用紙は，自然科学研究科学務係に申し出て交付を受

けること。 
 
 １ 学位申請論文の書類作成について 
  (1) 論文審査出願書〔様式１〕 
  (2) 学位申請論文（A４版とし，和文又は英文とする。） 
    学位申請論文は，次により整理すること。 
   ① 学位申請論文は，論文題名，専攻名，氏名を必ず記載すること。 
   ② 用紙は，原則として白色上質紙とする。 
   ③ 記載は，縦位置，横書きとする。 

④ 論文は，永久保存に耐え得る印刷が望ましいが，ワードプロセッサー，手書き又は複写に

より作成してもよい。 
手書きによる場合は，黒インク又黒のボールペン等を用い，横書きでていねいに記載し，

英文はタイプライター，又はワードプロセッサーを使用のこと。 
   ⑤ 英文による論文の場合は，すべてタイプライター又はワードプロセッサーを使用のこと。 
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Ⅲ

⑷ 学位 

 ① 授与する学位について 

   本研究科博士後期課程を修了した者には，博士の学位が授与される。 
② 学位申請論文に関する取扱いについて 

学位申請論文の提出資格及び申請手続並びに論文審査等については，本学学位規則によるほか，

本研究科の取扱いについては，次の「○学位授与に係る手続等」及び「○学位申請論文等の作成

要領」を熟読すること。 
 
○ 学位授与に係る手続等 

博士後期課程における学位授与に係る手続等については，次の事項に留意すること。 
   １ 学位申請論文の提出資格 

     次の(1)又は(2)の博士後期課程の修了要件を満たし得ると認められた者とする。 

(1) 本研究科に在学中で，本研究科規程第９条第３項に定める単位を修得し，かつ，必要な研究

指導を受けた者 

 (2) 本学大学院学則第 32 条第２項ただし書による優れた研究業績を上げた者として，教授会が

認めた者で，本研究科規程第９条第３項に定める単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受け

た者 
 (参考) 

・本研究科規程第９条第３項 「博士後期規程の学生は，第１項に定める授業科目について，別表

第５の所属する専攻の履修基準により，19単位以上又は 23単位以上を修得しなければならない。｣ 

・本学大学院学則第 32 条第２項 ｢後期３年博士課程及び博士後期課程の修了の要件は，その研究

科に３年以上在学し，その研究科が定める授業科目について 12 単位以上を修得し，かつ，必要な研

究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。｣ 
 ２ 学位申請論文の提出 

研究指導委員会から学位申請論文の提出が認められた者で，学位申請論文の審査を願い出る者

は，次により所定の書類を自然科学研究科学務係に提出すること。 
(1) 提出書類 

① 論文審査出願書（様式１） １部 

② 学位申請論文（Ａ４版とし，和文又は英文とする。） ５部 

③ 論文目録（様式２）   ５部 

④ 論文の要旨（和文 2,000 字程度）（様式３）   ５部 

⑤ 論文概要（英文 所定の様式 1 枚以内）（様式４） ５部 

⑥ 参考論文（学位申請論文の基礎となる学術論文） 各５部 

⑦ 承諾書（参考論文が共著の場合）（別記様式第５号） 各１部 

⑧ 履歴書（様式６） ５部 

⑨ 研究指導委員会承認書（様式７）   １部 

・学位申請論文は，レフェリーシステムの確立した学術雑誌に掲載されたもの及び掲載され得

るものを基に独自に作成されたものとする。 
・参考論文は，学位申請論文を作成するに当たって，広く基礎となった論文で，レフェ    

リーシステムの確立した学術雑誌に掲載されたもの又は掲載予定のものであること。 
(2) 学位申請論文の提出期間 

①  ３月に学位を受けようとする者 ２月 １日から２月 ７日まで 

②  ９月に学位を受けようとする者 ７月 15 日から７月 21 日まで 

 ３ 最終試験 

   最終試験は，学位申請論文の発表会において，同論文の内容を中心として口頭試問により行う。 
４ 学位論文の審査 

        学位論文の審査を行い，博士論文に値することを判定し，付与する学位分野の認定を行う。 

新潟大学大学院自然科学研究科学位論文審査基準 

博士後期課程 

１）研究内容：研究内容は，学術的な新規性，独創性を持っているか。 
２）研究動向の把握：文献検索や学会への参加などによりこれまでの研究に関する調査を行い，

自らの研究の背景，意義や重要性を十分に理解しているか。 
３）研究計画・方法：研究計画と方法は適切であったか。 
４）研究結果の解析：研究結果の解析が適切であり，あらたな知見を得ることができたか。 
５）論文作成能力：論文の書式および内容が，博士の学位論文として相応しいものであるか。 
６）論文発表能力：大学院における発表会や学会等で研究内容を分かりやすくプレゼンテーショ

ンし，質疑に適切に答えられたか。 
７）学術誌への論文投稿：博士論文の課題について，学術誌に掲載されたか，掲載が予定されて

いるか。 
 ５ 公開論文発表会 
   論文発表会の開催の期日及び場所について，別途公示する。 
 ６ 学位の授与 
   論文審査及び最終試験に合格した者には，博士の学位を授与する。 
 ７ 学位論文の公表（本学学位規則第 19 条参照） 

博士の学位を授与された者は，学位を授与された日から 1 年以内にその論文を公表しなければ

ならない。 
  
○ 学位申請論文等の作成要領 

本研究科において，博士後期課程の学位申請論文の審査を願い出る者は，この作成要領によって

書類を作成すること。 

  書類に不備等がある場合は，受理されないので，必ず指導教員等の点検を受けること。 
なお，学位申請論文の審査手続に必要な所定用紙は，自然科学研究科学務係に申し出て交付を受

けること。 
 
 １ 学位申請論文の書類作成について 
  (1) 論文審査出願書〔様式１〕 
  (2) 学位申請論文（A４版とし，和文又は英文とする。） 
    学位申請論文は，次により整理すること。 
   ① 学位申請論文は，論文題名，専攻名，氏名を必ず記載すること。 
   ② 用紙は，原則として白色上質紙とする。 
   ③ 記載は，縦位置，横書きとする。 

④ 論文は，永久保存に耐え得る印刷が望ましいが，ワードプロセッサー，手書き又は複写に

より作成してもよい。 
手書きによる場合は，黒インク又黒のボールペン等を用い，横書きでていねいに記載し，

英文はタイプライター，又はワードプロセッサーを使用のこと。 
   ⑤ 英文による論文の場合は，すべてタイプライター又はワードプロセッサーを使用のこと。 
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⑥ 提出後の学位申請論文は，訂正，差換えができないので，誤字，脱字，あて字等のないよ

う注意すること。 
  (3) 論文目録〔様式２〕 
   ① 記載例を参照の上，作成すること。 
   ② 題名（副題を含む。）は，提出論文のとおり記載すること。 
   ③ 論文題名が外国語（英文）の場合は，題名の下に日本語の訳文をかっこ書きすること。 
   ④ 未公表論文（参考論文）については，学会等からの掲載決定証明書を添付すること。 
  (4) 論文の要旨〔様式３〕 
   ① 様式３の「表紙」を付すこと。 
   ② 本文は，所定の様式により和文 2,000 字程度にまとめること。 
  (5) 論文概要（英文）〔様式４〕 
   ① 様式４の「表紙」を付すこと。表紙も英文で記載すること。 
   ② 論文の概要を所定の様式 1 枚以内で英文で作成する。 
   ③ 論文概要については，ワードプロセッサーを使用のこと。 
  (6) 参考論文 
   ① 各専攻で定められているので，その指示に従うこと。 
   ② 論文目録に記載した論文はすべて提出すること。 
  (7) 承諾書〔様式５〕 

 参考論文が共著の場合は必ず提出すること。 
(8) 履歴書〔様式６〕 

   ① 記載例を参照の上，作成すること。 
② 氏名は，戸籍のとおり記載し，通称・雅号等は一切用いないこと。また，氏名には必ずふ

りがなを付すこと。 
③ 本籍地については，都道府県名だけを記載すること。外国籍の者は，国名を記載すること。 

   ④ 現住所については，現在の住所を記入し，○○方まで記入すること。 
⑤ 学歴については，大学卒業，大学院修了予定等の事項について歴年順に記載すること。入

学，休学，復学等の異動についても漏れなく記載すること。また，在学中における学校の名

称等の変更についても記載すること。 
⑥ 研究歴については，本研究科入学前に研究生として在学した場合，その事項を歴年順に記

載すること。 
     なお，研究歴がない場合は，「なし」と記載すること 

⑦ 職歴については，常勤の職について，その勤務先，職名等を歴年順に記載すること。ただ

し，非常勤の職であっても，特に教育・研究に関連するものについては，記載することが望

ましい。 
     なお，職歴がない場合は，「なし」と記載すること。 
  (9) 研究指導委員会承認書〔様式７〕 
    必ず主指導教員並びに専攻長の認印を得ること。 
２ その他 

(1) 提出書類のうち，１の(1)以外の書類については，１部は正本とする。他の４部は複写しても

差し支えない。ただし，論文の正本に写真等を用いている場合には，副本にも正本と同じもの

を用いること。 
  (2) 本作成要領に関して不明な点がある場合は，自然科学研究科学務係に照会すること。 

課博様式２ （記載例）                      （Ａ４縦） 

論  文  目  録 
                                    ／  頁 
 

報告番号 第   号 在籍番号  

専攻     コ ー ス 氏  名  

 
  学位申請論文 
 
題名 

                    の研究 
 
          又は 
 
   Research of                
   （                の研究）※和訳を付すこと 
 
参考論文は以下のとおり  編である。 

 
 著者名および題名 
   １．○○○○他○名：              の研究 
     平成  年  月発行 ○○○雑誌 第○巻第○号 
     ○○～○○頁に発表（又は掲載決定） 
 
   ２．○○○○他○名 

：Research of  
    （              の研究）※和訳を付すこと 

平成  年  月発行 Journal of ○○○ 
Vol.○○,no.○○,pp○○～○○に発表（又は掲載決定） 

 
   ３．（以下上記と同じように記載する。） 
 
 
（注）１．参考論文の雑誌掲載の場合は、上記記載例のように記入する。 
   ２．論文題名が外国語の場合は、題目の下に日本語の訳文をかっこ書きで記入する 

こと。 
   ３．参考論文は、著者名、論文名、雑誌等の発行年月日、雑誌名、巻、号、掲載頁 

の順に記入すること（上記例を参照のこと）。 
     著者が複数の場合は、当該雑誌等に記載された著者名の順に全員記入すること。

ただし、多数の場合には、主な共著者５名程度を記入し、その後に「他○名」 
    と表示すること。 
     掲載頁は、初めと終わりの頁を記入すること。 
     なお、論文が未発表で掲載決定の場合は、頁を記入する必要はないが、学会等 

からの「掲載決定証明書の写し」を添付すること。 
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⑥ 提出後の学位申請論文は，訂正，差換えができないので，誤字，脱字，あて字等のないよ

う注意すること。 
  (3) 論文目録〔様式２〕 
   ① 記載例を参照の上，作成すること。 
   ② 題名（副題を含む。）は，提出論文のとおり記載すること。 
   ③ 論文題名が外国語（英文）の場合は，題名の下に日本語の訳文をかっこ書きすること。 
   ④ 未公表論文（参考論文）については，学会等からの掲載決定証明書を添付すること。 
  (4) 論文の要旨〔様式３〕 
   ① 様式３の「表紙」を付すこと。 
   ② 本文は，所定の様式により和文 2,000 字程度にまとめること。 
  (5) 論文概要（英文）〔様式４〕 
   ① 様式４の「表紙」を付すこと。表紙も英文で記載すること。 
   ② 論文の概要を所定の様式 1 枚以内で英文で作成する。 
   ③ 論文概要については，ワードプロセッサーを使用のこと。 
  (6) 参考論文 
   ① 各専攻で定められているので，その指示に従うこと。 
   ② 論文目録に記載した論文はすべて提出すること。 
  (7) 承諾書〔様式５〕 

 参考論文が共著の場合は必ず提出すること。 
(8) 履歴書〔様式６〕 

   ① 記載例を参照の上，作成すること。 
② 氏名は，戸籍のとおり記載し，通称・雅号等は一切用いないこと。また，氏名には必ずふ

りがなを付すこと。 
③ 本籍地については，都道府県名だけを記載すること。外国籍の者は，国名を記載すること。 

   ④ 現住所については，現在の住所を記入し，○○方まで記入すること。 
⑤ 学歴については，大学卒業，大学院修了予定等の事項について歴年順に記載すること。入

学，休学，復学等の異動についても漏れなく記載すること。また，在学中における学校の名

称等の変更についても記載すること。 
⑥ 研究歴については，本研究科入学前に研究生として在学した場合，その事項を歴年順に記

載すること。 
     なお，研究歴がない場合は，「なし」と記載すること 

⑦ 職歴については，常勤の職について，その勤務先，職名等を歴年順に記載すること。ただ

し，非常勤の職であっても，特に教育・研究に関連するものについては，記載することが望

ましい。 
     なお，職歴がない場合は，「なし」と記載すること。 
  (9) 研究指導委員会承認書〔様式７〕 
    必ず主指導教員並びに専攻長の認印を得ること。 
２ その他 

(1) 提出書類のうち，１の(1)以外の書類については，１部は正本とする。他の４部は複写しても

差し支えない。ただし，論文の正本に写真等を用いている場合には，副本にも正本と同じもの

を用いること。 
  (2) 本作成要領に関して不明な点がある場合は，自然科学研究科学務係に照会すること。 

課博様式２ （記載例）                      （Ａ４縦） 

論  文  目  録 
                                    ／  頁 
 

報告番号 第   号 在籍番号  

専攻     コ ー ス 氏  名  

 
  学位申請論文 
 
題名 

                    の研究 
 
          又は 
 
   Research of                
   （                の研究）※和訳を付すこと 
 
参考論文は以下のとおり  編である。 

 
 著者名および題名 
   １．○○○○他○名：              の研究 
     平成  年  月発行 ○○○雑誌 第○巻第○号 
     ○○～○○頁に発表（又は掲載決定） 
 
   ２．○○○○他○名 

：Research of  
    （              の研究）※和訳を付すこと 

平成  年  月発行 Journal of ○○○ 
Vol.○○,no.○○,pp○○～○○に発表（又は掲載決定） 

 
   ３．（以下上記と同じように記載する。） 
 
 
（注）１．参考論文の雑誌掲載の場合は、上記記載例のように記入する。 
   ２．論文題名が外国語の場合は、題目の下に日本語の訳文をかっこ書きで記入する 

こと。 
   ３．参考論文は、著者名、論文名、雑誌等の発行年月日、雑誌名、巻、号、掲載頁 

の順に記入すること（上記例を参照のこと）。 
     著者が複数の場合は、当該雑誌等に記載された著者名の順に全員記入すること。

ただし、多数の場合には、主な共著者５名程度を記入し、その後に「他○名」 
    と表示すること。 
     掲載頁は、初めと終わりの頁を記入すること。 
     なお、論文が未発表で掲載決定の場合は、頁を記入する必要はないが、学会等 

からの「掲載決定証明書の写し」を添付すること。 
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課博様式６ （記載例）                       （Ａ４縦） 
履     歴     書 

／ 頁 

報告番号 第      号 

ふりがな にいがた  たろう 
性
別 

男・女 
氏  名 新  潟  太  郎 

生年月日 
昭和・平成 

  ○○年 ○○月 ○○日 生 
西暦（留学生） 

本  籍 

※戸籍の所在地 

都道 

○○   府県 在籍番号 Ｆ○○Ａ○○○Ａ 

（留学生は国籍） 

現 住 所 

電話番号 

新潟県新潟市西区五十嵐二の町８０５０番地（下宿等は～方まで） 

       （    ）   － 

最終学歴 

 平成○年○月○日  ○○大学○○学部○○学科卒業 

 平成○年○月○日  ○○大学大学院○○研究科 

           ○○○○専攻修士課程（又は博士前期課程等）入学 

 平成○年○月○日  ○○大学大学院○○研究科 

           ○○○○専攻修士課程（又は博士前期課程等）修了予定 

平成○年○月○日  新潟大学大学院自然科学研究科 

○○○○専攻博士後期課程入学（又は進学） 

平成○年○月○日  新潟大学大学院自然科学研究科 

○○○○専攻博士後期課程修了予定 

研究歴 

 平成○年○月○日   ○○大学○○学部○○学科○○教授の下で，研究生として 
～平成○年○月○日  ○○○○についての研究に従事 

 平成○年○月○日   ○○○株式会社○○研究所において，○○○○○に関する 
～平成○年○月○日  研究に従事 

 ※研究歴がない場合は「なし」と記入願います。 

職 歴 

 平成○年○月○日  ○○株式会社○○研究所研究員 

 平成○年○月○日  同上退職 

 ※職歴がない場合は「なし」と記入願います。 

学位申請論文の表紙〔作成例〕 
 
●日本語の場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●英語の場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（博士後期課程専攻名） 
数理物質科学専攻     Doctoral Program in Fundamental Sciences 
材料生産システム専攻   Doctoral Program in Advanced Materials Science and Technology 
電気情報工学専攻     Doctoral Program in Electrical and Information Engineering 
生命・食料科学専攻    Doctoral Program in Life and Food Sciences 
環境科学専攻       Doctoral Program in Environmental Science and Technology 
 

  
○ 
○ 
○ 
の 
研 
究 
 
❘ 
副 
題 
❘ 

 
氏

名 

 
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ の研究 
― 副 題 ― 

 
 
 
 

氏 名 ○ ○ ○ ○ 
 

  新潟大学大学院自然科学研究科博士後期課程 
 
       ○ ○ ○ ○ 専攻 

  

 

 

 

 

○

○

○

○ 

 
 

Ｓｔｕｄｙ ｏｎ ○ ○ ○ ○ ○ 
 
― Ｓｕｂｔｉｔｌｅ ― 

 
 
 

Ｎａｍｅ ○ ○ ○ ○ 
 

Doctoral Program in ○ ○ ○ ○ 

 

Graduate School of Science and Technology 
 

Niigata University 
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課博様式６ （記載例）                       （Ａ４縦） 
履     歴     書 

／ 頁 

報告番号 第      号 

ふりがな にいがた  たろう 
性
別 

男・女 
氏  名 新  潟  太  郎 

生年月日 
昭和・平成 

  ○○年 ○○月 ○○日 生 
西暦（留学生） 

本  籍 

※戸籍の所在地 

都道 

○○   府県 在籍番号 Ｆ○○Ａ○○○Ａ 

（留学生は国籍） 

現 住 所 

電話番号 

新潟県新潟市西区五十嵐二の町８０５０番地（下宿等は～方まで） 

       （    ）   － 

最終学歴 

 平成○年○月○日  ○○大学○○学部○○学科卒業 

 平成○年○月○日  ○○大学大学院○○研究科 

           ○○○○専攻修士課程（又は博士前期課程等）入学 

 平成○年○月○日  ○○大学大学院○○研究科 

           ○○○○専攻修士課程（又は博士前期課程等）修了予定 

平成○年○月○日  新潟大学大学院自然科学研究科 

○○○○専攻博士後期課程入学（又は進学） 

平成○年○月○日  新潟大学大学院自然科学研究科 

○○○○専攻博士後期課程修了予定 

研究歴 

 平成○年○月○日   ○○大学○○学部○○学科○○教授の下で，研究生として 
～平成○年○月○日  ○○○○についての研究に従事 

 平成○年○月○日   ○○○株式会社○○研究所において，○○○○○に関する 
～平成○年○月○日  研究に従事 

 ※研究歴がない場合は「なし」と記入願います。 

職 歴 

 平成○年○月○日  ○○株式会社○○研究所研究員 

 平成○年○月○日  同上退職 

 ※職歴がない場合は「なし」と記入願います。 

学位申請論文の表紙〔作成例〕 
 
●日本語の場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●英語の場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（博士後期課程専攻名） 
数理物質科学専攻     Doctoral Program in Fundamental Sciences 
材料生産システム専攻   Doctoral Program in Advanced Materials Science and Technology 
電気情報工学専攻     Doctoral Program in Electrical and Information Engineering 
生命・食料科学専攻    Doctoral Program in Life and Food Sciences 
環境科学専攻       Doctoral Program in Environmental Science and Technology 
 

  
○ 
○ 
○ 
の 
研 
究 
 
❘ 
副 
題 
❘ 

 
氏

名 

 
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ の研究 
― 副 題 ― 

 
 
 
 

氏 名 ○ ○ ○ ○ 
 

  新潟大学大学院自然科学研究科博士後期課程 
 
       ○ ○ ○ ○ 専攻 

  

 

 

 

 

○

○

○

○ 

 
 

Ｓｔｕｄｙ ｏｎ ○ ○ ○ ○ ○ 
 
― Ｓｕｂｔｉｔｌｅ ― 

 
 
 

Ｎａｍｅ ○ ○ ○ ○ 
 

Doctoral Program in ○ ○ ○ ○ 

 

Graduate School of Science and Technology 
 

Niigata University 
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   新潟大学大学院自然科学研究科における博士後期課程修了による学位授与に 

   関する取扱要項 

 

                           平成16年４月１日 

                           運 営 委 員 会 

 

 （趣旨） 

第１ この要項は，新潟大学大学院自然科学研究科（以下「研究科」という。）博

士後期課程における課程修了による博士の学位授与に関する取扱いに関し，必要

な事項を定めるものとする。 

 （学位申請論文の提出資格等） 

第２ 学位論文審査を申請することができる者は，必要な研究指導を受けた者で，

 次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 第２年次末（新潟大学大学院自然科学研究科規程（平成16年院自規程第１号）

第８条による履修者（以下「長期履修者」という。）については，学位を受けよ

うとする学期末前１年）までに所定の単位数以上を修得した者で，学位を受けよ

うとする学期末において，所定の修業年限以上在学する見込みの者 

(2) 優れた研究業績を上げた者として教授会が認めた者（長期履修者を除く。）で，

学位を受けようとする学期末において，新潟大学大学院学則（平成16年大学院学

則第１号）第32条第２項ただし書に規定する期間在学し，かつ，所定の単位数

以上を修得する見込みの者 

 （研究指導委員会の承認） 

第３ 学位論文審査を申請しようとする者は，各自の研究指導委員会の承認を得た

上で第４に定める手続等を行うものとする。 

 （学位申請論文の提出手続等） 

第４ 第３の承認を得た者は，次に掲げる書類等（以下「学位申請論文等」という。）

を研究科長に提出するものとする。なお，研究科長は，審査のため必要があると

きは，書類等の追加を求めることができる。 

(1) 論文審査出願書（別記様式第１号）           １部 

(2) 学位申請論文（Ａ４版とし，和文又は英文とする。）   ５部 

(3) 論文目録（別記様式第２号）              ５部 

(4) 論文の要旨（和文2,000字程度）(別記様式第３号)     ５部 

(5) 論文概要（英文 所定の様式1枚以内）(別記様式第４号） ５部 

(6) 参考論文（学位申請論文の基礎となる学術論文）    各５部 

(7) 承諾書（参考論文が共著の場合）（別記様式第５号）  各１部 

(8) 履歴書（別記様式第６号）               ５部 

(9) 研究指導委員会承認書（別記様式第７号）        １部 

２ 学位申請論文は，レフェリーシステムの確立した学術雑誌に掲載されたもの及

 び掲載され得るものを基に独自に作成されたものとする。 

３ 参考論文は，学位申請論文の基礎となる学術論文で，レフェリーシステムの確

立した学術雑誌に掲載されたもの又は掲載予定のもの（掲載決定証明書のあるも

のに限る。）とする。 

４ 学位申請論文等の提出期間は，次のとおりとする。 

(1) ３月に学位を受けようとする者 

   ２月１日から２月７日まで 

(2) ９月に学位を受けようとする者 

   ７月15日から７月21日まで 

 （学位申請論文等の受理） 

第５ 研究科長は，学位申請論文等を受理したときは，教授会に審査を付託しなけ

ればならない。 

 （審査委員候補者の推薦等） 

第６ 研究科長は，専攻長に次の事項を付託する。 

(1) 審査委員候補者の推薦 

(2) 博士の学位に付記する専攻分野の名称の選定 

２ 専攻長は，前項の付託を受けたときは，専攻委員会の議を経て，学位申請論文

ごとに審査委員候補者として，次に掲げる者を選出する。 

(1) 主指導教員 

(2) 学位申請論文に関係の深い学問分野の教授又は准教授 １人以上 

(3) その他の学問分野の教授又は准教授 １人以上 

３ 前項に定める審査委員候補者は，研究科の研究指導及び講義担当適格者とする。 

４ 専攻長は，審査のため必要があるときは，審査委員候補者に研究科若しくは本

学大学院の他の研究科，研究所等の教員又は他の大学の大学院，研究所等の教員

等を加えることができる。 

５ 専攻長は，第１項の結果を別記様式第８号により速やかに研究科長に報告しな

ければならない。 

（審査委員会の設置） 

第７ 教授会は，学位申請論文ごとに審査委員会を設置するものとし，第６の第５

項の規定により当該専攻長から推薦のあった審査委員候補者のうちから審査委員

（主査１人，副査２人以上）を決定するものとする。 
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Ⅲ

   新潟大学大学院自然科学研究科における博士後期課程修了による学位授与に 

   関する取扱要項 

 

                           平成16年４月１日 

                           運 営 委 員 会 

 

 （趣旨） 

第１ この要項は，新潟大学大学院自然科学研究科（以下「研究科」という。）博

士後期課程における課程修了による博士の学位授与に関する取扱いに関し，必要

な事項を定めるものとする。 

 （学位申請論文の提出資格等） 

第２ 学位論文審査を申請することができる者は，必要な研究指導を受けた者で，

 次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 第２年次末（新潟大学大学院自然科学研究科規程（平成16年院自規程第１号）

第８条による履修者（以下「長期履修者」という。）については，学位を受けよ

うとする学期末前１年）までに所定の単位数以上を修得した者で，学位を受けよ

うとする学期末において，所定の修業年限以上在学する見込みの者 

(2) 優れた研究業績を上げた者として教授会が認めた者（長期履修者を除く。）で，

学位を受けようとする学期末において，新潟大学大学院学則（平成16年大学院学

則第１号）第32条第２項ただし書に規定する期間在学し，かつ，所定の単位数

以上を修得する見込みの者 

 （研究指導委員会の承認） 

第３ 学位論文審査を申請しようとする者は，各自の研究指導委員会の承認を得た

上で第４に定める手続等を行うものとする。 

 （学位申請論文の提出手続等） 

第４ 第３の承認を得た者は，次に掲げる書類等（以下「学位申請論文等」という。）

を研究科長に提出するものとする。なお，研究科長は，審査のため必要があると

きは，書類等の追加を求めることができる。 

(1) 論文審査出願書（別記様式第１号）           １部 

(2) 学位申請論文（Ａ４版とし，和文又は英文とする。）   ５部 

(3) 論文目録（別記様式第２号）              ５部 

(4) 論文の要旨（和文2,000字程度）(別記様式第３号)     ５部 

(5) 論文概要（英文 所定の様式1枚以内）(別記様式第４号） ５部 

(6) 参考論文（学位申請論文の基礎となる学術論文）    各５部 

(7) 承諾書（参考論文が共著の場合）（別記様式第５号）  各１部 

(8) 履歴書（別記様式第６号）               ５部 

(9) 研究指導委員会承認書（別記様式第７号）        １部 

２ 学位申請論文は，レフェリーシステムの確立した学術雑誌に掲載されたもの及

 び掲載され得るものを基に独自に作成されたものとする。 

３ 参考論文は，学位申請論文の基礎となる学術論文で，レフェリーシステムの確

立した学術雑誌に掲載されたもの又は掲載予定のもの（掲載決定証明書のあるも

のに限る。）とする。 

４ 学位申請論文等の提出期間は，次のとおりとする。 

(1) ３月に学位を受けようとする者 

   ２月１日から２月７日まで 

(2) ９月に学位を受けようとする者 

   ７月15日から７月21日まで 

 （学位申請論文等の受理） 

第５ 研究科長は，学位申請論文等を受理したときは，教授会に審査を付託しなけ

ればならない。 

 （審査委員候補者の推薦等） 

第６ 研究科長は，専攻長に次の事項を付託する。 

(1) 審査委員候補者の推薦 

(2) 博士の学位に付記する専攻分野の名称の選定 

２ 専攻長は，前項の付託を受けたときは，専攻委員会の議を経て，学位申請論文

ごとに審査委員候補者として，次に掲げる者を選出する。 

(1) 主指導教員 

(2) 学位申請論文に関係の深い学問分野の教授又は准教授 １人以上 

(3) その他の学問分野の教授又は准教授 １人以上 

３ 前項に定める審査委員候補者は，研究科の研究指導及び講義担当適格者とする。 

４ 専攻長は，審査のため必要があるときは，審査委員候補者に研究科若しくは本

学大学院の他の研究科，研究所等の教員又は他の大学の大学院，研究所等の教員

等を加えることができる。 

５ 専攻長は，第１項の結果を別記様式第８号により速やかに研究科長に報告しな

ければならない。 

（審査委員会の設置） 

第７ 教授会は，学位申請論文ごとに審査委員会を設置するものとし，第６の第５

項の規定により当該専攻長から推薦のあった審査委員候補者のうちから審査委員

（主査１人，副査２人以上）を決定するものとする。 
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（論文の審査及び最終試験） 

第８ 審査委員会は，学位申請論文の内容の審査及び最終試験を行うものとし，別

 に定める日までに終了しなければならない。 

２ 主査は,学位申請論文の内容を公開の論文発表会において発表させるものとし，

 論文発表会の開催の期日及び場所について，当該専攻長と協議の上決定し，研究

 科長に別記様式第９号により報告するものとする。 

３ 研究科長は，前項の報告に基づいて論文発表会の開催を公示する。 

４ 審査委員会は,審査が終了したときは,学位論文の要旨及び審査結果の要旨 

（別記様式第10号）並びに最終試験の結果の要旨（別記様式第11号）を添えて，

教授会に報告する。 

（課程修了の審議） 

第９ 教授会は，審査委員会からの報告に基づき，課程の修了について審議するも

のとする。 

   附 則 

 この要項は，平成16年４月１日から実施する。 

   附 則 

 この要項は，平成19年９月10日から実施する。 

附 則 

 １ この要項は，平成22年４月１日から実施する。 

２ 平成22年度以前に入学した学生の学位授与に関する取扱については，なお従前

の例による。 

   附 則 

 この要項は，平成27年４月１日から実施する。 

附 則 

  この要項は，平成 28 年４月１日から実施する。 

博士後期課程修了による学位授与に関する取扱概略図 

 

研究科在学生   （本研究科取扱要項第４） 
          ○ 研究指導委員会の承認 
 
 
 
 
学位申請論文提出 （本研究科取扱要項第４） 
          ○ 学位申請者は，主指導教員並びに専攻長の承認を得て，所定の書類を研究科長に提出する。 
            （様式１，２，３，４，５，６，７，他） 
          ○ 提出期間 
           ・３月に学位を受けようとする者 ２月 １日から２月 ７日 
           ・９月に学位を受けようとする者 ７月１５日から７月２１日 
研 究 科 長  （本研究科取扱要項第６） 
          ○ 研究科長は，論文受理後，専攻長に次の事項を付託する。 
           ⑴ 審査委員候補者の推薦 

・ 主指導教員 
            ・ 学位申請論文に関係の深い学問分野の教授又は准教授 １人以上 
            ・ その他の学問分野の教授又は准教授 １人以上 
            ・ 必要とする本研究科を担当する教員他 
           ⑵ 博士の学位に付記する専攻分野の名称の審議 
専 攻 委 員 会  （本研究科取扱要項第６） 
          ○ 専攻長は，専攻委員会において審議し，その結果を研究科長に報告をする。 
            （様式８） 
 
教  授  会  （本研究科取扱要項第７） 
          ○ 審査委員会の設置 
 
 
審 査 委 員 会  （本研究科取扱要項第８） 
          ○ 主査は，公開論文発表会の日程を専攻長と協議，決定し，研究科長に報告をする。（様式９） 
            研究科長は，日程等を公示する。 
          ○ 学位申請論文の内容の審査及び最終試験を行い，所定の書類により教授会に報告する。 

（様式１０，１１） 
 
教  授  会  （本研究科取扱要項第９） 
          ○ 審査委員会の報告を受け，課程修了について審議する。 
 
 
学長への報告   （本学学位規則第１６条） 
          ○ 研究科長は，教授会の審議の結果を学長に報告をする。 
 
 
学位授与の決定  （本学学位規則第１６条） 
          ○学長は，研究科長の報告に基づき，所定の学位記を交付する。 
 
（注１）細部の日程については，教授会で決定する。 
（注２）研究成果発表会 （本研究科取扱要項申合せ事項第１第２項，第３項） 
              ・ 公開で行う。 
              ・ 研究指導委員会は，この発表会等を経て，学位申請論文を作成するための学力と研究能力につい

て検討し，学位申請の承認可否を判定する。 
              ・ 実施方法等については，各専攻において定める。 

○ 学位授与は，年２回（３月及び９月）とする。 
○ 学位申請論文を提出することができる者は，次のいずれかに該当する

者（博士後期課程の修了要件を満たし得る者）とする。 
 ・ 所定の単位数以上修得し，研究指導を受けた者 
 ・ 本学大学院学則３２条第２項ただし書による優れた業績を上げた者

で，所定の単位数以上を修得し，研究指導を受けた者 
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Ⅲ

 

（論文の審査及び最終試験） 

第８ 審査委員会は，学位申請論文の内容の審査及び最終試験を行うものとし，別

 に定める日までに終了しなければならない。 

２ 主査は,学位申請論文の内容を公開の論文発表会において発表させるものとし，

 論文発表会の開催の期日及び場所について，当該専攻長と協議の上決定し，研究

 科長に別記様式第９号により報告するものとする。 

３ 研究科長は，前項の報告に基づいて論文発表会の開催を公示する。 

４ 審査委員会は,審査が終了したときは,学位論文の要旨及び審査結果の要旨 

（別記様式第10号）並びに最終試験の結果の要旨（別記様式第11号）を添えて，

教授会に報告する。 

（課程修了の審議） 

第９ 教授会は，審査委員会からの報告に基づき，課程の修了について審議するも

のとする。 

   附 則 

 この要項は，平成16年４月１日から実施する。 

   附 則 

 この要項は，平成19年９月10日から実施する。 

附 則 

 １ この要項は，平成22年４月１日から実施する。 

２ 平成22年度以前に入学した学生の学位授与に関する取扱については，なお従前

の例による。 

   附 則 

 この要項は，平成27年４月１日から実施する。 

附 則 

  この要項は，平成 28 年４月１日から実施する。 

博士後期課程修了による学位授与に関する取扱概略図 

 

研究科在学生   （本研究科取扱要項第４） 
          ○ 研究指導委員会の承認 
 
 
 
 
学位申請論文提出 （本研究科取扱要項第４） 
          ○ 学位申請者は，主指導教員並びに専攻長の承認を得て，所定の書類を研究科長に提出する。 
            （様式１，２，３，４，５，６，７，他） 
          ○ 提出期間 
           ・３月に学位を受けようとする者 ２月 １日から２月 ７日 
           ・９月に学位を受けようとする者 ７月１５日から７月２１日 
研 究 科 長  （本研究科取扱要項第６） 
          ○ 研究科長は，論文受理後，専攻長に次の事項を付託する。 
           ⑴ 審査委員候補者の推薦 

・ 主指導教員 
            ・ 学位申請論文に関係の深い学問分野の教授又は准教授 １人以上 
            ・ その他の学問分野の教授又は准教授 １人以上 
            ・ 必要とする本研究科を担当する教員他 
           ⑵ 博士の学位に付記する専攻分野の名称の審議 
専 攻 委 員 会  （本研究科取扱要項第６） 
          ○ 専攻長は，専攻委員会において審議し，その結果を研究科長に報告をする。 
            （様式８） 
 
教  授  会  （本研究科取扱要項第７） 
          ○ 審査委員会の設置 
 
 
審 査 委 員 会  （本研究科取扱要項第８） 
          ○ 主査は，公開論文発表会の日程を専攻長と協議，決定し，研究科長に報告をする。（様式９） 
            研究科長は，日程等を公示する。 
          ○ 学位申請論文の内容の審査及び最終試験を行い，所定の書類により教授会に報告する。 

（様式１０，１１） 
 
教  授  会  （本研究科取扱要項第９） 
          ○ 審査委員会の報告を受け，課程修了について審議する。 
 
 
学長への報告   （本学学位規則第１６条） 
          ○ 研究科長は，教授会の審議の結果を学長に報告をする。 
 
 
学位授与の決定  （本学学位規則第１６条） 
          ○学長は，研究科長の報告に基づき，所定の学位記を交付する。 
 
（注１）細部の日程については，教授会で決定する。 
（注２）研究成果発表会 （本研究科取扱要項申合せ事項第１第２項，第３項） 
              ・ 公開で行う。 
              ・ 研究指導委員会は，この発表会等を経て，学位申請論文を作成するための学力と研究能力につい

て検討し，学位申請の承認可否を判定する。 
              ・ 実施方法等については，各専攻において定める。 

○ 学位授与は，年２回（３月及び９月）とする。 
○ 学位申請論文を提出することができる者は，次のいずれかに該当する

者（博士後期課程の修了要件を満たし得る者）とする。 
 ・ 所定の単位数以上修得し，研究指導を受けた者 
 ・ 本学大学院学則３２条第２項ただし書による優れた業績を上げた者

で，所定の単位数以上を修得し，研究指導を受けた者 
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   新潟大学大学院自然科学研究科における博士後期課程修了による学位授与 

   に関する取扱要項申合せ事項 

 

                          平成16年４月１日 

                           運 営 委 員 会 

                         （平成17.10.12一部改正） 

                         （平成19.９.10一部改正） 

                         （平成20.２.13一部改正） 

                         （平成27.３.25一部改正） 

 

第１ 新潟大学大学院自然科学研究科における博士後期課程修了による学位授与に関

する取扱要項（以下「取扱要項」という。）第３に規定する学位論文審査を受けよう

とする者についての研究指導委員会の承認に関して，次のとおり取り扱うことを原則

とする。 

(1) 研究指導委員会は，学位申請論文を作成するための学力と成果を判定するための

研究成果発表会等を経て，その結果に基づき，申請承認の可否について判断するも

のとする。 

(2) 研究成果発表会の実施方法等については，当該学生が所属する専攻において定め

る。 

第２ 取扱要項第４の第３項に規定する参考論文の本数等の取扱いについては，当該学

生が所属する専攻において定める。 

第３ 取扱要項第４の第４項の規定については，国公立の共同利用研究機関等を利用し

て行う研究の場合，また，その他必要と認められる場合を考慮し，個々に各専攻委員

会において検討するものとする。 

２ 前項に定める国公立の共同利用研究機関等とは，専攻委員会で検討され，承認を得

ている機関であること。 

第４ 取扱要項第９及び新潟大学学位規則第 16 条の規定により，博士の学位を授与す

べき者と認定されなかった場合は，申請者は，学長に対しその理由の説明を求めるこ

とができるものとする。 

２ 博士の学位を授与すべき者と認定されなかった場合において，当該申請者が同一研

究題目による学位論文の再申請を妨げるものではない。 

   新潟大学大学院自然科学研究科博士後期課程における修業年限の特例に関す 

   る取扱要領 

 

                           平成16年４月１日  

                           運 営 委 員 会 

                           （平成18.6.14一部改正） 

(平成19.11.14一部改正) 

 

 新潟大学大学院学則第32条第２項に規定する本研究科博士後期課程の修了要件の 

うち，修業年限の特例に関し，「優れた研究業績を上げた者」の適用に当たっては， 

次により取り扱うものとする。 

                  記 

１ 適用条件（次の(1)～(4)の条件をすべて満たした者。ただし，新潟大学大学院自 

 然科学研究科規程第８条による履修者を除く。） 

(1) 権威ある学術専門誌に複数編掲載（掲載決定のあったものを含む。)された論 

文があり，かつ，その内容が学問的に価値が高いものであること。ただし，社会 

人特別入試及びダブルディグリープログラムによる入学者にあっては，各専攻の定

める論文数とする。 

(2) 新潟大学大学院学則第32条第２項ただし書に規定する期間在学する見込みの 

  者で，所定の単位を修得している者（又は修得する見込みの者）であること。 

 (3) 所定の期日までに学位論文の提出が可能な者であること。 

 (4) 各専攻で別に定める条件を満たした者であること。 

２ 提出書類 

  本特例の適用を受けようとする者は，研究指導委員会委員長を通じて, 次の書 

 類により研究科長に申請するものとする。 

 (1) 推薦書（別紙様式） 

 (2) 論文草稿要旨 

 (3) 参考論文（印刷公表されたもの又は公表予定のもの） 

 (4) 論文目録 

 (5) 履歴書   

 (6) 掲載決定証明書（論文が公表予定の場合） 

３ 特例適用の判定方法 

  当該学生の研究指導委員会委員長から，「優れた研究業績を上げた者」として 

 修業年限の特例の適用について推薦があったときは，学位論文の審査申請前に教 

 授会に諮り，その適用の可否について判定するものとする。 



－  121  －

Ⅲ

   新潟大学大学院自然科学研究科における博士後期課程修了による学位授与 

   に関する取扱要項申合せ事項 

 

                          平成16年４月１日 

                           運 営 委 員 会 

                         （平成17.10.12一部改正） 

                         （平成19.９.10一部改正） 

                         （平成20.２.13一部改正） 

                         （平成27.３.25一部改正） 

 

第１ 新潟大学大学院自然科学研究科における博士後期課程修了による学位授与に関

する取扱要項（以下「取扱要項」という。）第３に規定する学位論文審査を受けよう

とする者についての研究指導委員会の承認に関して，次のとおり取り扱うことを原則

とする。 

(1) 研究指導委員会は，学位申請論文を作成するための学力と成果を判定するための

研究成果発表会等を経て，その結果に基づき，申請承認の可否について判断するも

のとする。 

(2) 研究成果発表会の実施方法等については，当該学生が所属する専攻において定め

る。 

第２ 取扱要項第４の第３項に規定する参考論文の本数等の取扱いについては，当該学

生が所属する専攻において定める。 

第３ 取扱要項第４の第４項の規定については，国公立の共同利用研究機関等を利用し

て行う研究の場合，また，その他必要と認められる場合を考慮し，個々に各専攻委員

会において検討するものとする。 

２ 前項に定める国公立の共同利用研究機関等とは，専攻委員会で検討され，承認を得

ている機関であること。 

第４ 取扱要項第９及び新潟大学学位規則第 16 条の規定により，博士の学位を授与す

べき者と認定されなかった場合は，申請者は，学長に対しその理由の説明を求めるこ

とができるものとする。 

２ 博士の学位を授与すべき者と認定されなかった場合において，当該申請者が同一研

究題目による学位論文の再申請を妨げるものではない。 

   新潟大学大学院自然科学研究科博士後期課程における修業年限の特例に関す 

   る取扱要領 

 

                           平成16年４月１日  

                           運 営 委 員 会 

                           （平成18.6.14一部改正） 

(平成19.11.14一部改正) 

 

 新潟大学大学院学則第32条第２項に規定する本研究科博士後期課程の修了要件の 

うち，修業年限の特例に関し，「優れた研究業績を上げた者」の適用に当たっては， 

次により取り扱うものとする。 

                  記 

１ 適用条件（次の(1)～(4)の条件をすべて満たした者。ただし，新潟大学大学院自 

 然科学研究科規程第８条による履修者を除く。） 

(1) 権威ある学術専門誌に複数編掲載（掲載決定のあったものを含む。)された論 

文があり，かつ，その内容が学問的に価値が高いものであること。ただし，社会 

人特別入試及びダブルディグリープログラムによる入学者にあっては，各専攻の定

める論文数とする。 

(2) 新潟大学大学院学則第32条第２項ただし書に規定する期間在学する見込みの 

  者で，所定の単位を修得している者（又は修得する見込みの者）であること。 

 (3) 所定の期日までに学位論文の提出が可能な者であること。 

 (4) 各専攻で別に定める条件を満たした者であること。 

２ 提出書類 

  本特例の適用を受けようとする者は，研究指導委員会委員長を通じて, 次の書 

 類により研究科長に申請するものとする。 

 (1) 推薦書（別紙様式） 

 (2) 論文草稿要旨 

 (3) 参考論文（印刷公表されたもの又は公表予定のもの） 

 (4) 論文目録 

 (5) 履歴書   

 (6) 掲載決定証明書（論文が公表予定の場合） 

３ 特例適用の判定方法 

  当該学生の研究指導委員会委員長から，「優れた研究業績を上げた者」として 

 修業年限の特例の適用について推薦があったときは，学位論文の審査申請前に教 

 授会に諮り，その適用の可否について判定するものとする。 
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  なお，この判定に際しては，あらかじめ別に定める修業年限特例小委員会にお 

 いて，当該学生の研究業績等が記の１の適用条件を満たしているか否かについて 

 審査するものとする。 

４ コースでの審査 

  研究成果発表会の結果，当該学生の研究指導委員会委員長が「優れた研究業績 

 を上げた者」に該当する者として修業年限の特例の適用を研究科長に推薦しよう 

 とするときは，あらかじめコースにおいて，記の１の適用条件を満たしているか 

否かについて審査するものとする。 

５ 修業年限特例小委員会 

 (1) 本研究科博士後期課程の修了要件に関して，「優れた研究業績を上げた者」 

  として修業年限の特例の適用可否について審査するため，教授会の下に修業年 

  限特例小委員会（以下「特例小委員会」という。）を設置するものとする。 

(2) 特例小委員会は，特例申請者の当該専攻の教授会構成員で組織する。 

ただし，他専攻から各１人の教授会構成員を含めることができる。 

(3) 特例小委員会の設置及び委員の選出については，教授会から運営委員会への 

  付託事項とする。 

 (4) 特例小委員会の組織，運営等に関する事項は，別に定める。 

   付 記 

 １ 記の１(4)の各専攻が別に定める条件は，各専攻で策定するものとする。 

 ２ 本研究科においては，当分の間，この取扱要領により修業年限の特例の実績 

  を積み重ねることとするが，実情に合うよう早期に見直しを行うものとする。 

 
附 則 

この規程は，平成22年４月１日から施行する。 
 

博士後期課程修業年限特例適用者（新潟大学大学院学則第３２条第２項
ただし書に規定する「優れた業績を上げた者」）の審査手続

研究指導委員会
・　研究指導委員会による学位申請論文作成のための学力，研究能力及び
優れた業績を上げたか否かの判定

（研究成果発表会）

コース会議

（承認）

研究指導委員会委員長

（推薦）

研究科長 ・　研究科長は，専攻長へ「優れた業績をあげた者」の審査を付託する。

（付託）

専　攻　長
・　専攻長は，研究科長より審査の付託があった場合は，専攻内に修業年限
特例小委員会（以下「特例小委員会」という。）を設置し，その審査を行う。
・　専攻長は，特例小委員会委員を選出する。

運営委員会 ・　特例小委員会の設置及び委員の承認

特例小委員会
・　当該専攻の当該コースから原則として３人，他のコースから各１人とする。
ただし，他専攻の教員も含めることができる。
・　特例小委員会委員長は，その審査結果を専攻長に報告する。

(報告）

専　攻　長 ・　専攻長は，特例その審査結果を研究科長に報告する。

（報告）

研究科長
・　研究科長は，特例小委員会の審査結果を教授会（運営委員会）に付議す
る。

教授会（運営委員会） ・　修業年限特例適用の可否を判定する。

学位論文審査
・　修業年限特例適用可と判定された者については，以後「課程修了による
学位授与」に関する取扱いの手続によるものとする。

・　研究指導委員会委員長は，研究科長に推薦する前に，コースの承認を得
ておくことが必要
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  なお，この判定に際しては，あらかじめ別に定める修業年限特例小委員会にお 

 いて，当該学生の研究業績等が記の１の適用条件を満たしているか否かについて 

 審査するものとする。 

４ コースでの審査 

  研究成果発表会の結果，当該学生の研究指導委員会委員長が「優れた研究業績 

 を上げた者」に該当する者として修業年限の特例の適用を研究科長に推薦しよう 

 とするときは，あらかじめコースにおいて，記の１の適用条件を満たしているか 

否かについて審査するものとする。 

５ 修業年限特例小委員会 

 (1) 本研究科博士後期課程の修了要件に関して，「優れた研究業績を上げた者」 

  として修業年限の特例の適用可否について審査するため，教授会の下に修業年 

  限特例小委員会（以下「特例小委員会」という。）を設置するものとする。 

(2) 特例小委員会は，特例申請者の当該専攻の教授会構成員で組織する。 

ただし，他専攻から各１人の教授会構成員を含めることができる。 

(3) 特例小委員会の設置及び委員の選出については，教授会から運営委員会への 

  付託事項とする。 

 (4) 特例小委員会の組織，運営等に関する事項は，別に定める。 

   付 記 

 １ 記の１(4)の各専攻が別に定める条件は，各専攻で策定するものとする。 

 ２ 本研究科においては，当分の間，この取扱要領により修業年限の特例の実績 

  を積み重ねることとするが，実情に合うよう早期に見直しを行うものとする。 

 
附 則 

この規程は，平成22年４月１日から施行する。 
 

博士後期課程修業年限特例適用者（新潟大学大学院学則第３２条第２項
ただし書に規定する「優れた業績を上げた者」）の審査手続

研究指導委員会
・　研究指導委員会による学位申請論文作成のための学力，研究能力及び
優れた業績を上げたか否かの判定

（研究成果発表会）

コース会議

（承認）

研究指導委員会委員長

（推薦）

研究科長 ・　研究科長は，専攻長へ「優れた業績をあげた者」の審査を付託する。

（付託）

専　攻　長
・　専攻長は，研究科長より審査の付託があった場合は，専攻内に修業年限
特例小委員会（以下「特例小委員会」という。）を設置し，その審査を行う。
・　専攻長は，特例小委員会委員を選出する。

運営委員会 ・　特例小委員会の設置及び委員の承認

特例小委員会
・　当該専攻の当該コースから原則として３人，他のコースから各１人とする。
ただし，他専攻の教員も含めることができる。
・　特例小委員会委員長は，その審査結果を専攻長に報告する。

(報告）

専　攻　長 ・　専攻長は，特例その審査結果を研究科長に報告する。

（報告）

研究科長
・　研究科長は，特例小委員会の審査結果を教授会（運営委員会）に付議す
る。

教授会（運営委員会） ・　修業年限特例適用の可否を判定する。

学位論文審査
・　修業年限特例適用可と判定された者については，以後「課程修了による
学位授与」に関する取扱いの手続によるものとする。

・　研究指導委員会委員長は，研究科長に推薦する前に，コースの承認を得
ておくことが必要
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   新潟大学大学院自然科学研究科における論文提出による博士の学位授与に関 

   する取扱要項 

 

                           平成16年４月１日 

                           運 営 委 員 会 

 

 （趣旨） 

第１ この要項は，新潟大学大学院自然科学研究科（以下「研究科」という。）に

おける論文提出による博士の学位授与に関する取扱いに関し，必要な事項を定め

るものとする。 

 （予備審査等の申請） 

第２ 研究科を経由し，学長に論文を提出し，学位授与を申請しようとする者（以

下「学位申請希望者」という。）は，学位申請論文の内容に関係の深い研究科を

担当する教授又は准教授（以下「紹介教員」という。）の承認を得た上で，紹介

教員が所属する専攻長に次に掲げる書類等を添えて，学位申請論文の予備審査及

び学位申請資格の確認の申請を行うものとする。 

(1) 学位申請論文予備審査申請書（別記様式第１号）       １部 

(2) 学位申請論文草稿（Ａ４版とし，和文又は英文とする。）   ５部 

(3) 論文目録（別記様式第２号）                ５部 

(4) 論文の要旨 (2,000字程度)(別記様式第３号)         ５部 

(5) 参考論文                        各５部 

(6) 履歴書（学歴，職歴及び研究歴を含む。）(別記様式第４号)  １部 

(7) 最終学校の卒業又は修了証明書（ただし，第３の第１号に 

 該当する者については，所定の修業年限以上在学し，所定の 

 単位数以上を修得して退学したことの証明書。）        １部 

(8) 研究従事内容証明書（第３の第１号に該当する者を除く。）  １部 

(9) 承諾書（参考論文が共著の場合）（別記様式第５号）     各１部 

２ 前項に定める紹介教員は，研究科の研究指導及び講義担当適格者（以下「研究

指導適格者」という。）とする。 

３ 学位申請論文草稿は，レフェリーシステムの確立した学術雑誌に掲載されたも

の及び掲載され得るものを基に独自に作成されたものとする。 

４ 参考論文は，学位申請論文草稿の基礎となる学術論文で，レフェリーシステム

の確立した学術雑誌に掲載されたもの又は掲載予定のもの（掲載決定証明書のあ

るものに限る。）とする。 

５ 前項の参考論文の編数については，学問領域によって考慮するものとし，当該

専攻において定めるものとする。 

 （学位申請資格） 

第３ 論文提出による学位を申請できる者は，次の各号のいずれかに該当するもの

とする。 

(1) 大学院博士課程に所定の修業年限以上在学し，所定の単位数以上を修得して

退学した者 

  (2) 大学院修士課程を修了後，４年以上の研究歴を有する者 

 (3) 大学を卒業後，７年以上の研究歴を有する者 

 (4) 前各号に掲げる者のほか，教授会で申請資格を有すると認めた者 

 （予備審査委員会） 

第４ 専攻長は，学位申請希望者から申請があったときは，専攻委員会において学

位申請論文草稿ごとに予備審査委員会を設置するとともに，当該希望者が，第３

の第２号若しくは第３号に該当し研究歴の判定を必要とする場合又は第３の第４

号に該当する場合は，当該希望者の学位申請資格の審査を研究科長に申し出るも

のとする。 

２ 予備審査委員会は，学位申請希望者から提出された論文等の内容について検討

を行い，学位申請論文として審査の対象となるか否かについて判定を行う。 

３ 予備審査委員会は，次に掲げる研究科を担当する教員をもって組織する。 

(1) 学位申請論文の学問分野に関係の深い教授又は准教授 ２人 

(2) 必要と考えられる学問領域の教員 ３人以上 

４ 前項第１号に定める学位申請論文の学問分野に関係の深い教授又は准教授は，

研究科の研究指導適格者とする。 

５ 予備審査委員会に委員長を置き，委員の互選とし，委員長は，委員会を招集し，

 その議長となる。 

６ 予備審査委員会は，所定の期日までに第２項に定める判定を終了するものとし，

 委員長は，その結果を速やかに専攻長に報告する。 

７ 専攻委員会は，第５に規定する学位申請資格審査委員会の審査結果及び前項の

判定結果を参考に学位審査の対象となるか否かについて判定するものとする。 

８ 専攻長は，専攻委員会の判定結果を学位申請希望者に別紙（別記様式第６号）

により通知するとともに，研究科長に別紙（別記様式第７号）により報告する。 

 （学位申請資格審査委員会） 

第５ 研究科長は，第４の第１項の規定により，専攻長から学位申請希望者の申請

資格の審査の申し出があったときは，学位申請資格審査委員会（以下「資格審査

委員会」という。）を設置し，審査を行うものとする。 

２ 資格審査委員会は，研究科長及び各専攻長をもって組織する。 
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Ⅲ

   新潟大学大学院自然科学研究科における論文提出による博士の学位授与に関 

   する取扱要項 

 

                           平成16年４月１日 

                           運 営 委 員 会 

 

 （趣旨） 

第１ この要項は，新潟大学大学院自然科学研究科（以下「研究科」という。）に

おける論文提出による博士の学位授与に関する取扱いに関し，必要な事項を定め

るものとする。 

 （予備審査等の申請） 

第２ 研究科を経由し，学長に論文を提出し，学位授与を申請しようとする者（以

下「学位申請希望者」という。）は，学位申請論文の内容に関係の深い研究科を

担当する教授又は准教授（以下「紹介教員」という。）の承認を得た上で，紹介

教員が所属する専攻長に次に掲げる書類等を添えて，学位申請論文の予備審査及

び学位申請資格の確認の申請を行うものとする。 

(1) 学位申請論文予備審査申請書（別記様式第１号）       １部 

(2) 学位申請論文草稿（Ａ４版とし，和文又は英文とする。）   ５部 

(3) 論文目録（別記様式第２号）                ５部 

(4) 論文の要旨 (2,000字程度)(別記様式第３号)         ５部 

(5) 参考論文                        各５部 

(6) 履歴書（学歴，職歴及び研究歴を含む。）(別記様式第４号)  １部 

(7) 最終学校の卒業又は修了証明書（ただし，第３の第１号に 

 該当する者については，所定の修業年限以上在学し，所定の 

 単位数以上を修得して退学したことの証明書。）        １部 

(8) 研究従事内容証明書（第３の第１号に該当する者を除く。）  １部 

(9) 承諾書（参考論文が共著の場合）（別記様式第５号）     各１部 

２ 前項に定める紹介教員は，研究科の研究指導及び講義担当適格者（以下「研究

指導適格者」という。）とする。 

３ 学位申請論文草稿は，レフェリーシステムの確立した学術雑誌に掲載されたも

の及び掲載され得るものを基に独自に作成されたものとする。 

４ 参考論文は，学位申請論文草稿の基礎となる学術論文で，レフェリーシステム

の確立した学術雑誌に掲載されたもの又は掲載予定のもの（掲載決定証明書のあ

るものに限る。）とする。 

５ 前項の参考論文の編数については，学問領域によって考慮するものとし，当該

専攻において定めるものとする。 

 （学位申請資格） 

第３ 論文提出による学位を申請できる者は，次の各号のいずれかに該当するもの

とする。 

(1) 大学院博士課程に所定の修業年限以上在学し，所定の単位数以上を修得して

退学した者 

  (2) 大学院修士課程を修了後，４年以上の研究歴を有する者 

 (3) 大学を卒業後，７年以上の研究歴を有する者 

 (4) 前各号に掲げる者のほか，教授会で申請資格を有すると認めた者 

 （予備審査委員会） 

第４ 専攻長は，学位申請希望者から申請があったときは，専攻委員会において学

位申請論文草稿ごとに予備審査委員会を設置するとともに，当該希望者が，第３

の第２号若しくは第３号に該当し研究歴の判定を必要とする場合又は第３の第４

号に該当する場合は，当該希望者の学位申請資格の審査を研究科長に申し出るも

のとする。 

２ 予備審査委員会は，学位申請希望者から提出された論文等の内容について検討

を行い，学位申請論文として審査の対象となるか否かについて判定を行う。 

３ 予備審査委員会は，次に掲げる研究科を担当する教員をもって組織する。 

(1) 学位申請論文の学問分野に関係の深い教授又は准教授 ２人 

(2) 必要と考えられる学問領域の教員 ３人以上 

４ 前項第１号に定める学位申請論文の学問分野に関係の深い教授又は准教授は，

研究科の研究指導適格者とする。 

５ 予備審査委員会に委員長を置き，委員の互選とし，委員長は，委員会を招集し，

 その議長となる。 

６ 予備審査委員会は，所定の期日までに第２項に定める判定を終了するものとし，

 委員長は，その結果を速やかに専攻長に報告する。 

７ 専攻委員会は，第５に規定する学位申請資格審査委員会の審査結果及び前項の

判定結果を参考に学位審査の対象となるか否かについて判定するものとする。 

８ 専攻長は，専攻委員会の判定結果を学位申請希望者に別紙（別記様式第６号）

により通知するとともに，研究科長に別紙（別記様式第７号）により報告する。 

 （学位申請資格審査委員会） 

第５ 研究科長は，第４の第１項の規定により，専攻長から学位申請希望者の申請

資格の審査の申し出があったときは，学位申請資格審査委員会（以下「資格審査

委員会」という。）を設置し，審査を行うものとする。 

２ 資格審査委員会は，研究科長及び各専攻長をもって組織する。 
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３ 資格審査委員会に委員長を置き，研究科長をもって充て，委員長は，委員会を

招集し，その議長となる。 

４ 資格審査委員会が必要と認めたときは，委員会に委員以外の者の出席を求め，

意見を聴取することができる。 

  （審査委員候補者の推薦） 

第６ 専攻長は，第４の第７項の判定により，学位申請論文として審査の対象とな

ると判定されたときは，学位申請論文ごとに審査委員候補者として，次に掲げる

者を選出し，研究科長に別紙（別記様式第８号）により推薦するものとする。 

(1) 学位申請論文の内容に関係の深い学問分野の教授又は准教授２人以上（予備

審査委員会委員長を含む。） 

(2) その他の学問分野の教授又は准教授 １人以上 

２ 前項に定める審査委員候補者は，研究科の研究指導適格者とする。 

３ 専攻長は，審査のため必要があるときは，審査委員候補者に研究科若しくは本

学大学院の他の研究科，研究所等の教員又は他の大学の大学院，研究所等の教員

等を加えることができる。 

 （学位申請論文の提出手続等） 

第７ 予備審査の結果，学位申請論文として審査の対象とする旨の通知を受けた者

（以下「学位申請者」という。）は，次に掲げる書類等（以下「学位申請論文等」

という。）に新潟大学学位規則（平成16年規則第30号。以下「学位規則」という。）

第９条第１項に規定する審査手数料を添えて，研究科長を経て学長に提出するも

のとする。ただし，研究科博士後期課程に所定の修業年限以上在学し，かつ，所

定の単位数以上を修得して退学した者が退学後１年以内に学位申請論文を提出し

た場合は，審査手数料の納付は要しないものとする。 

(1) 博士論文審査申請書（別記様式第９号）            ２部 

(2) 学位申請論文（Ａ４版とし，和文又は英文とする。）       ５部 

(3) 論文目録（別記様式第２号）                 ５部 

(4) 論文の要旨 (2,000字程度)(別記様式第３号)         ５部 

(5) 論文概要（英文 所定の様式１枚以内）(別記様式第10号)    ５部 

２ 学位申請論文の形式，水準，参考論文の必要編数等については，第２の第３項，

第４項及び第５項の規定によるものとする。 

３ 学位申請論文の提出期間は，年２回とし，次のとおりとする。 

 (1) ２月１日から２月７日まで 

 (2) ７月15日から７月21日まで 

  （審査委員会の設置等） 

第８ 研究科長は，学長から学位規則第10条第１項に規定する博士論文の審査及び

学力の確認の委嘱を受けたときは，教授会に付託する。 

２ 教授会は，学位申請論文ごとに審査委員会を設置するものとし，第６の第１項

の規定により当該専攻長から推薦のあった審査委員候補者のうちから審査委員

（主査１人，副査２人以上）を決定するものとする。 

  （学位申請論文の審査及び学力の確認） 

第９ 審査委員会は，学位申請論文の審査及び研究科博士後期課程を修了した者と

同等以上の学力を有することの確認（以下「学力の確認」という。）を行うもの

とし，別に定める日までに終了しなければならない。 

２ 学力の確認は，学位申請論文に関連する専門分野及び外国語について，筆記，

口述等の方法により行い，外国語については，原則として英語を課すものとする。

ただし，研究科博士後期課程に所定の修業年限以上在学し，かつ，所定の単位数

以上を修得して退学した者が退学後５年以内に学位申請論文を提出した場合は，

学力の確認を免除することができる。 

３ 主査は，学位申請論文の内容を公開の論文発表会において発表させるものとし，

 論文発表会の開催の期日及び場所について，当該専攻長と協議の上決定し，研究

 科長に別紙（別記様式第11号）により報告するものとする。 

４ 研究科長は，前項の報告に基づいて論文発表会の開催を公示する。 

５ 審査委員会は，審査が終了したときは，学位論文の要旨及び審査結果の要旨（別

記様式第12号）並びに学力の確認の結果の要旨（別記様式第13号）を添えて，教

授会に報告する。 

 （学位授与の審議） 

第１０ 教授会は，審査委員会からの報告に基づき，博士の学位を授与すべきか否

かを審議するものとする。 

    附 則 

 この要項は，平成16年４月１日から施行する。 

    附 則 

 この要項は，平成19年９月10日から施行する。 

 附 則 

 この要項は，平成27年４月１日から施行する。 

附 則 

  この要項は，平成 28 年４月１日から実施する。 
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Ⅲ

３ 資格審査委員会に委員長を置き，研究科長をもって充て，委員長は，委員会を

招集し，その議長となる。 

４ 資格審査委員会が必要と認めたときは，委員会に委員以外の者の出席を求め，

意見を聴取することができる。 

  （審査委員候補者の推薦） 

第６ 専攻長は，第４の第７項の判定により，学位申請論文として審査の対象とな

ると判定されたときは，学位申請論文ごとに審査委員候補者として，次に掲げる

者を選出し，研究科長に別紙（別記様式第８号）により推薦するものとする。 

(1) 学位申請論文の内容に関係の深い学問分野の教授又は准教授２人以上（予備

審査委員会委員長を含む。） 

(2) その他の学問分野の教授又は准教授 １人以上 

２ 前項に定める審査委員候補者は，研究科の研究指導適格者とする。 

３ 専攻長は，審査のため必要があるときは，審査委員候補者に研究科若しくは本

学大学院の他の研究科，研究所等の教員又は他の大学の大学院，研究所等の教員

等を加えることができる。 

 （学位申請論文の提出手続等） 

第７ 予備審査の結果，学位申請論文として審査の対象とする旨の通知を受けた者

（以下「学位申請者」という。）は，次に掲げる書類等（以下「学位申請論文等」

という。）に新潟大学学位規則（平成16年規則第30号。以下「学位規則」という。）

第９条第１項に規定する審査手数料を添えて，研究科長を経て学長に提出するも

のとする。ただし，研究科博士後期課程に所定の修業年限以上在学し，かつ，所

定の単位数以上を修得して退学した者が退学後１年以内に学位申請論文を提出し

た場合は，審査手数料の納付は要しないものとする。 

(1) 博士論文審査申請書（別記様式第９号）            ２部 

(2) 学位申請論文（Ａ４版とし，和文又は英文とする。）       ５部 

(3) 論文目録（別記様式第２号）                 ５部 

(4) 論文の要旨 (2,000字程度)(別記様式第３号)         ５部 

(5) 論文概要（英文 所定の様式１枚以内）(別記様式第10号)    ５部 

２ 学位申請論文の形式，水準，参考論文の必要編数等については，第２の第３項，

第４項及び第５項の規定によるものとする。 

３ 学位申請論文の提出期間は，年２回とし，次のとおりとする。 

 (1) ２月１日から２月７日まで 

 (2) ７月15日から７月21日まで 

  （審査委員会の設置等） 

第８ 研究科長は，学長から学位規則第10条第１項に規定する博士論文の審査及び

学力の確認の委嘱を受けたときは，教授会に付託する。 

２ 教授会は，学位申請論文ごとに審査委員会を設置するものとし，第６の第１項

の規定により当該専攻長から推薦のあった審査委員候補者のうちから審査委員

（主査１人，副査２人以上）を決定するものとする。 

  （学位申請論文の審査及び学力の確認） 

第９ 審査委員会は，学位申請論文の審査及び研究科博士後期課程を修了した者と

同等以上の学力を有することの確認（以下「学力の確認」という。）を行うもの

とし，別に定める日までに終了しなければならない。 

２ 学力の確認は，学位申請論文に関連する専門分野及び外国語について，筆記，

口述等の方法により行い，外国語については，原則として英語を課すものとする。

ただし，研究科博士後期課程に所定の修業年限以上在学し，かつ，所定の単位数

以上を修得して退学した者が退学後５年以内に学位申請論文を提出した場合は，

学力の確認を免除することができる。 

３ 主査は，学位申請論文の内容を公開の論文発表会において発表させるものとし，

 論文発表会の開催の期日及び場所について，当該専攻長と協議の上決定し，研究

 科長に別紙（別記様式第11号）により報告するものとする。 

４ 研究科長は，前項の報告に基づいて論文発表会の開催を公示する。 

５ 審査委員会は，審査が終了したときは，学位論文の要旨及び審査結果の要旨（別

記様式第12号）並びに学力の確認の結果の要旨（別記様式第13号）を添えて，教

授会に報告する。 

 （学位授与の審議） 

第１０ 教授会は，審査委員会からの報告に基づき，博士の学位を授与すべきか否

かを審議するものとする。 

    附 則 

 この要項は，平成16年４月１日から施行する。 

    附 則 

 この要項は，平成19年９月10日から施行する。 

 附 則 

 この要項は，平成27年４月１日から施行する。 

附 則 

  この要項は，平成 28 年４月１日から実施する。 
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論文提出による博士の学位授与に関する取扱概略図 

申請資格 
・大学院博士課程に所定の修業年限以上在学し，所定の単位数以上を修得して退学した者 ・大学院修士課程を修了後，４年以上の研究歴を有する者 

 ・大学を卒業後，７年以上の研究歴を有する者 ・前各号に掲げる者のほか，教授会で申請資格を有すると認めた者 

 

学位申請希望者 

学位申請論文の内容に関係の深い研究科を担当する教授又は准教授（紹介教員）の承認を得て，予備審査の申請を紹介教員の所属する専攻長に申請する。 

【取扱要項第２第１項】 書類（様式１，２，３，４，他） 

 

○予備審査の申請 

 専  攻  長 学位申請資格の審査を研究科長に申し出る。 

 

    予備審査委員会 学位申請者ごとに予備審査委員会を設置。【取扱要項第４】 

    ・学位申請論文として審査の対象となるか否かについて判定する。 

    ・学位申請論文の学問分野に関係の深い教授又は准教授 ２人 

    ・必要と考えられる学問領域の教員 ３人以上 

  研 究 科 長 学位申請資格審査委員会を設置する。 

   学位申請資格審査 学位申請資格の審査を行う。 

            ・研究科長及び各専攻長 

 

 専 攻 委 員 会  専攻長は専攻委員会を開催。【取扱要項第４第６，７項】 

  ・予備審査委員会，資格審査委員会の判定結果を参考に学位審査の対象となるか否かについて判定する。 

  ・判定結果を学位申請希望者に別紙（様式６）により，研究科長に別紙（様式７）により報告する。 

  ・学位審査の対象にすることを判定した場合，審査委員会委員候補者を選出し研究科長に推薦する。（様式８） 

  ・審査委員候補者 

   ・学位申請論文の内容に関係の深い学問分野の教授又は准教授 ２人以上（予備審査委員会委員長を含む。） 

   ・その他の学問分野の教授又は准教授 １人以上 

・審査のため必要があるときは，前項の審査委員候補者に研究科若しくは本学大学院の他の研究科又は他の大学の大学院，研究所等の教員等を加える 

ことができる。 

 

○学位論文審査の申請 

 学位申請希望者 学位申請関係書類を研究科長に提出する。【取扱要項第７】 

          書類（様式２，３，９，10，他） 

 研 究 科 長 上記の学位申請関係書類を学長に提出する。【取扱要項７】 

          

 学     長 受理の判定後，研究科長に博士論文の審査及び学力確認を委嘱する。 

         【新潟大学学位規則第１０条第１項】 

 研 究 科 長 博士論文の審査及び学力の確認を教授会に付託する。 

         【取扱要項第８第１項】 

 教  授  会 学位申請論文ごとに，専攻から推薦を受けた審査委員会委員候補者に 

         ついて審議し，審査委員（主査１名，副査２人以上）を決定する。 

         【取扱要項第８】 

 審 査 委 員 会 ・論文の審査，学力の確認を行う。 

         ・主査は公開論文発表会の開催期日及び場所を定め，研究科長に別紙（様式1１１）に 

より報告し，当日申請者に学位申請論文の内容を発表させる。 

         ・研究科長は，公開論文発表会の開催期日及び場所の通知を受けたときは，公示する。 

         ・論文審査，学力の確認が終了したときは別紙（様式１２，１３）により教授会に報告する。 

          【取扱要項９】 

 教  授  会 審査委員会の報告に基づき，学位授与について審議する。【取扱要項第１０】 

  

 学 長 へ 報 告 研究科長は，教授会の審議の結果を，学長に報告する。【新潟大学学位規則第１６条】 

 

 学位授与の決定 学長は研究科長の報告に基づき，所定の学位を授与する。 

                                                ○細部の日程については，年度当初の教授会で決定する。 

３月に授与する場合の日程 

（１１月中旬～１２月上旬） 
 
 

９月に授与する場合の日程 

（５月中旬） 

３月に授与する場合の日程 
（２月１日～２月７日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２月臨時教授会） 
    （後期課程委員会） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３月臨時教授会） 
    （後期課程委員会） 
 
 
 
（３月下旬学位記授与式） 

９月に授与する場合の日程 
（７月１５日～７月２１日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（８月臨時教授会） 
    （後期課程委員会） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（９月臨時教授会） 
    （後期課程委員会） 
 
 
 
（９月下旬学位記授与式） 

   新潟大学大学院自然科学研究科における論文提出による博士の学位授与に関 

   する取扱要項申合せ事項 

                           平成16年４月１日 

                           運 営 委 員 会 

（平成19.９.10一部改正） 

（平成27.３.25一部改正） 

 

  新潟大学大学院自然科学研究科における論文提出による博士の学位授与に関する取

扱要項（以下「要項」という。）申合せ事項を下記のとおり定める。 

 

記 
 
 （要項第２（予備審査等の申請）関係） 

第１ 本研究科博士後期課程に所定の修業年限以上在学し，かつ，所定の単位数以上を

修得して退学した者であって，退学後１年以内に本研究科に学位申請論文の提出を希

望する者の要項第２の第５項に定める参考論文の必要編数は，当該専攻の定めるとこ

ろによる。 

 （要項第３（学位申請資格）関係） 

第２ 要項第３の第４号に定める教授会で申請資格を有すると認めた者とは，資格審査

委員会が次の各号に該当する学歴及び研究歴を有する者と認定し，その報告を受け，

教授会が申請資格を有する者として確認した場合をいう。 

(1) 短期大学又は旧制専門学校及び高等専門学校を卒業後，10年以上の研究歴を有す

る者 

(2) 新制高等学校を卒業後，15年以上の研究歴を有する者 

(3) 旧制高等学校を卒業後，16年以上の研究歴を有する者 

(4) その他前各号以外の学歴を有する者で，研究歴が博士課程修了者と同等以上であ

ると認められる者 

(5) (1),(2)及び(3)の者については,履歴書,研究従事内容証明書等により研究歴を

確認するものとする。 

(6) (4)の者については，履歴書，論文目録，研究従事内容証明書等により,研究歴が

博士課程修了者と同等以上であるか確認する。 

(7) 外国人研究者の学位申請資格については，上記にかかわらずその都度すべて教授

会の審議に付し，認定するものとする。 

 （要項第４（予備審査委員会）関係） 

第３ 要項第４の第１項に定める予備審査委員会は，必要に応じ論文等の内容について，

論文発表会を開催し，学位申請希望者から説明を求めることができるものとする。 

 （要項第１０（学位授与の審議）関係） 

第４ 要項第10及び新潟大学学位規則第16条の規定により，博士の学位を授与すべき者
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教授会が申請資格を有する者として確認した場合をいう。 

(1) 短期大学又は旧制専門学校及び高等専門学校を卒業後，10年以上の研究歴を有す
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(5) (1),(2)及び(3)の者については,履歴書,研究従事内容証明書等により研究歴を

確認するものとする。 

(6) (4)の者については，履歴書，論文目録，研究従事内容証明書等により,研究歴が

博士課程修了者と同等以上であるか確認する。 

(7) 外国人研究者の学位申請資格については，上記にかかわらずその都度すべて教授

会の審議に付し，認定するものとする。 

 （要項第４（予備審査委員会）関係） 

第３ 要項第４の第１項に定める予備審査委員会は，必要に応じ論文等の内容について，

論文発表会を開催し，学位申請希望者から説明を求めることができるものとする。 

 （要項第１０（学位授与の審議）関係） 

第４ 要項第10及び新潟大学学位規則第16条の規定により，博士の学位を授与すべき者
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ができるものとする。 
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と認定されなかった場合は，学位申請者は，学長に対しその理由の説明を求めること

ができるものとする。 

Ⅳ　ダブルディグリープログラム
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ダブルディグリープログラム 

 新潟大学では，大学院自然科学研究科がダブルディグリープログラム協定を

締結している大学との間で，国際的な教育プログラムを開設しています。本プ

ログラムに参加する大学院生は，新潟大学と協定締結大学に籍を置き，両大学

の指導教員の指導のもと，ダブルディグリー，すなわち，双方の大学からそれ

ぞれ学位を取得することが可能です。 

 

新潟大学のダブルディグリープログラム 

 

【基本方針】 

（１）学生の身分  

協定締結大学及び新潟大学において，ともに正規生の身分を有します。  

（２）受入大学における滞在期間  

原則，連続した 1年間の滞在（ただし，博士後期課程にあっては 1年間

の延長が可能）とします。  

（３）指導体制  

協定締結大学及び新潟大学でそれぞれ指導教員を決定し，両大学の指導

教員が連携して，学生の指導を行います。  

（４）修了要件  

協定締結大学及び新潟大学のそれぞれの学則，規程に従います。  

（５）学位論文  

協定締結大学と新潟大学に，それぞれ異なる学位論文（原則英文）を提

出し，それぞれの大学から独立した２つの学位が授与されます。  

（６）単位互換  

協定締結大学において修得した単位を，新潟大学における授業科目の履

修により修得したものと認定することができます（ただし，単位数の上

限があります）。  

（７）入学料，授業料等  

派遣元となる母国の所属大学に検定料・入学料・授業料を納め，受入大

学においては検定料・入学料・授業料を不徴収とします。  

（８）入学と修了の時期  

協定締結大学及び新潟大学のそれぞれの学則，規程に従います。 

新潟大学における入学の時期は年 2回（4月および 10 月）とし，修了の

時期は年 2回（3月および 9月）とします。  

（９）入試  

ダブルディグリープログラム学生として協定締結大学又は新潟大学に入

学を希望する大学院生は，受入大学において入学選考を受けます。選考

の時期は，それぞれの大学において決められた時期とします。  
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ダブルディグリープログラム 
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（２）受入大学における滞在期間  

原則，連続した 1年間の滞在（ただし，博士後期課程にあっては 1年間
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協定締結大学及び新潟大学でそれぞれ指導教員を決定し，両大学の指導

教員が連携して，学生の指導を行います。  

（４）修了要件  

協定締結大学及び新潟大学のそれぞれの学則，規程に従います。  

（５）学位論文  

協定締結大学と新潟大学に，それぞれ異なる学位論文（原則英文）を提

出し，それぞれの大学から独立した２つの学位が授与されます。  

（６）単位互換  

協定締結大学において修得した単位を，新潟大学における授業科目の履

修により修得したものと認定することができます（ただし，単位数の上

限があります）。  

（７）入学料，授業料等  

派遣元となる母国の所属大学に検定料・入学料・授業料を納め，受入大

学においては検定料・入学料・授業料を不徴収とします。  

（８）入学と修了の時期  

協定締結大学及び新潟大学のそれぞれの学則，規程に従います。 

新潟大学における入学の時期は年 2回（4月および 10 月）とし，修了の

時期は年 2回（3月および 9月）とします。  

（９）入試  

ダブルディグリープログラム学生として協定締結大学又は新潟大学に入

学を希望する大学院生は，受入大学において入学選考を受けます。選考

の時期は，それぞれの大学において決められた時期とします。  
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Ⅴ　食づくり実践型農と食のスペシャリスト

養成プログラム
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食づくり実践型農と食のスペシャリスト養成プログラム 

 
本教育プログラムは生命・食料科学専攻の博士前期課程学生を対象とし，グローバル

な視点を持ちつつ農と食に関する現代の問題に広く対応可能な専門職業人を養成する。

新潟大学大学院自然科学研究科生命・食料科学専攻の履修基準を満たし，且つ本教育プ

ログラムのスペシャリスト養成コースに属し，指定する科目の単位（別表ＧＰ１参照）

を取得した学生に対し，認定審査を経て，「農と食のスペシャリスト（Niigata Agricultural 

and Food Specialist, NAFS）」の称号が学長より授与される。他専攻の学生においては農

と食のスペシャリスト称号の取得はできないが，希望があればインターンシップ科目を

除く本教育プログラムの授業科目へ参加することができ，成績評価基準を満たせば単位

として認定される。 

 
【別表ＧＰ１】 
食づくり実践型農と食のスペシャリスト養成プログラム履修科目 
 
農と食のスペシャリスト(NAFS)養成コース 

科目区分 単位数 授業科目 備考 

新潟食づくりプロジェクト
科目    

必修 2 実践型食づくりプロジェクト 

次のプロジェクトの何れか 

一つに参加 
 
日本酒プロジェクト 

米菓プロジェクト 

ミルクプロジェクト 

バイテクプロジェクト 

インターンシップ科目   
選択 

・ 
必修 

1 

企画実践型インターンシップ 生命・食料科学専攻前期課

程に属する学生のみ受講

可能 食づくり国際インターン 
シップ 

NAFS 
養成科目 

必修 

1 英語論文作成・発表演習  

1 食の安全・安心論  

1 先端的農業技術論  

1 食品加工技術論  

2 地域食品産業論  

（スペシャリスト（NAFS）認定要件：9 単位） 
 

 

新潟大学大学院自然科学研究科における「食づくり実践型農と食のスペシャリスト養成

プログラム」において認定される「農と食のスペシャリスト」に関する規程 

平成21年11月27日 

規程第51号 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は，新潟大学大学院自然科学研究科（以下「自然科学研究科」という。）

生命・食料科学専攻博士前期課程に在籍する学生を対象に，グローバルな視点を持ちつ

つ農と食に関わる現代の問題に広く対応可能な専門職業人を養成することを目的として

実施する「食づくり実践型農と食のスペシャリスト養成プログラム」（以下「プログラ

ム」という。）において認定される「農と食のスペシャリスト」（以下「スペシャリス

ト」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。 

（スペシャリスト指導委員会） 

第２条 プログラムを履修する学生に係る研究等の指導を行うため，スペシャリスト指導

委員会（以下「指導委員会」という。）を置く。 

２ 指導委員会は，学生ごとに主指導教員１人及び副指導教員２人をもって組織する。 

（スペシャリストの認定要件） 

第３条 スペシャリストの認定を受ける学生は，所属する課程の修了要件を満たした上で，

別表に掲げる授業科目を履修し，その単位を修得していなければならない。 

（スペシャリストの認定） 

第４条 スペシャリストの認定は，自然科学研究科運営委員会の議を経て研究科長が行う。 

２ 研究科長は，前項によりスペシャリストの認定を行ったときは，学長に報告するもの

とする。 

（スペシャリストの称号） 

第５条 スペシャリストに認定された者に付与する称号は，「農と食のスペシャリスト」

とする。 

（スペシャリストの認定証書の授与） 

第６条 学長は，第４条第２項による報告に基づき，スペシャリストの認定を受けた者に

スペシャリスト認定証書（別記様式）を授与する。 

（雑則） 

第７条 この規程に定めるもののほか，スペシャリストに関し必要な事項は，別に定める。 

附 則 

この規程は，平成21年11月27日から施行する。 

附 則 

１ この規程は，平成26年４月１日から施行する。 

２ 平成25年度以前に入学した学生に係るスペシャリストの認定については，なお従前

の例による。 

附 則 

この規程は，平成29年10月１日から施行する。 
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平成21年11月27日 

規程第51号 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は，新潟大学大学院自然科学研究科（以下「自然科学研究科」という。）

生命・食料科学専攻博士前期課程に在籍する学生を対象に，グローバルな視点を持ちつ

つ農と食に関わる現代の問題に広く対応可能な専門職業人を養成することを目的として

実施する「食づくり実践型農と食のスペシャリスト養成プログラム」（以下「プログラ

ム」という。）において認定される「農と食のスペシャリスト」（以下「スペシャリス

ト」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。 

（スペシャリスト指導委員会） 

第２条 プログラムを履修する学生に係る研究等の指導を行うため，スペシャリスト指導

委員会（以下「指導委員会」という。）を置く。 

２ 指導委員会は，学生ごとに主指導教員１人及び副指導教員２人をもって組織する。 

（スペシャリストの認定要件） 

第３条 スペシャリストの認定を受ける学生は，所属する課程の修了要件を満たした上で，

別表に掲げる授業科目を履修し，その単位を修得していなければならない。 

（スペシャリストの認定） 

第４条 スペシャリストの認定は，自然科学研究科運営委員会の議を経て研究科長が行う。 

２ 研究科長は，前項によりスペシャリストの認定を行ったときは，学長に報告するもの

とする。 

（スペシャリストの称号） 

第５条 スペシャリストに認定された者に付与する称号は，「農と食のスペシャリスト」

とする。 

（スペシャリストの認定証書の授与） 

第６条 学長は，第４条第２項による報告に基づき，スペシャリストの認定を受けた者に

スペシャリスト認定証書（別記様式）を授与する。 

（雑則） 

第７条 この規程に定めるもののほか，スペシャリストに関し必要な事項は，別に定める。 

附 則 

この規程は，平成21年11月27日から施行する。 

附 則 

１ この規程は，平成26年４月１日から施行する。 

２ 平成25年度以前に入学した学生に係るスペシャリストの認定については，なお従前

の例による。 

附 則 

この規程は，平成29年10月１日から施行する。 
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別表（第３条関係） 

授業科目 単位数 備考 

実践型食づくりプロジェクト 2 

必修科目 
（プログラムが開設する特
定のプロジェクトに参加す
るものとする。） 

企画実践型インターンシップ 1 選択必修科目 

食づくり国際インターンシップ 1 選択必修科目 

英語論文作成・発表演習 1 必修科目 

食の安全・安心論 1 必修科目 

先端的農業技術論 1 必修科目 

食品加工技術論 1 必修科目 

地域食品産業論 2 必修科目 

合計 9  

 
別記様式（第６条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注）用紙の大きさは，A4判とする。 

第   号 

農と食のスペシャリスト認定証書 

自然科学研究科生命・食料科学専攻博士前期課程 修了 

大学印 

氏  名 

年  月  日生 

 本学大学院自然科学研究科において「食づくり実践型農と食のスペシャリスト養成プログラ

ム」を修了したので、「農と食のスペシャリスト」の称号を授与する 

 

年  月  日 

 

 

新潟大学大学院自然科学研究科長  ○○○○   印 

新潟大学長  ○○○○   印 
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Ⅵ

 

別表（第３条関係） 

授業科目 単位数 備考 

実践型食づくりプロジェクト 2 

必修科目 
（プログラムが開設する特
定のプロジェクトに参加す
るものとする。） 

企画実践型インターンシップ 1 選択必修科目 

食づくり国際インターンシップ 1 選択必修科目 

英語論文作成・発表演習 1 必修科目 

食の安全・安心論 1 必修科目 

先端的農業技術論 1 必修科目 

食品加工技術論 1 必修科目 

地域食品産業論 2 必修科目 

合計 9  

 
別記様式（第６条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注）用紙の大きさは，A4判とする。 

第   号 

農と食のスペシャリスト認定証書 

自然科学研究科生命・食料科学専攻博士前期課程 修了 

大学印 

氏  名 

年  月  日生 

 本学大学院自然科学研究科において「食づくり実践型農と食のスペシャリスト養成プログラ

ム」を修了したので、「農と食のスペシャリスト」の称号を授与する 

 

年  月  日 

 

 

新潟大学大学院自然科学研究科長  ○○○○   印 

新潟大学長  ○○○○   印 

 

Ⅵ　次世代ソーラー水素エネルギーシステム

人材育成プログラム
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次世代ソーラー水素エネルギーシステム人材育成プログラム 

 
 太陽熱を用いた発電・水素製造および輸送技術の開発に資する先導的人材，ま

たは燃料電池・水素貯蔵材料等による水素の利用インフラ技術の開発に資する 
先導的人材であり，且つ水素の製造・輸送・貯蔵・利用制御・安全管理まで網

羅する知見を持ってグローバル水素エネルギーシステム全体をデザインする能

力を有する人材を育成する。 
 新潟大学大学院自然科学研究科材料生産システム専攻の所属のコース（機械 
科学コース・素材生産科学コース・機能材料科学コース）の履修基準を満たし， 
且つ，それぞれの所属コースに対応する本教育プログラムの人材育成コースの

コースに属して指定する科目の単位（別表参照）を修得した学生に対し，認定

審査を経て，大学院自然科学研究科長から，プログラム修了の認定書が授与さ

れる。ただし，プログラム修了認定は別表の対応するコースの履修要件を満た

す者が対象となる。 
 
 
 
 

新潟大学大学院自然科学研究科博士前期課程における「次世代ソーラー水素 
エネルギーシステム人材育成プログラム」実施要項 

 
                            平 成 24 年 10 月 31 日 
                           大学院自然科学研究科長裁定 
 （趣旨） 
第１ この要項は，新潟大学大学院自然科学研究科（以下「自然科学研究科」という。）博 
 士前期課程における「次世代ソーラー水素エネルギーシステム人材育成プログラム」（以

下「プログラム」という。）の実施に関し，必要な事項を定める。 
 （目的） 
第２ プログラムは，太陽熱を用いた発電・水素製造及び輸送技術の開発に資する先導的

人材，燃料電池・水素貯蔵材料等による水素の利用インフラ技術の開発に資する先導的

人材並びに水素の製造・輸送・貯蔵・利用制御・安全管理まで網羅する知見を持ってグ

ローバル水素エネルギーシステム全体をデザインする能力を有する人材を育成すること

を目的とする。 
 （コースの設置） 
第３ プログラムを実施するために，次の表の左欄に掲げるコースを置き，当該コースの 
 出願資格は，それぞれ同表の右欄に掲げるとおりとする。 

コース区分 出願資格 
太陽熱・水素製造技術開発 
機械系コース 
 

 自然科学研究科材料生産システム専攻・機械科学コースの博

士前期課程に在籍し，太陽集熱利用に関する修士研究課題を

「特定研究Ⅰ・Ⅱ」において実施できる者 
太陽熱・水素製造技術開発 
化学系コース 
 

 自然科学研究科材料生産システム専攻・素材生産科学コース

の博士前期課程に在籍し，太陽熱による水素製造に関する修士

課程課題を「特定研究Ⅰ・Ⅱ」において実施できる者 
水素利用インフラ開発材

料系コース 
 

 自然科学研究科材料生産システム専攻・機能材料科学コース 
の博士前期課程に在籍し，水素利用のインフラ材料に関する修

士研究課題を「特定研究Ⅰ・Ⅱ」において実施できる者 

（学生の定員） 
第４ 定員は，各コース区分につき３名程度とし，プログラム全体で 10 名程度とする。 
 （履修手続） 
第５ プログラムの履修を希望する学生は，第３のコース区分から一つを選択し，別に定

める「プログラム履修申込書」を研究科長に所定の期間までに提出する。 
 （プログラム学生の選考） 
第６ プログラムを履修する学生（以下「プログラム学生」という。）の選考は，プログラ 
 ム学生選考試験により行う。 
２ プログラム学生選考試験の実施については，別に定める。 
 （プログラム指導委員会） 
第７ プログラム学生の履修に係る指導を行うため，ソーラープログラム指導委員会（以

下「指導委員会」という。）を置く。 
２  指導委員会は，各コース区分に対応する研究室の教員で組織する。 
 （修了に必要な授業科目の単位数） 
第８ プログラム修了に必要な授業科目の単位数は，別表に掲げるとおりとする。 
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Ⅵ

 
 

次世代ソーラー水素エネルギーシステム人材育成プログラム 

 
 太陽熱を用いた発電・水素製造および輸送技術の開発に資する先導的人材，ま

たは燃料電池・水素貯蔵材料等による水素の利用インフラ技術の開発に資する 
先導的人材であり，且つ水素の製造・輸送・貯蔵・利用制御・安全管理まで網

羅する知見を持ってグローバル水素エネルギーシステム全体をデザインする能

力を有する人材を育成する。 
 新潟大学大学院自然科学研究科材料生産システム専攻の所属のコース（機械 
科学コース・素材生産科学コース・機能材料科学コース）の履修基準を満たし， 
且つ，それぞれの所属コースに対応する本教育プログラムの人材育成コースの

コースに属して指定する科目の単位（別表参照）を修得した学生に対し，認定

審査を経て，大学院自然科学研究科長から，プログラム修了の認定書が授与さ

れる。ただし，プログラム修了認定は別表の対応するコースの履修要件を満た

す者が対象となる。 
 
 
 
 

新潟大学大学院自然科学研究科博士前期課程における「次世代ソーラー水素 
エネルギーシステム人材育成プログラム」実施要項 

 
                            平 成 24 年 10 月 31 日 
                           大学院自然科学研究科長裁定 
 （趣旨） 
第１ この要項は，新潟大学大学院自然科学研究科（以下「自然科学研究科」という。）博 
 士前期課程における「次世代ソーラー水素エネルギーシステム人材育成プログラム」（以

下「プログラム」という。）の実施に関し，必要な事項を定める。 
 （目的） 
第２ プログラムは，太陽熱を用いた発電・水素製造及び輸送技術の開発に資する先導的

人材，燃料電池・水素貯蔵材料等による水素の利用インフラ技術の開発に資する先導的

人材並びに水素の製造・輸送・貯蔵・利用制御・安全管理まで網羅する知見を持ってグ

ローバル水素エネルギーシステム全体をデザインする能力を有する人材を育成すること

を目的とする。 
 （コースの設置） 
第３ プログラムを実施するために，次の表の左欄に掲げるコースを置き，当該コースの 
 出願資格は，それぞれ同表の右欄に掲げるとおりとする。 

コース区分 出願資格 
太陽熱・水素製造技術開発 
機械系コース 
 

 自然科学研究科材料生産システム専攻・機械科学コースの博

士前期課程に在籍し，太陽集熱利用に関する修士研究課題を

「特定研究Ⅰ・Ⅱ」において実施できる者 
太陽熱・水素製造技術開発 
化学系コース 
 

 自然科学研究科材料生産システム専攻・素材生産科学コース

の博士前期課程に在籍し，太陽熱による水素製造に関する修士

課程課題を「特定研究Ⅰ・Ⅱ」において実施できる者 
水素利用インフラ開発材

料系コース 
 

 自然科学研究科材料生産システム専攻・機能材料科学コース 
の博士前期課程に在籍し，水素利用のインフラ材料に関する修

士研究課題を「特定研究Ⅰ・Ⅱ」において実施できる者 

（学生の定員） 
第４ 定員は，各コース区分につき３名程度とし，プログラム全体で 10 名程度とする。 
 （履修手続） 
第５ プログラムの履修を希望する学生は，第３のコース区分から一つを選択し，別に定

める「プログラム履修申込書」を研究科長に所定の期間までに提出する。 
 （プログラム学生の選考） 
第６ プログラムを履修する学生（以下「プログラム学生」という。）の選考は，プログラ 
 ム学生選考試験により行う。 
２ プログラム学生選考試験の実施については，別に定める。 
 （プログラム指導委員会） 
第７ プログラム学生の履修に係る指導を行うため，ソーラープログラム指導委員会（以

下「指導委員会」という。）を置く。 
２  指導委員会は，各コース区分に対応する研究室の教員で組織する。 
 （修了に必要な授業科目の単位数） 
第８ プログラム修了に必要な授業科目の単位数は，別表に掲げるとおりとする。 
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 （修了認定） 
第９ プログラムの修了認定は，所属する課程の修了要件を満たした上で，別表に掲げる

授業科目の単位を修得した者に対して行う。 
２ 修了認定は，指導委員会の議を経て，研究科長が行う。 
 （修了認定証の授与） 
第１０ 研究科長は，プログラムを修了した者に，修了認定証（別記様式）を授与する。 
 （雑則） 
第１１ この要項に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。 
   附 則 
 この要項は，平成 25 年４月１日から実施する。 

 附 則 
１ この要項は，平成 27 年４月１日から実施する。        
２ 平成 26 年度以前に入学した学生の履修方法については，なお従前の例による。 

附 則 
１ この要項は，平成 29 年４月１日から実施する。        
２ 平成 28 年度以前に入学した学生の履修方法については，なお従前の例による。 

附 則 
１ この要項は，平成 30 年４月１日から実施する。        
２ 平成 29 年度以前に入学した学生の履修方法については，なお従前の例による。 
 
 
別表（第８関係） 
○ 太陽熱・水素製造技術開発機械系コース 

科目区分 授業科目 単位数 
プログラム修了に必要

な単位数 
必修 選択必修 

専門基礎科目 エネルギー変換論 ２ ２  

必修コア科目 
水素エネルギー製造・輸送論 ２ ２ 

 集光・集熱技術論 ２ ２ 
水素制御管理特論 ２ ２ 

グローバル水

素エネルギー

システムデザ

イン科目 

水素エネルギーシステムデザイン

演習・実習Ⅰ 
２ 

 ４ 水素エネルギーシステムデザイン

演習・実習Ⅱ 
２ 

水素エネルギーシステムデザイン

演習・実習Ⅲ 
２ 

国際コミュニ

ケーション能

力養成科目 

海外英語研修 ４ 

 ２ 海外インターンシップ ４ 
ソーラー水素エネルギー国際会議

コミュニケーション 
２ 

小計   ８ ６ 
合計   １４ 

○ 太陽熱・水素製造技術開発化学系コース 

科目区分 授業科目 単位数 
プログラム修了に必要

な単位数 
必修 選択必修 

専門基礎科目 エネルギー化学特論 ２ ２  

必修コア科目 
水素エネルギー製造・輸送論 ２ ２ 

 集光・集熱技術論 ２ ２ 
水素制御管理特論 ２ ２ 

グローバル水

素エネルギー

システムデザ

イン科目 

水素エネルギーシステムデザイン

演習・実習Ⅰ ２ 

 ４ 水素エネルギーシステムデザイン

演習・実習Ⅱ ２ 

水素エネルギーシステムデザイン

演習・実習Ⅲ ２ 

国際コミュニ

ケーション能

力養成科目 

海外英語研修 ４ 

 ２ 海外インターンシップ ４ 
ソーラー水素エネルギー国際会議

コミュニケーション ２ 

小計   ８ ６ 
合計   １４ 

 
○ 水素利用インフラ開発材料系コース 

科目区分 授業科目 単位数 
プログラム修了に必要

な単位数 
必修 選択必修 

専門基礎科目 複合材料設計化学 ２ ２  

必修コア科目 
水素エネルギー製造・輸送論 ２ ２ 

 集光・集熱技術論 ２ ２ 
水素制御管理特論 ２ ２ 

グローバル水

素エネルギー

システムデザ

イン科目 

水素エネルギーシステムデザイン
演習・実習Ⅰ ２ 

 ４ 水素エネルギーシステムデザイン
演習・実習Ⅱ ２ 

水素エネルギーシステムデザイン
演習・実習Ⅲ ２ 

国際コミュニ

ケーション能

力養成科目 

海外英語研修 ４ 

 ２ 海外インターンシップ ４ 
ソーラー水素エネルギー国際会議

コミュニケーション ２ 

小計   ８ ６ 
合計   １４ 
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 （修了認定） 
第９ プログラムの修了認定は，所属する課程の修了要件を満たした上で，別表に掲げる

授業科目の単位を修得した者に対して行う。 
２ 修了認定は，指導委員会の議を経て，研究科長が行う。 
 （修了認定証の授与） 
第１０ 研究科長は，プログラムを修了した者に，修了認定証（別記様式）を授与する。 
 （雑則） 
第１１ この要項に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。 
   附 則 
 この要項は，平成 25 年４月１日から実施する。 

 附 則 
１ この要項は，平成 27 年４月１日から実施する。        
２ 平成 26 年度以前に入学した学生の履修方法については，なお従前の例による。 

附 則 
１ この要項は，平成 29 年４月１日から実施する。        
２ 平成 28 年度以前に入学した学生の履修方法については，なお従前の例による。 

附 則 
１ この要項は，平成 30 年４月１日から実施する。        
２ 平成 29 年度以前に入学した学生の履修方法については，なお従前の例による。 
 
 
別表（第８関係） 
○ 太陽熱・水素製造技術開発機械系コース 

科目区分 授業科目 単位数 
プログラム修了に必要

な単位数 
必修 選択必修 

専門基礎科目 エネルギー変換論 ２ ２  

必修コア科目 
水素エネルギー製造・輸送論 ２ ２ 

 集光・集熱技術論 ２ ２ 
水素制御管理特論 ２ ２ 

グローバル水

素エネルギー

システムデザ

イン科目 

水素エネルギーシステムデザイン

演習・実習Ⅰ 
２ 

 ４ 水素エネルギーシステムデザイン

演習・実習Ⅱ 
２ 

水素エネルギーシステムデザイン

演習・実習Ⅲ 
２ 

国際コミュニ

ケーション能

力養成科目 

海外英語研修 ４ 

 ２ 海外インターンシップ ４ 
ソーラー水素エネルギー国際会議

コミュニケーション 
２ 

小計   ８ ６ 
合計   １４ 

○ 太陽熱・水素製造技術開発化学系コース 

科目区分 授業科目 単位数 
プログラム修了に必要

な単位数 
必修 選択必修 

専門基礎科目 エネルギー化学特論 ２ ２  

必修コア科目 
水素エネルギー製造・輸送論 ２ ２ 

 集光・集熱技術論 ２ ２ 
水素制御管理特論 ２ ２ 

グローバル水

素エネルギー

システムデザ

イン科目 

水素エネルギーシステムデザイン

演習・実習Ⅰ ２ 

 ４ 水素エネルギーシステムデザイン

演習・実習Ⅱ ２ 

水素エネルギーシステムデザイン

演習・実習Ⅲ ２ 

国際コミュニ

ケーション能

力養成科目 

海外英語研修 ４ 

 ２ 海外インターンシップ ４ 
ソーラー水素エネルギー国際会議

コミュニケーション ２ 

小計   ８ ６ 
合計   １４ 

 
○ 水素利用インフラ開発材料系コース 

科目区分 授業科目 単位数 
プログラム修了に必要

な単位数 
必修 選択必修 

専門基礎科目 複合材料設計化学 ２ ２  

必修コア科目 
水素エネルギー製造・輸送論 ２ ２ 

 集光・集熱技術論 ２ ２ 
水素制御管理特論 ２ ２ 

グローバル水

素エネルギー

システムデザ

イン科目 

水素エネルギーシステムデザイン
演習・実習Ⅰ ２ 

 ４ 水素エネルギーシステムデザイン
演習・実習Ⅱ ２ 

水素エネルギーシステムデザイン
演習・実習Ⅲ ２ 

国際コミュニ

ケーション能

力養成科目 

海外英語研修 ４ 

 ２ 海外インターンシップ ４ 
ソーラー水素エネルギー国際会議

コミュニケーション ２ 

小計   ８ ６ 
合計   １４ 
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別記様式（第１０関係） 
                                   第   号 
 

           認   定   証 
 
 
                  自然科学研究科博士前期課程 
                  材料生産システム専攻 
                     ○○○○コース修了 
 
                           氏 名 
                     年 月 日生 
 
 

本研究科において「次世代ソーラー水素エネルギーシステム人材育成 
プログラム（○○コース）」を修了したことを認定する。 

 
    
 
 
 
 
     平成  年  月  日 
 
 
 
             新潟大学大学院自然科学研究科長  ○○○○   印 
 
 
 
Ａ４版とする。 
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別記様式（第１０関係） 
                                   第   号 
 

           認   定   証 
 
 
                  自然科学研究科博士前期課程 
                  材料生産システム専攻 
                     ○○○○コース修了 
 
                           氏 名 
                     年 月 日生 
 
 

本研究科において「次世代ソーラー水素エネルギーシステム人材育成 
プログラム（○○コース）」を修了したことを認定する。 

 
    
 
 
 
 
     平成  年  月  日 
 
 
 
             新潟大学大学院自然科学研究科長  ○○○○   印 
 
 
 
Ａ４版とする。 

Ⅶ　ロシア連邦極東地域における

　　高度農業人材育成プログラム
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ロシア連邦極東地域における高度農業人材育成プログラム 

 

本プログラムは，農業分野における日本とロシアの緊密な連携関係に着想を

得た教育プログラムであり，ロシア極東地域における課題解決に貢献する高度

農業人材の育成を推進します。本プログラムの概要は以下の通りです。 

 

(1) 本学は，日本海側の玄関口として東アジア地域とロシア連邦，特に極東地

域を対象とした教育，研究推進を重視しており，これまでにも複数の交流を

行ってきました。当該地域との交流は，学長の主導により全学的に推進され

ています。 

(2) 平成 25 年度に本学と新潟市は計４回に渡るロシア連邦極東地域沿海地方

の現地調査を行いました。本プログラムでは，当該調査から得た分野ニーズ

を精査してカリキュラムへ反映させ，ロシア連邦政府が急務とする極東地域

の高度農業人材育成と国際性・地域性を兼ね備えた日本人研究者を育成しま

す。 

(3) 本学と沿海地方農業アカデミー（沿海地方）との交流実績（平成 26 年 11

月 10 日 協定締結），極東国立農業大学（アムール州）との交流実績（平成

27 年 12 月 21 日 協定締結），人材育成の実績から，これら大学をロシア連

邦側の拠点とした日露大学間のネットワークを有効に機能させ，プログラム

を実現します。 

新潟大学大学院自然科学研究科博士後期課程「ロシア連邦極東地域における 
高度農業人材育成プログラム」に関する取扱要項 

 
                           平 2 7 年 ９ 月 3 0 日 
                           大学院自然科学研究科長裁定 
 （趣旨） 
第１ この要項は，新潟大学大学院自然科学研究科（以下「自然科学研究科」という。）博 
 士後期課程「ロシア連邦極東地域における高度農業人材育成プログラム」（以下「プログ

ラム」という。）に関し，必要な事項を定めるものとする。 
 （目的） 
第２ プログラムは，ロシア連邦極東地域における森林資源保全・利用，農業部門の生産

基盤，農林畜産物の高品質化と高付加価値化，農林産物流通に貢献できる高度農業人材

育成を図ると共に，他国での農業人材育成に貢献できる日本人専門家を育成することを

目的とする。 
 （対象学生） 
第３ プログラムを履修する学生の対象は，次の表に掲げる専攻及びコースに在籍する学

生とする。 
専攻 コース 

生命・食料科学専攻 応用生命・食品科学コース 
生物資源科学コース 

環境科学専攻 流域環境学コース 

 （修了に必要な授業科目の単位数） 
第４ 修了に必要な授業科目の単位数は，別表に掲げるとおりとする。 
 （雑則） 
第５ この要項に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。 
   附 則 
 この要項は，平成 27 年 10 月１日から実施する。 
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ロシア連邦極東地域における高度農業人材育成プログラム 

 

本プログラムは，農業分野における日本とロシアの緊密な連携関係に着想を

得た教育プログラムであり，ロシア極東地域における課題解決に貢献する高度

農業人材の育成を推進します。本プログラムの概要は以下の通りです。 

 

(1) 本学は，日本海側の玄関口として東アジア地域とロシア連邦，特に極東地

域を対象とした教育，研究推進を重視しており，これまでにも複数の交流を

行ってきました。当該地域との交流は，学長の主導により全学的に推進され

ています。 

(2) 平成 25 年度に本学と新潟市は計４回に渡るロシア連邦極東地域沿海地方

の現地調査を行いました。本プログラムでは，当該調査から得た分野ニーズ

を精査してカリキュラムへ反映させ，ロシア連邦政府が急務とする極東地域

の高度農業人材育成と国際性・地域性を兼ね備えた日本人研究者を育成しま

す。 

(3) 本学と沿海地方農業アカデミー（沿海地方）との交流実績（平成 26 年 11

月 10 日 協定締結），極東国立農業大学（アムール州）との交流実績（平成

27 年 12 月 21 日 協定締結），人材育成の実績から，これら大学をロシア連

邦側の拠点とした日露大学間のネットワークを有効に機能させ，プログラム

を実現します。 

新潟大学大学院自然科学研究科博士後期課程「ロシア連邦極東地域における 
高度農業人材育成プログラム」に関する取扱要項 

 
                           平 2 7 年 ９ 月 3 0 日 
                           大学院自然科学研究科長裁定 
 （趣旨） 
第１ この要項は，新潟大学大学院自然科学研究科（以下「自然科学研究科」という。）博 
 士後期課程「ロシア連邦極東地域における高度農業人材育成プログラム」（以下「プログ

ラム」という。）に関し，必要な事項を定めるものとする。 
 （目的） 
第２ プログラムは，ロシア連邦極東地域における森林資源保全・利用，農業部門の生産

基盤，農林畜産物の高品質化と高付加価値化，農林産物流通に貢献できる高度農業人材

育成を図ると共に，他国での農業人材育成に貢献できる日本人専門家を育成することを

目的とする。 
 （対象学生） 
第３ プログラムを履修する学生の対象は，次の表に掲げる専攻及びコースに在籍する学

生とする。 
専攻 コース 

生命・食料科学専攻 応用生命・食品科学コース 
生物資源科学コース 

環境科学専攻 流域環境学コース 

 （修了に必要な授業科目の単位数） 
第４ 修了に必要な授業科目の単位数は，別表に掲げるとおりとする。 
 （雑則） 
第５ この要項に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。 
   附 則 
 この要項は，平成 27 年 10 月１日から実施する。 
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達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

（A） ＜他コースで開講する科目＞ 必修 2 - - 2単位以上 2単位相当分の科目

A Global Perspective and Invigorating
Assistance on Agriculture

1 60 58

Advanced Agri-Communication 1 60 58

Research Agri-Internships 1 60 58

(B-1) Environmental Plant Physiology 2 61 59

(B-2) Topics in Molecular Microbiology 2 61 59

(B-3) Topics in High Pressure Food Science 2 61 59

(B-4) Topics in Applied Bioresource Chemistry 2 61 59

(B-1)(B-2) Topics in Biotechnology and Biochemistry 2 61 59

(B-3) Topics in Food Sciences 2 61 59

(B) Practical English 1 99 59

英語論文作成演習（英語論文投稿） 1 99 59

リサーチコミュニケーション演習（国際学会発表） 1 99 48

生命・食料科学博士特定研究Ⅰ 4 77 59

生命・食料科学博士特定研究Ⅱ 4 77 59

(C) 研究発表演習（中間発表） 必修 1 61 59

別表（第４関係）

必修

１　応用生命・食品科学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

２．達成目標に対応した授業科目とベンチマーク

　修了に必要な授業科目の単位数

(A) 自然・社会・人類に対する広い視野を持ち、責任を自覚する能力。
(B) 当該分野の基礎理論・技術を基礎とした課題設定・解決能力。

(B-1) 植物のゲノム機能とその制御、代謝調節、オルガネラ形成制御に関する理論・技術を応用し、植物機能の高度利用、育種、植物生理
の解明、肥料設計・施肥技術開発へ向け、課題を設定し、解決することができる。

(B-2) 微生物のゲノム情報、機能制御、物質生産に関する理論・技術を応用し、微生物機能の改良・高度化、酵素機能の解明へ向け、課題
を設定し、解決することができる。

(B-3) 食品の製造・加工・成分分析・品質評価、栄養・代謝制御、生体・細胞機能調節に関する理論・技術を応用し、新製品・新技術の開
発や食品機能の解明へ向け、課題を設定し、解決することができる。

(B-4) 土壌微生物の有用機能、微生物と植物の相互作用、木材資源の高度開発・利用に関する理論・技術を応用し、持続的生物生産や地球
環境修復維持へ向け、課題を設定し、解決することができる。

(C) 学術的コミュニケーション能力。国際学会等における発表能力。学術雑誌への論文執筆能力。

1単位
以上

3単位

4単位
以上

(C)

*課程共通科目a：
所属コースの科目として取扱
う

9単位

(B)

選択
必修A

必修

選択
必修B

(B)  (C)

合計　19単位以上

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

＜他コースで開講する科目＞ 必修 4 - - 4単位以上

生物資源科学コース演習Ⅰ 必修 1 60 58 1単位

A Global Perspective and Invigorating
Assistance on Agriculture

1 60 58

Advanced Agri-Communication 1 60 58

(C) Research Agri-Internships 1 60 58

(B-1)
International Agriculture
and Resources　Development

2 64 59

(B-2) Plant Genome Analysis 2 60 59

(B-3)
Nutritional Regulation of Protein
 (Amino Acids)Metabolism in
Monogastric Animals

2 66 59

(B) Topics in Agro-Resources Science 2 60 59

Practical English 1 99 59

英語論文作成演習（英語論文投稿） 1 99 59

リサーチコミュニケーション演習
（国際学会発表）

1 99 59

生命・食料科学博士特定研究Ⅰ 4 77 59

生命・食料科学博士セミナーⅠ 2 60 59

外国語論文解説・討論Ⅰ 2 99 59

8単位必修

（A）

(C)

1単位以上

*課程共通科目a：
所属コースの科目として取扱
う

(B-2)食用および園芸作物などの栽培植物および資源植物に関する栽培学、植物生理・生態学、繁殖を含む遺伝・育種学および植物病理学
の理論を理解し，応用できる。

２．達成目標に対応した授業科目とベンチマーク

２　生物資源科学コース（Ｄ）
１．コースの教育目標（人材育成）

(A)生物資源に関わる生命現象の根源的理解、新技術の開発、地域の産業や環境の改善に先駆的かつ多面的に対応でき、自然・社会・人類
に対する広い視野を持ち、責任を自覚する人材の養成を行う。

(B)当該分野の基礎理論・技術を理解し，応用できる。

(B-1)持続可能な農業の発展および農業関連産業の振興に資する国際的な農業資源の開発，地域農業の経営および管理に関する理論を理解
し，応用できる。

合計：19単位以上

必修 3単位

選択
必修A

選択
必修B

2単位以上

(B-3)資源動物の生殖生理学，発育生理学および栄養生理学的特性，遺伝的多様性を利用した動物性タンパク質の安全で効率的な増産に関
する理論を理解し，応用できる。

(C)課題を発見し，解決する能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。
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達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

（A） ＜他コースで開講する科目＞ 必修 2 - - 2単位以上 2単位相当分の科目

A Global Perspective and Invigorating
Assistance on Agriculture

1 60 58

Advanced Agri-Communication 1 60 58

Research Agri-Internships 1 60 58

(B-1) Environmental Plant Physiology 2 61 59

(B-2) Topics in Molecular Microbiology 2 61 59

(B-3) Topics in High Pressure Food Science 2 61 59

(B-4) Topics in Applied Bioresource Chemistry 2 61 59

(B-1)(B-2) Topics in Biotechnology and Biochemistry 2 61 59

(B-3) Topics in Food Sciences 2 61 59

(B) Practical English 1 99 59

英語論文作成演習（英語論文投稿） 1 99 59

リサーチコミュニケーション演習（国際学会発表） 1 99 48

生命・食料科学博士特定研究Ⅰ 4 77 59

生命・食料科学博士特定研究Ⅱ 4 77 59

(C) 研究発表演習（中間発表） 必修 1 61 59

別表（第４関係）

必修

１　応用生命・食品科学コース（Ｄ）

１．コースの教育目標（人材育成）

２．達成目標に対応した授業科目とベンチマーク

　修了に必要な授業科目の単位数

(A) 自然・社会・人類に対する広い視野を持ち、責任を自覚する能力。
(B) 当該分野の基礎理論・技術を基礎とした課題設定・解決能力。

(B-1) 植物のゲノム機能とその制御、代謝調節、オルガネラ形成制御に関する理論・技術を応用し、植物機能の高度利用、育種、植物生理
の解明、肥料設計・施肥技術開発へ向け、課題を設定し、解決することができる。

(B-2) 微生物のゲノム情報、機能制御、物質生産に関する理論・技術を応用し、微生物機能の改良・高度化、酵素機能の解明へ向け、課題
を設定し、解決することができる。

(B-3) 食品の製造・加工・成分分析・品質評価、栄養・代謝制御、生体・細胞機能調節に関する理論・技術を応用し、新製品・新技術の開
発や食品機能の解明へ向け、課題を設定し、解決することができる。

(B-4) 土壌微生物の有用機能、微生物と植物の相互作用、木材資源の高度開発・利用に関する理論・技術を応用し、持続的生物生産や地球
環境修復維持へ向け、課題を設定し、解決することができる。

(C) 学術的コミュニケーション能力。国際学会等における発表能力。学術雑誌への論文執筆能力。

1単位
以上

3単位

4単位
以上

(C)

*課程共通科目a：
所属コースの科目として取扱
う

9単位

(B)

選択
必修A

必修

選択
必修B

(B)  (C)

合計　19単位以上

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

＜他コースで開講する科目＞ 必修 4 - - 4単位以上

生物資源科学コース演習Ⅰ 必修 1 60 58 1単位

A Global Perspective and Invigorating
Assistance on Agriculture

1 60 58

Advanced Agri-Communication 1 60 58

(C) Research Agri-Internships 1 60 58

(B-1)
International Agriculture
and Resources　Development

2 64 59

(B-2) Plant Genome Analysis 2 60 59

(B-3)
Nutritional Regulation of Protein
 (Amino Acids)Metabolism in
Monogastric Animals

2 66 59

(B) Topics in Agro-Resources Science 2 60 59

Practical English 1 99 59

英語論文作成演習（英語論文投稿） 1 99 59

リサーチコミュニケーション演習
（国際学会発表）

1 99 59

生命・食料科学博士特定研究Ⅰ 4 77 59

生命・食料科学博士セミナーⅠ 2 60 59

外国語論文解説・討論Ⅰ 2 99 59

8単位必修

（A）

(C)

1単位以上

*課程共通科目a：
所属コースの科目として取扱
う

(B-2)食用および園芸作物などの栽培植物および資源植物に関する栽培学、植物生理・生態学、繁殖を含む遺伝・育種学および植物病理学
の理論を理解し，応用できる。

２．達成目標に対応した授業科目とベンチマーク

２　生物資源科学コース（Ｄ）
１．コースの教育目標（人材育成）

(A)生物資源に関わる生命現象の根源的理解、新技術の開発、地域の産業や環境の改善に先駆的かつ多面的に対応でき、自然・社会・人類
に対する広い視野を持ち、責任を自覚する人材の養成を行う。

(B)当該分野の基礎理論・技術を理解し，応用できる。

(B-1)持続可能な農業の発展および農業関連産業の振興に資する国際的な農業資源の開発，地域農業の経営および管理に関する理論を理解
し，応用できる。

合計：19単位以上

必修 3単位

選択
必修A

選択
必修B

2単位以上

(B-3)資源動物の生殖生理学，発育生理学および栄養生理学的特性，遺伝的多様性を利用した動物性タンパク質の安全で効率的な増産に関
する理論を理解し，応用できる。

(C)課題を発見し，解決する能力。学会発表を含むコミュニケーション能力。定められた期間で報告する能力。
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達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

(A) 他コース専門科目 必修 4 - - 4単位以上

(A)
A Global Perspective and Invigorating
Assistance on Agriculture

1 60 58

(C) Advanced Agri-Communication 1 60 58

(B) Research Agri-Internships 1 60 58

Applied Snow Hydrology 2 62 58

Advanced Agricultural Machinery
and Post Harvest Technology

2 65 58

Agricultural Engineering for Soil
and Water Environment

2 65 58

Topics in Forest Ecosystem Management 2 62 58

(D) Practical English 1 99 58

（Ｅ） 英語論文作成演習（英語論文投稿） 1 99 59

(D) リサーチコミュニケーション演習（国際学会発表） 1 99 59

(B) 環境科学特定研究 必修 4 77 59 4単位

環境科学演習Ⅱ 1 99 59

ＩＳＩ誌投稿特別演習 1 99 58

(D)国際会議等における発表能力

３　流域環境学コース（Ｄ）
１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力

(B)問題発見能力と問題解決能力

(C)コミュニケーション能力

必修

(E)学術雑誌への論文執筆能力

２．達成目標に対応した授業科目とベンチマーク

必修

選択
必修A

選択
必修B

4単位
以上

2単位
以上

*課程共通科目a：
所属コースの科目として取扱
う

3単位

2単位

合計：19単位以上

(B)

(C)(D)(E)
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Ⅷ

Ⅷ　グローバル農力養成プログラム

　　及び

　　　グローバル防災・復興プログラム

達成目標 授業科目 選択･必修 単位数 分野 水準 修了認定単位 備考

(A) 他コース専門科目 必修 4 - - 4単位以上

(A)
A Global Perspective and Invigorating
Assistance on Agriculture

1 60 58

(C) Advanced Agri-Communication 1 60 58

(B) Research Agri-Internships 1 60 58

Applied Snow Hydrology 2 62 58

Advanced Agricultural Machinery
and Post Harvest Technology

2 65 58

Agricultural Engineering for Soil
and Water Environment

2 65 58

Topics in Forest Ecosystem Management 2 62 58

(D) Practical English 1 99 58

（Ｅ） 英語論文作成演習（英語論文投稿） 1 99 59

(D) リサーチコミュニケーション演習（国際学会発表） 1 99 59

(B) 環境科学特定研究 必修 4 77 59 4単位

環境科学演習Ⅱ 1 99 59

ＩＳＩ誌投稿特別演習 1 99 58

(D)国際会議等における発表能力

３　流域環境学コース（Ｄ）
１．コースの教育目標（人材育成）

(A)自然・社会・人類に対する広い視野をもち，責任を自覚する能力

(B)問題発見能力と問題解決能力

(C)コミュニケーション能力

必修

(E)学術雑誌への論文執筆能力

２．達成目標に対応した授業科目とベンチマーク

必修

選択
必修A

選択
必修B

4単位
以上

2単位
以上

*課程共通科目a：
所属コースの科目として取扱
う

3単位

2単位

合計：19単位以上

(B)

(C)(D)(E)
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グローバル農力養成プログラム及びグローバル防災・復興プログラム 

 

大学院自然科学研究科では農学部と共同で，本学，福島大学及びトルコの３大学

（アンカラ大学，エーゲ大学，中東工科大学）の５大学の連携のもと，新たな農学

人材教育フレームワークを構築し，「グローバル農力養成プログラム」及び「グロ

ーバル防災・復興プログラム」を実施しています。これらのプログラムを通して他

国の経験・知恵を尊重しながら，それらを先端技術とともに有効に活用して課題を

解決し，トルコや我が国，世界の農業発展，防災・復興及び経済発展に貢献でき，

農業・災害に関する課題をグローカルな視点でしなやかに対応できる能力＝“レジ

リエンス”を有する農学人材を養成します。 

新潟大学大学院自然科学研究科における「グローバル農力養成プログラム」及び 
「グローバル防災・復興プログラム」実施要項 

 
                           平 成 2 8 年 ３ 月 ３ 日 
                           大学院自然科学研究科長裁定 
 （趣旨） 
第１ この要項は，新潟大学大学院自然科学研究科（以下「自然科学研究科」という。）に

おける「グローバル農力養成プログラム」及び「グローバル防災・復興プログラム」（以

下「プログラム」という。）の実施に関し，必要な事項を定める。 
 （目的） 
第２ 本プログラムは，日本・トルコの経験・知識を尊重する農食・防災技術について，

様々な困難な課題に対し，グローカルな視点でしなやかに対処できる能力（レジリエン

ス）を身につけた農学人材を育成することを目的とする。 
 （プログラム） 
第３ 経験・知識と先端技術の融合による，防災を意識したレジリエントな農学人材を育

成するため，次の表に掲げる短期・中期・長期の各プログラムにより教育を行う。 
プログラム名称 

グローバル農力養成プログラム（短期） 
グローバル農力養成プログラム（中期） 

グローバル農力養成プログラム（長期） 
グローバル防災・復興プログラム（短期） 
グローバル防災・復興プログラム（中期） 
グローバル防災・復興プログラム（長期） 

 （対象学生） 
第４ プログラムを履修することができる学生は，次のいずれかに該当する学生とする。 
 (1) 自然科学研究科博士前期課程及び博士後期課程に在籍する学生 

 (2) 他の大学の大学院に在籍し，大学の世界展開力強化事業統括センター運営委員会に

おいて履修を許可された学生 
 （プログラムの修了認定） 
第５ プログラムの修了認定を受ける学生は，次に掲げる新潟大学自然科学研究科規程（平

成 16 年院自規程第１号）第６条第２項に規定する生命・食料科学専攻及び環境科学専攻

におく専攻共通科目の単位を修得しなければならない。 
プログラム名称 授業科目 単位 

グローバル農力養成プログラム（短期） グローバル農力（短期） ３ 
グローバル農力養成プログラム（中期） グローバル農力国際インターンシッ

プ（中期） 
１ 

グローバル農力国際特別研究（中期） ２ 
グローバル農力養成プログラム（長期） グローバル農力国際インターンシッ

プ（長期） 
２ 
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Ⅷ

 
 

グローバル農力養成プログラム及びグローバル防災・復興プログラム 

 

大学院自然科学研究科では農学部と共同で，本学，福島大学及びトルコの３大学

（アンカラ大学，エーゲ大学，中東工科大学）の５大学の連携のもと，新たな農学

人材教育フレームワークを構築し，「グローバル農力養成プログラム」及び「グロ

ーバル防災・復興プログラム」を実施しています。これらのプログラムを通して他

国の経験・知恵を尊重しながら，それらを先端技術とともに有効に活用して課題を

解決し，トルコや我が国，世界の農業発展，防災・復興及び経済発展に貢献でき，

農業・災害に関する課題をグローカルな視点でしなやかに対応できる能力＝“レジ

リエンス”を有する農学人材を養成します。 

新潟大学大学院自然科学研究科における「グローバル農力養成プログラム」及び 
「グローバル防災・復興プログラム」実施要項 

 
                           平 成 2 8 年 ３ 月 ３ 日 
                           大学院自然科学研究科長裁定 
 （趣旨） 
第１ この要項は，新潟大学大学院自然科学研究科（以下「自然科学研究科」という。）に

おける「グローバル農力養成プログラム」及び「グローバル防災・復興プログラム」（以

下「プログラム」という。）の実施に関し，必要な事項を定める。 
 （目的） 
第２ 本プログラムは，日本・トルコの経験・知識を尊重する農食・防災技術について，

様々な困難な課題に対し，グローカルな視点でしなやかに対処できる能力（レジリエン

ス）を身につけた農学人材を育成することを目的とする。 
 （プログラム） 
第３ 経験・知識と先端技術の融合による，防災を意識したレジリエントな農学人材を育

成するため，次の表に掲げる短期・中期・長期の各プログラムにより教育を行う。 
プログラム名称 

グローバル農力養成プログラム（短期） 
グローバル農力養成プログラム（中期） 

グローバル農力養成プログラム（長期） 
グローバル防災・復興プログラム（短期） 
グローバル防災・復興プログラム（中期） 
グローバル防災・復興プログラム（長期） 

 （対象学生） 
第４ プログラムを履修することができる学生は，次のいずれかに該当する学生とする。 
 (1) 自然科学研究科博士前期課程及び博士後期課程に在籍する学生 

 (2) 他の大学の大学院に在籍し，大学の世界展開力強化事業統括センター運営委員会に

おいて履修を許可された学生 
 （プログラムの修了認定） 
第５ プログラムの修了認定を受ける学生は，次に掲げる新潟大学自然科学研究科規程（平

成 16 年院自規程第１号）第６条第２項に規定する生命・食料科学専攻及び環境科学専攻

におく専攻共通科目の単位を修得しなければならない。 
プログラム名称 授業科目 単位 

グローバル農力養成プログラム（短期） グローバル農力（短期） ３ 
グローバル農力養成プログラム（中期） グローバル農力国際インターンシッ

プ（中期） 
１ 

グローバル農力国際特別研究（中期） ２ 
グローバル農力養成プログラム（長期） グローバル農力国際インターンシッ

プ（長期） 
２ 
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グローバル農力国際特別研究（長期） ４ 
グローバル防災・復興プログラム（短

期） 
グローバル防災・復興学（短期） ３ 

グローバル防災・復興プログラム（中

期） 
グローバル防災・復興国際インターン

シップ（中期） 
１ 

グローバル防災・復興国際特別研究

（中期） 
２ 

グローバル防災・復興プログラム（長

期） 
グローバル防災・復興国際インターン

シップ（長期） 
２ 

グローバル防災・復興国際特別研究

（長期） 
４ 

２ プログラムの修了認定を受けた学生は，プログラムに関する授業科目を再度履修でき

るが，同一プログラムを重複して修了認定を受けることができないものとする。 
 （修了証書の授与） 
第６ 大学院自然科学研究科長は，プログラムを修了した者に，認定証（別記様式）を授

与する。 
 （雑則） 
第７ この要項に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。 
   附 則 
 この要項は，平成 28 年４月１日から実施する。 

附 則 
 この要項は，平成 30 年４月１日から実施する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別記様式（第６関係） 
                                   第   号 
 

           認   定   証 
 
             ○○大学大学院○○研究科博士○○課程 
                        氏    名 
                     年 月 日生 
 

新潟大学大学院自然科学研究科において「グローバル○○○○プロ 
グラム（○期）」を修了したことを認定する。 

 
     平成  年  月  日 
 
             新潟大学大学院自然科学研究科長  ○○○○   印 
 
 
 

Certificate of Completion 
 

This is to certify that 
 

氏  名 
(Born on 生年月日) 

 
A ○○○ student 

At the Graduate School of 〇〇, 〇〇University 
Has successfully completed 

The Global 〇〇〇〇〇 Program  (〇〇-Term Exchange Program) 
At the Graduate School of Science and Technology 

Niigata University, Japan 
 
 

署名 
研究科長名 

Dean, Graduate School of Science and Technology 
Niigata University 

認定日 
 
Ａ４版とする。 
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Ⅷ

グローバル農力国際特別研究（長期） ４ 
グローバル防災・復興プログラム（短

期） 
グローバル防災・復興学（短期） ３ 

グローバル防災・復興プログラム（中

期） 
グローバル防災・復興国際インターン

シップ（中期） 
１ 

グローバル防災・復興国際特別研究

（中期） 
２ 

グローバル防災・復興プログラム（長

期） 
グローバル防災・復興国際インターン

シップ（長期） 
２ 

グローバル防災・復興国際特別研究

（長期） 
４ 

２ プログラムの修了認定を受けた学生は，プログラムに関する授業科目を再度履修でき

るが，同一プログラムを重複して修了認定を受けることができないものとする。 
 （修了証書の授与） 
第６ 大学院自然科学研究科長は，プログラムを修了した者に，認定証（別記様式）を授

与する。 
 （雑則） 
第７ この要項に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。 
   附 則 
 この要項は，平成 28 年４月１日から実施する。 

附 則 
 この要項は，平成 30 年４月１日から実施する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別記様式（第６関係） 
                                   第   号 
 

           認   定   証 
 
             ○○大学大学院○○研究科博士○○課程 
                        氏    名 
                     年 月 日生 
 

新潟大学大学院自然科学研究科において「グローバル○○○○プロ 
グラム（○期）」を修了したことを認定する。 

 
     平成  年  月  日 
 
             新潟大学大学院自然科学研究科長  ○○○○   印 
 
 
 

Certificate of Completion 
 

This is to certify that 
 

氏  名 
(Born on 生年月日) 

 
A ○○○ student 

At the Graduate School of 〇〇, 〇〇University 
Has successfully completed 

The Global 〇〇〇〇〇 Program  (〇〇-Term Exchange Program) 
At the Graduate School of Science and Technology 

Niigata University, Japan 
 
 

署名 
研究科長名 

Dean, Graduate School of Science and Technology 
Niigata University 

認定日 
 
Ａ４版とする。 
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Ⅸ　地域協働によるグローバル・

ドミトリー・プログラム
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地域協働によるグローバル・ドミトリー・プログラム 

 

本プログラムは、工学部が開発した「ドミトリー型教育」に新潟地域企業と連携

したインターンシップ等を組み合わせた双方向教育プログラムであり、地域創生課

題解決能力と融合的視点を持つ理工系グローバル・リーダー人材を育成することを

目的としています。 

具体的には、本学とメコン地域 4 大学の学生で、「ドミトリー型教育」の特徴で

ある、学年縦断・分野横断・多国籍学生チームを結成し、短（学部のみ）・中・長

期の 3コースで、主にグループワーク（GW）に取り組みます。国際展開力を有する

新潟地域企業（メコン地域の現地法人を含む）における GW インターンシップを通

じ、以下に掲げる人材を育成します。 

 

(1) 日本とメコン諸国のニーズの相違と互いのマッチングを、地域の産学連携視点

でグループ討論することで、グローバルな観点から課題を発見・解決し、地域

創生に貢献できる実践的理工系グローバル人材 

(2) 多分野・多国籍・学年縦断のメンバーでの GW 活動経験により、グローバルな

観点での融合分野的イノベーティブ発想能力と共に、国際協調性、英語討論能

力、リーダーシップを兼ね備えた人材 

(3) 産業創成発展期を主にメコン諸国で、産業国際展開の取組みを主に日本で体験

学習し、それらの総合理解で産業変遷の 一貫的プロセスの知見が涵養された、

産業創生・発展・高度化に寄与する理工系グローバル人材 

新潟大学大学院自然科学研究科における「地域協働によるグローバル・ 
ドミトリー・プログラム」実施要項 

 
                           平 成 2 9 年 ３ 月 ２ 日 
                           大学院自然科学研究科長裁定 
 （趣旨） 
第１ この要項は，新潟大学大学院自然科学研究科（以下「自然科学研究科」という。）に

おける「地域協働によるグローバル・ドミトリー・プログラム」（以下「プログラム」と

いう。）の実施に関し，必要な事項を定める。 
 （目的） 
第２ プログラムは，新潟地域及びメコン地域の課題を連結的に理解し，産業黎明期から

高度国際化まで貢献可能な実践的能力を涵養し，地域創生課題の解決能力と融合的視点

を持つ理工系グローバルリーダー人材を育成することを目的とする。 
 （プログラム） 
第３ 第２に掲げる人材を育成するため，中期及び長期に区分したプログラムにより教育

を行う。 
 （対象学生） 
第４ プログラムを履修することができる学生は，次のいずれかに該当する学生とする。 
(1) 自然科学研究科博士前期課程に在籍する学生 

(2) 自然科学研究科博士後期課程に在籍する学生 

(3) 他の大学の大学院に在籍し，新潟大学の世界展開力強化事業実施委員会において履

修を許可された学生 
 （プログラムの修了認定） 
第５ プログラムの修了認定を受ける学生は，新潟大学大学院自然科学研究科規程（平成

16 年院自規程第１号）第６条第２項に基づき定める次の授業科目又は世界展開力強化事

業実施委員会が別に定める地域文化理解科目の授業科目の単位を修得しなければならな

い。 

プログラム区分 授業科目 単位数 
プログラム修了に必要

な単位数 
選択必修 選択 

中期 博士前期

課程 
先端的国際テクノロジー・グループ

ワーク・インターンシップ A 
３ 

３単位 
以上 

 
先端的国際マーケット・グループワ

ーク・インターンシップ A 
３ 

先端的国際工学概論 １ 

 
１単位 
以上 

先端的国際工学事情 １ 
理工系グローバルドミトリー特別

研究 A 
１ 

理工系グローバルドミトリー発表

演習・発表 
１ 

所属専攻科目  
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地域協働によるグローバル・ドミトリー・プログラム 

 

本プログラムは、工学部が開発した「ドミトリー型教育」に新潟地域企業と連携

したインターンシップ等を組み合わせた双方向教育プログラムであり、地域創生課

題解決能力と融合的視点を持つ理工系グローバル・リーダー人材を育成することを

目的としています。 

具体的には、本学とメコン地域 4 大学の学生で、「ドミトリー型教育」の特徴で

ある、学年縦断・分野横断・多国籍学生チームを結成し、短（学部のみ）・中・長

期の 3コースで、主にグループワーク（GW）に取り組みます。国際展開力を有する

新潟地域企業（メコン地域の現地法人を含む）における GW インターンシップを通

じ、以下に掲げる人材を育成します。 

 

(1) 日本とメコン諸国のニーズの相違と互いのマッチングを、地域の産学連携視点

でグループ討論することで、グローバルな観点から課題を発見・解決し、地域

創生に貢献できる実践的理工系グローバル人材 

(2) 多分野・多国籍・学年縦断のメンバーでの GW 活動経験により、グローバルな

観点での融合分野的イノベーティブ発想能力と共に、国際協調性、英語討論能

力、リーダーシップを兼ね備えた人材 

(3) 産業創成発展期を主にメコン諸国で、産業国際展開の取組みを主に日本で体験

学習し、それらの総合理解で産業変遷の 一貫的プロセスの知見が涵養された、

産業創生・発展・高度化に寄与する理工系グローバル人材 

新潟大学大学院自然科学研究科における「地域協働によるグローバル・ 
ドミトリー・プログラム」実施要項 

 
                           平 成 2 9 年 ３ 月 ２ 日 
                           大学院自然科学研究科長裁定 
 （趣旨） 
第１ この要項は，新潟大学大学院自然科学研究科（以下「自然科学研究科」という。）に

おける「地域協働によるグローバル・ドミトリー・プログラム」（以下「プログラム」と

いう。）の実施に関し，必要な事項を定める。 
 （目的） 
第２ プログラムは，新潟地域及びメコン地域の課題を連結的に理解し，産業黎明期から

高度国際化まで貢献可能な実践的能力を涵養し，地域創生課題の解決能力と融合的視点

を持つ理工系グローバルリーダー人材を育成することを目的とする。 
 （プログラム） 
第３ 第２に掲げる人材を育成するため，中期及び長期に区分したプログラムにより教育

を行う。 
 （対象学生） 
第４ プログラムを履修することができる学生は，次のいずれかに該当する学生とする。 
(1) 自然科学研究科博士前期課程に在籍する学生 

(2) 自然科学研究科博士後期課程に在籍する学生 

(3) 他の大学の大学院に在籍し，新潟大学の世界展開力強化事業実施委員会において履

修を許可された学生 
 （プログラムの修了認定） 
第５ プログラムの修了認定を受ける学生は，新潟大学大学院自然科学研究科規程（平成

16 年院自規程第１号）第６条第２項に基づき定める次の授業科目又は世界展開力強化事

業実施委員会が別に定める地域文化理解科目の授業科目の単位を修得しなければならな

い。 

プログラム区分 授業科目 単位数 
プログラム修了に必要

な単位数 
選択必修 選択 

中期 博士前期

課程 
先端的国際テクノロジー・グループ

ワーク・インターンシップ A 
３ 

３単位 
以上 

 
先端的国際マーケット・グループワ

ーク・インターンシップ A 
３ 

先端的国際工学概論 １ 

 
１単位 
以上 

先端的国際工学事情 １ 
理工系グローバルドミトリー特別

研究 A 
１ 

理工系グローバルドミトリー発表

演習・発表 
１ 

所属専攻科目  
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地域文化理解科目  
合計 ４単位以上 

プログラム区分 授業科目 単位数 
プログラム修了に必要

な単位数 
選択必修 選択 

中期 博士後期

課程 
高度先端的国際テクノロジー・グル

ープワーク・インターンシップ A 
３ 

３単位 
以上 

 
高度先端的国際マーケット・グルー

プワーク・インターンシップ A 
３ 

高度先端的国際工学概論 １ 

 
１単位 
以上 

高度先端的国際工学事情 １ 
高度理工系グローバルドミトリー

特別研究 A 
１ 

高度理工系グローバルドミトリー

発表演習・発表 
１ 

所属専攻科目  
地域文化理解科目  

合計 ４単位以上 
長期 博士前期

課程 
先端的国際テクノロジー・グループ

ワーク・インターンシップ B 
４ 

４単位 
以上 

 
先端的国際マーケット・グループワ

ーク・インターンシップ B 
４ 

先端的国際工学概論 １ 

 
４単位 
以上 

先端的国際工学事情 １ 
理工系グローバルドミトリー特別

研究 B 
２ 

理工系グローバルドミトリー特別

研究 C 
４ 

理工系グローバルドミトリー・セミ

ナーA 
１ 

理工系グローバルドミトリー・セミ

ナーB 
２ 

理工系グローバルドミトリー発表

演習・発表 
１ 

所属専攻科目  
地域文化理解科目  

合計 ８単位以上 
博士後期 
課程 

高度先端的国際テクノロジー・グル

ープワーク・インターンシップ B 
４ 

４単位 
以上 

 
高度先端的国際マーケット・グルー

プワーク・インターンシップ B 
４ 

高度先端的国際工学概論 １ 

 
４単位 
以上 

高度先端的国際工学事情 １ 
高度理工系グローバルドミトリー

特別研究 B 
２ 

高度理工系グローバルドミトリー

特別研究 C 
４ 

高度理工系グローバルドミトリ

ー・セミナーA 
１ 

高度理工系グローバルドミトリ

ー・セミナーB 
２ 

高度理工系グローバルドミトリー

発表演習・発表 
１ 

所属専攻科目  
地域文化理解科目  

合計 ８単位以上 
２ プログラムの修了認定を受けた学生は，その修了認定を受けたプログラム区分の修了

認定を重複して受けることができないものとする。 
 （修了証書の授与） 
第６ 大学院自然科学研究科長は，プログラムを修了した学生に，認定証（別記様式）を

授与する。 
 （雑則） 
第７ この要項に定めるもののほか，プログラムの実施に関し必要な事項は，別に定める。 
   附 則 
 この要項は，平成 29 年４月１日から実施する。 

附 則 
 この要項は，平成 30 年４月１日から実施する。 
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地域文化理解科目  
合計 ４単位以上 

プログラム区分 授業科目 単位数 
プログラム修了に必要

な単位数 
選択必修 選択 

中期 博士後期

課程 
高度先端的国際テクノロジー・グル

ープワーク・インターンシップ A 
３ 

３単位 
以上 

 
高度先端的国際マーケット・グルー

プワーク・インターンシップ A 
３ 

高度先端的国際工学概論 １ 

 
１単位 
以上 

高度先端的国際工学事情 １ 
高度理工系グローバルドミトリー

特別研究 A 
１ 

高度理工系グローバルドミトリー

発表演習・発表 
１ 

所属専攻科目  
地域文化理解科目  

合計 ４単位以上 
長期 博士前期

課程 
先端的国際テクノロジー・グループ

ワーク・インターンシップ B 
４ 

４単位 
以上 

 
先端的国際マーケット・グループワ

ーク・インターンシップ B 
４ 

先端的国際工学概論 １ 

 
４単位 
以上 

先端的国際工学事情 １ 
理工系グローバルドミトリー特別

研究 B 
２ 

理工系グローバルドミトリー特別

研究 C 
４ 

理工系グローバルドミトリー・セミ

ナーA 
１ 

理工系グローバルドミトリー・セミ

ナーB 
２ 

理工系グローバルドミトリー発表

演習・発表 
１ 

所属専攻科目  
地域文化理解科目  

合計 ８単位以上 
博士後期 
課程 

高度先端的国際テクノロジー・グル

ープワーク・インターンシップ B 
４ 

４単位 
以上 

 
高度先端的国際マーケット・グルー

プワーク・インターンシップ B 
４ 

高度先端的国際工学概論 １ 

 
４単位 
以上 

高度先端的国際工学事情 １ 
高度理工系グローバルドミトリー

特別研究 B 
２ 

高度理工系グローバルドミトリー

特別研究 C 
４ 

高度理工系グローバルドミトリ

ー・セミナーA 
１ 

高度理工系グローバルドミトリ

ー・セミナーB 
２ 

高度理工系グローバルドミトリー

発表演習・発表 
１ 

所属専攻科目  
地域文化理解科目  

合計 ８単位以上 
２ プログラムの修了認定を受けた学生は，その修了認定を受けたプログラム区分の修了

認定を重複して受けることができないものとする。 
 （修了証書の授与） 
第６ 大学院自然科学研究科長は，プログラムを修了した学生に，認定証（別記様式）を

授与する。 
 （雑則） 
第７ この要項に定めるもののほか，プログラムの実施に関し必要な事項は，別に定める。 
   附 則 
 この要項は，平成 29 年４月１日から実施する。 

附 則 
 この要項は，平成 30 年４月１日から実施する。 
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別記様式（第６関係） 
                                   第   号 
 

           認   定   証 
 
             ○○大学大学院○○研究科博士○○課程 
                        氏    名 
                     年 月 日生 
 

新潟大学大学院自然科学研究科において「地域協働によるグローバル 
・ドミトリー・プログラム（○期・博士○期課程）」を修了したことを 
認定する。 

 
     平成  年  月  日 
 
             新潟大学大学院自然科学研究科長  ○○○○   印 
 
 
 

Certificate of Completion 
 

This is to certify that 
 

氏  名 
(Born on 生年月日) 

 
A student at the Graduate School of 〇〇, 〇〇 University 

Has successfully completed 
G-DORM Exchange Program (〇〇-Term, 〇〇 Program) 

At the Graduate School of Science and Technology 
Niigata University, Japan 

 
 

署名 
研究科長名 

Dean, Graduate School of Science and Technology 
Niigata University 

認定日 
 
Ａ４版とする。 
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別記様式（第６関係） 
                                   第   号 
 

           認   定   証 
 
             ○○大学大学院○○研究科博士○○課程 
                        氏    名 
                     年 月 日生 
 

新潟大学大学院自然科学研究科において「地域協働によるグローバル 
・ドミトリー・プログラム（○期・博士○期課程）」を修了したことを 
認定する。 

 
     平成  年  月  日 
 
             新潟大学大学院自然科学研究科長  ○○○○   印 
 
 
 

Certificate of Completion 
 

This is to certify that 
 

氏  名 
(Born on 生年月日) 

 
A student at the Graduate School of 〇〇, 〇〇 University 

Has successfully completed 
G-DORM Exchange Program (〇〇-Term, 〇〇 Program) 

At the Graduate School of Science and Technology 
Niigata University, Japan 

 
 

署名 
研究科長名 

Dean, Graduate School of Science and Technology 
Niigata University 

認定日 
 
Ａ４版とする。 
 

Ⅹ　大学院間の単位互換に関する協定書
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５大学大学院間の単位互換に関する協定書 

 

 新潟大学大学院自然科学研究科，金沢大学大学院自然科学研究科，岡山大学大学院自然科学研

究科，岡山大学大学院環境生命科学研究科，長崎大学大学院生産科学研究科，長崎大学大学院工

学研究科，長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科，熊本大学大学院自然科学研究科は，それ

ぞれの研究科における教育・研究等の特色を尊重し，相互の交流と協力を推進することにより，

教育課程の充実を図ることを目的として，以下のとおり単位互換協定（以下「本協定」という。）

を締結する。 

 

 

  （受入れ） 

第１条 本協定に参加する大学院に在学する学生が，他の大学院の授業科目を履修し，単位の修

得を希望するときは，受入大学院の研究科の長は，当該学生を受け入れることができる。 

  （受入学生の身分） 

第２条 本協定により受け入れた学生の身分は，「特別聴講学生」とする。 

  （履修期間） 

第３条 特別聴講学生の履修期間は，受入大学院が指定した期間とする。ただし，その期間は１

年以内とし，当該年度を超えないものとする。 

  （履修できる授業科目の範囲及び単位数） 

第４条 特別聴講学生が履修できる授業科目の範囲及び修得できる単位数は，別に定める。 

  （受入学生数及び受入手続） 

第５条 特別聴講学生の受入数及び受入手続は，別に定める。 

  （単位の授与等） 

第６条 特別聴講学生の履修方法，単位の授与等については，受入大学院の定めるところによる。 

２ 特別聴講学生が履修した授業科目の単位の認定については，派遣大学院の定めるところによ

る。 

  （授業料等） 

第７条 特別聴講学生の検定料，入学料及び授業料は，徴収しないものとする。 

２ 演習，実験又は実習科目の履修において，別にかかる費用については，徴収することができ

るものとする。 

  （連絡会議） 

第８条 本協定による単位互換を円滑に実施するために連絡会議を置く。 

２ 連絡会議は，各大学院から選出された委員各１人をもって構成する。 

 （有効期間） 

第９条 本協定の有効期間は，締結日から平成３２年３月３１日までとする。ただし，期間満了

前３か月にあたる日までに５大学大学院から異議の申し立てがない場合には，さらに３年延長

するものとして，以後についても同様とする。 

２ 前項の規定にかかわらず，５大学大学院が，本協定の有効期間内に本協定の終了を希望する

場合は，６か月前までにその旨を書面で通知し，５大学大学院間で協議の上，合意に達した場

合は，本協定を終了することができるものとする。 

 （その他） 

第１０条 本協定に定めるもののほか，協定の実施に必要な事項は，５大学大学院間で協議し，

決定するものとする。 

５大学大学院間の単位互換に関する覚書 

 

 この覚書は，５大学大学院間の単位互換に関する協定書第４条及び第５条の規定に基づ

き，単位互換の実施に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

 

 （受入学生数） 

第１条 特別聴講学生の受入数については，当該大学院間における協議により定めるもの

とする。 

 （履修できる授業科目の範囲及び単位数） 

第２条 特別聴講学生として履修できる授業科目の範囲については，当該大学院間におけ

る協議により定めるものとし，履修できる単位数は，派遣大学院が認めた単位数の範囲

内とする。 

 （受入手続） 

第３条 特別聴講学生として他の大学院の授業科目を履修し，単位の修得を希望する学生

は，受入大学院が定める履修許可願を所定の期日までに，派遣大学院を通じて受入大学

院に提出しなければならない。 

 （受入決定の通知） 

第４条 受入大学院は，必要に応じて選考を行い，学生の受入を決定し，派遣大学院を通

じて当該学生に通知する。 

 （成績評価） 

第５条 特別聴講学生が履修した授業科目の成績評価は，受入大学院の定めるところによ

る。 

 （成績評価の報告） 

第６条 受入大学院は，特別聴講学生の成績評価を単位修得報告書（別紙様式）により派

遣大学院に報告する。 

 （学生証の発行） 

第７条 受入大学院は，特別聴講学生に学生証を発行できる。 

（施設等の利用） 

第８条 受入大学院は，特別聴講学生が履修上必要な施設，設備等の利用について，可能

な限り便宜を供与する。 

 （有効期間等） 

第９条 本覚書の有効期間は，締結日から平成３２年３月３１日までとする。ただし，期

間満了前３か月にあたる日までに５大学大学院から異議の申し立てがない場合には，さ

らに３年延長するものとして，以後についても同様とする。 

２ 前項の規定にかかわらず，５大学大学院が，本覚書の有効期間内に本覚書の終了を希

望する場合は，６か月前までにその旨を書面で通知し，５大学大学院間で協議の上，合

意に達した場合は，本覚書を終了することができるものとする。 

３ 本覚書は，５大学大学院間で協議し，改正することができる。 

 （実施期日） 

第１０条 この覚書は，平成２０年４月１日から実施する。 
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５大学大学院間の単位互換に関する協定書 

 

 新潟大学大学院自然科学研究科，金沢大学大学院自然科学研究科，岡山大学大学院自然科学研

究科，岡山大学大学院環境生命科学研究科，長崎大学大学院生産科学研究科，長崎大学大学院工

学研究科，長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科，熊本大学大学院自然科学研究科は，それ

ぞれの研究科における教育・研究等の特色を尊重し，相互の交流と協力を推進することにより，

教育課程の充実を図ることを目的として，以下のとおり単位互換協定（以下「本協定」という。）

を締結する。 

 

 

  （受入れ） 

第１条 本協定に参加する大学院に在学する学生が，他の大学院の授業科目を履修し，単位の修

得を希望するときは，受入大学院の研究科の長は，当該学生を受け入れることができる。 

  （受入学生の身分） 

第２条 本協定により受け入れた学生の身分は，「特別聴講学生」とする。 

  （履修期間） 

第３条 特別聴講学生の履修期間は，受入大学院が指定した期間とする。ただし，その期間は１

年以内とし，当該年度を超えないものとする。 

  （履修できる授業科目の範囲及び単位数） 

第４条 特別聴講学生が履修できる授業科目の範囲及び修得できる単位数は，別に定める。 

  （受入学生数及び受入手続） 

第５条 特別聴講学生の受入数及び受入手続は，別に定める。 

  （単位の授与等） 

第６条 特別聴講学生の履修方法，単位の授与等については，受入大学院の定めるところによる。 

２ 特別聴講学生が履修した授業科目の単位の認定については，派遣大学院の定めるところによ

る。 

  （授業料等） 

第７条 特別聴講学生の検定料，入学料及び授業料は，徴収しないものとする。 

２ 演習，実験又は実習科目の履修において，別にかかる費用については，徴収することができ

るものとする。 

  （連絡会議） 

第８条 本協定による単位互換を円滑に実施するために連絡会議を置く。 

２ 連絡会議は，各大学院から選出された委員各１人をもって構成する。 

 （有効期間） 

第９条 本協定の有効期間は，締結日から平成３２年３月３１日までとする。ただし，期間満了

前３か月にあたる日までに５大学大学院から異議の申し立てがない場合には，さらに３年延長

するものとして，以後についても同様とする。 

２ 前項の規定にかかわらず，５大学大学院が，本協定の有効期間内に本協定の終了を希望する

場合は，６か月前までにその旨を書面で通知し，５大学大学院間で協議の上，合意に達した場

合は，本協定を終了することができるものとする。 

 （その他） 

第１０条 本協定に定めるもののほか，協定の実施に必要な事項は，５大学大学院間で協議し，

決定するものとする。 

５大学大学院間の単位互換に関する覚書 

 

 この覚書は，５大学大学院間の単位互換に関する協定書第４条及び第５条の規定に基づ

き，単位互換の実施に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

 

 （受入学生数） 

第１条 特別聴講学生の受入数については，当該大学院間における協議により定めるもの

とする。 

 （履修できる授業科目の範囲及び単位数） 

第２条 特別聴講学生として履修できる授業科目の範囲については，当該大学院間におけ

る協議により定めるものとし，履修できる単位数は，派遣大学院が認めた単位数の範囲

内とする。 

 （受入手続） 

第３条 特別聴講学生として他の大学院の授業科目を履修し，単位の修得を希望する学生

は，受入大学院が定める履修許可願を所定の期日までに，派遣大学院を通じて受入大学

院に提出しなければならない。 

 （受入決定の通知） 

第４条 受入大学院は，必要に応じて選考を行い，学生の受入を決定し，派遣大学院を通

じて当該学生に通知する。 

 （成績評価） 

第５条 特別聴講学生が履修した授業科目の成績評価は，受入大学院の定めるところによ

る。 

 （成績評価の報告） 

第６条 受入大学院は，特別聴講学生の成績評価を単位修得報告書（別紙様式）により派

遣大学院に報告する。 

 （学生証の発行） 

第７条 受入大学院は，特別聴講学生に学生証を発行できる。 

（施設等の利用） 

第８条 受入大学院は，特別聴講学生が履修上必要な施設，設備等の利用について，可能

な限り便宜を供与する。 

 （有効期間等） 

第９条 本覚書の有効期間は，締結日から平成３２年３月３１日までとする。ただし，期

間満了前３か月にあたる日までに５大学大学院から異議の申し立てがない場合には，さ

らに３年延長するものとして，以後についても同様とする。 

２ 前項の規定にかかわらず，５大学大学院が，本覚書の有効期間内に本覚書の終了を希

望する場合は，６か月前までにその旨を書面で通知し，５大学大学院間で協議の上，合

意に達した場合は，本覚書を終了することができるものとする。 

３ 本覚書は，５大学大学院間で協議し，改正することができる。 

 （実施期日） 

第１０条 この覚書は，平成２０年４月１日から実施する。 





－  167  －

Ⅺ

Ⅺ　学　生　生　活
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 ⑴ 学務事務（受付窓口） 

    博士前期課程及び博士後期課程学生とも，学務事務（受付窓口）は，自然科学研究科

学務係（※以下，学務係）（自然科学研究科 管理・共通棟１階）が担当しています。 
    窓口開設時間：平日 8時 30 分から 17 時 15 分まで 

 ⑵ 学生への連絡 

    学生への通知及び連絡事項は，原則として掲示によって行います。 
    本研究科学生への通知及び連絡事項は，次の箇所に掲示しますので，常に掲示事項に

注意し，見落とし及び誤読等のないよう留意してください。これを怠ると思わぬ不利益

を被ることがありますので，登下校の際は，必ず掲示板を見るようにしてください。 
   ・ 自然科学研究科 正面玄関掲示板（自然科学研究科 管理・共通棟１階） 
 ⑶ 諸手続 
    手続には，規程等により定められているもの及び掲示により指示するもの，学生の皆

さんが必要の都度手続を行うものなどがあります。これらの手続を怠ったり，不十分で

あったり，時期を逸したりすると，不利益を受けるばかりでなく，修学上にも支障を来

すことがあります。 
    特に，次の事項について留意してください。 
  ① 退学及び休学について 
    就学意思がないにもかかわらず，退学又は休学の申請をしていないため，※ 当該期

の授業料の徴収手続が進められ，その結果「除籍」など学籍に重大な影響を及ぼすこと

が生じるので，必ず事前に申請手続を行ってください。 
  ※ 在学する学生の授業料は，前期分（４月～９月）については４月１日において，後期

分（10 月～翌年３月）については 10 月１日において，それぞれ各期分の授業料の徴収

手続が進められます。 

  ② 「満期退学」について 
    「満期退学」（博士後期課程に所定の修業年限以上在学し，所定の単位数以上を修得

し退学することをいう。）についても，退学申請手続が必要となるので，必ず事前に手

続を行ってください。 
    不明な点があれば，学務係（℡ 025-262-7387)にお問い合わせください。 
 ⑷ 研究科棟の使用 

※研究科棟：管理・共通棟，総合研究棟（物質・生産系，情報理工系，生命・環境系，

環境・エネルギー系） 
  ① 掲示物について 
    掲示板に余裕がある場合は，使用を許可しますので，学務係に申し出てください。 
    掲示板以外の場所（防火扉，壁面等）への貼付は，絶対行わないでください。 
  ② ゼミ室等の使用について 
    ゼミ室等の使用は予約が必要になりますので，事前に学務係に申し出てください。 
    なお，使用後は，次の人が使用できるよう整理・整頓をしてください。 
  ③ 郵便物について 
    郵便物を本研究科あてにしなければならない場合は，あて先に必ず「○○○教授研究

室気付」などと記入してください。 
 

  ④ 節電について 
  ・ 不要な照明は消灯し，退室時等は消し忘れのないよう確認してください。 
・ 空調は，設定温度を 夏季：28℃，冬季：20℃ とし，退室時等は消し忘れのない

よう確認してください。 
  ⑤ 火災及び盗難防止について 
    各部屋を使用した後は，火気の始末に十分注意するとともに，施錠並びに貴重品の管

理についても留意してください。 
  ⑥ 駐車場の利用について 
   ・ 入構票の交付を受けていない場合は，自動車・バイク等で大学構内へ入ることがで

きません。希望する場合は，必ず入構票の交付を受けてください。 
   ・ 自動車については，情報理工系脇の駐車場を利用してください。 

（管理・共通棟正面玄関前の駐車場は来客用ですので，駐車しないでください。） 
・ バイク・原付については，必ず所定の「自動二輪車・バイク置場」に置き，その先

は歩いてください。 
・ 入構票の掲示のない自動車，「自動二輪車・バイク置場」以外に置いてあるバイク

等については，貼紙により警告します。 
 ⑸ 研究科棟の出入り 
  ① 各研究科棟の正面玄関及び通用口の開放時間は，原則として次のとおりです。 
   ・ 出入口開放時間：平日 7時 45 分から 19 時 00 分まで（各棟共通） 

  ② 上記以外の夜間・休日は，学生証をカードリーダーに通すことにより解錠できます。 
 ⑹ ごみだしのルール 

    大学（事業所）では，ごみの分別が一般家庭と異なります。また，実験系廃棄物等は，

処理方法を誤ると大変危険ですので注意してください。 

① 一般ごみ 
     情報理工系脇の所定のごみ置場に次により分別して出してください。 
     ・燃やすごみ 
     ・プラスチックごみ（プラスチック，ビニール，ゴム） 

   ・ビン 
・カン 
・燃やさないごみ（金属くず，ガラス，せともの） 

  ② 古紙 
     再生可能な紙ごみは，「燃やすごみ」として出せません。以下により古紙回収へ出

してください。 
    ・対 象 新聞，雑誌，段ボール，ＯＡ用紙，パンフレット，カタログ， 

シュレッダー紙 
    ・回 収 日 毎月第２・４金曜日 午前中 
    ・回収場所 管理・共通棟１階事務室前 
          物質・生産系１階プレゼンテーションスペース脇 
          生命・環境系１階エントランスホール 
          情報理工系脇ごみ置場 
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 ⑴ 学務事務（受付窓口） 

    博士前期課程及び博士後期課程学生とも，学務事務（受付窓口）は，自然科学研究科

学務係（※以下，学務係）（自然科学研究科 管理・共通棟１階）が担当しています。 
    窓口開設時間：平日 8時 30 分から 17 時 15 分まで 

 ⑵ 学生への連絡 

    学生への通知及び連絡事項は，原則として掲示によって行います。 
    本研究科学生への通知及び連絡事項は，次の箇所に掲示しますので，常に掲示事項に

注意し，見落とし及び誤読等のないよう留意してください。これを怠ると思わぬ不利益

を被ることがありますので，登下校の際は，必ず掲示板を見るようにしてください。 
   ・ 自然科学研究科 正面玄関掲示板（自然科学研究科 管理・共通棟１階） 
 ⑶ 諸手続 
    手続には，規程等により定められているもの及び掲示により指示するもの，学生の皆

さんが必要の都度手続を行うものなどがあります。これらの手続を怠ったり，不十分で

あったり，時期を逸したりすると，不利益を受けるばかりでなく，修学上にも支障を来

すことがあります。 
    特に，次の事項について留意してください。 
  ① 退学及び休学について 
    就学意思がないにもかかわらず，退学又は休学の申請をしていないため，※ 当該期

の授業料の徴収手続が進められ，その結果「除籍」など学籍に重大な影響を及ぼすこと

が生じるので，必ず事前に申請手続を行ってください。 
  ※ 在学する学生の授業料は，前期分（４月～９月）については４月１日において，後期

分（10 月～翌年３月）については 10 月１日において，それぞれ各期分の授業料の徴収

手続が進められます。 

  ② 「満期退学」について 
    「満期退学」（博士後期課程に所定の修業年限以上在学し，所定の単位数以上を修得

し退学することをいう。）についても，退学申請手続が必要となるので，必ず事前に手

続を行ってください。 
    不明な点があれば，学務係（℡ 025-262-7387)にお問い合わせください。 
 ⑷ 研究科棟の使用 

※研究科棟：管理・共通棟，総合研究棟（物質・生産系，情報理工系，生命・環境系，

環境・エネルギー系） 
  ① 掲示物について 
    掲示板に余裕がある場合は，使用を許可しますので，学務係に申し出てください。 
    掲示板以外の場所（防火扉，壁面等）への貼付は，絶対行わないでください。 
  ② ゼミ室等の使用について 
    ゼミ室等の使用は予約が必要になりますので，事前に学務係に申し出てください。 
    なお，使用後は，次の人が使用できるよう整理・整頓をしてください。 
  ③ 郵便物について 
    郵便物を本研究科あてにしなければならない場合は，あて先に必ず「○○○教授研究

室気付」などと記入してください。 
 

  ④ 節電について 
  ・ 不要な照明は消灯し，退室時等は消し忘れのないよう確認してください。 
・ 空調は，設定温度を 夏季：28℃，冬季：20℃ とし，退室時等は消し忘れのない

よう確認してください。 
  ⑤ 火災及び盗難防止について 
    各部屋を使用した後は，火気の始末に十分注意するとともに，施錠並びに貴重品の管

理についても留意してください。 
  ⑥ 駐車場の利用について 
   ・ 入構票の交付を受けていない場合は，自動車・バイク等で大学構内へ入ることがで

きません。希望する場合は，必ず入構票の交付を受けてください。 
   ・ 自動車については，情報理工系脇の駐車場を利用してください。 

（管理・共通棟正面玄関前の駐車場は来客用ですので，駐車しないでください。） 
・ バイク・原付については，必ず所定の「自動二輪車・バイク置場」に置き，その先

は歩いてください。 
・ 入構票の掲示のない自動車，「自動二輪車・バイク置場」以外に置いてあるバイク

等については，貼紙により警告します。 
 ⑸ 研究科棟の出入り 
  ① 各研究科棟の正面玄関及び通用口の開放時間は，原則として次のとおりです。 
   ・ 出入口開放時間：平日 7時 45 分から 19 時 00 分まで（各棟共通） 

  ② 上記以外の夜間・休日は，学生証をカードリーダーに通すことにより解錠できます。 
 ⑹ ごみだしのルール 

    大学（事業所）では，ごみの分別が一般家庭と異なります。また，実験系廃棄物等は，

処理方法を誤ると大変危険ですので注意してください。 

① 一般ごみ 
     情報理工系脇の所定のごみ置場に次により分別して出してください。 
     ・燃やすごみ 
     ・プラスチックごみ（プラスチック，ビニール，ゴム） 

   ・ビン 
・カン 
・燃やさないごみ（金属くず，ガラス，せともの） 

  ② 古紙 
     再生可能な紙ごみは，「燃やすごみ」として出せません。以下により古紙回収へ出

してください。 
    ・対 象 新聞，雑誌，段ボール，ＯＡ用紙，パンフレット，カタログ， 

シュレッダー紙 
    ・回 収 日 毎月第２・４金曜日 午前中 
    ・回収場所 管理・共通棟１階事務室前 
          物質・生産系１階プレゼンテーションスペース脇 
          生命・環境系１階エントランスホール 
          情報理工系脇ごみ置場 
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③ 雑紙（ざつがみ） 
    ②の古紙以外の再生可能な紙ごみは，「雑紙（ざつがみ）」に分別して出すことで

リサイクルされます。 
     ◇対象 

・ティッシュの箱，菓子箱，菓子袋  
・事務用紙，メモ用紙，画用紙，紙製ファイル 
・紙袋，紙箱，包装紙，封筒，ラップ・トイレットペーパーの芯 
・ペーパータオル（汚れのひどいものは除く） など 
※詳細は，掲示を参照してください。 

  ④ 粗大ごみ（パソコン等含む） 
    ・回収時期 年３回 

７月，11 月，３月の各月の別途指定する期間 
    ・回収場所 

生命・環境系 地階床下ピット（前室内）及び前室前駐車場 
・留意事項 

パソコンについては，情報漏洩防止のため，データを完全に消去するか，または

ハードディスクを破壊してから出してください。 
個人で使用していた車のタイヤ，テレビ，冷蔵庫，パソコン等は，絶対に出さな

いでください。 
  ⑤ 実験系廃棄物 
    ・実験系廃棄物は，一般ごみと区別し，所定の方法により処分してください。詳細は

本学の「環境安全推進室」ホームページ（http://www.esc.niigata-u.ac.jp/）を参照し

てください。 
・実験で使用した注射針等は「感染性廃棄物」として区別されます。危険ですので必

ず専用容器に入れ，自然科学系総務課学系会計係（自然科学研究科 管理・共通棟２

階）まで持参してください。 
 



－  171  －

Ⅻ

③ 雑紙（ざつがみ） 
    ②の古紙以外の再生可能な紙ごみは，「雑紙（ざつがみ）」に分別して出すことで

リサイクルされます。 
     ◇対象 

・ティッシュの箱，菓子箱，菓子袋  
・事務用紙，メモ用紙，画用紙，紙製ファイル 
・紙袋，紙箱，包装紙，封筒，ラップ・トイレットペーパーの芯 
・ペーパータオル（汚れのひどいものは除く） など 
※詳細は，掲示を参照してください。 

  ④ 粗大ごみ（パソコン等含む） 
    ・回収時期 年３回 

７月，11 月，３月の各月の別途指定する期間 
    ・回収場所 

生命・環境系 地階床下ピット（前室内）及び前室前駐車場 
・留意事項 

パソコンについては，情報漏洩防止のため，データを完全に消去するか，または

ハードディスクを破壊してから出してください。 
個人で使用していた車のタイヤ，テレビ，冷蔵庫，パソコン等は，絶対に出さな

いでください。 
  ⑤ 実験系廃棄物 
    ・実験系廃棄物は，一般ごみと区別し，所定の方法により処分してください。詳細は

本学の「環境安全推進室」ホームページ（http://www.esc.niigata-u.ac.jp/）を参照し

てください。 
・実験で使用した注射針等は「感染性廃棄物」として区別されます。危険ですので必

ず専用容器に入れ，自然科学系総務課学系会計係（自然科学研究科 管理・共通棟２

階）まで持参してください。 
 

Ⅻ　五十嵐キャンパスマップ・案内図 
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